ナナ メ に 傾け る 写真 の 窟 


っ 


し : 
FSSMUSM M 


リ // 絶対 に 失敗 し な い 
グ ) 革 る 詩 三 


i/ ロ 
オグ , 


ン 洲 の 撮り 方 


す ン 
[特集 2] 

スタ イリ ッシュ に スナ ッ プ で きき 誠 
カメ ラ が 欲し い 


適 な MF レ ンズ 
あー ルッ ァ イ ス 
Loxia 2750 
で 、 2 


日 
- ラ / 


広角 28mm 単 焦点 
シグ マ 
dp1 Quattro 


デジ タル カメ ラマ メジ ン の Web http://digitalcamera.impressrco.jp/ 


デジタ ルカ メラ し UNIENT 
201412 


人 気 写真 家 10 人 が ナナ メ に 傾け る テク ニッ ク を 大 公開 ! 


し ポー ト ! 46 和子 、 太 0 良 、 お 光田 一 、 佐 々 本 福住 和子 。 半 、 山 人 


飛行 機 ・ 動 物 ・ 
夜景 ・ 風 景 の 
4 ジャ ン ル を 
徹底 攻略 


と 36 


F4- 5. き USM 


16 年 ぶり に リニュ ー ア ル し た 望 可 ズー ム を 徹底 紹介 ! 


ォ ャ ン EF100-400mm F4.5-5.6L IS IL USM 
70 軌 se 154 was セ ュ 用 


旧型 の レン ズ で ) 
不満 に 感じ て 


16 年 分 の 思い を 詰め 込み 、 
最高 の 光学 性 能 
いた 点 は を 較 成 し た 
すべ て 解決 ズー ムレ ンズ 
am ポー ト - 誠 B 
新 製品 レビ ュー 


2749 計 の 78 計 で 144 2 め の 


ン ャ dp1 カー ルッ ァ イ ス 失 コ いて きい 】 
Quatto ey loxa 2 Ho 


= コン Df 50mm (71.8G 
Speclal Gold Editlon キッ ト 


、 EL ) 
へ N 55oowoo 科 


145 て る らち 167 人 と くき 全う なめ に 
限 時 人 の メン テ ナ ン ス 
生 5 丘 [ 層 遇 の 明 唱 で 生 5 操 動体 予 測 測 旗 は 


に ) - 写真 の 印象 が 飼 了 予測 ? 
ーー 


EOS 7D Mark Te 


見 事 に 結実 し た 

ーー 
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New Product Repor 

ーー デジ タル フォ ト 部 門 

TOPlCEINFORMATON 

世界 一 わか りや すい 動 和 ブリ ント 部 門 き 

王寺 イベ ント レポート 2013 年 の 紅葉 フォ トコ ン テ ス ト = 


集まれ ! DCM 写 存 


デジタ bg CONTENTS 2 
0 


ーー 
m*ism 長良 川鉄 道 廊 
ーッ 
介 18 回 em 暗 秋 か ら 初生 へ 
九州 北部 テレ ビ ロ ケ の 旅 


いつ も と 連 う 写真 が 所 れる 
104 写真 表現 カメ ラマ ニュ アル 


更 10 加 広 骨 ズ の 構図 づく り 


mwsg 降り 注ぐ よう な 「 ふ た ご 座 
流星 群 を と ら え る し 


110 日 本 風景 の 色 を 探す 
全 5 正 細 青 で kc 


12 記 W が 注目 レン ズ を 科 底 只 昧 
レン ズ 負 が 斬る 
*w*4 ロ ニコ ン AF-S NIKKOR 
20mn 1.8G ED 


プロ の 提 り 方 & 仕 上 げ 方 
114 革 気持 ち が 伝わる ポー トレ ー ト 


*sm 森 の 中 で 見 つけ た 
澄ん だ 瞳 す * 


11 写真 を 仕上 ける RAW 現像 テク ニッ ク 
Photoshop Lightroom で 


簡単 レタ ッ チ シー ン 編 
*4 劇 日 に 照ら され て 
光輝 く 風景 4 amas 


118 デジ タル ー 限 大 研究 いい レン ズ っ て な ん だ ? 


*i ョ レン ズ 硝 材 の 
種類 と 作り 方 sas 


も 
PHOTO ESSAY 
121 REAL BONES 骨格 と 機能 美 
ボート: 呈 


wsm アオ ザ メ 


122 BOY!PNOTOwhMZUKODIGTAL PROEPREMUM 
M.ZUIKO レ ンズ と 旅 する 1 泊 2 日 
も う 一 度 、 あの 場所 へ 
第 5 回 汗 


1244 私 の 写真 を 変え た LENS 

\s5g SUMMICRON-M 本 
ポト: 

186 写真 展 を 振り 返っ て vcew btibtion 


5 one Second 一 上 財 間 と 永遠 


私 た * 乗り 遠い 過去 か ら 未来 へ と 向かう 
188 遠く か ら 来 た 舟 
*ram 牛 窟 秋祭り em 


COVER STORY 


The theme in December 


オス ス メ す る 紀 つ の 理由 


美しい 自然 風景 を 求め て 日 本 全国 を 移動 する 米 美 
知子 さん を 監修 に 迎え て 完成 し た 「 本 当 に 欲し い バッ 
ク バ ッ ク 」 が 発売 中 。 撮影 現場 で 実際 に 本 製品 を 
使っ た 印象 を 米 さ ん に お 聞き し た 。 レポ ー ト : 押 入部 


肖 1| ベル ト の フィ ッ ト 感 が 
回 是 還 と て も 良く て 疲れ な い 


長め の 上 部 ベル ト で 
上 着 を くく りつ けら れる 


半 2| 脱着 で きる ボー チ で 
回 収納 量 を 調節 で きる 


車 の 方 


レイ 


ー は 本 体 を すっ ぽ り 本 
に 態 よ け の 替 を 付け た まま レイ ンカ バ 
出せ る 。 外 ボケ ッ ト の ペッ ト ボボ トル を 取り 出 


grrssrggzg 合 | 隊 角 バッ ク パ ッ ク aa34.980 


円 + 税 
因 200 人 


米 美知子 氏 監修 商品 の 購入 は こち ら b http://book.impress.co.jp/items/backpack.php ba 


34 タル カメ ラマ 


押 双 ロ チ ャ ー リ ィ 庄 
キャ ン EOS 7D Matk FEF70.300mm F45BL IS 
USM 。 170mm(272mm 相 当 ) メ マニ ュ アル 村人 F5 
IS) SO 6400 。 WB オ ー ト 理 に スロ ー シ ャ ッ ター 
で 居 行 を し て 提 。 大 度 に 緒 い EOS 7D Markm 
と の 畑 み 合わ せな 5、 夜 和 が 高 画 質 で 提 で きる 


UTE 
YEO5 MI EPC900mm 46LIS 
USM 300mm(48OM 当 | 聞 / 傘 AEFWG 
、 14.500、+0.3EV) MO 800 WE に ト 
マミ の 則 を 億 っ て いる に 、 上 補 を 人 克 も カケ ス が 誠 
何気なく 300mm で ファ イン ダー を の ずく と 、 トン グリ を 
PO 


人 物 錠 に て 濁 。 軽く て ハン ド 
リン グ ザ 良い の で 隊 い 直 所 で る 竹馬 


EF70-300mm 
300mm (480mm 当 
住 先 AE (FB 


gF70-300mm F456L IS 
135mm 216mmf 当 ) 
Fl3、 160 


ズー ムレ ンズ の 自由 度 を 利用 し て 
ao 


,.、 党 。 


ヤン EOS 7D Mk 』 "EF70-300mm F4.58LIS USM - 70mm (112mm っ mi 
320 - WB オー ト 1 の ライ チョ ウ が 個 を 廊 べ な が ら よう W く 遇 けた 則 所 に 出 て きた 。 表 の 赤い 枝 れ 木 を は っ 


イチ ョ ウ % 旧 立たせ て いる 


キャ ン ン EOS 7 Mrk IEF70.300mm F4.56L IS USM 。300mm (480mm 相 当 ) 大 
り 内 AE (F5 6、1400 秒 、0 3EV) 50 320  WB: オ ー ト ライ チョ ウ の 妥 を 正面 か ら ア ッ 
プ で 提 う 。 腺 い つま 6 な 埋 に ピント を 合わ せ て 表情 を は っ きり に 見 せ て いる 


AF ボイン ト を 選択 する 

野島 を は じ め 、 生 き 物 を 指 影 する 坦 
合 は 目 に ピン ト を 合わ せる の が 基本 。 日 
に ピン ト が な いと な ん と も 同 抜 け な 写 真 
に な っ て し まう 。 か り と 目 に ピン 
ト が 合い 、 キャ ッ チラ イト が 入っ て いる と 
生命 感 が 強く じ られ る 

鳥 の 原 の ア ッ プ を 狂う と き に 注意 し た 
い の は 、 望 側 で 鳥 の 顔 を アッ プ に す 
る と 、 ば け や す く な っ て し まう こと 。 彰 の 根 の 括 写 を し っ か り と 出す 
絞り か ら 1 一 2 段 紋 り 込む と 良い 。 目 に し っ か り ビ ント を 合わ せる た め 
ント を 移動 選択 し て ビン ト を 合わ せよ う 。 


38 タル カメ ラマ ガ ジ ン 77.2074 


写し て 、 コン トラ メト で ラ 


逆 に 汚く な る の で や め た 


前 ポケ を 大 きく する に は な る べく 望 
造 寄り の 角 点 弄 苑 を 使用 し て 絞り は 開 
放 に する こと 。 ピ ント は 主役 の カモ に 合わ せな が ら 、 手 前 の 色 味 の ある 徹 写 体 を 
前 と 被写体 の 割合 が 4 
て し まわ な いよ う 、 ズー ム で 役 調 整 を し な が ら 構図 を 研 え よう 。 


人 工 物 を 避け て 構図 を 作る 

人 を 君 れ な い ライ チョ ウ は 近づい て 揚 影 で きる 
頁 重 な 野島 だ 。 育 景 と パテ ンス を と っ て 構図 を 束 
える に は 70mm が ちょ うど 良い 。 

この 写真 は 、 立 山 の 黒 部 アル ペン ルー ト で 撮 
影 し た も の 。 遊歩 送 か ら 狂う た め 、 役 写 体 に 自 
由 に 近づく こと は 不可 能 だ っ た 。 そ ん な の と き に 
70 300mm の 焦点 域 は 役 妙 な 画 角 の 誤 各 
が 可能 な た め 、 重 宝 する の だ 。 風 景 を 育 景 に す 
る 撮 影 で 注意 し た い の は 、 中 祭 半 葉 に 人 工 物 が 
て し まう こと 。 雰囲気 が 台 な し に な る の で 背 
た 、 鳥 の 生態 を 伝え 
斉 景 の 様子 を は っ 
きり と 描写 させ た い 。 そ の 効果 も あっ て 、 植 物 の 
後ろ の 池 ま で シャ ー プ に 見 せる こと が で きた 


6 の が 写り 
に より 生業 


キヤ ン ン EOS 7D Mark 1 EF70-300mm F4.5.5L IS USM 277mm (443mm 相当 | 語り 
信 先 AE (F55、10500 和 一 1.7EV 
ボケ で 入れ て 、 主将 の オシ ドリ た ち を 目立た せる と と も に 、 障 い 朝 の 則 業 の 中 で 明る き を 胡 夫 し た 


色 の ある 植物 を 前 ボケ に 


1SO 2000 ・ WB : オト セイ タカ アワ ダチ ン ウ の 作 を 前 


ント と な る の で 、 ボ ポケ で 主 類 を 消し 


の 


レバ 圧縮 効果 を 利用 し て スケ ー ル 感 は その まま に 


密度 の 高い 写真 を 撮影 する 


Te dZ SO3N へ + キ 


な き ゅ で 疫 瑞 和 Srvci 
FOO8L .83) 


EE に 了 N ECUEEF ト FPW ER RG 


( ほ 計 琴 ) 圧 WSn SI TSY』 uu00E-0/3 


で ゆき 下 末 造 一 : p= 、00Z OSI 


チャ ー リ イネ る し ょ う - 1972 年 
2001 和 より 可 貼 の 当て 


ン ヤ ルス に て バイ ロ - ト 
で キネ ス 計 定 。 キヤ 


ンス 到 和 和 、 還 内 外 の 半生 


手前 、 中 間 、 背景 を 探す 

この 写真 は アト ラン タ 国 際 空 港 で 手前 の 
入行 概 、 斑 機 中 の 概 体 、 良 の 滑走 中 を 区 
峡 す る 3 種 の 機体 を 入れ て 圧 細 効 果 を 利用 
し て 、 混 み 合う 飛行場 表 現し 

ワイ ド 側 で 提 影 し た も の や 、 背景 まで の 問 
に パラ ンス 万 機体 が いな いと 奥行 き が 感じ 
っ て し まう 。 圧 


体 と 育 景 まで の 間 の 機体 、 そ し て 痛 景 機 
体 の 3 つの 被写体 を 探す こと が ポイ ント 。 級 
り は 絞っ た 方 が 、 密 度 の 濃 さ が 描写 で きる 。 
35mm 判 換算 で 480mm 相当 な 5 ば 、 かな 
り の 圧縮 邊 が 期待 で きる 


ta 者 Cp 


二 寺 m 須 ah 


EOS 了 。btip:wwae dherewco.iy 


約 4 段 分 の 手 ブレ 補正 機構 が 
スロ ー と アン ダー の 表現 を 可能 に する 
) ネ 4 ピ 


仙 I ン ネ Le も 手 ブレ す る こと ライト の 笠 
が で きる 


キャ ン ン EOS 7D Mk EF70300mm 
F456LIS USM 166mm (265mm 相 
当 ) マニ ュ アル 力 出 (F56、310) 

lsO100 WB オ ー ト 

三 軸 が 使え な い 状 況 だ っ た ゲ 、 時 側 で も 
シャ ッ ター 軍 友 を 誠 く し て 、 人 ご み と た くき ん の 
ホー ム と いう 和 会 の 駅 の イメ ー ジ を 提 っ て みた 
や まさき ゆう や 1970 年 広 呈 まれ 日 大学 玉生 真 和広 和紀 & は じ の TV 、 ラ ジオ な ど へ の 出 滅 から 清 や 当 六 ど 相 (人 
仁宗 々 と 電 っ て いる 。http2homepsgeL niftycomuye Yamaslka/ 


ブレ と シャ ー プ の 対比 が コツ 

基本 的 に 僕 の 撮 時 スタ ンス は 、 走っ て いる 
列車 を 撮る 場合 は 走っ て いる よう に 撮り た い 。 
具体 的 に は 流し 撮り で あっ た り 、 列車 を あえ て 
ぶら し た りす る 手法 が ある 。EF70-300mm 
F4-5.6L IS USM は 約 4 段 分 の 手 ブレ 補 
正 機構 が ある の で 、 三脚 が 使え な い 駅 の ホー 
ム や 車内 な ど で も 手持 ち で スロ ー シ ャ ッ ター を 
使っ て ガン ガン 揚 影 で きる の だ 。 

の 大 きい 写真 は 駅 の 構内 で 行き 交 う 
人 々 を スロ ー シ ャ ッ タ ー で 。 、 駅 の 忙し な 
い 様 子 を 表現 し た も の 。 掲示 板 の 文字 を ぶ 
5 さ ず に シャ ー プ に 写し 止め る こと が で きる と 、 
て いる 部 分 が 目立っ て イメ ー ジ 的 な 印象 
が 強まる 。 ま た 、 隣 の 小さ い 写真 は 、 地下 鉄 
が 駅 に 入っ て 来る シー ン を ホー ム か ら 狙っ た も 
の 。 こ の レン ズ は 光 条 が きれ い に 出 る の で 、 
F5.6 に 絞っ て 、 電 車 の ヘッ ドラ イト を 光 打 と し 
て 表現 し た 。 


馬 iTm BiRpSj 登 坊 ! | 1 EF70-300mmF4-54 
IS USM 


ITTETHT 
・ 攻 導 70 一 300mm 


・ 革 (時 3 :29| 


ー 6"50・19.30 一 485 
』 * 大 二 5 人 006 人 (70mm 
半 )、 021 千 00mm 旨 | 


條 力 : キ ヤノ ン 株 式 会 社 キヤノン マーケ ティ ング ジャ バン 株 式 会 社 


時 IENS HAND5DOK id は Apg Sr ちら 押 桂 
smste==akdpe 


(ケー ス ・ フ ー ド 付き 、 税 有 ) 


350mm 夫 で 490mm 人 


半分 の 手 プレ 補正 模 が 計 さ 
きこ 480mm 時 に 130 和 近く の 
シャ ター が 可能 だ た 。 所 に 手 持ち で 人 
か で 8、 家 遇 の 由 が 広がる 


デジタ ルカ メラ マガ ジン 772074 39 


写真 は 水平 ・ 垂 直 を 出す の が 鉄則 だ と 言わ れる 。 し か し 、 果たし て そう だ ろう か 。 
に は ナナ メ に 傾い て いて 、 強 い イ ン パ クト を 与え る も の が ある 。 今月 は そん な ナ 


ロバ ー ト - キャ バ や 森山 大 道 の 條 作 と 言わ れる 写真 
ナメ の 構図 に つい て 考え た い 。 ナナ メ の 構図 は 、 水 


[特集 1 傾け る と カッ コ 良 く な る 写 真 の メソ リッド 


平 を きち ん と 出し た 写真 より も 撮影 者 の 主観] を 写真 に 込め る こと が で きる 。 この 特集 を 参考 に し て イメ ー ジ を 表現 する た め の ア ブ 


ロー チ 方 法 を 見 つけ て ほし い 。 


8 ナナ メ の 構図 の 基礎 知識 
カメ ラ を 傾け て 伝わる 印象 と は ?// カ メラ を 傾け る こと の 意味 
カメ ラ の 上 手 な 傾け 方 焦点 距離 別 の 傾け 方 デ 

ー ン 別に 見 る 角度 の 比較 


5 写真 直伝 ナナ メ の 構図 テク ニッ ク 

表現 の 上 で 決め た 水平 が 結果 的 に ナナ メ に な る 
写真 を 傾け る と し \ う 行為 は アプ ロー チ で は な く 衝動 だ 
正しい ナナ メ の 構図 は 身体 の 反応 と 直感 が 導く 

ー 生き 生き と し た 街 の 立体 感 や 空気 感 、 奥 行き を 演出 する 
意図 や 傾け 具合 を 意識 し て ポジ ティ ブ な 変化 を 生み 出す 
ナナ メ に 適し た 被写体 や アン グル で 面白 さや 違和感 を 伝え る 
カメ ラ を 傾け て 見 せる の は 画面 か ら 出る ス |! 3 
提 影 現場 で 感じ る 維 多 な 街 の 空気 を 写す ン 
ナナ メ の 中 に 人 物 を 配置 し て 伝え た い 感 重 を 込め る ン 
日 常 の 光景 を 募 の 世界 に 変貌 させ る 


テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 78.2072 


の 構図 


を が 上 


爺 木 知子 テー 


大 和田 良 回 
郡川 下 次 
中 隆 - 
藤田 一 区 
佐々 未 間 大 
福井 衣 
久住 誠一 
ー 導 者 了 
江守 
山 央 代 時 


二 末 カメ ラ を 傾け て 伝わる 印象 と は ? 


カメ ラ の 右 を 下げ て 提 影 する と 、 提 影 し た 写真 は 画面 の 左 が 下がる 。 画面 を ナナ メ に し て 表現 で きる の は 撮影 者 の 


75 SonnarT'FE 55mm Fig 2A 
ナッ に よる 印 旬 | 55mm 人 索 AE (32、10600 和 03EV 
臨場 感 | EC Co BA ea の 56 シ ー 

| レセ スト ー リ ー が れる. きっ ちり 平 を と っ て 拉 を 
する に 人 の 風 迷 に 思え 6 か 6 し れ な い が 、 カ メラ 

を さと で 陣場 司 が 加わ っ た 用 ギリ ギリ の 放さ か ら 放 切 で 下っ て いる 。 


用 レン ス を 合っ て ロー アン グル て 半 
て いき に に が わか る 


ン が た 
で 
ペッ 
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る 縛 リ ズム 


主観 。 イメ ー ジ を 込め て カメ ラ を 傾け る の で ある 。 で は 、 その イメ ー ジ に は と ん な も の が ある の だ たろ うか? 


人 とき の 流 行 と る 計 え る 。 古び た 吾 和 を 下す る た 
箇所 を 埋め 込ん や すい の が ナナ メ の 本 
ける 骨 友 は 材 え め に し て いる 


| サメ に よる 加 家 | 105mm Fe.5. 
奥行 き 

] 先 AE (F35 、U125. 

1 CaEV IsOioo 

WB 大 に 人 馬 き h で いる レト D ロ な. 

1 内 輔 や 補い 7 な 印 を 料 込む な め に ナナ メ に | 

電導 和 り た 。 ナ ナタ に 科 け 6 こと に よっ て 、 主 科 に し た 旬 が 

章 い て いな か っ た 。 和 休 の ライ ン を 生か し て | 

表 時 し て いち 


ッ =ー gs 
ナナ メ に よる 印 殺 | SonnarT'FE 
| モチ ー フ 表現 | Er 中 
55mm - 燈 先 AE 
FLB 、 1U100 
03RV) IsO 100 WB: ォ ー ト の ょ 3 
全て も 、 見下ろし た り 見 上 げた りす る アン グル は 、 ナナ メ 
の 欄 田 で も 邊 拓 に 見 せる こと が で きる 。 これ は 本 洋 如 の 
人 必 の に 、 度 因 の 経 の 色 写 り 込 ん で いた ちの 。 ライ 
ン の モテ ー フ を イメー ジ と し て 切り 也 っ て いる 、 か な り カ メ 
ラ を 頂け て フレ ー ミ ング し て る 、 志 和 悟 は 悪 じ ら れ な い 


ソニ ー g7S Vario-fessar 


サメ に よる 印 宗 | T* FE 24-70mm F4 2A 


| ISO100 “WB: 本 時 
カン ラ を 傾け て も あま り 近 和 和 を じ な い 算 村人 に 
ポッ プ な イメ ー ジ で 切り 取っ た 、 で きる だ け 和 写 間 放 を 


加 く た め 、F22 で 提 時 。 長い 生 を フレ ー ミ ング する と 、 
| は ESh ゃ よう に な る 。 リズ ミカ ル 提 き が 加わ 
り | 邦 が 生き 生き と じ られ る 


本 和 子 (すず き と も ご )= 六 呈 まれ - 京 
際 へ の や 宮 委 ワー クシ ョ ンプ 9 ど 
pp:Zsiuczmera exhiooip 


ン ニ ー g75 。 VarioTesaar T* FE 24.70mm F4 ZA 05S 。 70mm 。 り 人 先 AE (F9 
ナナ メ に よる 還 依 | VO 一 1.OEV) ISO 8000 。 WB: 大 浴 夫 おしゃ れ な 夏 が 入っ て いる レト ロビ ル は 、 

| カメラ を 負け て 表し た 條 く て 衣 し な 

て は 骨 カヤ 軸 行 が 妹 護 まれ な いよ うに 、 要 


富 末 カメ ラ を 傾け る こと の 意味 


前 ペー ジ で は ナナ メ 構 国 は いろ いろ な イメ ー ジ を 表現 する の に 有効 た と いう こと を 説明 し た 。 で は 、 その イメ ー ジ 表現 に 
よる 具体 的 な 目的 と テク ニッ ク に つい て 考え て みた い 。 


ナナ メ に 適し た 被写体 を 傾け て 
主観 的 な イメ ー ジ を 伝え る 


一 般 的 に 写真 の フレ ー ミ ング を 考え る 場合 、 水 
平 ・ 研 直 を 出す こと が モ オリ ー と な る 。 水平線 が 少し 
で 6 領 いて いる と 、 佑 和 感 の ある 写真 に な っ て し まう 
か ら だ 。 確 か に まっ すぐ に 建っ て いる 建築 物 や 、 テ ー 
プル の 上 の グラ ス が 傾い て いる の は あま り 気 持ち の 
胡 い も の で は な い 。 し か し 水平 ・ 垂 直 を きっ ちり た 合 
わせ る こと で や け に 共 苦 し く 、 説明 的 な 写真 に な 
し まう ケー ス も ある 。 写 真 構図 の え 方 と し て 、 すべ 
て の 被写体 で 水平 ・ 垂 直 を 合わ せる 必要 は な い が 
「 意味 の な い 無 き は NG」 と 理解 し て お こう 。 


に ero き を 作る 


2 ワー や ビル な どの 琴 い で 生生 條 は 、 ナ ナメ に 
半角 屋 を 王 し て 見上げ る よう に 光る と 失 


写真 の 構図 に は 「 対 角 線 ( 紀 線 ) 恒 図 」 と いわ 
れる ナナ メ の 情 図 が ある 。 カ メラ を ナナ メ に 傾け て 
撮影 し て も 、 同 様 の 効果 が ある こと を 党 え て お きた い .。 
効果 し て は 、 奥行 き 、 動き 、 ス ケー ル 感 の 強 
調 や 、 ス ペー ス の 調整 な ど が あげ られ る 。 重 昌 
て し まう と 写真 全体 に 動き で あっ 被写体 に 動 
感 を プラ ス で きる 。 また 、 立 体感 や 奥行き を 表現 し 
や すい か ら 、 ダ イナ ミッ ク な 印象 に 6 な る 。 ほ か に も 
不安 定 感 、 緊張 感 、 陣場 感 な ど を 斉 め 込ん で 、 情 
約 な 1 イメ ー ジ を 表現 し て も 良い 。 傾 ける 角度 に よっ 
で 6 還 象 は 大 きく 変わ る 。 こ こ で 注意 し た い の は 、 人 
上 が 0 の 候 真 を 撮 六 し た か っ た ら 、 カ メラ は 人 を 下 
げ て 、 だ を 上 上 げ で 搬 周 し な 《 て は な ら な いと いう こと だ 


に 、 人 間 の 視覚 は 古 上 が り の 写真 を 自然 
よ が で きる と され る 。 反 対 に 下がり に す 
で 、 不 自然 5& い える イン パク ト を 強調 し て 6 面 
自 い だ ろう 。 また 、 披 写 体 に よっ て 6 自然 に 見 えた り 、 
半 和 感 を 感じ きせ る 6 の は ある 。 花 な どの 植物 は 、 ナ 
ナメ に 傾け て も 悦 和 司 は 感じ ず に 、 むし ろ ナ ナメ に す 
る こと で ま よ まり が よく な る こと も ある 。 被写体 を 見 上 げ 
た り 見 下ろ し た りす る 場合 は 、 傾い て いて も 不 ド 
は 見 えな い 。 針 築 物 な を 見 上 げ て 一 部 を 切り 取る 
よう な と き は 、 思い切っ て 傾け る の も 藤 い だ ろう 。 の 
よう な 和 被写体 が ナナ メ の 情 図 と 相性 が 良い の か を 
見 極め る よう に し た い 。 カ メラ を 領 け る 意味 を 蓄 誤 し 
て 幸 れ ば 、 個性 的 で 触 力 前 な 好 真 に な る だ ろう 。 


パー ス を 利用 し て 動き と 立体 感 を 作る 


交 


37、 硬 と f 。 画 和 1 つの 本体 が 語 め る 人 合い W は 生体 に 近づい て 伯 け る こと に よっ で デフ ォ ル メ す る 。 そ し 


て 、 で きた バー ス に よっ て 玉生 まれ る 


カラ % 人 ける 
理 す る に Py で きち 


スペ ー ス を 調整 し て 構図 を 整え る 


コシ クル た くい 要 提 6 
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カメ ラ の 上 手 な 傾け 方 


ナナ メ の 構図 は それ ぞ れ の 効果 を 狙っ て イメ ー ジ を 表現 する も の で ある こと が 理解 で きた と 思う 。 次 は 、 上 手 な 傾け 方 
に つい て 考え て みた い 。 カメ ラ の 右 を 下げ て 撮影 する と 、 画面 の 左 が 下がっ た 写真 に な る こと を 忘れ ・ 


用 感 を 強調 する テク ニッ ク 


道 や 建物 の 直線 を ナナ メ に する 


吉 近 感 を 強調 する に は 、 道 や 建物 の ライ ン を ナナ 
メ に し て 集中 替 を 作る 。 面 面 の 中 に ライ ン が な いと 、 
典 行 き を 効果 的 に 見 せる こと が で き な い の で 、 いか に 
ライ ン 状 の 被写体 を 探せ る か が ポイ ント に な る 。 

下 の シ ー ン は 灯 物 の 嘩 面 と 外 板 の ライ ン を 利用 し 
て 、 左 典 の 座間 が 広見 える よう に カメ ラ を 傾 け る と 
良い 。 また 、 通 行人 が た くき ん 歩い て いた の で 機 准 
レン ズ で 和 研 を た きく ぽか し た 。 遠近 感 の 強調 は 
広 加 レン ズ の 方 が 適し て いる が 、 看 仮 の 刈 み や 余 
計 な 要素 を 整理 で き な い こと が ある の で 注意 し よう 。 


で は に 人 し 
い f 介 本 の 多 通 。 ギ ャ 
ラリ ー の 者 析 を 主 順 


M 


プ 基 し た い 


PR 大 板 の 上 の ライ ン に 注目 

ギャ ラリ ー の 者 に づい て 
当り の 人 を す る 
天上 の ライ ン が 有 行 きま 
よう 2 生 科 に を る まう に 
が 8 


イジ ド 2W た くさ ん の ライ ン を 入れ る 
Pd を 人 れず に 莉 枯 だ け を 
6 加 。 背景 の 中 


と かう 6 押 け て も 行 WU は 
と PBlu な を 入 れる 
か 見上げる よう 本 較 で ほ 物 
At の mo 


5 インド 画面 の 上 に 向かう 線 を 作る 


理 の た 下がる と 


97S "anoTessar T* FE 24.70mm 4 2A OSS 
5Tmm 。 机 / 先 AE (F63.120 秒 =OEV oo 

 WB 講和 の ライ ン を 反 に 本 罰する こと で 、 動 ケ 
し 6 れる は すず 。 衣 箇 の 補 体 で あっ で も 、 フ レー ミン グ に よっ て 生き 


| グ の 高 さ を 強調 する 方 法 


対角線 上 に ナナ メ の 線 を 作る 


き の ある 被写体 の 場合 、 下 か ら 見 上 げ る よう な 
惜 図 で も 高き を 強調 する こと は で きる が 、 カ メラ を 傾け 
る に と で 動き が 加わ り 、 ス ケー ル 感 と E も に 辿 用 や 成 
正 感 と 緊張 感 6 表現 きれ る 。 イン ト E な る の 
は 下線 の ライ ン 。 ラ イン が 長い 方 が より 高き が 感じ ら 
れる よう に な る 。 

長 方 肥 の 商 面 に 対し て 一 番長 い ライ ン が 作れ る 
の は 対角線 だ 。 そ こ で 、 対角線 に 直線 ライ ン を 配置 
する よう に フレ ー ミ ング を すれ ば 、 最 も 効果 的 な 見 え 
が に な る 。 下 の シー ン で は た くき ん の ライ ン が 存在 す 
る 。 画面 の 中 の 明る い 
分 は 提 線 を 誘導 する 
の で 、 ピル の 隙間 の 四 
角 い 空間 を ナナ メ に する 
こ 上 で スケ ー ル 札 を 強調 
(た 


< コ の 字 有 の ほ 格 その 問 に 上 ほ 
ピル, これ 5 の 仁和 の 高き を 半 
し て 、 ス ター し たい 
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TQ ダ 


ポイ ント 1 

ハイ ライ ト と ライ ン を 作る 

ハイ ライ 部 分 の 補 を れず に ナナ メ に し | 
て も 、 きど ス ケー ル 還 は きじ ち れ な 
画 を 回 む よう に ビル を 選 軒 すれ ば 放 
護り ライ ン が で き 、 半角 と 還 林 に ス 
ケー ル 箇 和 き ザ 境 油 で き る 


ポイ ント 2 

広角 で 長い ライ ン を 入れ る 
の 写真 は 39mm の 信組 し 
た も の 。 ピル の ライ ン が 坦 く な スケー 
は 放し く な る 。 この よう 4 シーン で は 
広 月 レン ス を 使っ て 、 な ち べ < 民 (ライン を 
入れ は 衝 カ の $ る 写真 に 6 る 


ポイ ント 9 

ライ ン が 長く な る 方 向 に ナナ メ 
本 Fe を に 個 り た も の 。 これ で も 回避 は 
な い の だ が 、 ピル の 人 有 の 空間 の イン 
短い 。 兵 い 和 が 作れ る 角度 で ナナ に 
Mn 


さ 00S の 99J) mt 


(AHEO 


ー や onY へ wS 理 只 S 記 | 
配 、 SOVZ td mu0/ 3 <1 mwo:oUWA 、 SD | 


の 
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を 
は] 
せ 
る 
日 
を 
ネ 
B 
日 
を 
生 


則 
由 


由 
を 
則 
由 
M 
と 
き 
尋 
上 
則 
そ 


叶 


8 
き 
W 
き 
を 
重 
『 
を 


低い 建物 は 高 さ の スケ ー ル 感 が 出 に くい 


放 強い パー ス を つけ る に は 


被写体 を デフ ォ ル メ す る 

像 や モニ ュ メ ント に 限ら ず 、 直線 で 構成 さい て い 
な い 視 写 体 は パー ス を つけ や すい 。 この よう な 撤 写 
体 の 場合 、 撮影 する アン グル が ポイ ント と な る 。 

日 線 まり 9 高い 位置 に ある 下 の 写 真 の よう な 像 は 、 
広和 名 レン ズ を 使っ て 見 上 げ る よう な テン グル を 作り た 
い 。 像 の 伸び た 右 足 を 思い 切り 領 け て イン バク ト を 
加え る こ F6 で きる が 、 ここ で は 自然 動き が 出る よ 
角度 を 決定 し た 。 直線 を 意識 し て 構図 を える の が 
ポイ ント ほな る 。 ま た 、 像 の 硝 景 に ある 直線 (建物 や 木 ) 
に よっ て る 信 け る 効果 が 強調 され る の で 、 角度 を うま く 
コン トロ ー ル し た い . 


| プレ い 和 所 に ある 

天使 の ラッ バト ナナ 
2 に 人 げた 右 を 生かし 
て Waf 人 り た 


RT 近づい て ハイ アン グル で 傾け る 


2 に する を 。 ハイ アン グル で 
ド 体 の 足元 な 5 ぬお る よう 
だ 


インド 2 痛 長 の 木 の 直線 に 気 を つけ る 
委 の 人 と 本 が か な り 


全 が 本 まっ て いう 


イジ ド 3 画 の 左 を 上 げ て 動き を 作る 

右上 かりに 休 り る 
いよ 

し 5。 ナナ ッ 

前 に 全 

で 放 動 を 表現 し た い 

の で 、 を 上 が EL たい 


975 Vanerfewsar T* FE 24.70mm F4 ZN OSS 
24mm - 科 り 人 AE (F56、172500、03EV) ISO 
100 。 WB 大 還 光 天 便 の 
は 変 な バー ス が つく こと は な く 、 邊 和む 見 え 方 に な っ て いる 


丸い 被写体 は パー ス が つき づら い 


代り 


FOMGNEFoT は か 2 て 6/22 必 で 8 

・ では 、 が 生む だ け で 近 語ら ht い v 
の 上 の や カー し て いな と. 写り 08 や アン グル に 
よっ て 見え は わ る 


[ 介 不要 な スペ ー ス を 処理 する テク ニッ ク 


じゃ まな 背景 を 排除 する 

レス トラ ン や カフ ェ な ど で 、 食 べ 物 の 撮影 を する こ 
よ が あ る だ ろう 。 テー プル フォ ト は 、 で きる だ け シ ンプ 
ル な 情 成 を 心がけ た い 。 恋 素 が 増え れ ば 増え る ほ 
自分 は 何 を 伝え た い の か が 分 か り づ 6 くだ っ て し 
まう か ら だ 

外食 で の 撮影 は 、 プン グル や 撮影 ン を ど 
に 制約 が あっ て 、 な か な か 思う よう に 撮 涼 する こと が 
で き な い 。 有 の よう な 、 フー ド が 普 ぶ テー ブル の シー 
ン で は カメ ラ を 領 け て 、 単 純 に 背景 を 英理 する テク 
ッ ク を 利用 する と 良い 。 ナ ナメ に 場面 を 切り 取る こ 
と に よっ て 、 余 計 な 要素 を 引き 算 し 、 謙 屈 な スペ ー 

ス に 空間 を 作る こと が で きる 。 水平 ・ 垂 直 を 意識 す 
る ほ 、 十 面 内 に お ける 科 理 の 割合 が 少な く な っ て し ま 
うこ と も ある が 、 硬 の 配置 と ボリ ュー ム を 意識 し て ナ 
ナメ に 傾 け る と 、 両面 に リズ ム が 生ま れ て 楽し い 究 時 
気 を 演出 で きる 。 カ メラ を 傾け る こと で 、 グ ラス が 不 
見 える な の デメ リッ ト 6 ある の で 、 少 し 上 日 か 
ら 凶 うな ど カ メラ の プン グル に る 気 を 配り た い 。 


T ダ 


<F の テー ブル に 人 
が 理 。 自 鐘 じ で | 
本 財 れ て いる 人 子 
もの #* 写 し 箱 り た いと 
ま 、 全 に じ w ま な も の 
が ある ENG ナ ナメ に す 
に に 知 理 でき る 


し ュー 合 こ WAs4 ス を 考え る 
し 上 の アン グル が 5 上 
る す よう に カラ 
て 05。 と の 2 
フー ド の 旨 有 で G 太 を 


科す る より も 全体 の 
バラ ン ヌ を きえ て 個 り る 
ET 


NR イド 2 不要 な も の を 消す た め に 左 に 令 け る 
直 還 の を を 上 な 、 グ 
ラス の が 鏡 
3 され る 。 また 、 手前 の プ 


レー ト の 料理 や 左 馬 に 
椅子 が 見 えて い る た め 、 


は を を 下り る と 負い 


ッ ーー g75 。 Vano-esser T* FE 24.70mm F4 2A OSS 
46mm - 和 人 先 AE (F5.6、180 了 10EV) ISO 100 

WB 二男 面 の な を 下 ける と 、 奥 の 栓 子 が カッ ト き れ て ま 
と まり の ある 較 に な っ た 。 きら に 手 前 の プレ ー ト の 料理 に ポリ ュー 
ム が p わ っ た 


真横 か ら だ と 不安 定 感 が 強く な る 


5 の アン グル で 、 抽 に 作り け て 手前 と に 
スペ ー ス を つく る た め に 、 カ メラ を 他 け て 人 を 者 
る に と で 不定 な 3 の で 、 見 りか 見下ろす よう 5 ア 
ンク ル に する と 


デジタ ルカ メラ マガ ジン 220 45 


焦点 距離 別 の 傾け 方 


カメ ラ を 同じ 角度 傾け て も 、 焦点 距離 に よっ て その 印象 は 違う 。 ここ で は 、 広角 、 標 準 、 望遠 レン ズ に 分 け て 、 焦 点 想 
離別 に 上 手 な カメ ラ の 傾け 方 に つい て 考え て みた い 。 


焦点 距離 の 違い に よる 10 度 の 傾き の 見 え 方 


焦点 距離 の 特徴 を 知っ て 
大 胆 に ナナ メ に し よう 


構図 を 考え る 場合 、 レ ンズ の 焦点 距離 に よっ て 
表現 方 法 が 変わ る 。 械 写 体 の 見 え 方 を は じ め と し 
て 、 視界 深 度 や 歪み が 変わ る ナナ メ の 
構図 に お いて 6、 人 点 距 離 の 條 い に よっ て 、 何 度 領 
けれ ば 良い か が 変わ る 。 焦 点 距 離 が 変わ れ ば 、 同 
上 名 度 に 傾 ける 還 象 も 異な る 。 印 象 と し て は 、 広 
朋 レ ンズ の 方 が 傾き を 大き 感じ る は ず だ 。 広角 レ 
ンズ の 場合 、 ほ ん の 少し 人 い て いる だ け で も 候 利 婚 
を 馬 じ る の は その た め だ ろう 。 焦点 中 苑 が 変わ る と 、 
ナナ メ の 構図 の 適正 と いえ る 角度 は 変わ っ て 《 る 。 
加 ン を 同じ 場所 か ら 撮 影 す れ ば 、 梓 写 体 の 


広角 24mm で 机 時 する に 、 フ レー ム 内 に 友和 加 に 入り 、 詩 の 反物 4 の ディ テー ル ザ 「 紙 と 
7 遇 る 。200mm は 幸夫 の 一人 分 が アッ と な 放 特 の 計 細 が は = きり と 見え る た めき の 


見 え 方 や バラ ンス の 変化 が わか る の で 、 レン ズ を 換 
えて 撮 涼 し て みる こと を お すす めす る 。 

気 を つけ た い 点 は 、 傾け る 角度 が 小さ すぎ る と 、 
日 交 を 持っ て 傾け た と し て も 、 ミス で うっ か り 傾け て し 


3 強い パー ス を 生か し て アン グル を 意識 する 


広 肪 レン ズ の 特徴 は 、 加 近 万 の 強調 や 強い パー ス 
ペク ティ ブ が 党 げ られ る 。 同じ シー ン で も アン グル を 変 
える や こと で 、 被写体 の 見 え 方 や 印象 が 大 きく 異な る の 
だ 。 この 特 仙 を 生か す な ら ば 、 ロ ー ア ング ル の 方 が 師 
近 破 や 迫力 は 表現 し や すい と 言え る 。 た だ し 主役 と な 
る 補 写 体 の 位置 に よっ て . ロー アン グル が よい 情 図 
に な る と は 限ら な い 。 傾 ける 角度 も 同様 で 、 接 写 体 
の 形状 に よっ て 変わ っ て くる 。 構図 を 考え る 時 点 で は 
傾け る こと を 前 提 と せ ず に 、 まず は 水平 の 状態 被 写 
人 が 条 力 的 に 見 える アン グル を 探す よう に し よう 

この 写真 は 手前 に オレ ンジ の 沼 き 規 、 そ し て 緩やか 
に カー ブ す る 道 を 入れ て フレ ー ミ ング し た 。 ア ング ル が 
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TQ 


低 す ぎる と パー ス は 強調 され て 奥行 き は し っ か り と 伝 わ 
る も の の 、 淫 輪 と 道 が よく 見 えな い 。 反 対 に アン グル 
が 高 すぎ る と 浮 輸 は よく 見 える が 、 道 の 奥行き 感 は 乏 
し く な っ て くる 。 傾け る 向き に よっ て も 、 写 真 か ら 受 け 
る 印象 は 変わ る 。 奥行 き を 作る 集中 線 の 消失 点 が 
画面 の 上 に あっ た 方 が 、 不 安定 な イメ ー ジ が 列 調 され 
る 。 被写体 の 配置 も 同様 だ 。 空 間 の 分 量 も 傾け る 
向き や 角度 で 、 増 や すこ と も 減ら すこ と も で きる の で 模 
図 決定 の ポイ ント と な る 。 ど ちら に し て も 表現 し た い 目 
的 に 合わ せ て 、 ア ング ル と 傾け る 角度 を 考え る よう に し 
よう 。 諾 行き で は な く 広がり を 表現 し た いと き は 、 手前 
を 大 きく 見 せる ロー アン グル が 効果 的 だ と 言え る 。 


G75 Vanoessar 
TE 2470mm F4 2A 
OSS 24mm - 疲 り 信 
先 AE (F5.6 、160 妊 
0.3EVI SO 3200 
We オト 

才 き 内 と 遂 の 見え 方 を 生 
し 、 画面 の 右 を 下げ て い 
5- ほど よい 人 近 共 と 、 竹 す 
り の バー ス に よっ て 広がり も 
計 し 5h ち 


要 


5. その た め 、 全 き の 印 


50mmg そ 中央 の 旬 


まっ た と 思 われ る 可能 性 が ある こと だ 。 基 本 的 に 
飼 真 は 水平 が と れ て いる 方 が 良し と きれ て いる の で 、 
ある 程度 大 胆 に 領 けた 方 が 作 着 が 意図 を 持っ て ナ 
ナメ に し た よい うこ と が 伝わり や すい 。 


提 影 シー ン 


向い 光生 手 すり の 剛直 の 小計 の シー ン に 表 和 大 
了 し た い 強い パー が 宏 要 な た め 、 広 用 レ ンズ を チョ イス する) 


イラ NT 低い アン グル か ら 務 う 
きい アン グル 2 る す る 
半生 ケラ し くち っ て し まう 、 空 
出 も CC 人 2 介 に な っ て 


し まう の で 、 企 い ア ング ん か ら 
章 


NR2W ロー アン グル に し すき ぎ な い 
Ho ロー アン グル な 
基 T る こと で 手すり の 箇 
きず 基 て いも が か るり 
見え に ちち 


イジ ド 3 消失 点 は 画面 の 下 に 配置 
の 涼 上 『 醒 の 上 
人 に な る と な 人 


叶 】 自然 な 描写 を 意識 し て 大 胆 に 傾け る 


標準 レン ズ は 、 人 間 の 目 で 見 た 感じ に 近い 画 角 と 
言わ れ て いる 。 は か の 焦点 距離 より も クセ が な いぶ 
ん 、 工夫 を せ ず に 所 っ て し まう と 平内 な 描写 に な っ て し 
まう と いう デメ リッ ト も ある 。 ナ ナメ の 構図 で 標準 レン ズ 
の 特性 を 生か す に は 、 傾き の 角度 を 大 きく する と 良い 。 
少し 妹 け る 程度 で は 、 中 祭 半 端 な 印象 に な っ て し まう 
の で 注意 し た い 。 標準 レ ンズ は 広角 レ ンズ と 比較 を す 
る と 、 パ ー ス や 傾き の 印象 が お と な し い の で 、 損 近 感 
を 強調 する 表現 より も 、 空 間 の 請 撃 な ど で も 効果 的 
な 集 点 思 苑 と いえ る だ ろう 


望 問 レン ズ の 主 を 特徴 に は 遠く の 被写体 引き 寄 
せる 効果 で あっ た り 、 吉 近 呈 が 少な く て 奥行 き の な い 
写真 に な る 圧 縮 効果 な ど が あげ られ る 。 そ し て も う ひ と 
つ 、 大 き な ボ イン ト と な る の が 大 き な ボ ポケ 味 。 望 3 
な れ ば な る は ど 、 補 三界 深度 が 浅く な る の だ 。 望 癌 レ 


この 写真 の よう に 、 さま ざま な 被写体 が 複雑 に 存在 
し て いる シー ン で は 、 パ ー ス を つけ る と いう より も 画面 
内 を 整理 する つも り で 傾け る と 良い 。 不 要 な 空 の 空 
間 を 削除 する た め に ナナ メ に 傾け つつ 、 水 平 線 と 披 
写 体 を ナナ メ に し て 不安 定 な 水上 を 表現 する 。 タ ワー 
ビル や ポー ル な ど 高 さ の ある 被写体 が 多い の で 、 少 し 
傾い た だ け で も 志和 感 を 感じ させ る こと は で きる 。 し か 
し 、 ミス で うっ か り 傾 け て し まっ た の で は な く 意 図 的 に 
値 け て いる こと を は っ きり させ る た め に も 大 胆 に 30 度 
ほど 傾け て いる 。 


ソニ ー g7S VaoTewswr T" FE 24.70mm F4 7A 

OSS "50mm 人 先 AE (F4 、U125 お 、+1.0EV 
ISO 100 ” WB: 太 隊 

の 分 量 が 少な く な る よう に 、 画面 の 友 を 下 けた 。 反 別に 

但 け る と 手 凍 に ある ポー ル が 主 本 し すぎ て し まう 


(5 だ いい (の RU 角 を ボケ で 目立た せる 


ンズ で ナナ メ の 構図 に する 場合 は 、 大 きく 傾け る と い 
う よ り は 、 傾 ける こと で 情 圧 的 な 表現 を 加え る 目的 が 
ペスト と いえ る だ ろう 。 被写体 を 傾け る こと で 不安 定 な 
印象 と な り 、 寂し げ な 容 囲 気 や 緊張 盛 な ど を 埋め 込む 
こと が で きる 。 作 近 感 の 志 し い 描写 の 焦点 距離 だ か 
5 ご そ 、 明る い 絞り 値 を 使用 し た り 、 被写体 か ら 離 れる 
こと で 、 ポケ の 効果 を 生か し た 表現 を お すす めし た い 。 
視覚 的 な イン パク ト で は な く 、 メ ッ セー ジ 性 を 重視 し た 
見 せ 方 が 楽し い 。 

この 写真 の 場合 は 自転 車 を 補 写 体 に し て 、 不 安定 
を 傾き を 合議 し た 。 大胆 に 傾け て も 、 角度 は 広角 レ ン 
ズ や 標準 レン ズ と 比べ て 、 お と な し く 感じ られ る 。 ニュ 


に し よう 。 る こと で 、 路 地理 
の 緊張 巧 を 表現 し て いる 。 埋め 込む イメ ー ジ に も よる 
が 、 大 きく 傾け る こと で 非 現実 的 な イメ ー ジ に する こと 
も 可能 だ 。 


ソニー g7S FE 70.200mm F4 G OS 。 200mm 。 絞 AE 
(F4、17250 和 =0EV) IS 1600  WB: 大 末光 
人 了 休 の F4 に し て 間 代 を 大 きく ほか し 、 包 的 な イメ ー ジ に し た 。 自 暫 
佑 れる よう に 見 える 不定 に 感じ 向き に 笠 け て いる 


4 軸 和 ナナ メ の 人 相生 を 直す 
る た に 可 拉 レ ンズ を チョ イス 


7 ジ N10 鐘 然 と し た 受 囲 気 を 生か す 

= ve 
面 ru、 水平 押 に ど だ わっ | 
て 拉 し て 6、 その RW 全 
5 


が イジ R2 無用 な 空間 は 拓 除 する 
画 人 の 下げ る と の 分 量 
が まく な も , また 、 手前 の ポー 
ル の 見 え 方 中 半 交 で や 
に 目 和 っ て いる の が 気 に な る 


が 絆 人 W の 5 れ で いる 計 地 京 。 は の 早い 問 た 、 半 共 の か 
ネー ジ 夫 苗 うな め に 大 きい ポケ が 揚 ら れる 庄 レレ ズ を ゲ ョ イス 


イジ Rf ポケ は 大 きく 
SFI6 に T る 人 の 村 や ライ 
ンダ 7 っ て く 8 ナナ ス の 印 名 まり 6 
の 間 写 の 人 が う 28 い | 


イジ NZ 安定 感 は 選 け る 
尽 寺 仙 に 億 る 上 を 生 に 立て か 
て いよ 3 に 見 し まう 。 

店 な い 人 四 和 を 注 出す る た の 、 
て 間 有する の が 正 放 だ 
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角度 の 大 き さ に よっ て 効果 も 変わ る 。 最後 に 、 角度 の 変化 に よる 印象 に つ ! 


放 本 シー ン 別に 見 る 角度 の 比較 


いて 考え て みた い 。 終 位 置 と 横 位 置 の 2 


シー ン で 、 水平 か ら 10 度 ず つ カ メラ を 回 転 させ て その 見 え 方 を 比較 し て みよ う 。 


ッ ーー g7S / VarioTessar T" FE 24.70mm F4 2A OSS 33mm 下り 本 先 AE (F4、180 本 0.3EV) ISO 100  WB: 本 了 


横 位置 の 場合 


適切 な ナナ メ の 角度 は 
傾い た 被写体 の 印象 で 決め る 


横 位 置 と 縦 位置 の シー ン 別 の 角度 比較 を 見 て も 
5 うと 、 カ メラ の 傾き だ け で な く ア ング ル に よっ て の 表 
現 の 悦 い る 理 酬 で きる は ず だ 。 上 奥 行き を 表現 する た 
め に 目 の 高き で 撮影 する 時 と 、 ス ケー ル 感 を 表現 す 
る た め に 彼 写 体 を 見 上 げ る ロー アン グル で は 、 傾 き 
の 印象 が 大 きく 変わ っ て くる 。 ど ちら に し て も 信 け る 角 
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度 は カメ ラ の 角度 で は な く 、 被写体 の 領 いた 印象 で 
決定 し な けれ ば な い 。 明 ら か に 視界 が 回 転 する よう 
な ナナ メ の 表現 は 避け た いと ころ だ が 、 その 被写体 
が 何で ある か の 情報 を 抽象 化す る こと が で きれ ば 、 
70 度 個 け て も その ナナ メ の 恒 図 は 成立 する か も し れ 
な い 。 

ナナ メ の 構図 を 作る 上 で 、 令 ける 角度 の 目安 に 
な る 8 の を 活用 する の は 領 け すぎ を 回 避 す る の に 和 有 
効 だ 。 近年 に 発売 きれ: タル カメ ラ の 多く は 電 


計 生 を 考え る と 、 條 ま の 大 きい 40 度 が 一 を 敬 じ ちあ 
こと か で きる 。 し か し 、 代 約 を 拉 体 ( 物 や 語 殺 を と ) が 
人 さま れ て いる の で 、 拓 が 回 転 し て し まう と 補 生 が ある 、 
の シー ン の 電 合 、20 度 くら い が 電 物 の 角 放 と 記 行 き の パラ ン 
ス ダ く 、 季 苦い て 見 える よう だ 。 左右 の 店 る フレ ー ム 内 に 
入り すき ず に バラ ンス 良い 


子 水準 器 が 搭載 きれ て いる 。 また 、 グ リッ | 
表示 すれ ば 、 傾 き や 醒 較 を 決め る と き の 日 安 
る 。 これ ら は あく (まで 8 日 変 を の で 、 最終 的 に は ファ イ 
ンダ ー 呈 背面 液晶 モニ ター で 見 た 被写体 の 傾き に 
よって 、 意図 し た 表現 が で き て いる か どう か を 確認 す 
る し か な い 。 彼 写 体 の 形状 、 アン グル 、 人 点 距 区 
に よっ て 適正 と 言え る 角度 は 変わ る 。 ま た 領 き の 角 
度 に よっ て も 、 伝 えた い 表現 も 違っ て くる 。 最終 的 に 
は モン ス が 問わ れる 構図 と 言え る だ ろう 


に 6 な 


縦 位置 の 場合 


ンーー g75 VarioTessar TV FE 24.70mm F4 ZA OSS 24mm 人生 AE (F55、160) 1S0 200 。 WB: 枯 性 


鐘 


. す で マ 


破 位 還 の シー ン の 隔 、 角度 を 比 四 す る と 10 度 が ペスト 、 広角 レン ズ で 下 か ら 見 上 げ て いる た め 、 情 き の 角度 が 栓 肖 ま れ で いる 。 カメ ラ を 20 度 個 け る と 、 補 写 休 の 角 語 は は ば 45 度 。 ご まで 問い て し まう と 人 き す 


きま て し まう 息 に い 生体 の 提 合 、 カ メラ の 尼 き て は な く 、 拉 写 体 の 夫 き で 断 する の が ポイ ント だ 


各社 の 電子 水準 器 

揚 能 を チェ ッ ク 
最新 の デジ タル カメ ラ の は ほとんど 
に 電子 水準 検 能 が 搭載 され て 


いる 。 メ ー カ ー ご と に その 検 能 や 
仕組 み が 違う の で 、 それ ぞ れ 確認 
し て お こう (ご: 


り を まとめ た 


ニコ ン D810 


90 ご と の 休 き 分 かり やすい の 水 
計上 字 H5 古 


オリ ン バ ス OM-D E-M1 


お に 深 要 する た め に 
バラ ー。 1 目 量り の 


キャ ヤン ン E0S 5D Mark 息 
回 


ghmr コ 


円 肌 の ク ラ フィ カル な 1 目 和 り は 5 
な っ て いる 


Pf 計 苦 す る こと は 天 し い が | 
に 月 人 で 人 きわ せる と 20 席 と な 


富士 フイ ルム X-T1 ペン タッ クス リコ ー K-3 


因 PSW 


|。。 


2H 泊 を 利 用 水平 人 語る た め の レベラー。1 目 屋 り は 1 放 
に 投 定 h て いる 


デジタ ルカ メラ マガ ジン 22074 49 


ナブ ナメ で 直す る 


ーー : ms 、09! OSI 
8 os 


に 
太ら 隊 財 と 主 - せ の Sr ぐさ さ へ NN 人 
に 衣 。 ( 和 


000VL ch me 


党 装 誠 び き 党 FrS 選 敵 


//722EEZZZZZ7 間 沼田 
eerx 十 十 証 誠 湯 否 


A+ 


カメ ラ を 作 け て 所 賜 する 場合 の 大 き な 理 由 は 、 そ 
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逆光 と ナナ メ 構 図 で 広がり と 
光 を 焦る よう な 疑似 体験 を 生む 


この シー ン で 主題 と な っ て いる の は 太陽 と その 照り 返し だ 。 強 
天 な 光 が 広がる 様子 と 道路 の 反射 が 作る 光 の 線 を 意識 し て 
肉眼 で は 直視 で き な いよ うな 交 量 に 向け て カメ ラ を 向け て いる 。 
な が ら 見 る その 景色 で は 、 水 平 を 保ち 客 朗 的 な 

こと は その 場 の 自分 の 状況 を 表す も の で は な いと 感 
じ 、 個 ける こと で ナナ メ の 眼 を 利用 し た 。 守 が 広がる 空 の 広 さ や 
車 が 並ぶ は 角 灰 の 構図 を 感じ させ る 。 
また 、 光 の ライ ン を 生か す た め に は アン ダー 気味 で 提 影 する 必要 
が ある が 、 強 い 逆 光 状 態 の た め 団 出 補正 を する こと な く カ メラ が | 
測光 し た 敵性 宗 出 で 提 影 し た 。 雲 の シ ル エッ ト に も 輸 閣 に ハイ ラ 
イト が 挫 か れる こと で 空 に 立体 感 が 表れ る 。 太陽 か ら 伸び る 光 
条 は ナナ メ の 構図 を 生か す の に 必要 で ある た め 、 絞 り 込 ん で 撮 
昌 し て いる 。 絞り を 開け て し まう と 光 条 が 短く 、 光 源 が 球状 に な っ 
て し まう た め 、 太陽 の 光 の 強 さ の 表現 が 到 く な っ て し まう 。 


到 の 広 り が 生 され る 


で の や 場 を 生 な 


傾け すぎ 


箇 シタ ックス リコ ー GR (2Bmm 和 章 ) - プ ログ ラム AE (FB 144.000、=0EV) 。IS0 160。 WB オ ー 
れ が 披 写 体 を 人 える に あたり 自然 だ か 6 た ナナ ト 大同 の 近 有 な 光 の 書き を 感じ きせ る シー た 陸 む よう な ま は めき の 中 で 、 カ メラ を 傾け て その 光 負 を と ら え た 
科 を ほ っ て と 5 えた 写 頁 で は 画 し まい りな が ら 提 人 し た よう な 翼 び 入 まれ な い 画 も サナ メ の 他 び 


で ある 『 を 傾け て みて 6 


は どう か 。 少 し カメ ラ を 人 
ける だ け で 世界 の 水平 を 簡単 に 変化 きせ 、 その 様 
了 を 正確 に 当真 は 再現 する 。 カ メラ を 持つ と 人 は 
基本 人 的 に 水平 を 保ち 搬 影 を 行 お うす る 。 し か | 
が 6 正確 に 水平 を 保つ こよ は 無意識 に は 則 佐 


TH 


こ yWEC も の に 見え 6。 一 方 蛋 0 す ぎる 不定 な 時 が 震え すぎ 


ナナ メ で 胡 重 感 や 広がり を 出す 


人 物 の 顔 の 傾き に 対し て カメ ラ を どの よう に 向け る か で 印象 は 大 


水平 が 保 た れ た 写真 は 客観 前 な 瑞 現 に 佑 れ 、 きく 変わ る 。 顔 の 傾き と は 反対 に カメ ラ を 傾け る こと で 、 顔 は 真っ 
村 図 し て 6 安 定 す る こと が 多い 。 そ の た め 通 管 は すぐ に 正面 か ら と ら え た よう な 印象 に 仕上 が る が 、 背景 は ナナ メ の 


見 た 日 、 あ る い は 砂 


使い 水平 が 保 た れる よう 
意識 する の それ が 写真 表 現 E し て 最適 か と い 
それ は 「 そ うい うき 6 ある 」 と いっ た 揚 度 だ 。 表 
現 E し て 、 あ る い は 埋 影 位置 の 立ち や すき だ ほか カメ 
ラ の ホー ルディ ング の 仕方 だ E か を 考え る と ナナ メ に | 
な っ て し まう の が 自然 で ある こと は 多く ある 。 き ら に 言 
えま 、 撮 影 時 に は 確 団 た る 理由 な く 水 平 に 撮る の が 
な ん た わな いと いう こと 6 ある 。 あ ほか 
の 写真 を 眺め る 上 、 フ レー ミン グ や 村 図 、 追 力 な どき 
ま ぎ ま な 理由 で ナナ メ に し た か っ た の だ と 理解 で きる 
も ある だ 

カメ ラ を 作 け る と いう こと は 、 言 い 方 を 変え る と 
に 写る 世界 の 水平 を 自分 で 選択 する E い うこ 上 だ と ば 
えて い る 。 水平 を 本 李 的 に 崩す こと が 苦手 な 人 は 、 

度 「 邊 分 で 世界 の 水平 を 決め る の 
で 拓 時 に 臨ん で みる と 良い だ ろう 。 特 に 広角 の 
伸び や か な 画 角 を 用 いる と 、 ナ ナメ の 線 の 躍動 研 
が 見 えて くる の で は な い だ ろ うか 。 四角い フレ ー ム の | 


『 気 分 


だ 」 と いう た 


crxtY か 


NTW き 二宮 へ WW 本 


で き さ ア ヘ い 


れ は より 
えな く 林 
て し まう 可能 性 が ある の で は な い だ ろ うか 。 


EOS 6D 。 28mm FL8 USM 28mm 融和 AE (FLB、1 


の 誠に 近づけ る よう に 酎 か を て 立っ て で もらっ た 


本 の 右 下 に = 


ゆ .+07EV 。 tsO 1600 
WB オー ト 訟 か ら の を 合い 、 委 ら か を 守 所 に 仕 よ け て いる 。 子ども に は 右記 もし 上 け て も らい 、 導 を を 


を に 人 


写真 ヨナ ナァ の 


再現 と な る 。 水 平 に と ら えた 場合 と は 違っ た 安定 感 が ある と と も に 
背景 に 動き が 表れ る こと で 雇 動 感 の ある 写真 と な っ た 。 ま た 、 顔 
の 傾き と 同じ 側 に カメ ラ を 傾け た 写真 で は ナナ メ の 構図 が より 強調 
され 領 き が より 強く 感じ られ る 。 傾け た 構図 の 2 枚 は 背景 の 広 が 
り に より 、 空間 が 伸び や か に 再現 され で いる の も 分 か る 。 背 景 だ 
け で な く 顔 と 身 体 の シル エッ ト は 、 顔 と 逆 側 に カメ ラ を 傾け た も の で 
は その 違い が 効果 的 に 表れ て いる よう だ 。 右 上 の 天井 部 分 まで フ 
レー ミン グ さ れ て いる こと で 空間 的 な 高き を 感じ と る こと も で きる だ ろ 
う 。 シー ン と し て は 窓 か ら の 逆光 で と ら え て いる た め 、 柔 ら か な 雰 | 
気 を 出す た め に 0.7EV の 補正 を 加え て いる 。 タ ング ステ ン 光 と 
の ミッ クス 光 下 の た め 、 ホワ イト パラ ンス は 現像 時 に 補正 を 行っ た 。 


寿 方 向 に 15 朗 化け る 


Ioemeemeeeeo 


きい 


衣 朱 の 放 大 を 生む 


大 則 田 良 お お わた だ りょう ): 1978 生 4 
寄生 に よる 「ReGensraton。50 Phetographers ol fomamow] に 
する 。2011 年配 真 人 近 き 大半 に Ipnsm」 


50 nx ラマ 


テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 7220 51 


【】 


な ぜ 画 面 を 作 け る の か 。 それ は "カッコ 良い " か ら 
だ 私 は 思う 。 た だ し 、 令 け た 写真 を カッ コ 良 いと 思 
うか 不快 に 感じ る ぁ か は その 人 の 感性 に よる ぁ の で 、 傾 
ける こと の 是非 に つい て は 正しい 答え を 導き 用 すこ と 
は 召 U い 。 し か し 、 る う 言っ て し ま 多 思考 が 停止 し て 
し まう の で 、 ここ で は ぼう すれ ば カッ コ 依 ( 領 けた 
が 埋 れ る の か に つい て 少し えて みた い 。 

まず 最初 は 、 その 場面 が 傾け る に 値する か ぼう か 、 
人 け る こと で 新た な 何 か を 生み 出 ] と きる か と 
うこ だ 。 どん な 5 の で 5 傾け て 搬 れ ば カッ コ 世 見 
える な どい うこ と は 絶対 に な い 。 む し ろ 静 け き に 満ち 
た 自然 風景 や どっ し り と し た 古い 建築 物 な ど は 食 け る 


52 タル カメ ラマ ガ ジ 


ャ ヤン ン EOS 5D Mk EFI7-.40mm F4L USM 40mm 
全 和 AE (FB、1750、 ま OEV) ISO 400  WB:5.900K 
棋 制 の 涯 必 が 列 く て 送 参 融 の テラ ス に まで 液 が か ぶっ て いる 
ん <B で 6 境 く に ジョ ギン グ を し て いる 人 曲 が 見 える ナナメ 機 較 に す 

で 上 に 向かっ て 失神 られ た | 


郡川 正 次 


こ 上 に は そぐわ な い 。 そ の 対象 物 を 領 け て 撮る べき か 
うか 、 その 場 の 判断 が 大 切 
う 朝 影 者 の 意図 が 見 る 人 に し っ か り 伝わる よう に する 
こと 。 私 た ちの 日 は わずか 0.3 度 ぐら い の 傾き で も 感 
UE る 、 きる 。 だ か ら あ まり 少な い 価 け 方 で は 水 
つた つり が 依 い て し まっ た の か 、 何 ら か の 意 
思 を 持っ て 賃 けた の か が 分 か ら な く な っ て し ま : 
れ は 傾け て 撮っ た ん だ 。 ど うだ この 方 が カッ コ 良 い 
だ ろう ] と いう こ な け れ ば 見 る 


人 に 何 も 伝 わら な い の だ 。 そ し て 3 番 日 。 これ が 最も 

肝心 な こと な の だ ち が 何 か 対象 物 に 出合 っ 

た じき 、 ど うし て も それ を 写真 に 撮り た いと いう 衝動 に 駆 
4 


写真 を 傾け る と い 
アプ ロー チ で は な < 衝動 だ 


ャ ヤン ン EOS 50 Mark 『EFI7.40m 
(F95 1450 

机 本 | 
画 押 を 在 に 信 て 多 結 が 本 いか まき っ て くる よう 入っ て みた 


ェ ラ ー 


う 行 為 は 


NL USM 19mm り 儲 先 AE 


tsO ie00 


5 る 。 を し て シャ ッ タ ー を 切っ た と き に 
それ は 作品 と し て 成立 する 。 も ちろ ん 、 その 過程 に 
累 肌 の 決定 や 構図 と いっ た いく つか の アブ ロー チ が 
ある 。 し か し 、 ここ で いう 領 ける と いう 行 あ は 
ロー チ で は な く て 最初 に 自分 が 撮り た いと 思っ た 衝 
動 に 属し て いる の で は な いか と 私 は 考え て いる 。 つ ま 
り 、 画面 を 類 け る と いう こと は その 場 で 写真 を 撮り た い 
まり 条 動 を 感じ た と き 自 失 に 沸き 起こ っ て くる 8 の だ 
私 が 日 指 す と ころ は 水平 と 傾き の 両方 を 才 っ て お い 
り 、 領 き の 角度 を ろ い ろ 押 きえ た りす る の 
で は な く 、 最初 の 衝動 の 赴 (まま に コレ 
を 一 発 で 決め る いる ぎ よ きだ 。 玩 し いこ と だ けれ ど 。 


宮寺 を テー 


心地 良い 画面 の 傾き は 人 それ ぞ れ で 、 これ だ と いう 答え を 出す ご 
と は 難し い 。 だ か ら 右 の 写真 は 私 が 気持 ち 良 いと 感じ た 傾き だ 

よく 晴れ た 海岸 で 午後 の 日 を 浴び て 角 に 載せ られ た ゴム ボー ト を 
見 つけ た 。 ご の 写真 の 画面 を 構成 し て いる の は 、 ゴム ボー ト と それ 


を 載せ た 舟 、 砂浜 、 要 の 3 つの 要素 な の だ が 、 画面 を た に 傾け た 
要 は 


こと で その 中 の 角 と 贅 浜 が 左側 に 寺 放 落ち る よう ! 
左上 方 に 飛び 去っ て いく よう な 動き を 見 せ て くれ た 。 こ の よ : 
的 な 補 写 体 に 対し て 画面 を 傾け る と いう の は 、 動き を 導き 出す 上 で 
非常 に 有効 な 手法 と いえ る 。 傾け る 隊 の 角度 に つい て は ある 程 
度 の 経験 も 必要 だ が 、 それ より も 自分 の 感覚 を 信じ て あれ これ と 迷 
わな いで 握っ た 方 が 良い 結果 が 得 ら れる だ ろう 。 自 分 の 感覚 に 自 
人 信 を 持つ と と 、 そ し て 常に それ を 研 
ぎ 準 まし て お く こと だ 。 絞 り に つい て 
は ここ で は パン フォ ー カ ス ( 
た の で F8 ま で 紋 り 込ん で いる 。 ま た 、 
秋 の 日 差し の 温か み が 再現 され る よ 
うに RAW 現像 時 に 色 温 度 に 注意 
を 払い 、 5.200K と し た 。 


半角 欄 方 向 の 表れ と 15 の 焼き 


人 き 、 宣 の 近 h. 天天 ゴ 


本 に 


キャ ン ン EOS 5D Mark ヨーEFI7.40mm F4L USM 34mm プ 季 り 先 AE (F8 1500 モ OEV 15O 
00 - WB:495OK 青空 に 広がっ た 不 笑 形 を し た 白い 宏 と 名 あな 海 画 その 名 が 涯 う 時 間 を 写真 に と だめ て 
お きた か っ た - そこ で 計画 を 任 け る こと ちら 肖 き 出 て くる 振ら き の を 何 り て みた 


トビ まく な 1 


FE 


寺 き h る 。 便 


] に 傾け る 


ヤン EOS 5D Mrk mh_EF17.40mm F4L USM 19mm 人 先 AE (F05.1/350、=OEV) 。 ISO 
1600 /WB'5.200K コム ポート が か れ た 海辺 の 風早 を スタ ティ ッ ク な 写真 に し た く な か っ た 。 面 を 偽 け た 
イダ 人 方 に 転がり だ し そう 意 じ を 出せ た の で は な い だ ろ う か 


で 


=tdc れ で ワ 全 も あっ で 革 Hf い の だ が 、 少し 四 味 に ける 。 に 介 り けた 真 は 凶 の 上 旭 が 示 に 
な 全 伯 が 放 の 方 向 に 個人 て いき そう で 何だ か 気持 ちび 清 い 


何 げ な いひ と と き の ち ょ っ と し た 購 間 。 そ れ に 気づい て 見 逃さ な 
いこ と が 写真 を 撮る 上 で 何より も 大 切な こと だ 。 流れ の 速い 雲 が 
晴れ 渡っ た 空 の 太陽 を 太っ た と き 、 あ た り の 風景 は 一 瞬 陰り を 見 
せ た 。 そ の と き に 感じ た 心 も と な さか ら か 、 カメ ラ は 大 きく 傾い て あ た 
り を と 5 えて いた 。 一般 的 に 水平 に 写し 出さ れ た 水面 と いう の 6 
定 感 を も た らし 、 反 対 に 傾い た 水面 は 見 る 人 に 不安 感 を 感じ させ る 
こと が 多い 。 こ の 写真 で は 傾い た 海面 は 不安 感 より も むし る 撮 ら 
いで いる 船 に 乗っ て 海 を 漂い な が ら 子 地 を 見 て いる よう な 、 浮遊 感 
と で も いっ た も の が 感じ られ る の で は な い だ ろう か 。 

この と き は 海面 に は 白い 雲 の 影 が 映っ て 明る く 灯 いて いた 。 こ ご 
の よう に 海面 は 空 の 色 を 映し 出す 。 青 空 な 5 ば ブル ー に 、 暴 り 空 
な ら ば 陰 碧 な 鉛 色 に な る 。 海 を 撮る 
何 が 映っ て いる か 見 極 


1.051 の 三 分 害 還 


が 、 それ が 可能 な 明る い レ ンズ で あ 
れ ば 、 開 放 絞り で 手前 の 海 を ぽか 
す の も 面白 い だ ろ う 。 


詳 凍 oy し ocus 
間 を 出す 15 万 の ナナ メ 村 


デジ タル カメ ラマ ガウン 220 53 


人 物 が 入っ た スト リー トス ナッ プ に お ける ナナ メ の 橋 図 、 これ は 
あり きた り の スナ ッ プ に 訂 動 感 を 生み 、 画面 を 活性 化 させ る カン 
フル 剤 の よう な 効果 が ある 。 本 来 は 動き と シャ ッ ター チャ ンス の 
中 で フレ キシ ブル に 構図 を 決め て いく より ほか に な く 、 また それ こそ 
が スナ ッ プシ ョ ッ ト の 醒 開 味 な の だ が 、 あ えて ナナ メ 醒 図 の 角度 
に つい て 解説 し て みた い 。 ひ と 言 で いえ ば 「 良 い 落と し どこ ろ の 
ナナ メ 具 合 ] と で も 表現 で きよ うか 。 ど ん な 分 野 で も そう だ が 、 何 
事 も 過剰 に 味付け を する と 、 狙 いす ぎ た あざ と さ が 目 に つき 、 か 
えっ て 効果 を 損ね て し まう 。 一 方 で 、 奈 り て し まう と 
その 効果 が 生き ず 、 中 途 半端 な 効果 に な っ て し まう 。 フ ィ ルム 時 
代 は すべ て 勘 に 台 る し か な く 失 敗 も 多かっ た が 、 今 は 背面 液晶 
モニ ター で 確か め な が 角度 を 見 極め る こと が で きる 。 自 然 に 身 
体 が 動い て 自分 の 中 で これ し か な いと いう 角度 で シャ ッ ター を 押せ 
る よう に な る に は 秘訣 も 何 も な く 、 経験 を 積む より ほか に な い 。 


全面 広く と える 
15 度 ほど ナ ナメ 
メイ ン の 本 人 な る 性 の シル エ 
ト e 中 心 に し た 日 の 太 図 で ある 
屋 い っ て 全て 半面 の 林 
の 伯太 居 に 号 A み . 前 
We し た の が ポイン ト で ある 


傾け すぎ 


PB mm 


wm 和 ) ラフ モノ クロ ー ム (F6 3 
、 生 @ 交 う 人 々 の 中 で 目 に つい た 


オリ ンス PEN EP3 。 MZUIKO DIGTAL 1 
16800 ゆ 、 +0.3EV) 。 ISO 1600  WB: オ ー ト 
性 の る 。 あき 去る を シルエット が 印象 的 で あっ た 


/ サ ソニック LUMKGM1 、LUMX G 20mmFI 7 ASPH 
但 ご ラ フ モ ノ クロ ー ム (f2 10.300 和 0.3EV) 。 ISO 200 
バリ の ノ トロ の 東 硬 より 北橋 の 格 較 か ら シ ャ ッ ク ー を 押す タイミング 
は し く 、 生 較 せ ず と 6 ナナ メ の 本 図 に な っ て いた 


正しい ナナ メ の 構図 は 
身体 の 反応 と 直感 が 導く 
EE7: 得 ww /// 


赤道 の ライ ン が 本 休 は の 刃 本 
Te て し まう や りす ぎ 人 が に 人 PT 


未 半 の が 各 で し た か ホ は 、 ご 
て し # う 。 内 い 朱 と し と ころ 見 析 め を 


5 市 ラン ドス ケー プ に お ける ナナ メ 構図 、 こ れ は スナ ッ プ ショ ッ 
ト の 場合 より も じっくり と 構え て 提 影 で きる の で や りや すい か も し 
れ な い 。 こ の 場合 は 、 高 所 視線 で 写 
し て いる が 、 こう し た 遠 
どこ ろ の な い 写 真 


ft PENEP3。 MZUKO DGTAu Tm 変え て も あま り 依 い 結果 に そこで 、 大 き 
ラフ モノ ウロ ー ム (F11 、1/1.600 徐 0.3EV) - ISO 800 。 WB: オ ー ト な 効果 を 上 げ ら れる の が 、 ほ か な ら ぬ ナナ メ の 構図 な の て 
ベル リン に て 。 こ hi 有人 の 本 で パシ バッ と シャ ッ ター の っ た 補 の 1 


人 還 で りり 思っ て いた スナ ッ プシ ョ ッ ト の よう に 一 語 の シャ ッ ター チャ ンス と いう 
い が 、 風景 で も 太陽 の 位置 な ど 、 刻 々 と 変化 する 要素 は ある 
雲 や 光 の 状況 を 見 定め な が ら 、 ち ょ うど 良い パラ ンス の 傾け 朋 度 
で 写せ ば 、 刀 屈 な 各 早 の ラン ドス ケー える よう な 動き 
人 を に け 方 を まめ る 。 が 出せ る は ず で ある 。 こ の 場合 も 
明確 を 正解 の 角度 と いう も の が あ 
な い の だ が 、 そ れ ぞ れ の 
場所 の 風 太 に よっ て 自ずと ちょ うど 
良い 傾け 方 が 定まっ て くる か ら 不 
思 譲 で ある 。 


和 気が付け! 


カメ ラ を 傾け た ナナ の 借 図 は 、 庄 妨 の 剣 L い えた イン バク ト を 出す こ ほ が で きる 、 実に 簡単 極まりない 安 。 なく て は な ら ず 、 
る 危 陣 な 手法 で ある 。 人 邊 身 、 5 な 7 今回 の 趣 生ま 少々 場面 で は 何 度 
の 頃 に 随分 と ナナ の 展 較 を 多用 し て を の 四 ずれ る 話 に な っ て し まう が 、 意 回せ ず ほ 6 一 時 の シャ ッ 
ず か っ て きた 半面 、 多 用 し すぎ た り 、 わざと らし い 使 た め 、 結 果 的 に ナナ 
い 方 を し た と き に は 容赦 の な い 批 判 を 場合 5 ちろ ん あり 、 本 
か で ある 。 今 現在 は 、 ひ と ころ の よう に ほん どの 写 が 一 番 作 あの な い 了 電 む 木 物 の ナナ メ の | 
が 傾い て いる じい う 多 用 は 人 避け て 、 基 本 航 に は 水 構図 いえ る 
で と いう E き に の み ナ 。 両面 に たら 


て いる 上 に より 疾走 感 や 不 


外 と 如 し いと 6 いえ よう 。 別 
ける ku 石 が ある 訳 


と し て 6、 追う 


6 多 々 ある わ 


す 効 果たし て は 、 あえ て 安定 を 崩す こ 
な 気配 、 力 強い 印象 や 裳 く 


を 保つ こよ を 心がけ つつ . 
ナス の 博 図 を 使用 する よう 


リン KR PEN EPS ・ M ZUIKO DIGTAL 14-42mm F3.5.55HR 14mm (28mm 相 当 ) ドラ マチック 
FI0、1G500 和 、OEV ISO1500 /WB: オ ー ト 浜 果 の 世界 旬 セン ター ビル か ら の 提 久 。 ピ ル と 緒 


ーッ ク た し て ナナ メ 棋 図 と いっ て 6 撮 きる 。 た だ し 、 ナナ メ の 差す る 大 都市 の ダイ ナミ ッ ク な 清吉 で と ら えて みた 
形 時 に ほん の 少し カメ ラ を 傾け る 、 れ だ け で に 効果 的 に 使う の は 、 場面 や シャ ッ タ ー \ の 遇 すぎ で 電 叶 と し た 光明 に な っ て し まい 、 近 の を いり 本 りす ぎる いみ に も 提 っ た 
どう 5 


ある 。 は っ きり と 言え ば 、 何 の 手 問 も いら ず に 画面 に ンス に な 傾き の 調整 を 直感 で こ な き 。 い 』 


54 テウ タカ メラ マガ ジン 782074 還 (な が ED5D0876 ツタ ルカ メラ マガ ワン 7 な 774 55 


ブシ ント 『 人 天 し て いる 。 活動 と に ち 


Ue 
広角 の 遠近 感 に 傾き を 加え ーッ 
都市 の ダイ ナミ ズム を 強調 する 


(の な い 印 象 が ある 。 そ ん な 


意表 を 突く よう な 新鮮 な 視覚 が 
わ え 、 表現 も 大 きく 変化 する 。 ま た 、 殺 り は 深く し て 全体 が ハ 
キリ 見 える 方 が 気持 ち が 良い 。 ご ここ で 注意 し た い の は 、 背景 や 
周 困 に 空 な どの 抜け た 空間 が な いと 、 画 面 全体 に ピン ト が 合っ 
て 見 える た め 、 ペ タ っ と 貼り 付い た よう な 光景 に な っ て 奥行 き 感 
が る ダイ ナミ ッ ク 感 の 少な い 、 閉ざさ れ た 空間 表現 に な 
て し まう の だ 。 ま た 、 傾 け すぎ る と 、 ど こ を 見 た ら 良い の か 分 か ら 
な い 、 視 点 の 落ち 落 か な い 気持 ち 悪 さ に つなが る 。 ま た 、 傾 き 
に 関心 が 向 ます ぎ 、 表現 意図 が 分 か り に く 


広和 で 吉 近 大 を 出す 


証 キ フイ ルム XT1 。XF18-135mmF3.5.6 R LM OIS WWR 。 27Imm (41mm 相当) 。 机 り 條 AE (F 
14600 ゆ 0 3EV) IS0 200 ・ WB オー ト 向 の 高中 水平 だ と お と し い 感 じ に な る の で 、 広 介 レ ンズ で 
リ イル ム XO1 6.4mm (25mm 相当 ) 巡り 介 先 AE (F65 、 13505 送 近 大 や 道路 の 天 を 計 縛 し 、 カ メラ を 届け て 打 の ダイ ナミ ズム を より 旭 し た 表 赴 に し た 
V ISO 100。 Wi (m は 條 けり て 揚 る と 定 臣 が 損なわ れる と き マヌ ケ ま 入れ て 全 き 信 び や か さ が 出 る 


で W る が 人 も 人 2 作り すぎ る 
パラ ンス の 世 い 画 岡 に な っ て し ま 


ヶ 電 し た 表 誠 が 所 を きら に 立体 に 見 せる を 伝わり や すく する 17 度 て 人 け た 示 和 の 肖 は 直 に する 名 に 芝 に 近 いた め 、 大 お 粒 いて 見 る 
と 笛 和 や 央 国 の 平 や 吉 な ライ ン も 大 人 を 定め 5 れ な 


5. だ が 、 よ り 存 在 が 宣 隊 まれ て ! 


群衆 の 動き を 増幅 させ で し 
街 の 活気 や 表情 を 引き 出す 
左 の よう な 街 の スナ ッ プ で は 、 普段 の 水平 視覚 を 撮影 に そ 
の まま 反 映 さ きせ る と 、 そ の あま り に 素直 な 描写 に 写真 的 な 面白 
が 欠け て いる よう に 感じ る こと が 少な く な い 。 そ こ で 変化 を 求め 
て 、 カメ ラ を 傾け て 撮る の は 、 街 の 見 方 を 変え る 意味 で も 良い こ 
と だ 。 街 が 少し 変わ っ て 見 える 。 カ メラ を 傾け る と いう の 
段 の も の の 見 方 、 見 え 方 に 反 問 を 持つ 良い 機会 に も な 
の 活気 が より 増し て 見 の 単なる 交 
差 点 が 、 表 情 豊 か な 喧 喋 の 場 に な る の だ 。 そ し て 、 傾 ける 度合 
い だ が 、 街 の 要 子 を 個 け すぎ て 撮る と 、 画 面 の 不安 定 き が 増し 
て 不安 感 に つなが る 。 そ れ も 街 の 表現 の 面白 さ に つなが り そ う 
が 、 過 度 な 信 き は 撮 昌 者 の 街 に 対す る 悪 き えも 勝 じ ら れ そ う 
、 気 持ち 良く 感じ られ な いこ と も 。 こ の 撮影 で は 交差 点 の 人 々 
に 注目 。 ナ ナメ の 構図 で 動き を より 表現 。 ま た 、 ナナ メ 上 方 か ら 
振る こと で 奥行 き や 立 体 感 も 狂い 、 群 染 の 宙 度 に も こだわ っ た 


生き 生き と し た 街 の 立体 感 や 
空気 感 、 奥行 き を 演出 する 
生還: 場 …。 ////// 


が PonMKDEM0Z 1 HAL 250er RB の 2 5 

たっ っ 相当 先 AE (PS5.6 1/IOK +0.3EVI 400 / WB: オ 王 

リズ ム | EmicGNA の Get 光り を ら 6 いか 2 を 2 し WV も A 
で リス ム を 2、 和 し て く 8 


現す る 、 伝え よ 
だ 。 見 る 側 に も 


ナナ メ に する と いう 胃 確 な 表現 意図 が な けれ ば 
だ の ルー ズ に 頒 い た 写 っ て し ま 
現 門 較 が あっ て も 領 けた 効果 が 


カメ ラ は 基本 的 に 慎 に 構え て 撮 
い 。 それ は 人 の 視覚 が 横 f 
ょ 関係 それ に よっ て 
れる 水平 な 6 の は 水平 に 見 えて いる こと が 、 安 
の ある 気持 ち 良 い 感覚 に つ な 
真 表現 に お いて も 表れ て いる 」 
気持 ち が ち 着 か な 
を 見 る こと (に は 不 層 れ な の : 
傾け て 世界 を 見 る 、 


突 音 きせ な けれ は 7 


質 い た 写真 は 
れ だ け で 見 る こと を 意識 させ る 。 不 安定 感 や 新鮮 
な ぼ 、 あ る 種 の 感 捕 を 抱か せる 。 そ の 門 譜 や 感 
傾い て いる ヒ を 利用 する 手段 に ナナ メ の 橋 図 が ある の だ 
の 視線 は 傾い て も の カメ ラ を 令 け て 撮る の は 一 見 する と 科 単 
を あえ て カメ ラ を 背面 液 昌 モニ ター の 両面 や ファ イン ダー か ら 見え る 
『 の 抗 党 の 意識 を 風景 を 傾け る の は 、 最 初 は 意外 わな い 
と で き な い 行為 か も し れ な い 。 
償 けれ ば 食い 6 の で は が 
れる 普段 の 見 の 基 ね 合い で 決ま る か 


人 (は じたい っ きく: 
56 ラウ タカ x ラ マガ ジン 782074 内 コワ 


て いる の だ ろう 


20 打 の 人 き 
を 合い 上 を NG し 、 や や 上 
を 入れ て 由 行 出す 補 和 
て 見 える よう に か 2 ラ を 
二 を 中 洒 気 を じ 


だ や 
令 け る 角度 は 徹 写 体 
つ 寺 、 そこ に は 令 け る 、 


更 の きび 大 きく 人 の 世に 上 
すき な いよ うに 


き キ フイ ルム TI XFY4mmF2B R 14mm (21mm 相 人 ブ 先 AE F32、1210 和 
ISO 200 。 WB: オ ー ト 衝 馬 の 交差 点 の スナ ッ プ 。 カメ ラ を 環 け る こと で 、 交差 点 を る 寿 末 の 基 和 を 漬 出 で き 、 
天台 の し た 下 じ や 大 の 表 民 が より 時 か に な っ た 。 向 で は 手 き を 的 に 大 まめ に し た い 


宇 の メ ナ ッ ブ で は 困 遇 み に 欠け 、 面 白い 更に か) に く 


本 トイ 
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キ ペン ン EOS 5D Mark カー ルツ ァ イ ス Otus 1.455 2E 
55mm 和 り 健 先 AE (25、1000、 =OEV 15O 
100 Wi5200K 

お し ゃ れ な 転生 が 地 の 肛 着 用 し て 止 め て あっ た が 、 ま っ す | 
で 提 る と 自転 宮 の 値 き が 簡 す ぎる と 感じ た の で バラ ンス を と る た め 
ドナ ナメ の 本 に 
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ャ ヤン EOS 5D Mk 還 カー ル 
か 03EV 5 100/ WB:5.200Kk 

何気ない 店 先 の ディ スプ レイ る 、 ナナ メ の 本 較 に する と 不定 に な り 、 意 計 し て 失っ た こと を 大 し て も らい 
や すく Cs。 人 8 の 二 可 は 放 要 だ 


意図 や 傾け 具合 を 意識 し て 
ポジ ティ ブ な 変化 を 生み 出す 
佐々 木 啓太 


カメ ラ を 領 ける の は NG だ よい われ る こと 8 多く 、 ナ は 1 枚 で 決め な く て は な ら な いと き 
ナメ の 情 図 に は ネガ ティ ブ な 印象 が 付い て まわ る 。 な パタ ー ン を 試し て 用 時 に 判断 で きる よう 
これ は 構図 が 傾い て いる と 、 その 写真 を 見 た と き に 不 。 る 方 が 、 ナ ナメ の 恒 図 を 意識 し て 使い や すく な る 
安 に な っ た り 、 ち 着 か な く 感 じ る こと が ある た め だ 
駅 周り の ボス ター な ビ に よほど の 多い が な い 限 り 、 傾 
いた 全 真 が な い の は この た めで ある 。 一 方 、 見 方 


イス Os 1.455 ZE 55mm 秒 / 先 AE (F25、140 ォ リ ンス OMLD EMI MZUIKO DIGTAL ED 12mm F2 
1WL.600. 07EV 3 800K 細い た 大 
男 に 変化 を 加え て くれ た が 、 を ら に 広がり を 償 識 する た め に ナナ メ の 構 較 に し た 


再開 発 の あと に そっ と 残さ れ て いる 引き 込み 線 の 跡 。 こ の 線 
路 に は さま ざま な 歴史 が し み 込 ん で いて 、 多 く の 人 々 の 思い が 
感じ られ た - 全 搬 越 し に し か 撮影 で まな か っ た が 
6 の る の で 、 きま きま そん な 思い や 歴史 の 余 伯 を 画面 に 入れ た いと 感じ た 。 構 図 を 少 

し 頒 け て 、 写 真 を 見 た と き の 視線 が 令 い た 方 に 向き や すい 効果 
を 利用 し て いる 。 ま た 、 線路 の 先 に 続く 思い に 気持 ち を 傾け て ほ 
し いと いう 考え が 強かっ た の で 、2 本 の 線 勾 も 1 本 が 真ん中 に 行 
く よ う に し て 構図 的 な パラ ンス も 崩し て いる 。 基本 的 に は この 角 
度 が ベス ト だ と 感じ て いた の で 、 撮影 時 に は 角度 で は な く 画 面 村 
設定 し 成 の パラ ンス を 変え て いる 。 鉄橋 の 上 に 空間 を 開け た パタ ー ン 


ト の 写真 
mm の 父 准 レン ズ を 付け て 搬 河 し て いる 。 誌面 
し て いる が 、 撮 時 時 は モノ クロ | 


は 、 35mm フ ル サ イ ズ の 


を 変え 5 ナナ ス の 情 較 は 画面 変化 を つけ や すい る 変化 を つけ づら い 条件 で も も 提 影 し た が 散漫 に 感じ た の で 、 鉄橋 の 頭 を わざ と ギリ ギリ に し 
は うこ E に な る が 、 この 変化 が 強 す ぎ た り 弄 い に 合っ あっ た 。 尼 準 レ ンズ の 商 角 は 人 の 視野 名 に 近い の トー ザー た 方 を 選ん だ 。 し み 込 ん で いる 思 
て いな いと 、 な ん Ez く カ メラ が 傾い で いた だ け で NG で 兄 た 日 同じ よう に な りや す 《、 アン グル や 絞り だ け い を 意識 し て いた の で 、 仕 上 が り 
が 多い 。 ナナ ス の 恒 較 は 変化 が 必要 な た で な 《、 ナ ナメ に する の 8 商 面 に 変化 を つけ る の に 効 1 由 み 細い 呈 MEGS ま よう 選 [プー 
時 的 だ 商 面 に ナナ メ の 癌 が 人 る と その 勿 に 意 ei の 
CE 間 フォー カス 効果 」 で 、 中 選 台 
が いく の で 商 面 を 広く 感じ きせ る 効果 が ある 20 の 0 剛 け る 訟 な 2 

この よう に 、 理 局 E し て は 分 か りや すい が 、 ど の 得 不安 定 に な っ て 気 に な る の を 利用 し て その 写真 上 を ゲー ジ に し た 


度 の 傾き が ベス ト な の か は その 場面 に よ 
で る の で 、 撮影 時 に 
ター ン を 投影 し 
か 灯 り 返し て いる は 、 電影 殺 
な 峰 き を 見 つけ られ る よう に な る 。 


立た せ た り 、 自 分 の 見 せ た い ポイ ント に 視線 を 請 交 

する こと 6 も で きる 。 主要 被写体 の 状況 に 合わ せ て 、 

少し ナナ メ に し た 方 が 画面 全体 の パラ ンス が 食 く な 

る こと も ある 。 ナ ナメ 橋 図 を 意識 し て いれ ば 意外 に 
る と 感じ る は ず だ 。 


よっ て 違っ て 
つか の バ 
こと を 何 度 
5 じ た 自 分 の ペスト 

影 条 件 に よっ て 使え: 


っ ま の 李 陸 の 1 を 下 た 中 人 
と あわ ゃ て 本 人 人 の バテ 
人 の 
角度 (5) を 決め る = こと を 人 し や 


基 、 貸 スッ ジオ 生 真 の 


PP 


中 htip-Naww acahook connKeini 


12mm (24mm 相 和 
向かっ て 広 久 レ レズ を 使っ て いる 。 時 の 本 子 も 還 


りり 不 宮 の 方 ど 折 < なほ 。 は どい は 画 を 本 成 する 攻 で 


「 ア ー ト フィ ルター クロ スプ ロ セ ス 1] と 色 変 換 用 の フィ ル 

ーー、 カス タム ホワ イト パラ ンス を 使っ て 強い 変化 を つけ て いる , 
明らか に 見 た 目 と 違う 風景 に する と 、 ナ ナメ の 構図 と 相性 が 良 
い 。 使っ て いる レン ズ は マイ クロ フォ ー サ ー ズ の 単 焦点 12mm 
歪み も 少な く 、 安定 感 の ある 4:3 の アス ペク ト 比 で 使う と き は 、 よ 
り 広 さ を 出 す た め に ちょ っ と テク ニッ ク が 必要 こと が 多い レン ズ な 
の で 、 強 い 変 化 と 合わ せ て ナナ メ の 構図 を 利用 し た 。 ナ ナメ に 
する と 広がり が 出る こと に 加え 、 シル エッ ト の 建物 の 大 きき も 表現 
し や すく な る し 、 変 化 の ある 雲 の 動き に も 意識 が 向く よう に な る 
傾き が 強 す ぎる と 広がり より も 不安 感 が 強く な る の で 、 こ の と き は 
微妙 に 傾き を 変え た パタ ー ン を いく つか 撮っ て お いた 。 構 図 の バ 

ラン ス と し て は 、 広 が り を 感じ や すい よう に 空 の 部 分 を 多く し た い 
と 考え て いた 。 傾き を 迎 に し た の も 試し て 最終 的 に この パタ ー ン 
を 選ん で いる 。 ナ ナメ の 構 
図 に は と りあ え ず 試 す と いう 
柄 神 も 大 切 だ 


傾け すぎ 


5 ウム AE いよ うに 、 村 を し あめ に TR り 入れ た 上 
LA る 。 層 きか 秩 す する じ 天 上 
いこ Ft の で 


人 ける 角度 (5 友 ) を 人 恒 に 決め る 


| > 科 | 


ギン バ メ OM.D EM1  M2UIKO DIGITAL 45mm F1B 45mm (90mm 相当 ) ディ イド リー ム F ト ソト フォ ー カ 
ス 人 (2 、101.250、+0 7EV) ISO 200 。 WB7.500K (A 二 2) 有 開 人 に 江 き て いる 引き 込み 相 の 時 
し 表 を 感じ よう な 仕 よ げに し て 、 ナ ナメ 光 図 で 引 の 先 に 和 が 天 が っ て いく よう に し た 


に する と 本 面 の 中 に 1 
の 強く を の で | 


に 人 が 向 か すず 、 特 人 を 語 じ コパ な る 合 き すぎ る 本 より も 
! の 仕上 げ の 方 が 信 C で いち 
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ササ 
に 】 
OR 


福 
麻 る 生 当 ミキ 
衣 さ ズー 二 較 2 
チ や に 衣 
連 適 計 
和 上 語 
感 た 斉 旨 
を 條 EE 
| 
に え 体 全 1 
きる て 明 | 
き シン 計 
グ 
ノレ 
で 


訪 較 的 に カメ ラ を 人 け る この 効果 と し て は 、 動き 
の 表現 や 不安 定 感 、 友 の 面 向 き の 発 見 な ど が あえ 
られ る 思う 。 私 の 場合 、 ス ナッ プ で は 動き や 近 力 
の ある 了 場 馬 、 そ し て 「 お や 引 と 、 條 和 感 を 与 えた 
い 場合 、 また ナナ メ に 領 け る こし (に よっ て 形 の 環 貼 き 
を 表現 で きる と き に 使う こと が 多い 。 も ちろ ん 、 仕事 で 
の 人 物 志 影 で も カメ ラ を 傾け る こと は 多々 ある 。 動き 
を 表現 する ジ 撮影 や イン タビ ュー 搬 昌 
で 6 よく 使用 する テク ニッ ク で ある 。 べ て を ナ 
ナメ に し て 撮影 し て し まう 、 候 真 を 並べ だ ぐ は 
で な 印象 な っ て し まう の で 、 砂 平 ・ 乗 直 を 出し た 写 
真 の 中 で 、 効果 的 に 数 枚 を 使用 し て いる 。 

ナナ メ に 適し て いる 想 写 体 を 考え た 場合 、 道路 
や 線路 な ど 放 射線 に な る 場所 は カメ ラ を 領 け る こと 
の 効果 を 得 や すい 披 写 体 だ と 思う 。 広角 レ ンズ と 
放射線 状 の 彼 写 体 は て も 相性 が 良 《、 ナナ メ に す 
る と それ ら の 披 写 体 が 持つ 格好 良き を 引き 立て る こと 
が で きる 。 パ フェ や グラ ス な ど 、 高 き の ある 被写体 を 
見 下ろ し た り 、 タ ワー を 見 上 げ る アン ダル も ナナ ス た 
相性 が 良い だ ろう 。 

ナナ メ で 撮影 する 際 に 注意 すべ き ポ イン ト は 、 必 
ず 林 平 の 状 馴 か ら カ メラ を ナナ メ に する こと だ 。 い き 
な り ナ ナメ で 撮影 する と 、 体 が ね じ れ て いた り し て 、 と 
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うに 6 甘 ち 着 か な い 印 象 と な っ て し まう こと が ある 。 水 
・ 研 直 を 確認 し て か ら カ メラ を 額 け て 行 と 失敗 が 
少な い 。 また 、 光 の 向き は 大 変 重 要 な の で 、 カ メラ 


を ナナ メ に し て 自然 に 見 せ た ! 


PF 


か い 仕合 ニ 基 WWw で さい 還 
人 時 mi 国 終 の 陣 


い 時 、 不 


30〒 .*084 .9YJ 3V 
oe 990Y WuBLe 


計 間 


よー サ S ロ ア x 全 各 和 骨 団 沈 ト ー。 0006 


09ZLOSI 


感 や 不 自 


然 な 印象 を 表現 し た いと き は どの よう な 光 が 和 効果 的 な 


の か を 考え て 撮影 する こと を 心 : 


が け よ う 


傾け て 作る 空間 で MP 


誰か の 存在 を 感じ させ る 


そう な 雰囲気 動き が 伝わる よう 意識 し た 。 子ども が 見 上 げ て 話し 
て いる 様子 を 表現 する た め に 子ども より も 少し 低い レベ ル か ら 、 提 
影 を し て いる 。105mm の 望遠 効果 を 狙い 、 生計 な も の を 写 さ な | 
に 人 物 を 共立 た せる よう に フレ ー ミ ング し て いる 。 水平 に カメ | 
ラ を 構え た と ころ か ら 、 少 し ずつ カメ ラ を 傾け て ベス ト な 衣 度 を 探る 
と 良い 。 あ まり 傾け すぎ る と 、 人 物 が 後ろ に 倒れ そう な 印象 と な り 、 

て いる 方 が 不安 を 感じ て し まい そう 、 30 度 ぐら い が ち ょ 
うど 良かっ た 。 あく まで 楽し そう で 生き 生き と し た 雰囲気 に し た い の 
で 、 究 出 は 明る め に 補正 し て いる 。 


カラ 6 ナナ ァ に 作る こと に よっ て 、 子ども の な 
人 に 補 則 を 作っ た 。 人物 を ナナ に する 場合. 人 
の 有 哲人 ザ 四 ん だ り 着れ て いる よう に 見 えな 
度 に する 


が いる こと を 理 体 きせ る 


人 き が 気 に な 5 
と 本 を ば か す 


キヤ ン ン EO5 5D Mark 。EF24.105mm FL IS USM 。 105mm_ 科 り 人 索 AE (F7.1 1.000、 
OEV) ISO 400  WB: オ ー ト (G、Bl) うれ し そう に ママ に し か ける ども の 表情 を 人 切 り ID っ た 。 カメ ラ を 抽 め 
に て 江 の 完全 を 府 け る こと で ママ の 存在 を 大 し きせ て いる 


』 人 WWh て いる ょ うに 
見 Ac い ぐ 6 い の 30 太 


水 で 的 し た カト は きれ い に 提 れい る が 5 江 きす ぎ て いま いち な 
不安 4 生 と な り 、 こ の 場合 は 30 庶 だ っ 


bo っ 


リズ ミカ ル に 見 せる 

身近 な 被写体 は 、 視点 を 変え て カメ ラ を 傾け る こと で まっ た く 違う 
実 を 見 せ て くれ る こと が ある 。 

左 の 写真 は 白い 非常 階 自 の 隙間 を 真下 か ら 見 上 げ 、 カメ ラ を 
ナナ メ に 傾け る こと で スタ イリ ッシュ な 模様 と し て 表現 し た も の 。 真 
下 か ら 見 上 げ る だ け だ と 、 あま り 面 白く な い 印象 を 受け た が 、 少し カ 
メラ を 傾け る こと で 直線 の 重なり に リズ ム が 感じ られ た 。 ま た 、 周 り 
の 手すり な ど を 構図 に 組み 込む こと が で き て 、 立 体感 の ある 絵 作り 
に な っ た 。 対 角 線 上 に 階段 の メイ ン と な る 直線 が 乗っ て し まう と い 
か に も 「 傾 け ま し た | と いう 感じ に な っ て し まう の で 「 角 と 人 の 対 角 
線 状 に な る べく 直線 が 乗ら な い 」 こと を 意識 し て 角 か ら メイ ン の 直 
線 を ずら し た 。 ご うす る と 、 自然 に ナナ メ を 表現 し や すい 。 


た 逆 に 人 りす W き と 柱 ろ に 人 そう な 


李 模 の リズム 


| MYBcF り ps イン re 
| om ロー に 5 ん 
| 
| 


所 で も て ム を 作る , 対 角 絆 びっ た り に ライ ン 
重ね る の て は 
iC. 本 


Yi た 舞 を 
印 久 を 革 し て いる 


| い 15 友 の W き 
が ント シャ ー プ て リズム を か る 
キャ ン ン EOS 5D Mark BEF2-105mm F4L IS US 47mm 和民 先 AE (F5 171.250 和 =0EV 1 W 
ISO 640 プ WB: オ ー ト (B3 。 G1) 1 1 
っ 6 を 下 かみ ら 多 上 け て 、 カッ う を 依り る こと に よっ て ライ ン 交 近 し て で きる テク スチ ャ の よう 6 生還 気 | Wi 
ミミ 2Th た ホイ ント e 地 する 
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で デル:】NW 千 億 は スカ ー プ ロモ ーション ) 


ポー トレ ー ト 写真 に お いて 、 カ メラ を 傾け る 振り 方 
は 「 危 際 な 行為 」 っ て いる 。 な ぜ な ら 、 も の す 
ご (モン ス が 間 わ れる 撮り 方 だ か ら だ 。 実際 、 ウオ 
ズミ が ナナ ズ の 写真 を 撮る の は 30 枚 に 1 枚 で らい 。 
神 数 の 写真 で 見 せる と き に アク モン ト た し て 流れ の 中 
で 舘 2 ぬい で 、 ナナ メ の 橋 較 が メイ ン に な る こよ は ほ 
と ん ど な い 。 野 球 に 例え る な ら ば ナナ メ の 模 図 は 変 
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G99 タロ ン SP AF28.75mmf28XR DILD Aspherical IF MACRO 75mm 
| カッ で 表 m す る アル 誠 出 (PB 


| 目 チ カラ | 人 2 


カメ ラ を 傾け て 見 せる の は 
画面 か の ら 出 る スピ ー ド 感 
Eo も ッッ ン w  // 


が /// 


ソニ ー ge9 タム ロン SP AP28.75mmF28 XR DLD Aspherical FI MACRO 
ジーン 75mm 。 マ ニュ アル 電 出 (F28、17200 際 ) ISO 250 。 WB: オ ー ト 


視線 の 行方 Crro2Eere52EEE2r。 クンニ っ 1 っ 


も 5 うと 、 希 望 に 満ち た イメ ー ジ に な る だ ろう 


化 款 。 ス トレ ー ト を 投げ ず に 変化 康 だ け で 勝負 する 
の は な か な か 駿 し い 。 し か し 、 モデ ル の 表 捕 が 乏 し 
か っ た り 、 洋服 の パリ エー ショ ン が な か っ た りす る と き 
える 必 末 技 で 6 ある 。 この アク セン ト 上 な る ナナ メ 
の 構図 が 、 写 真 集 や 展示 の 中 で 効い て いる か どう 
か は を の 一連 の 作品 群 の 普 し 胃 し に 深く 関わ っ て く 
る 。 キメ 球 の 変化 球 も 言え る 。 ま た 、 水 平 ・ 垂 直 
を 表現 で きる 被写体 が な か っ た り 、 撮影 距離 が | 
な いな ど 、 水 平 ・ 垂 直 を 出す こと が 難し い シ ー ン で は 
大 胆 に ナナ メ に 肢 し て みる テク ニッ ク も ある 。 
背景 と 人 物 を ナナ メ に する こと に よっ て 表現 で きる 
の は スピ ー ド 感 。「 苦 い ] と か 「 動 感 ] と か 、 そ うい っ 
た 静 的 な イメージ を 壊す も の だ 。 バ ー ス を 強調 す 


る た め に 広角 レン ズ を 使っ て 角度 を つけ る と 、 ボート 
レー ト の 場合 は 顔 の 在 み が 気 に な る 場合 が ある し 、 
背景 の ライ ン が 作 に 突き 刺さ きっ た よう な 居 図 に な っ て 
し まっ て は 元 も 子 6 な い 。 そ ん な と き は 、 少 し 所 適所 
味 の レン ズ で 傾い た ライ ン を ぼかし な が ら 利 用 する ほ 
長い アク セン ト (に な る 。 

ポー トレ ー ト は 胃 景 が 命 。 背景 トレ ー ト の 
個性 が 出る 一 番 の ボイン ト だ と ウォ ズミ は 考え る 。 萌 
最 に ナナ メ の ライ ン を 入れ た い 場合 、 デ ザイ ン の 面 
か ら 老 える ほう まく 作れ る 。 中 に 傾け る と ダサ く 
な っ て し まう し 、 や りす ぎ は 算 に つく 。 と に か くそ の 塩梅 
が 難し く 、 ハ イレ ベル な 撮影 テク ニッ ク な の で トレ ー 
ニン グ あ る の み だ が ! 


1994 年 より フリ ー。 自 の ホ ー ム ペー ジ で 注目 の モデ ル ヤ 人 を 作 介 する ModelTalksl を 条 有 に 殊 中 。httnz/vowoeo 


信人 誠一 (うお ずみ せい いち ) 1953 生 殺 呈 。 人 は イン ディ ー ズ コック バン ド で 主 馬 。 コタ ジ ォ アシ スタ ー ト を 生 て 


em 


肉眼 で は 見 えな い 
違和感 の 中 で 人 物 を 浮き 立た せる 

角 の 青 時 か ら モデ ル が ぎゅ っ と 遂 き 立 つ 表現 を 狙っ て みた 。 
音 太 の ハイ ライ ト に 視線 が 誘 清 さ れる た め 、 そ の 手前 に モデ ル の 
頭 を 配置 し て カメ ラ を 傾け 、 レン ガ で 入 中 線 を 作っ て 表情 が 引き 立 
つよ うに し て いる 。 奥 の ハイ ライ ト 部 分 を ほど よく 引き 寄せ て 、 圧雪 
効果 を 利用 し た か っ た の で 75mm で 撮影 し て いる 。 紋 り は F5 で 、 
青 景 は ば か し な が ら も 、 手前 の レン ガ の ライ ン は は っ きり と 絡 写 し て 
いる 。 こ の 場所 を 内 眼 で 見 る と これ ほど 行 き の 印象 は 強く な い 。 

一 上 和 視 図 拓 の 集中 線 を 作る 上 で の ポイ ント は 、 画面 の 相 
を 整 理 する こと 。 四隅 に 余計 な も の が 」 


ナナ メ の 四角 い ハイ ライ ト を ポイ ント に 


に 下 か ら 握 っ た りす る こと な く 、 素直 
に 立っ た まま の 目 の 高 さ で 撮影 し て 
いる の も ボイン ト 。 あく まで も ナチ ュ 
ラル な 印 銀 を 大 切 に し て 、 育 景 か ら 
モデ ル を 浮き 立た せ て いる 。 


た こ ピ アポ イト 
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一 視 国 の と 福 の 談 を 画面 右 下 に 硬 
人 中 財 を 作る 10 友 は と 便 け る 


WM しい 


1 
WT 


99 - タ と ロン SP AF28.75mmf な 8 XR DILD AsphericllIFIMACRO 時 
1200) ISO 250./WB オート スラ っ と 侍 び る 美 が 印 旬 的 を 1 枚 。 ナ ナメ の ライ ン と 空間 を うま く 年 っ て 家長 い 
天仙 り 壮 し て いる 


本 だ と 表 給 を ーー ト 、 使 け すぎ る むう ル 還 れ て きそう 
と を ば の し て イメ ー ジ な 寺下 に する と 委 い 


追放 ある 。 むし. これ で 5 ん い の 有 で 旨 し た いのち 、 も っ 


99 タム ロン 5P AFP26-75mmP2.8 XR DILD AwphencllFIWACRO 75mm マニ 
1S0 250。 WB: オ ー ト レン ガ の ライ ン が 作る 信組 の 中 で モデ ル が 江 き 立っ て いる 。 区 虹 の ハイ ライ ト 
サナ メッ に な っ て いる の で 、 倍 和 局 六 け 込 ん で いる 


ル R(FS 


eK、 画 人 み の な い ポート レー ト に な っ て し まっ た 。 また 、 人 りす きる に モデ ル が 本 て いよ うに な っ て し いい 、 赴 


全身 の 立ち ポー ズ で or 


スタ イル を 良く 見 せる 

全身 の ポー ズ は モデ ル の スタ イル を 良く 見 せ た い 。 そ の た め に 、 
カメ ラ を 傾け る こと に よっ て 、 両 サイ ド に 点 対称 と な る 三角 形 の ス 
ペー ス を 作り 、 対角線 上 か ら 少し ずれ た と ころ に モデ ル を 配置 し た 
要 質 な ビル な どの 建築 物 を 育 景 に する と 、 清治 や 細長 < 徹 写 人 
を 配置 する こと に より 、 スラ ッ と し た 印象 が 独語 され る 。 

また 、 背景 に は 地面 の タイ ル と ビル を 利用 。 こ の 複雑 な 直線 を 
デザ イン 的 に 切り 取り た い 。 こ の タイ ル の ライ ン は は ん の 少し 角度 
を 変え た だ け で 見 え 方 が 変わ っ て し まう の で 、 何 パタ ー ン か 複数 枚 
提 影 し て お き 、 手 影 後に チョ イス する と いう 方 法 を と る と 良い 。 モ 
デル に は 少し 首 を 傾け で も らい な が 
ら も 視線 は 水平 に する ご と に よっ て サメ に する に FT 
安定 感 を 出し て いる 。 個 け すぎ る と 、 証 還 


倒し て いる イメ ー ジ に な っ て し まう 
の で 注意 。 


10 放 の 尼 き の 中 で 補 は 
水平 に し て アク セン ト を 作る 


人 線 95 し 5 し た 名 に 人 物 を 本 サイ 
上 の 軍人 ね 。 タイ ル と ピル の 健 め の ライ 
人 Fe まし な 角間 する 


作 称 三角 型 の スペ ー ス で 
バラ ンス を と る 
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アン パラ ンス を 演出 し て oe 


現場 の 臨場 感 を 伝え る 

ロン ドン の 地下 鉄 に 向かう 証 邊 を 揚 影 し た 。 自分 も 填 和 を 下 
りな が ら 、 階 邊 の 上 か ら 下 を の そく よう な 導 勢 で シャ ッ ター を 切っ 
正面 に ある 直 板 の 水平 を 目安 に し な が ら 傾 き 具合 を 決 
し み し 、 実際 は a 剛 し すぎ ず 、 際 際 を 下り な 
が ら の 不安 定 な パラ ンス の まま 提 覚 だ 。 手すり が 
ある た め 、 ナナ メ に し ゃ すい 通 面 
は あ 
と で 、 流れ や 奥行 き を 感じ きせ る 構図 を 狙っ て いる 。 基 板 と 平行 
し て 階段 が ナナ メ に な る の で 、 そ の パラ ンス も 考え て 角度 を つけ 
た 。 人 物 が まばら まり すぎ る と 人 の 流れ や 画 
面 に 委 行き が 出 な いた め 、 人 の 硬 が ちょ うど 良い と き に 提 影 し た 


る アン パラン 


吾 析 の ライ ン を 10 度 ナナ メ に 


用 際 に 朋 度 を つけ る と 
不定 和 が 出 る 


手すり で 正法 を 作り 、 凌 行き を 出す 


ャ ヤン ン EOS M2 。EFM55-200mm F4 6.3 IS STM 200mwn (320mmm 相当 ) 和 り ヤン EOS 5D Mk EF2470mm FALIS USM 。 24mm 直り 人 完 AE (F4.5、140、 1.7EV 
サナ メ で 赤 加 する | AE(F63.1250 ゆ . よ OEV) “ISO 400 /WB: オ ー で 邊 を かる こら に おり 和 を 和 現 し て いる - 人 が 認 に 入っ て 5 く 流れ も 1S0 2000  WB: オ ー ト 地下 吉 に 向かう 剛 任 め に する こと て 陸 を 降 り て いる 古家 弄 で きる 。 人 の 演 れ を 
此 間 ハス を 科 つ 性 。 反対 の 上 か ら 失 虹 し た 。 実 了 は 較 う が 、 だ る 素 の 宮 か ら 見 て いる よう に 、 と ん どん 人 還 で W る 。 衝 人 と 和 選 を ナ ナメ に し て 、 アン バラ ンス な 印象 と 揚 を 作 っ た 見 な か ら シ ャ ッ ター を 切っ た 
変わ 8 硬 時 の ひと つの よう に イメ ー ジ し た 
が 本 し た か は 生出 て 笑 履 では な い が 、 は 末 じ 6 れ な い 、 億 りす きた か 不安 とい 


より 有休 び 見 つく な っ て しま 


ror 
人 の めき に 合 ゎ ゃ て pe 


角度 を 決め る テク ニッ ク 

若 生 、 物 騒 な 雰囲気 が 源 い 、 美しい 街並み と は 言え な い 場所 
を ナナ メ に する 。 ナ ナメ に する こと で 出る 不安 定 臣 で 、 そ の 場 の 
ちょ っ と 誠 険 な 紛 囲 気 を 感じ は せ た 。 こ こ は 多 い 道 な の で 
建物 の の ライ ン が 目立つ 。 ナ ナメ に する と 紙 の 建物 の 傾 
了 立 ち 、 より いっ そう 傾き が 強調 され て イメ ー ジ も は っ きり 伝わる 
ドイ ント と な る の は 左右 どちら に 傾け る か 。 こ の 場合 、 右 を 


撮影 現場 で 感じ る 
雑多 な 街 の 空気 を 写す 


写真 を 撮る Eat 
は 鉄則 と きれ て いる , 


伏し た 飯 で あえ て ナナ メ 


ビル や 書物 が まっ すぐ 


次 を し っ : に 並ん で いる 場所 で は 、 水 半 ・ 垂 直 が 一 日 央 需 で 下げ る 決め 手 と な っ た の は 人 が 向かう 方 向 だ 。 左 に 向かっ て 歩 
ず だ 。 特に 、 風景 ある , め 、 ナ ナメ に すれ ば それ が 届き く 人 物 た ち を 画面 が 下がる よう に 撮影 する と 、 人 が 落ち て いく 
イン ト で あり 、 水 れ て 不安 十 な 印象 と な る 。 その よう に 搬 影 する 凡 よう に 見 えて し まう の で 閣 和 感 を 感じ る 。 一 方 通行 の 矢印 も ナナ 


は 作品 の 良き が 半 小 し て し まう こと が ある 。 し か し 、 
写真 の 歴史 を 振り 返る と 、 傑 作 の 中 に は 筆 め に な っ が 
K6 あ る 。 特に スナ ッ プ は 多い 。 個 け て 撮影 
私 も 所 を スナ ッ プ する あえ て ナナ メ の 橋 図 を 感じ た り 、 際 電 
活用 する こと が ある 」 洲 は きま ざま で ある 。 と は いえ 、 何 で も ナナ メ [ 
いて 、 水 平 ・ 垂 直 を 確認 し て 勢い や 不安 定 な 要素 が 加わ り 駐 力 的 な 写 』 
の 風景 を じ っ く ① 診 察し 、 最 適 な 
ング ル を 搾 し て 被写体 と し っ か り 向 き 合っ て 搬 影 し 
雑然 と し た 空気 て jmsna。 し カラ を ナナ メ に 所 

に 降 思 議 に 撮影 者 が 肉眼 で 見 た まま の 欄 
35mm 。! 人 先 AE(F8 、160 秒 、 一 0.7EV) "SO 100 WE 


オー ト 前 圭 きた ら け で 覆 の ボス ター が 防 ら れ て いる 壁 。 見 つけ た | し て いる よう な 描写 に な る 。 同じ 場面 で も 主 引 
天 同 の B で 見 て いる よう を その まま 押 写 し た か っ た の で 、 。 克 な イメ ー ジ に 変化 する の だ 。 例 えば 下町 や 箱 多 
ナナ ァ に カメ ラ を 仁 け て 失 し た 。 と ちち か 言う と ダー ク な 印 久 の 

基体 な の て 、 香 の 不 誠 定 な 素 は マッ チ し て いる な 街 の 中 で は 忙しい 半 気 や 活 気 を 感じ た り 、 リア 


いう より 6 [撮影 者 が 見 た 光景 」 に 変わ る の 


自 い 。 人 物 を 入れ て の スナ ッ プ で 5、 カ メラ を 


メ 上 を 向く よう に し た の も ポイ ント だ 。 手前 に 車 を 入れ た の は 奥行 
き を 作る た め 。 道 全体 の ライ ン が は っ きり わか る 方 が 、 その 様子 
が 伝わり や すい の で F8 ま で 絞っ て いる 


の 


地 ゲ 向 か う を 10 度 上 る 


街 の スナ ッ プ に 


羽 っ て いる 写 手前 に 事 を 入れ て 直近 を 作る 


ナナメ で 表 


キャン ン EOS 5D Mark ”EF24-105mm F4L IS USM USM 。 30mm 。 果 休 完 AE (FB、17320 和 07EV 和 印 を 貞 き に 


を 和 軒 する ご と で 、 室 真 に 立体 を 出し て いる 。 右 か ら 歩い て くる 


傾き を 百 う 。 考え 
良く (スナ ッ プ し つ 


5。 広 有 気 味 の レン ズ に よる 抽 行き を 頃 す 
安定 人名 作 る が 、 ま 


中 半 半 和 に 語 じ る 。 また 、 何 け すぎ 
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モデル 山下 


私 の 場合 、 動き を 演出 し た り 、 写真 を 見 る 人 に 何 
6 か の 感情 を 与え る 必要 が ある じき に ナナ メ の 恒 図 
で 撮る こと が 多い 。 

特に ポー トレ ー ト を 撮影 する こと が 多い の で 、 いつ 
も 画面 の 中 に どの よう に モデ ル を 配置 する の か を 考 
えて いる 。 も ちろ ん 、 きち ん と 水平 を 撮っ た 写真 を 撮 
る こと の 方 が 多い の だ けれ ど 、 それ ば か り で は 絵 作 り 
が 面白 く な く な っ て し まう こと が ある か ら だ 。 また 、 ナナ 
メ に する と いう 選択 肢 が 増え る こと 
中 の モデ ル の 配置 方 法 の 自由 度 が 上 が る わけ だ 。 
いく つか の 細 に な っ た 写真 の 中 で ダイ ナミ ッ ク な 絵 が 
ほし いと き 、 モ デル の 目線 を 変え た いと き な ど は 、 思 い 
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ナナ メ で 表 弄 し た い の は | 


天真 黄 温 な 印 


ナナメ で 表 旧 し た い の は | 


の 


きっ て ナナ メ に 人 け て 撮影 する こと が ある 。 人 物 の 
場合 は 、 ナ ナメ の ライ ント モデ ル の 提 線 の ライ ン の 
辻 み で 表現 が 広がる の が 面白 いと ころ 。 補 内 で 遇 
影 する と き に は 曽 面 の 中 の デザ イン 的 な レイ テウ ト を 
考え る し 、 ロ ケ の 場合 は モデ ル と 一 緒 に 動き な が ら 
撮影 し て 、 より 動い て いる 感 | 
背景 踊 写 体 の 彫 を どの よ 
る の か を え て いる 。 背景 に 
き が ひと 日 で 分 か る よう な 直 株 が ある 場合 に は 、 カ メ 
ラ を 傾け る こと に よっ て 写真 を 見 る 人 を 不安 定 に 気 
持ち 5 に きせ た り 、 急便 感 を 感じ きせ た りな ど 、 な ん ら か 
の 効果 が 生ま れ て いる 。 


伝え た い 感 


| ンーー の Voneswar T* FE 2470mm F4 2A OSS 


26mm マニ ュ アル 旧 出 (F9 、1G20) ISO 125 


Ph 


し き 天 す る た め に 大 必 に 人 け て 生 し た 


ナナ メ の 中 に 人 物 を 配置 
< 情 を 込め る 
_ 常 喜 約 人 還 77Z777 計 / 


//// 


ソニ ー g7 VarioYesser T* FE 2470mm F4 ZA OSS 
アル 答 出 (F45 100) 。ISO 100。 WB 時 


テル を に て ナナ に し た. が 上る 和 (で と に より (を 
前 同人 に 見 つめ て いる と いう 軍 気 に 


水平 ・ 垂 直 を きっ ちり 出す こ ! りす ぎ て いる 
人 は 、 少し で も 机 面 が 分 いて いる と 失敗 写真 と し て し 
まう こと が ある が 、 それ は 失 骸 で は な く 自分 の 絵 だ 
思っ て みた ら ろう か 。 水平 を きち ん と 有 出す こと に 
よっ て 画面 上 の 安定 は 生ま れる が 、 ち ょ っ と つま ら な 
い 構 図 に な っ て し まっ た り 、 モ デル の 配置 に 迷っ て し 
まっ た り し た と き に は 、 思 いき っ て ナナ メ の 構図 を 作っ 
て みる に 面白 い 効 果 が 生ま れる と き が ある 。 今 まで 見 
慣れ た | 良い 写真 」 いう 固定 恨 今 に E ら われ ず に 、 
自分 な ら で は の 絵 を 作っ て ほし いい 。 その た め に は モ オ 
リー を 打ち 破る こよ を 束ね れず に 、 いろいろ 試し て ほし 


信和 (と きわ ひび き ) : 196G 生 まれ - 1980 人 半ば か 5 て ンド 活 動 の 全 ら を 字 や に ライ ター イラ ベー ター が し て 基 
= 凍 婚 。1997 生 知人 阿 鐘 和 の 全 聞 で イン ディ ジュ ア ル プロジェクション] を 装丁 。 こ を 緩 に フォト グラファー と し て 
、 の 寺 MMcd じ の る 。 近 填 に 『 ハ ズ カ シイ アタ シ 」( 三 な ど 。 btn:/hibikiokiws cony 


ソニー g7 VerioTesser T* FE 24.70mm F4 ZA OSS 
39mm 。 マニ ュ アル 邊 (FE6 1200 お ) 。 150 125 WE 
時 みな り 尼 けた 写真 な が 笛 補 が メイ ン に な 6 こと で さ は と 不実 
写し は な い 。 ナナ メ の ライ ン を し っ か り 入れ る の が ポイ ント 


HH し た 写真 は な ん て こと の いた だ の スナップ に な っ て し まっ て 
いる 電 け すぎ きた も の 生体 の サイ ズ 和 も 人 生か 人 
還っ て し まっ た 


視線 と 傾き を 利用 し て 
背景 を 印象 的 に 見 せる 


背景 を 見 せる ポー トレ ー ト 写真 で も ナナ メ の 構図 は 有効 だ 。 
右 の 写真 は 晴れ た 空 を きれ し 現す る た め に 、 画 面 の 半分 
以上 を 空 で 構成 し た も の 。 モ デル が 空 に 向かっ て いる よう な 演 
出 を し た か っ た の で 、 モ デル の 視線 の 方 向 が 上 が る よう に 傾け 
て いる 。 角 度 は 水平 線 の 右端 が 画面 の 半分 、 左端 が 1.3 あ た 
リ に な る よう に 計算 し て 決め た 。 モ デル は 画面 の 中 央 近く に 配 
置 し 、 気持 ち 視線 の 方 向 の 空間 を 広め に と っ て 、 空間 の 広がり 
を 分 か りや すく 見 せる こと に 。 画 面 が 傾い て いる た め 、 日 の 丸 
樽 図 の 単 朱 な 印象 は な い 。 太陽 の 光 は 左側 か ら 当たっ て いる 
の で 、 影 も 右側 に 伸び る し 、 空 や 海 も 右側 の 方 が 青く な る 。 ま 
た 右側 の 空間 も 広く と り 、 ナナ メ に 上 が っ た 右側 の 要素 を 多く 
する こと で 不安 定 な 感じ を な くす よう に パラ ンス を と っ て いる 。 海 
の 水平 線 の 位置 を キ デ ル の 腰 よ り 少し 高く し た の は 、 上 半身 が 
空 に 飛び 出る よう に する こと で 、 爽やか な 印象 を 作り た か っ た か 


ナナ に 価 け て 上 が っ た 全休 は 


10 度 の 全て 行人 と 主 め 上 を 見 る よう に ノ 


斜め 下 か ら 煽 っ て 見 せる 
ダイ ナミ ッ ク な ボー トレ ー ト 
海 沿い の 防波堤 の 上 に 座っ た モデ ル を 撮影 。 青 空 が きれ い 
な の で 、 下 か ら 煽っ て 空 を 多め に 入れ た 。 ナ ナメ に し て 撮 影 する 
こと に より 、 海 か ら の 風 で 髪 が 画面 の 上 に 向かっ て な び い て い 
| る 。 水平 で 正面 か ら 撮影 すれ ば モデ ル は うつ むい て いる の だ け 
ど 、 ナナ メ に する こと に よっ て な ん と な < 爽やか き を 演出 する こと が 
で きた と 思う 。 左側 に か な り 傾い た 斜め の 防波堤 を パラ ンス 良く 
入れ る こと に よっ て 、 不 安定 な 印象 より も 絵 の ダ イナ ミッ ク さや 面 
| 白 さ が 伝わり 、 防 波 堤 に 座っ て いる と いう 動き の な い ポ ー ズ で も 
忠 動 感 が ある よう に 演出 で きた 。 ちな み に ナ ナメ に する こと に よっ 
て 、 フレ ー ム 内 に 空 が 多め に 入る 場合 、AE モ ー ド で 掲 影 す る と 
| 四 出 が 暗め に な っ て し まう 場合 が ある の で 、 影 に な っ た 部 分 が 敵 
正忠 出 に な る よう に 心がけ た い 。 ホ ワイ ト パ ラ ンス も 大 陽光 で は 
な く 、 日 陰 モ ー ド に する と 肌 の 色 が 青く な りす ぎ ず に きれ い に 撮影 


半分 に 以外 の 有人 部 
た 前 は セン ター 
マタ ンス が と れい る 


ニュ アル 人 出 (F9 、1320 秒 ) ISO 
『 み っ て 気持 ち 和 きそう な 竣 を 球 護 する た め 、 体 や 問 が 多少 上 を 向く よう に 、 左 開 を 下 け て 提 
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き 


電球 と 隊 段 が 生 : 


下 則 本 祖 己 


の キ び 暗 梁 生 居 計 9 弓 


メラ を 令 け 
の 手すり を 配置 し た し 出 す 電 球 を 取り 囲ん で ぐる 
と 伸び る 婦 旋 落 彼 視線 を 誘導 する 。 視線 の 先 に は 2 階 の 開い 
くる か の よう な 欠 覚 も 抱く 。 紋 
は 手前 の 手すり か ら プ に 見 せる た め に F13 に 
設定 し 、 奥 行き の ある 空間 を し っ か り と 見 せ た 。 氏 旋 階段 の 長 さ 
や 美 し さ 、 そ し て 画面 の 中 の スム ー ズ な 流れ を 生み 出す 
30 度 ほど 傾け た 構図 が ベス ト で . 


[5 
を 
則 
を 
3 
し 
日 
し 
を 


3 
信 
の 
夫 
き 
を 
計 
ま 
ヶ 
を 
系 
そ 
キ 
き 
と 
日 
め 
< 
半 
な 
箇 
ち 
2 
夫 
き 
< 
1 
日 
を 
筆 
み 
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NINE は mi 


な イメ ー ジ を 作り 出し た 


信吉 を か ら 


傾 け すぎ 
TO キャ ン ン EOS 6D EFH740mm FL USM 19mm (3Omm 机 人 先 AE FI3、U13 選 10EV 


IsO 16 時 し トロ 電 隊 。 下 5 見 上 げ る と 2 剛 の 記 が 開い て いる の が 見 えた 。 下 か ら 上 視座 
を 時 才 き せる 失 人 殺 か が 出る よう 、 放 人 を 作る よう に ナナ メ に し た 


に が いっ て し い 、 時 股 の 邊 が 間 く 仙 生 8 が 6 な り 
6 則 の 下 人 が 上 立ち 、1 間 か 


30 反 は と ナナ メ 2 の 手すり に 天井 の ライ ン が 水 に な 
者 い の 4 い 写 人 たり すぎ る に 、 手 すり の 長 お が 知 
PT 析出 の 人 8 き に 合わ せ て 旅 も な に 人 


日 常 の 何気ない 藤 物 も 角度 を 変え て ナナ メ の 構図 を 作れ ば 面 
自 味 の ある 被写体 に な る 。 こ の 写真 は ガラ ス 窟 か ら 中 を の ぞい た 
容 囲 気 を 作る た め に 、7 度 ほど 右 下がり に 傾け て 臣 場 隊 の ある 夫 
囲 気 に 仕上 げた 。 有 に 傾け て いる の は 、 受話 器 が 不 自然 に か ら 
な いよ うに し た た め 。 ま た 、 ナナ メ に な っ た 窓 欄 の ライ ン が 主題 の 
電話 を じゃ まし な いよ うに 、 ぼ か し て いる 。 白 色 の 公衆 電話 を 見 た 
。 ー まま の 白色 の 世界 で 表現 する た め に 、WB は オー ト 、 散 出 は 明る 
くす る た め プ ラス に 補正 し た 。 明り 空 で 全体 的 な 光 は フラ ッ ト だ っ 


2 た の で 、 奥 の ガラ ス 窓 の 向こう 側 に ある 道 の 街 修 樹 の 緑色 を 入れ 
> て 、 真っ白 な 画面 に 彩り で アク セン ト を 加え て 爽やか な イメ ー ジ を 
ディ 作っ た 。 ほん の 少し の 傾き で その 場 の 気持 ち を 表現 する よう な 生 
き 生 き と し た 写真 に 変身 し た 
加 株 を 前 ポケ に ] 
る 。 し か し 、 写真 に 急 動 感 や リズ ム 感 を 与え た り 、 74 
ン バ ラ ンス きか ら 感 じ る 非 現実 感 を 表現 する 8 ビー コン 
カメ ラ を 意図 的 に ナナ メ に ー 科 
私 の 場合 、 人 物 を 入れ た スナ ッ プ の と き に ナナ メ 守 の 生む に 向かっ て 個 い て いる 、 
の 表現 を 行う こと が 多い 。 歩 く 人 た ちの 動 感 を 表現 ペスト 
キャ フン EOS 700 EPSTBLT3Smm 8 PEYEF2:15Zi5E0257856775 75 ガラ ス し に 中 ま の を き こん 【 
rrM /42mm (67mm 机 し や すい か ら だ 。 人 物 を 1 た ナナ ス の 写真 の 4USN6Naa 生 BENAS90 的 HBANSOS00ZW が 下 が a よ 6 ナナ 4 の 人 
SM グ 290160D 上 16 語 0 の 人 は 見 か け 5 こと が 少く な っ た 公 守 。 和 台 の 電導 條 で 、 散 い て シャ ッ ター を 切 た 。 ナナ メ に よっ て キ eoChGgo ピ 
2 リズ ミカ ル に し 、 イ メー ジ や ヤス トー の と S の 気持 ち を 表し て いる B の に コ 所 
TS 皿 的 だ 守 囲 気 を 作り 出す 且 
泉 の 中 に 江 し 剛 さ れ た カッ ブル ゲ 進 
て 人 が 和 画 の よう に も 見え ち また 、 披 写 体 の 形 の 面白 き を 表現 
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OS 7D Mark 400mm (640mn MO 電 先 AE (F5 6、1(800、 0EV) ISO 800  WB: オ ー ト Al サー ポ AF - 條 基 大 AF (上 下 だ お ) 
用 立つ 則 間 を 乱 っ た が AF の 食い つき は 眼 く 、 し っ か り と ピン ト を 合わ せ 村 け て くれ た 。 放 上 人 と F 値 の 人 性 5 清 ける よう な ポケ 奈 は な い が 自 人 な 克 じ は 生還 


2 発売 予定 日 :2014 年 12 月 下旬 
予想 実勢 価 格 : 300,000 円 前 後 


レンズ 本 16 導 21 析 
時 電王:098m 


フィ ー ル ド 撮 影 に びっ た り の 超 望 遠 


* 
キヤ ノン ズー ム が 約 16 年 ぶり に リニュ ー ア ル 
され る 。 今回 は EOS 7D Mark I に 
に | 装着 し て 、 そ の 実力 を 検証 。 画 質 や 

昨 目 描写 性 能 を チェ ッ ク し て いき た い - 


レポ ー ト 玉吉 学 


4.5-5.6L IS TUsM 
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計ら 人 っ る ご 了 ネ (とき 


待ち に 待っ た レン ズ が よう や (発表 きれ た 。 初 め 得 ら れる 。 一 般 的 に は 超 望 才 個 が どう し て も 弱く な る 
て 見 た 感 乱 は 、 臣 分 スタ イリ ッシュ に な っ た な と いう 傾向 が ある が 、 この レン ズ に は それ 6 当てはまら な い 。 
感じ 。 レン ズ を カメ ラ に 装着 し た まま で 、 三 肢 座 の み レン ズ コ ー テ ィング に も 最新 技術 が 搭載 きれ て お り 、 
を 着脱 可能 ( た め 、 手 持ち 撮影 時 の 自由 度 遂 光 時 の 撮 フレ ア や ゴー スト は 、 ほとん ど 気 に 


が 格段 に 向上 し て いる 。 レ ンズ を 回 転 きせ る と き の ス 。 な ら な か っ た 。 た だ し 、 商 面 内 に 大 きく 太陽 を 入れ 
スー ズ き は 壮 る よう な フィ ー リ ング で 好 印 象 だ 。 旧型 。 た 場面 で は 、 若干 だ が ゴー スト が 発生 。 し か し 、 程 
(EF100-400mm F4.5-5.6L IS DSM) 度 は 埋没 で 見 


ズ フ ー ド (に 関し て 一 番 の 不満 を も っ て いた が 、 今 回 。 旧型 は 直進 
は それ が 解消 きれ た 。 脱 大 防止 の ロッ ク 機構 が 基 中 に 貞 が 入り 、 動 か な く な る こと が し ば し ば あっ た 。 ま 
て お り 、 ワン タッ チ で の 着脱 が 行え る 。 フ ィ ル ター 仙 が 前 接 に 動 < こ と で レン ズ 内 に ゴミ が 入っ て し 
用 の 小 座る 開 半 式 に な っ て いて 、 新型 は 回 岐 メー ム 式 に 変 
よく ぞ こ こま で 気 を 使っ て くれ た と いい た く な る 。 昌 き れ て いる た め 、 そ れ ら の 心配 も な く な っ た 
則 型 は 玩 売 か ら すでに 16 年 が 経過 。1S の 第 一 テン ダー と の 相性 る 抜 辞 で 、 1.4 倍 を 装着 し た 場合 
世代 で 手持 ち 撮影 つら い シ ー ン る あっ た 。 も 中 央 1 点 だ け だ が AF が 使え る 。 最大 で 896mm 
新 葉 で は 最新 の アル ゴリ ズム を 採用 し 、 約 4 破 分 相当 の 撤 影 が 手持 ち で 可能 に な る と は 生き と し 
の 効果 が ある 。 実際 、 今 回 の 拉 影 で は 三脚 は いよ う が な い 。 も ちろ ん 描写 力 は 本 
切 使わ ず に 行っ た 。 また 、 車内 か ら 拉 影 ダー を 導 着 し て いる の か と 双 い た く な る ほど 美しい 。 
ンジ ン を 切ら ず 以上 は すべ て EOS 7D Mark を 使っ て 撮影 
く (問題 な か っ た 。 描写 た 感想 だ 。6 し か し 
まで 、 どの 領域 で も し レン ズ の 名 に 耶 じ な い 結 果 が せ て 作っ た レン ズ な の か も し れ な いと 


エク ス 


て し まっ た 。 


EOS 7D Mwkn m 枯 0 人 先 AE (F5.6、12.500 氷 07EV) ISO 100  WB: オ ー ト / Al 
AF 仁和 大 AF (上 下 左右 ) 的 150mm で ハク チョ ウ を 提 。 彰 の 部 分 や 3 の 措 写 、 く も ば し の し わ の 牛 爾 な と は 、 ま 
る で 生 で 見 て いる よう な 飼 に 用 も 。 く ちば し に か か る 1 拓 の 羽 天 の 且 定か 拓 


は テー の owa エキ 
% 
中 
4 


戸 壇 学 (と づか が く ):1965 生 生き! い 。 高 年生 の と 8 
抽 に 較 6 も も 、 7 きだ っ た や 果 生 の 生 
さと し て 反 を は じ め る 。 現在 は 野島 に と ど ま ら ず 、 生き 
4 含有 を 信行 中 。btiny/hunpvbirdkdayj 


EOS 7D Makm 2 395m 

り 玩 AE (Fs 、 800 
+0 3EV) ISO 800 /WB : オ ー ト 
AI サーAF 信和 大 AF ( 財 還 ) 
オナ カモ の オス 補 共 8 ば た き を は じ め 
た の で 佐 て て 計時 し た 。 この と き は 拓 
大 AF (回 財 ) に 虹 定 し て あっ た の で 数 し 
いき に る に 対応 で きた 


Os 7D Merk 』。 560mm 
等 先 AE 

NF8 、1UB00 め 、 ま OEV) 

Is0 409 - WB: オ ー ト Al 
AF デス ポッ ト 1 点 AF 

キヤ ノシ ュー ザー な ら 、 エク ステ ン 

ダー と の 相性 も 気 に な る と ご 

症 光 で マガ ン を 牟 っ て みた が 

まっ た く 剛 時 は な か っ た 

て いち と は 思え な い 仕 上 がり た 


| 旧型 の レン ズ だ と 前 れ て 揚 影 し ーー 時短 提 影 四 離 は ズー ム 全域 で 


| | な < て は いけ な か っ た が 、 新型 を | まま | 0.98mf 実 現 。 最 大 提 人 率 


使 多 望 吉 マクロ 的 な 撮影 も 行 は 0.2 倍 (旧型) か ら 0.31 倍 ( 新 


| ao 還 較 ※) ヒア ラブ. クロ ー ス アッ ブ 


と が で きる よう に な 電影 も 得意 な レン ズ だ 


OS 7D Mamk m 400mm 


m 相 箇 )D 先 AE (F56 140 有 0EV) ISO EQS 7D Mark - 
100 - WB: オ ー ト “A サ ー 1 大 AF (上 下 ) ISO 400  WB: オ ー F -- 叶 拓 大 AF (上 下 た お) 

画 還 の 内々 まで 把 ム う や 財 辺 光量 の 注 沈 る な い 甘 しい 斉 空 が 家 現 され た 。 須 に な っ て いる マガ ン の 体 太 琴 を 入れ た か な り 店 し い 人 現 で マガ ン の 群れ を 押 須 し て みた 。 新 コー ティ ング [ASC」 に より 、 フレ ア 
の 村 も つぶ れる こと な < 的 確 に 再 玩 き れ て いち モコ ゴー スト も 更生 し て いな い 。 詩 の グラ デー ショ ン も と で も 自 衝 に 表現 きれ た 


m 納 り 攻 先 AE (F5.6 、168.000 和 DEV 


を 較 放 り で 


mm 生生 先 AE (F5、13200。 
ト AI サー ポ AF =- 間 拓 AF ( 天 ) 
避 の 400mm で 近寄れ る だ け 寄っ て 、 村 の 由 か な 標 桂 が と こま で 


=- 抽 条 は 計 体 を は を か に 起 え て いた 


き 5 の か 


ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 722074 


73 


Quattro シ リー ズ の 第 2 弾 は 広角 28mm 単 焦 


_dp1 Quattro 


独特 な フォ ル ノ 


替 価 格 : 106.000 幅 前後 


昌子: 33 ダレ 2 トバ スー ジャ シキ ー ノ 病 再 2900 太 向 二 区 dz 
F25 レン ズ 情 8 人 9 TSO 了 :ED 100 500 メデ イア 
67 (H 2471 (D) mm 和 : 約 425g (本 件 の 2) 


74 タル カメ ラマ ガ ジ ン 732074 


oe 
ぶせ で で 矯 避 知 Sr 洪 韻 r 国 


角 
る 
は 
NR 
由 
5 
f 
を 
二 
ぁ 間 
A 


ゅ 、 的 *13EV) SO 20 NB 
| レン 層 に 引 い と に くい が 、 光 人 の 人 遂 に よ 
に ここ まで 区 し フレ ア が 8 アジ タレ カス 9 は 


) 新 設計 の レン ズ だ 
『 な 収 半 も 良く 補正 きれ て いる 。 


見 る と 、 深度 は 深 


dp1 で は Quattro 用 に レン 
る 。Quattro で は 解 
た め 、NIerri と 同じ 


1 つの 正解 を 見 つけ 
Merrill に 対し て 、 複 


RAW 現像 する こと で dp1 Quattro の 真価 が 発揮 きれ る 


国 の 匂い や 空気 の 
肌 触 り まで 写っ て いる 


/ 4 [ 圏 に と ころ が 苦手 だ か ら と そ 
dpl と dp2 の ボディ 比較 り と ら え られ る 繊細 な 光 
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ペン チ の 間 か ら 過 を 軸 し て いた 一 堤 の コ 
スモ ス 。 遇 短 提 形 天 ま で 近づき 、 同 
才 F 価 で 提 有 し て いる 。 狗 点 昌 日 
り 8 
本 し た 。 小 な 本 休 に くっ と 各 
つい て を 、 光 必 は グリ ア に 表 基 れ て い 
る 。 横 析 的 に 剛 放 で 提 虹 し た い レン ズ と 
い as 


クラ シッ ク な を 坦 き の 知内 て スナップ し た - 明る 
い 江 占 レ ンズ は 、ISO 攻 秦 を それ ほど 生 


めく て も 手持 ちの 掲 叉 可能 に な る 。 
才 F 値 で も シャ ー プ が 應 じ ら れ 、 拉 写 体 の 
ディ ティ ー ル が し っ か り と 下さ れ て いる 。 ほ 
と よい ボケ が 邊 拓 な 上 行き を 近 出 し 、 情 紅 あ 

れる イメ ー ジ どおり の 守 気 で 写す こと が で 


紅 革 し た 木々 を 見 上 げ る と 、 た くさ ん の 始 が 
選 を (て いた 。 や わら か い 通 洒 頑 し 
べ 克 わ ず シ ャ ッ タ ー を 切っ た 。 日 了 に な っ て 
いそ 時 や 枝 の 部 分 が つぶ れず 、 し っ と り と 表 
表 き れ て いる 。 シャ ドウ 部 の 落選 が 、 と て も 
よい 、 正 競 や シッ ク な 表現 を 

た い レン ズ た 


オフ ィ ス 面 に あっ た 池 に 款 る 風 を 提 
双 し た . ピン ト は 味 り 芝 み に 合わ せ て 
い *。 手 剖 に は 水面 に 湊 い て いた 示 ち | 
表 を 、 皇居 を 伝え る アイ テム と し て 吉 え 
た 。 レ ンズ に よっ て は 細 衝 の ポケ が きれ 
い に 表 吉 で 8 な い ケ ー ス が ある 。 この レ 
ンズ の ポケ は と て る な め ら か で 美しい 
條 や の で 到 も 提 力 的 た 


カー ルツ ァ イ ス 


TOuit、Ouis と 意欲 的 に 新 製品 を 投入 し て き て いる カー ルツ ァ イ ス か ら 、 さ ら に 
新しい ブラ ンド の レン ズ が 登場 し た 。 今 度 は ほ マ ウン ト で MF と 楽し みな 仕様 だ 。 
わく わく させ て くれ る その レン ズ の 実力 を 探っ て みた 。 し ボート: 人 


発売 日 :2014 年 10 月 24 日 ご 実勢 価格 :99.000 円 前 後 


レン ズ 細 大 還 IMTF 全 回 


 『 
」 
ー ル ッ ァ イ ト で FE 対応 カメ リン グ を 回 と 電子 ファ イン ダー が MI 
の Loxia 250 (50mm F2) が 発売 され た . 示 に 切り 岩 わ り . ト 合わ せ が 行え る 
Loxia」 (ロキ シア ) は フル サイ ズ の NMF 専 用 の 表示 は EVF 措 載 陣 で マニ ュ ア ルフ ォ ー カ ス を 他 


リッ IE いえ よう 。 ビ ンド ング は トル クタ 8 清 り も 
よい 操作 感 で ある 。 描写 力 は 開放 下値 で も シ 
盛 じ られ 解像力 ほぼ ・ 最短 揚 
離 は 45cm で 最短 で も 内 
普 景 の ポ ヶ 6 柔らか 美しい 開放 下値 で も 周辺 
滋 光 は 、 はち 5 れ な い 

多く の ユー ザー は オー ト フォ ー カ ス 機 能 が 搭載 き 
れ て いる レン ズ を 使用 し て いる か 6 し れ な い 。 芋 者 


7R Loxa 250- 刀 り 侍 先 AE (F2 
Tia200 な 、+03EV) ISO100 WB: 大 8 


Loxia 250 


ソーー の Sommar T*FE SSmm F1.8 ZA と 人 町 を 生え す 
に 、 り 休 2 で 比較 し た 。50mm と 55mm で 集 旧 交 の 
半 い は ある が 、55mm F18 の 方 が 本 ら か い 揚 写 だ - シャ ー 
プ 革 は 人 性 の 培い な の で 、 打 写 休 に よっ て 使い 分 けた い 


レン スズ 本 区 6 竹 り 用!10 本 人 F 人 PF2 
人 要り -F22 日 :0.45m フィ ルター 怪 652mmm 
大 W8: 約 962.1X66.2mmm 還 : 交 3200 


質感 の 高い 絞り リン グ 
で 人 に 全て 
し 84 カス 3 で 殖 え も は り 6 
人 て 6 スムーズ) 


っ て 


芋 目 り 
り 代 を 決 寺 し . ビ 3 
フォ ー カ フ を 合わ 1 村 
の に 選 る 滞 ま 語 | 


Hge 上 nE. 5 
分 5 の 人 の 有 | 


クリ ッ ク の な い 絞り 操作 に で きる 


と 


間 人 が 格 載 きれ た 


| 0 
リク に よる 暫 上 
時 W 層 りこ と が で きる | 


べ て Lowa 2 
バク ト に な っ て いる 。 生業 は 
350g と 40gG ど 相 く な 


が ご れ 質 間 の 高い 全 属 
叶 和 の え だ ち う 。 また きく 
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Panasonic FUJIHLM soNV 
IXt00 Xa0 BX1OO 和 


[特集 2 クラ シカ ル な コン ノ パ Wi 


) クラ シカ ル な デザ イン と 高い 質感 、 そ し て ボディ と レン ズ の 一 体 化 に よる 画質 の 良さ が 特徴 
高級 モデ ル だ け に カメ ラ と し て の 上 の 高級 コン パク トカ メラ 。 ス ナッ プ を 知り 尽く し た 2 人 の 写真 家 が 、 い ま 最も 熱い 最新 & 
画質 が 気 に な る ! 仔 ま い に 注目 ! 人 気 モ デル 5 機種 を 10 項目 で 徹底 チェ ッ ク 。 ま ず は 高 赤 機 の 代表 、 ラ イカ か ら 見 て いこ う 。 


人 背面 の ボタ ン レ イア ウト 


Momois 


Cheek 10 枚 ( 陣 レ ンズ 2 3m 


当 ) e 六 り (小生:FI6 由季 
太り 数 


= ファ イン ダー: 戦 き WLFH 
き WxHxD) 
re 生ま 456g| 


23mm (35mm 人 由 ) 人 完 AE (F16 、1/800 和 、-2.0EV) IS0 100  WB オ ー E WE ーー と の 23mm (35mm 相 当 ) =D 人 完 AE (F8 、14400 移 03EV) IS0 100 。 WB オ ー 
ト 仁 の & い 密か ら 導い 日差し が 層 り 注 く 中 何気なく 如 っ た の だ が 、 フレ アヤ コー スト が 秋 5 ト ピル の 下 友 と 基 っ は の 組 か い 江 で この カメ ラ の 角 休 力 を 工 し た 。 シャ ー プ な 指 写 で 
思 。 これ に は 正直 時 いた ファ イン ダー 引か な 人 の 分 了 も 林 居 で きた 


パッ テリ ー の 持ち 


パッ テリ ー の 持ち 
解像力 


解像力 


ポケ 


高 感度 画質 


AF 速度 


23mm (35mm 相 当 ) 人 完 AE (F17、140 秒 、13EV) ISO 200  WB 
時 近接 で は 区 り 込ま れる た め 、F17 を キー プ で きる キリ キリ で 提 和 。 や や 指 写 は 細め だ 
か が 、 ボ ポケ 味 と の パ ラン ス を 見 直し で の こと た ろう 


23mm(35mm 析 当 ) “フロ 
ト - 自 Natura| タ 方 の 補 に 
シャ ー プ な 指 写 を 生か せる と 際 じ た 


Ft1 、1(B00、-0.7EV 150 100 / WE オー 
工事 中 の ピル の クレ ー ン を 見 て いる と き 、 この カメ ラ の 


タル フィ ルター 


ジタル フィ ルター 


この 2 を 昌 を に き 、 ラ イカ で あ 3 こと 和 で に は で きい 、 表 の 「LEICA CAMERA WETZLAR GERMANY」 の 
hg 守 ECG い ちら E。 正和 ライ カフ リー ク て は な いな 、 末 か 5 り し た と き の 全 史 な カ * う を 本 え た と 8 に 時 
特別 な 何 か を 感じ きせ る カ が ある セテ ィ 友 に 上 を いく 琶 は 和 多 た 。 本 未 は ある べき も の かく 、 デジ タル な に ちい て る し て 新 と は いれ な 


い 間 分 が ある が 、 カ メラ を 持っ た と き の 人 人 は 宏 く な い 、 不 研 な カメ ラ た 


ファ イン ター ovF 
パッ テリ ー の 提 ち 
で 前 力 天 の 


で AF 間 度 ビ 
地震 え 6ISO の 上 デジタ ルフ ィ ル ター 
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三 


ュ スタ イリ ッシュ に スナ ッ プ ーー ヽ ー 
Wa シン ゴー クラ シカ ル な コン パク ト り 機種 員 記 ra 中 rr En 3 


上 シリ ー ズ 3 代目 を 数 える X100T は 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ で ある レト ロ な フォ ルム は その まま 
語 新 搭載 され た 色彩 : 光学 ファ イン ダー 着実 機能 を 進化 。0VF の 中 に ピン ト 位 置 を 拡大 表示 する EVF「 電 子 式 レン ジフ ァ イ ン 
富士 フイ ルム こ 設定 を 試し た い ! の 進化 を 見 た い ! ダー」 や 新しい フイ ルム シミ ュ レ ーション 「 ク ラシック クロ ー ム 」 な どの 新 機能 に 注目 だ 。 


発売 日 :2014 年 1 月 20 日 介 実 勢 価格 :156,100 円 前 後 


100 
390 w 大 きき (WXHXD) 126 


23mm (35mm 相 当 ) / フ ログ 
ラム AE ( 、-1.7EV) | 
190 250 。 WB! オ ー ト 
地 か ら 出 て きた タク シー が ほど 
よい アク セン ト に な る と 感じ た 
AF6 す (ば や く タ イミ ング を 癌 きす 
は 清 ん だ 


23mm (35mm 相当 ) - フ ログラム AE (F1 1.7EV 150 6400 
WB : オー ト 屋代 畑 高 度 を 香草 と する X100 シ リー ズ 。 訟 の スナ ッ プ 6 高度 を 思わ せ 
な いく らい の 陸 再 現 や ノイ ズ で 、 期生 に 応え る 


信人 件 に は ファ イン ダー の 切り 替え や 太 正 ダイ ヤル 


上 も 本 く 、 レ ンズ の 和 人 ける 画 和 (て 良い カメ 


ファ イン ダー と 雪子 ピュー ファ 


ダー の ハイ ブリ ッ ド 備 に よる 、OVF 時 の 所 分 拓 福 基 ば か りな が 話 。 巡 


ら 5 すら ンジ ファ イン ター カッ ラ を 江 しき て いる と 計る 剖 分 に 負い っ らき を 電 え た 。 こ れ は 和 人 和 な 和 て は ある の た が 、 ア ナ 3 ら ッ ク ァ ー ク た ケ 、 本 の は それ だ け て 6、 半 人間 手 な を 、 パ ラン ス の 上 まる 。 まく の モデ ル は 
アナ ログ ライ ク な 操作 感 が ボイン ト に ロク ライ ク 9 人 に 6 し の らい と ちら 6 ため て 還 じ た 。 交 ファ インター ダ 所 いい Xt り に 、 ア イモ ンタ ー を 人 か 63 サ は 、 メ 熱 成 し た 機能 の 絶 紗 な バラ ンス が 光る と 内 に 二 所 が あ 8 を の た が 、 本 モデ と は その 拓 所 な は と ん 5 ちい 。 ご の あたり が 3 人 ちな 、 導い う も の 
=ー キ ファ イン ター で 末 き る 上 に 6 ん と 6 末 ど あ っ た を うう か は か り の 2 ラシック 上 あッ ラ で 6 いい こと は 凍 い な い 


バッ テリ ー の 持ち ず - 
ー k 時 4 
ーー 
1 
23mm (G5mm 相 当 ) ブロ 
AE (F32、140#、 
+OEV) ISO 200 。 WB オ ー | 区 。 
ト 折 の 吉 に [クラ シッ | 
タク ロー ム ] の シッ ク 住 よ がり | 23mm (GEmm 電 ) アド 7K ン スト フィ ルター (F3 6、UA20、-1.7EV ISO 
の iA いと て 、 折 の あり | タル フィ ルター 80 WB: オ ー ト 【 ダ イナ ミッ クト ー ン ] は 有色 を 0 え た も の 守 の 語 い 
と 人物 を 千 ぬ た | = も 、 見 事 に 印 久 的 な 光 時 に 変わ る 。 旅 気 が 一 い 時 に も オス ス メ 


ファ イン ター の 
パッ テリ ー の 提 ち 
で 前 力 天 の 


ボケ ネ 内 
人 を ノ 


で AF 間 度 ビ 
地震 え 6ISO の 上 補 デジ タル フィ ルター フ 


82 
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Panasehic 。 維 FUJIHUM 4 
yp 113 xt00. Xa0 RX100 生 


クラ シカ ル な コン パク トウ 機種 


- 人 レン ズー 体型 と し て 初め て マイ クロ フォ ー サ ー ズ を 採用 。 イ メー ジ セ ン サ ー が 従来 の IX7 より 
_ し 3 型 セ ン サ ー の 4 倍 以 上 大 きく な っ た こと で 、 画 質 や 高 感度 特性 、 開 放 FI.7 の ボケ 味 に 期待 が 高まる 。 また 、 
パナ ソニ ッ ク LUMIX 写 9 が 気 に な る ! 作 性 が 鍵 を 提 設定 の 自由 度 が 増し て 積極 的 に 使い た く な る クリ エイ ティ ブ コン トロ ー ル も 要 チ ェ ッ ク だ 。 


こく SS ヽ 4 0 に ー イ メー ジ セ ン サー: マ イク ロフ 
@ レン ズ 村 91 
: Mom 】 FT 
Cleck タメ 上 


@ 発 売 日 :2014 年 1 月 3 日 但 実 勢 価格 :111200 円 前 後 


デ 
10.9mm (24mml 当 ) 0D 盆 完 AE (F1.7.1460 且 は 0EV) IS0 640 。 WB チ 
ト の 何 角 を 表 更 し た 向 施 朗 で 憶 か し い コー ラ を 見 つけ て 思わ 者 動 頁 い せっ か 
く な の で 記 人 し た 。 送 指す る こと で 大 き な ポ ケ を 生み 出し た 


10.9mm (24mm 相 当 ) 符 D 恨 売 AE (F5 6 、1/60 お 、-10EV) ISO 320 
WB: 還 り 投 大 する と 科 1 つ まで 本 可能 て 、 属 の 條 大 を 細部 まで 電 能 で きる 。 実用 
畑 を 畑 え た な 性 怠 と いえ ば それ まで だ が 


mm (31mm 相 人 完 AE(F22、180 和 1 0EV) 。 150 1250  WB M コロ 生 <m。。。 OSmm G4mm 季 クリ エイ ティ ブ コン トロ ー ル (F2 、1125 秒 、 は OEV) ISO 
軽 に 府 の 岳 を スナ ッ プ 。 手 ブ 抽 正 の 次 く 、 特 史 に 所 を プン タル フィ ルター き er S 1 5 200 。 WB: オ ー ト クリ エイ ティ ブ コン トロ ー ル [ポッ プ ] で 見 た 上 と 出 太 に 出合 うこ と 
= が で きた 。 この 「 ま ] が な けれ ば 畠 ら な か っ た 


We カラ て 、 Ra 

ロフ ュー ター メ の レン ズラ イン ァ ッ プ に 6 トレ ンス は 二 カ め だ ポイ ント て 閥 も た ファ イン ダー の 上 える 全て し まえ は それ は 
RN 

そつ な くま と まっ て いる が 強い 個性 は な い に o2zcsr、 レ ン ェ に っ いて いり リン 5 時 し すい 硬い する と 和 和 すべ 部 が 和 い よう に 条 


ジャ ン ル の カメ ラ に 必要 を [この カメ ラ て を けれ ば いけ ない 」。 そん な 主 天 が あまり 持 じ られ な か っ た 


ク 5L& な の か る し れ な い 。 押 人生 な も そつ な くま とまっ て いて 、 一 還 の イク 


ライ カレ ンズ と 多 性 能 の 両方 を 吾 肝 きる 


る 。 ここ 尽き れれ ば 、 き ら に 簡 い に 用 還 し て い ・ 


3 ファ イン ター の 
パッ テリ ー の 提 ち 
で 前 力 天 の 


ゞ AF 間 度 ビ 
地震 え 6ISO の 上 補 デジ タル フィ ルター フ 
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クラ シカ ル な コン パク トウ 機種 ai 開 BT に 内 Er 


- 上 - 0VF の 代わ り に 搭載 され た 約 236 万 ドッ ト の 高 精細 EVF「 リ アル タイ ム ・ ビ ュー ファ イン ダー」 
= 潜在 能力 の 高き を: 新しく 搭載 され た が 大 き な 特徴 の X30。 揚 影 時 の 使い 勝手 を 左右 する 、 こ の 見 え 具 合 や タイ ムラ グ が 気 に 
富士 フイ ルム 多角 的 に 探る 0 な る と ころ だ 。 従来 の X20 か ら 大 きく 変更 され た 外観 デザ イン や 質感 に も 注目 し た い 。 


1 5 @ 育 面 の ポタ ン レイ アウ ト の rh 
ミ @ > 1 e 昌 時 
ETNPTTTPTT 


12 コマ ー W フ ィ ル タケ 
ASTA 


@ 発 売 日 :2014 年 9 月 19 日 介 実 勢 価 格 :64.600 円 前 後 


ファ イン ダー 


生 


7.1mm(260mm 相 前 ) フロ グラ ム AE(F2 .100 妙 、+1.0E ひ 。 ISO 100  WB オ 
ト 沙 半 に 憶え て あっ た 衝 。 花村 が な くる ん あっ た た め 、 じっくり 提 り な が ら 一 番 き れい な 
この 衝 に 須 い を 内 っ た 


19mm(3Bmm 相当 )- プ ログラム AE(F2.5、1/B50 示 0.3EV) IS0 250 


ト みす の は 揚 昼 で 4 く て 6、 開 有り で 近接 、 き ら に 音 必 の 大 を 座 せ は 、 
OK 。 ね こじ ゃ らし の 失 室 も 上 々 だ 。 チル ト 式 演 品 モニ ター で ロー アン グル 抽 時 6 ラク 


パッ テリ ー の 持ち 


We オ 
5 は 


パッ テリ ー の 持ち 


解像力 


AF 速度 


28 
タル フィ ルター 


168 包 、-03EV 
IS0 100 。 Wi オー ト 
意 に 時 り 込ん だ を 
くう 。 高 二 で | 
タイ ミン グ を 要 え な が ら 提 
果す る に 、 敵 単に ペスト タ | 


71mm (28mm 相 当 ) ご プロ グラ ム AE (F5.7 、1(800 和 、 07EV 1SO 100 
WB : オ ー ト 新 誰 の [クラシック ク ロー ム ] は 原色 の 介 叶 を 釘 えた 流 上 の 色 仙南 国 の 海 
も 放ち 逢い た 美しき を 印 天 づ けち れる 


! ゆ 6 区 学 フ ァ イ ンダ ー が 客 お れ た 。 ャ ン サ ー サ イズ ら 還 拓 不 と 形 革 と な っ た ど 、 由 と 上 較 す れ ば 、 


の いい 今回 は 放り キディ を 生 た た の 、 画 人 で で 25 ラ GE てく 。 と に か < か 所 思い と ちり に 章 く の が 本 穫 の 旬 カ あえ て マニ ュ アル スー 
X100 シリ ー ズ と 上 手 に 差別 化 さ れ て いる に に ンク ト テ シタ ルカ ァ テ ちの 軍 共 も な て いち 。 語 キ フ イル ム に は X100 シ リー ズ ダ ある の て 、 そちら の シ ファ ン 心 理 を 理解 する 使っ て 楽し い カ ズブ 直し = を oc り e、 フ ァ ン の 持ち 6 かかっ て い 3 に 和え 、 ア ンタ ル を 半ば は な い 模式 モニ 


リー ズ と の 地 時 と いう 球 で は 食い キャ ラク ター 付け に な っ て いる と 軸 え た ター ゃ EVF 完 民 。 フ バー て きる 才 た 


ファ イン ター の 
パッ テリ ー の 提 ち 
で 前 力 天 の 


ンー 
で 


『 AF 友 ビ 
デジ タル フィ ルター フ 


B6 タカ x ラ マ 
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| 


クラ シカ ル な コン パク ト 5 機種 npsis 0 0 Mo0m 


コン パク ト ボ ディ に 高 性 能 を 凝縮 する と いう コン セプト が 人 気 の シ リー ズ 。 3 代目 の RX100 


完成 度 の 高 さ ゆえ 通 好み の 仕掛 け を 臣 は ボッ プア ッ プ 式 EVF を 備え て さら に 叔 力 が アッ プ 。 その 視認 性 は 大 注目 。 1 型 セ ン サ ー 


ノニ ー 次 な る 進化 に 注目 し っ か 9 チェ ッ ク の 画質 や さま ざま な 機能 に 割り 当て られ る コン トロ ー ル リン グ の 操作 性 な どる 検証 し た い 。 


5 @ 背面 の ボタ ン レ イア ウト noa レン 覆 :9 
3 人 入 点 試 離 :88 一 257mm 
\Mlgmor's mr 最小 絞り :F11 
Ceek 005m 上 り 抽 7 9 フレ 引 : 和 
* ン 125 12800 ( ま YISO 0) オー ト フ 6 
到 二 12.000 ゃ 凍 生 全 


時 時 約 2.9 コ マッキ 
@ 発 売 日 :2014 年 5 月 30 日 借 実 替 価格:95,000 幅 前後 


ファ イン ダー 
可能 要約 


BBmm (24mm 相 当 ) プロ グラ ム AE (F28、1780 お 、 は OEV) ISO 3200 
WB: 電 店 業 前 の 選手 捕 ち て 所 に 漠 で きる の が この カメ ラ 5 し いと 司 
じ た 。WB は [ 電 を 用 し て 音 味 を 天 し た 


1imm GO DAE(F25、11250 か 、 は 9EV 。 ISO 125 WE オー 
ンダ ー 
ト チー ブル 上 で チル ト 丈 溶 晶 モニ ター を 使え ば 、 い つも と 癌 う ア ング ル が 発見 で きる か も 。 2 
人 り に 6 記す る の 則 か 8 た 


バッ テリ ー の 持ち 


パッ テリ ー の 持ち J QA か ら 人 憶 の 分 区 は し 
な E つ 了 間 の 時 を イ の 和俊 
MR の 旬 仙 サ イズ に なれ. 時 り の F11 で り 
私 理 失 親 の すご 


BBmm 24mm 相 当 ) 
クチ ャ ー エ フェ クト 
、130、 は 0EW 
ISO 320 / WB: オ ー ト 
ヨー ロッ バ の 箇 普 み を 
し た 商科 の 中 。 [ポス タ 
リゼ ーション ] を 便 え ば 、 ひ 
と 時 違 っ た 表現 を し め る 


ポケ 


高 感度 画質 


BBmm 24mm 租 当 ) 

ビク チャ ー エ フェ クト 
(F1.8 、 130 秒 、 ま OEV 

ISO 200 / WB: オ ー ト 
陣 和 の 条 を 再 環 し た 靖 
拉 の 中 。 店 の 滞 形 と [イラ ス 
ト ] の 相性 が 良い と 感じ 
て 提 し た 


AF 速度 


25 7mm (本 人 倫 メ ー ム で 140mm 相 当 ) 。 プロ グラ ム AE (F4 、/160、 は OEV デジ 

ルフ ィ ル ター 
SO 125  WB 有人 が 70mm の 区 \ え ー ム 6、 2 信人 メー ム を 全 = フン ダル フィ ル タ 
用 すれ ば 、140mm 補 当 ま で 延長 和 。 人 化 る き は ど 気 に を ら な い 


イー フ コ ン キ フト ET の ので 3 人 で した かま を 実生 て ーー の rw っ ちり E し た りみ は 生 ビ ッ ーー6 し い 后 を E う 。 カ フェ キ バー6E で 76SDS を し た く 6 

5 に ピコ 3 わっ た 人 も 多い こ と た ろう. 和 に し て 時 ちく に は 、 々 に と 攻 あい 人 は この ぁ た りな シズ の っ E 2 ジラ た 人 人 に は はじ めそ と 、 ちっと 守り 上 ケ 56 く 65 こ と も あっ た が 、 こ R は ツーー 百 の か 4 の 提 人 が に て 
視 限 まで 小型 化 を 追求 し た 小さ な 実力 派 。 ezz<、afrecgp ッ タリ た cec.R 抽 あり て は 拓 の か かり ケ で と まき もみ もど 、 そ ん ちと ま に 作り 込み や サイ ズ 感 は きす が の ソ い eo た ろう 。 提 ロ と を に えむ わけ で は 6 い の た な か 、 こ と そ と いう と き に テン ショ ン が 下 か 
は アクセサリ ー に クリ ンプ 且 き てい 3 守り 一宮 に を る と こう ちまた いみ 2 ラ 9 拓 て は ある の 、 拓 り た いろ 5 と いう 電 に っ と て や ポイ ント が ダウン 


ファ イン ター ovF 
パッ テリ ー の 朱 ち Cp 
で 前 力 天 の 


の キク ネ ヶ の な 
人 計 を 


で AF 朗 ビン ト の きい や 
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地震 え SO の | 


松尾 人 幡 平 


Nikon D810 
XX 
帳 平 


US- い っ まで お 秋 5 な いし さ で い 
=ap81o 


IM 


萩原 後 喜 志 詳 に 
※、 4 テー 


は LE う か た 


1 


際 FS NKKDR 70.200mm2.8G ED V『 間 


gmm。 が りき た AE FTT 150EW3SOWD0 訂 JE 大 


ル 


な る @ 秋 日 


LAEitbNRN 
『。 


9 


3 
ゆ RW 
れれ 9 仙 
が 4 述 記 0 


7 


に ek 


が 基 げ て く の に 時 誌 し て 。 


pao 2 


ーwewcd 肖 束 と 当 


で wesSBW 
ヘマ ー ャ で 四 


WSSRSE 
Snーwr キ ー キ 


= 


多 思 の ロー カル 線 を 写真 で 応 電 


IOo8@ の 


長針 の ホー ムペ ー ジ は こち ら 
ttp:/wwwnagatetsuco.jp/ 


第 18 回 


長良 川鉄 道 wsm 


/ な が ら が わ て つど う 
ゃ 

し 今回 は 長良 川鉄 道 。 その 名 の と お り 、 長 良川 
流域 を 走る 鉄道 。 長良 川 を 何 度 も 渡り 、 紅葉 
の 季節 は 色づい た 山 を バッ ク に 美しい 風景 
が 望め る 。 色 も 光 も 美しい この 季節 に 中 井 さ 
ん が 訪れ た イラ スト : 同 伸二 (カレ ラ ) 


55 の 0307P26077O969EDVR 


い We- 叶 天 。 


遇 の 和 に れる 前 中 硬 は いっ そう 生 や か 


長 良川 鉄道 直美 南 線 は 高山 本 


うだ つ ] の あがる 町 並 
は 、 田園 の 風景 の 
ます が 、 美濃 
く 、 車 容 か 5 も 長良 川 の 清流 を 眺 \ 
の が 、1 日 に 1 往 複 で 運転 され る [ゆら 
す が 、 女 性 アテ ンダ ント が 乗車 し 、 沿線 の 見 どこ ろ を 解 る ほか 、 景色 の いい 温 の 油 
温泉 口 か ら 郡 上 八幡 に か け て の 景 隊 ポ イン ト で は 行 運 転 を し て くれ ます . 


1 月 


廉 な 長良 川 の 流れ を 味わう よう に 、 
列車 は ゆっ <〈 り と 進ん で ゆく 。 


い 主 ポロ 


ch 


Sm 四 和 き こ 守 mfrT(S 時 ニレ 守 生 


frS\ サ ーッ ー ポ ポーUmieYW き損: 


い 、 記 、 03 5 


w ゅ る 次 を め 。 
ーーーーー ニ ーー 
(し 細 )) ゆ 3 應 
7 ノ 


て てく 撮 る 


川 の 輝き を 使っ た 
2 つの 表現 


この 2 枚 は 同じ 時 間 に 写 し た 作品 で す 
が 、 その 紛 囲 気 は 大 きく 違い ます 。 右側 は 
原 路 の 部 分 を メイ ン と し た シャ ドウ 基準 で 手 
影 し た の で 、 ハイ キー で 爽やか な 紛 囲 気 
な っ て いま す 。 左側 は 川面 の ハイ ライ ト を 基 
準 に する こと で 、 ロー キー で シャ ー プ な 紛 団 
気 に 仕上 げ ま し た 。 この よう に 同じ 風景 
も 、 自分 の 意図 に 合わ せ て 疾 出 の 基準 と な 
る 被写体 を 変え れ ば 、 まっ た く 違う 奏 団 気 の 
作品 を 生み 出す と と が で きま す 。 大 胆 に 界 
出 補正 を し な が ら 、 理想 の 明る さ を 人 沙 し ま 
し ょ う 


D750 /AFS NIKKOR 15.35mm (4G ED VR 22mm 


98 タル カ メラ マガ ジン 722074 


『( 


= マニ ュ アル 王 (『4、 15003) ISO 320 WE 天天 間 上 人 新 11 時 
な 池 れ を 失 加 し た く て 、 ポ し な き が つ 季 拓 ん で 、 ロー アン グル で 搬 


わか りや すい デジ タル 一 血 レ フカ メラ と 写真 の 料 ( イ ン フレ ス ) が ある 


hp:/faiman cecok 


は wrt 和正 潮 募 ニー 綿 


SA き で 年 . 在 る 特 司 


みん な の 笑顔 が 、 こ の 鉄道 を 支え て いる 。 


仙川 鉄道 を 撮影 する と き 、 僕 が メイ ン 


は り 長良 川 で 


、 も う 少 し 狙い を 絞っ て 
連想 


る 水 


採用 し て 
ー ア ング ル の 振 っ て も 便 
た だ し 河原 か ら だ と 画面 手前 を 水 し 
る の は 召し い の で 、 団 
まし た 。 撮影 時 は 10 月 と は 思え 
川 の 水 は 強 烈 に 浴 た か っ 
で も 臨場 感 の ある 作品 が 撮れ た の 


で 、 良し と し まし ょ う 、 続い て の 作品 は 96 べ 
ジ の 作品 。 これ は 日 が 山間 に 沈む ギリ ギ 
リ の 時 間 に 、 川面 の キラ キラ と し た 光 を メイ ン 


の 披 写 体 に し て 操 この と き は 川 
面 の ハイ ライ ト を 基 


ッ ト の . 


用 車 が 学 か 
ン で な いと 、 シャ ドウ 部 に ある 列車 は 開 に 

し まい ます 。 
を 受け て 列車 の 屋根 が : 
失わ れ な いと 判断 。 * 


撮影 し まし た 。 な か な か 


ク で し ょ 5 
長良 川 の 撮影 を 堪能 し て 、 都 上 八幡 駅 で 
、 列車 に 乗 『 庫 見 
5 小学 生 の 一 団 。 き ぞ や 鉄道 が 好 
多い の か と 思い き や 、 な ん と 全員 
て も 楽し そう に 、 汽車 旅 
こ で 会 っ た の も 何 か の 縁 
行き せ て も ら 
1 時 間 ほ ど 乗 車 し た 関 駅 の 車庫 


と 輝 
1 は 沿線 市 町 
村 が 予算 を 持ち 、 沿線 の 学校 の 子ども た ち 
試み 。 鉄道 の 旅 
ら 、 公共 の 場 で の マナ 
の 収入 に も な る の 


で も 


て 何より 
道 を 身近 に 感じ 、 自分 た ち に 必要 な 
刻ま れる こと が 、 大 切な 


敵 aowa 


う 還 の は 、 ニコ ン D750 と 小三 
の 介 で は 、FX フ ォ ー マ ッ ト 初 と な る 、 


(eg 
』 f ゆる みや げ 


う 還 の ゆる 土 馬 は 長吉 オリ ジ ナル の 「 プ レー キハ ンド 
アルン ドル を 
Dr く 名 好き を 主張 し まし た 
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photo essay 米 美知子 from season to season 


風 と 木 と 水 が y 教 えて くれ た こと を 4 


P100) ヤン ン EOS 6D -E 
弄 で 纏 か 上 が っ た 重機 


24.70mm FALIS USM - 70mm Fi6 、60 ゆ ) ISO 800  WB: 示 時 
オレ ンジ の 地 き が 入る 時 間 は それ は ど 長く な い 。 ゴー スト に 注 訪 し な が らち 位置 人 決定 し 、 目 の 前 の 美しい 没 を 凍 有馬 し た 
P102) キャン ン EO5 6D 。EFI6.35mm F2.8L HUSM 16mm FI6、 10I25) ISO 800 / WB: 大 慢 

平 必 台 の キス 岩 に や っ と 大隊 の 光 が 入 っ た 。 あま 近く に 寄る と キス し て いる ニル ( 石 ) に 失 所 で の で (衝角 れ た 所 か ら 搬 の 療 ち 入れ て 深 朋 し た 
IP103) キサン EOS 6D 。EF70 200mm F28LIS HUSM 70mm "マニュア ル 叶 出 (F1、5 徐 ) ISO 200  WB: 本 還 

寺谷 の ロケ が 枚 わ り 車屋 る 吉 中 、 半 かけ で 華 が クル クル 回 っ て いた 。ISO を 200 に 下り 、 流 れ に 身 を 任せ た 水 ち 生 の を 軸 に し て 表 吉 し た 


晩秋 か ら 初 冬 へ 
九州 北部 テレ ビ ロ ケ の 旅 。 


回 十 碧 


喫 めで いた オリ ジ ナ ル の バッ ク バ ッ ク が 
34 58 円 (。hpJbookimpressrcoji 


還 介し て いま す 。 200 信 の 人 
iemalbackpack php 


奇岩 の 造形 や タタ 日 に 輝く 千 湯 模様 


そし て 、 ひ と 気 の な い 肖 谷 


相 年 の 12 月 初め 、 テ レビ 番組 の ロケ の た め に 福 


う 限 られ た 時 間 の 中 で は 内 心 ヒ ヤ ヒ モヤ し て い た 急い で 車 に 乗り 込み 、 阿藤 の 窒 
胃 介 きれ な が ら の 撮影 だ っ た が 、 そ の は 20 時 を 
て この 時 れ で も 何と か 爽やか な 初冬 の カル スト 有 有 地 を 表現 。 翌 昌 朝 は 大 訟 販 で 人 
神経 を そし て 真下 海岸 の ず 、 あ まり 眼 い 状 : 
に の が 、 真 玉 海 り と し た 晩 槍 の 間 池 渓谷 に 入り 、 水 面 で タル クル 
の 日 に 角 く 和 再 検 様 だ 回 る 落ち 焦 の 負 いな ど を 撮影 。 夏 の 光 
の 入り の 時 間 を 人 し て な 肖 符 だ が 、 サク サク と 落葉 を 
光央 を 有 往 左 往 し 、 太 隆 の 位置 と 弄 様 の 美 くり と 散策 する 


部 分 を 考慮 し な が ら 立 ち 位 置 を 決め て 


岡 、 大 分 、 熊本 の 


っ て いた 。 
骨 け を 殊 っ た が 守 導 は 出 


は な か っ た 。 そ の 後 、 ひ っ そ 


ロケ は 一 泊 二 日 た 


た の で いか に 効率 人 


期 の 九州 の 転 力 を | 


えら れる 場所 選び 


ロケ の メイ ン に し だ 


動 。 途中 、 


通 量 が 多く 、 海 単に 若い た 時 に は ] 


っ て いた 。 ロ ケバ ス を 飛び 出 


て 最後 に | 
ロケ は 無事 
間 と も 日 


始め た 。 この ロケ に 同行 し 
を カメ ラ で 振っ て くれ 


まる 征 栓 様 の 


< 寺 半 が 撮れ た の は 、 
* 撮 彰 に 関し て は よく [引き 
と か 「 持 っ て いる 」 と 言わ れる が [や っ ぱ 
軍 が 良い の か も し れ な い 」 と 、 帰り の 障 行 


で ウト ッ ト し な が ら 思 - 
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美和 子 | よね みち こ | 
な 人生] を テ 


OS 6D "28mm F1.8 USM 28mm 人 売 AE (F18 1160 一 1.0EV) ISO 800 ・WB: 大 寺 
ちほ は の か に 赤 い 光 が 必 る 時 間 に 提 を 行っ た 。 谷 用 が 財 き た この 日 は 風 が 旭 が 提 れ て 表情 が 出る 。 人物 に 寄る こと で 広角 で る 填 分 人 拓 を ば か すこ と か で き 、 立体 芋 の ある 仕 よ が り に な っ た 


いつ も と 違う 写真 が 撮れ る 因 | 第 1 回 | レン ズ の 絵 作 り を 学ぶ 


大 和田 良 の 広角 レン ズ の 構図 づく り 
写真 表現 


カメ ーー 今回 か ら 2 回 に わた り 、 レ ンズ に よる フレ ー ミ ング の コツ を 学ん で いく 。 前 半 は レン 
9 ズ 全 般 と 広角 レン ズ に つい て 、 後 半 は 望遠 レン ズ と マク ロレ ンズ に つい て 解説 し 
マニ ュ 42 て いく 。 レ ンズ は その 効果 で 選び が ち だ が 、 フ レー ミン グ そ の も の が 変わ る た め 、 醒 


図 を 決め る 上 で の 基 融 と し て 選び た い 。 大 和田 良さ ん 流 の レン ズ ワ ー ク を 教え て 
いた だ こう 。 ア 


EAME 


ト : 大 和田 良 機 成山 人 


3 大 邊 お おち だ た りょう) :2005 年 、 ス イス の エリ モ 寺 各 に よる 前 有 中 50 人 | に 計 
1 RRB5RV2224 7 MRE Tmani(OHt レー ツィ ン フ トク ラフ ィ ー!( ひ プロ アル テ ) FORW 


知っ て お きた い 今 月 の 橋 図 TOPICS | 


広い 画 角 を 生か し 、 月 を 点 景 と し て 取り 入れ る 
レン ズ に 比べ て 痛 太 を 広く フレ ー ミ ング する こと が 
で 月 を 上 虹 に 用 た 


ナナ メ 構 図 で 画面 に 流れ を 作る 
ナナ メ の 構図 を 用 いて 画面 に 動き と 伸び や か さ を 出し た 風 に 援 れる 抽 
の 動き も 合わ きり 、 画面 に 流れ が 見 える よう に な る 


人 物 を 中 心 に 配置 し て 表情 に 視線 を 誘導 する 
ら え て 生計 な 表現 を える 構 団 に する < 
こと が で きる 。 また 、 因 方 に 空間 が 広がる 


最短 揚 影 距 離 で 提 影 し 
広角 レン ズ で ポケ を 作る 


傍 洲 の シル エッ ト を 生か す た 


で W。 たい 人 
DTI 
人 6 


レン ズ は 表現 効果 より も 画 角 の 特徴 を 考え る 


基準 に な る 焦点 距離 を 決め て その 画 角 に 慣れ る 


レン ズ の 画 角 は 、 前 回 の 連載 で 解説 し た 「 フ 程度 ) を 指し 、 一 般 的 に は 人 間 の 見 た 目 に 近 "が 、 ま ず は 自分 の 目 の 基準 と な る 焦点 距離 
える 上 で 大 き な 役 割 を 果たし い 面 角 を 持っ た レン いる 。 フル サイ を 1 つ 決め て 、 そ の 画 角 に 慣れ る の が 良い 
め 、 同 じ 。 ズ の 場合 、 対 角 線 長 は お , る た だ ろう 。 例え ば 、 私 の 場合 は 50mm の 画 角 を 
ミン グ を 得る た め に め 、 焦 点 距 離 50mm の レン ズ は 写る 範囲 が や る た め 、 どの よう な フレ ー ミ ング が 
る の か 、 どの 程度 まで 入る の か と いっ た 
50mm の 画 角 を 基準 の 尺度 と し て 考え 


43mm 


撮影 位置 か ら 適 し た フレ 


ある か ら 


レン ズ 、35mm の レン ズ は や や 広 


連 レン ズ と いう 具合 に 分 けら れ で い 
感覚 的 に は 何 か を じっと 上 凝視 し た 
と き の 画 角 は 50mm が 近く 、 ほん や り と 広 
く < く 見 て いる と き は 35mm の 画 角 が 近い . こ 
圧縮 効果 を 利用 する な ど 、 レ ンズ の 選択 に に っ 。 れ に 対し 広角 レン ズ は 、 角 が 60 度 以上 の レ く 、 広角 らし き が 現れ る の は 24mm や 20mm 
て 得 ら れる 表現 も 変わ っ て くる が 、 ま ず は この ンズ に な る 。 焦点 距離 で 言う と 28mm あ た りか と いっ た 画 角 だ 。 伸び や か な 対角線 や 広 小 
「 写 すこ と の で きる 範囲 ] を 意識 し て 、 適し ら が nm まで は きく 写る 特性 を 生か す に は 、 どの よう に フレ ー ミ 
た 画 角 を 得 られ る 焦点 距離 を 持っ た レン ズ K、 広角 レン ズ の カテ ゴ ダグ し て いけ ば 良い の か 。 また 、 広角 レン ズ 
を 選択 する こと が 肝要 多い )。 反対 に 、 望 寺 広い 範囲 が 写る た め 、 意 識 し な いと 艇 温 終 
それ ぞ れ の レン ズ 比べ て 与 る 画 角 が 狭い 作 り が ち It ら の 特徴 を 考慮 し な が 
標 人 レ ンズ と は 、 焦点 工 離 が 画面 の 対角線 長 ら 、 広角 レン ズ の 良き を 最大 限 に 生か す フ レー 
い レン ズ (両角 で 見 る と お よそ 40 一 55 度 レン ズ の 種類 に . グ を 考え て いき た いと 思う 


つて さま ざま な 両角 が ある 
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に 
中 
以 
N 
に 
% 


で 画面 に 入る も の を 整理 する 


ドー の 
上 ネ マ の 伸び や か さと 
ドー ム の 骨組 み を 考え る 


広い 範囲 を 切り 取る こと で 
画面 全体 の 調和 を 図る 

広角 レン ズ の 大 き な 特 徴 の 1 つ は 被 
写 体 が より 小さ く 写り 、 広 い 範 囲 を と ら え 
られ る こと だ 。 伸び や か さ が 感 じ ら れる 
ダイ ナミ ッ ク な 表現 が で きる 。 広角 レン 
? ズ で 風景 を 提 影 する と 、 標準 や 望 遂 に 


= ニコン DBOOE AFS NIKKOR 20mm 1 BG ED 20mm - 拉 り 先 AE (F4、17125 玖 、 エ 。 還 の 


比べ て 特定 の 補 写 体 を 強調 する こと は 
ORV ISO 100WB: オ ー ト 理科 く た 本 の 引 の 計 生え リズ ム の ある 失 作り を 上 拉 を 香る 2 2 
し た か 6 の 本 が 昼 ナ ナス の 人 と 生年 か す た め に カメ に 衣 度 を つけ 、 高広 。 いう に 計 し てい る. 中 まそ 和 orusm 計 じ い が 、 画 下 全体 の 調和 や 広がり を 
る 本 を 見 つけ た Gy soymcshecz5 。 感じ きせ る こと が で きる 


中 9 srEp2| 光 と 影 を 意識 し て ナナ メ の 線 を 入れ る 


の ik と ジ 0/( う ンス ま 人 る 


画面 を 突き 抜け る ライ ン を 生か し 
広い 空間 を 想像 させ る 


下がら た 上 に 人 びる 


自分 の 感覚 と し て の 
E っ seeztrs gcsaromve 水平 を 探す 

で ナナ メ の 構図 を 作る と き は 、 カ メラ を 
ナナ メ に する と 
の 感 党 と し て どの 線 を ファ イン ダー 内 
「 水 平 み な すか 」 と いう 意識 で 画面 
を 整え る と 良い 。 フ ァ イ ンダ ー で 見 える 
世界 と 目 の 前 の 世界 の 水平 が 表現 上 
人 の 時 と な の のり 同じ で は な いと いう 考え 方 だ 。 ま た 、 見 
本 の せ た く な い 部 分 を 切る と いう 意味 で も ナ 


PTTS 1 
うに 見 える ナメ 構図 は 役立つ 。 


ニュ ン D8OOE AFS NIKKOR 24mm り 1.4G ED 24mm ご 和 り AE (F2 B、 12.000 
0EV) IS 100 "WB: オ ー ト 人 財 が 計 き た 依 の 衝 史 な 光 に よる コン トラ スト が 印 旬 的 だ 送 和 
まで 央 むこ と な く シ ャ ー プ に 所 か れ 、 空 の 当 い 調 が 再現 れる 。 と 肛 が 作 り 出す 立 人 な 
せよ が り に な っ た 


この カメ ラ 機 能 を 使 お うぅ 》 構図 づく り の 基準 に し た い 「50mmm の レン ズ ] 


キヤ ノン EOS 6D に オス ス メ の 標準 レン ズ 
EF50mm F1.4 USM 


画 角 に 関し て 視覚 的 な 記 大 を 行う の で お 
れ ば . まず は 1 本 の レン ズ を 商 底 的 に 使い こ 
な し て 客 代 を 姜 う と 良い 。 提 る も の に よっ て 
違い が ある が 、 個 人 的 に は 50mm が オス ス 


ニコ ン D800E に オス ス メ の 本 準 レン ズ 
AF-S NIKKOR 50mm f71.4G 


で 和 休 :49.000 由 前 和 “特価:44.500 由 


< なり:FI6 9 
< で 世 肖 和 0.45m 天 が 少し 
0 ター:658mm e53mm 35mm あ 
mai290g で お 280q 本 全う に 8 る 
闘 放 値 の 明る い レ ンズ は 高価 な も の が 多 
1998 生 の 生 索 を 520 年 プ き h て いき メタ 人 は 2008 年 。 ス ナッ プ な 5 ポー ド 


いな が 、 単 集 点 の 林 準 レレ ズ は コス ト パ フォ ー マ 


シダ ター ド g レ ンズ 。EF50mmm F1.2L USM に 
(人 外 の 人 大 に は ちょ うど 
EF50mm F1.8 Hy' ぁ りこ al 


て いる 。 大 性 65 で は の F1.4 の ボ 隊 
ン アッ プ に は 、 AF-S NIKKOR 50mm 7 り 1 BG あ を 。 な 全 = の 党 ik 王 0 eXM 
FT 8 と 降下 が る ザ 、 つ 円 程 度 む いう 価格 ドカ 1 本 持っ て お きた 


106 テッ タル カメ ラマ 


ONE POINT 高き を 変え る と 写る 範男 は どう 変わ る か 


3F か ら 揚 影 


アン グル と と も に 構図 づく り に 
重要 な 「 高 さ | の 選択 

ある 風景 を どの よう に 掘る か 、 ど の よう 
決定 する 上 で 、 重要 な 要素 に 「 高 さ ] が ある 。 例 えば 建築 の 吹 
き 抜 け を 撮影 する と き 、 建 物 の 1F、 2F、 3F か ら 写 す と 景色 は そ 
れ ぞ れ ど う 変化 する だ ろう か 。 今回 は 、 剤 製 が 置か れ た 建造 物 を 、 
1F、 2F、 3F 以上 の 高 さか ら 撮影 し て みた 。 3 点 そ れ ぞ れ カメ ラ の 
水平 は 崩さ ず 、 上 下 の 傾き を 調整 し た 。 こ れ は 極端 に 高き を 変え 
た 例 に よっ て 数 セン チ 、 ある い は も っ と 小さ な 高低 差 で 
も 見 え 方 は 大 きく 変化 する 。 撮影 位置 の 高 さ は アン グル と と も に 
写真 の 仕上 が り を 変化 させ る 重要 な 要素 だ と 覚え て お こう 。 


細 せ 5 れ た 正吉 の 湊 と ど 
も < 機能 し て いる 


詳 2F か ら 提 影 
2f 7 し た 人 


1F か ら 撮 影 


攻 き 信 け の 硬 
因 所 し た 

いる た の 全休 
えも. その ため 吹け 全 
信 ま の よう 9 状況 に な っ て いる の か 
(分 か を 


(りう 本 較 
7 主 基 0 は = すり 


RAWV 現像 の ワン ボイン ト 
白黒 ミッ クス を 調整 し 、 コン トラ スト の 高い モノ クロ ー ム に 仕上 げ る 


グリ ー ン や ブル ー は 暗く 
レッ ド や オレ ンジ は 明る く 調整 する 


が 、 あ 5 
い 才 分 の 人 に 関係 し た パラ メー ター も 許し 
この 写真 で は 木 の 線 や 補 の 人 せく 。 半 や 還 
の や オレ ンジ は 明る な る よう に し て いる | 


効果 を 見 な が ら 粒 子 を 加え て 
立体 感 を 出す 


222 
PE 


を 写真 に 見え 


強い みれ た スナ ッ プ を 硬い モノ クロ ー 
ス を 王 刺し て 全休 の 鐘 主 を 変化 きせ て いく 。 吾 空 を 只 く 落と し た 


と 良い だ ろう 。 面 面 中 央 の 消失 点 に 向かっ て 明る く な る よう に 円 形 フ ィ ル ター で 夫 き 込 
み の 効 果 を 加え 、 殺 子 を 加 えて いる 。 科 子 苔 が ある こと で 、 特 に 空 の グラ デー ショ ン な 
ど に 自 陸 な 立 休 度 を 生む こと が で きる 。 最後 に 円 形 ツ ー ル で 画 看 左側 の 明 内 訟 や ハ 
イラ イト の 補正 を 行い 、 全体 の 調子 を フラ ッ ト な 印象 に 難 え て いく 。 こ の 時 、 直面 有朋 
効果 が 出 な いよ う 、 人 用 電 較 を 認 し て お 
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w ゅ る 次 を め 。 
ーーーーー ニ ーー 
(し 細 )) ゆ 3 應 
7 ノ 


て てく 撮 る 


川 の 輝き を 使っ た 
2 つの 表現 


この 2 枚 は 同じ 時 間 に 写 し た 作品 で す 
が 、 その 紛 囲 気 は 大 きく 違い ます 。 右側 は 
原 路 の 部 分 を メイ ン と し た シャ ドウ 基準 で 手 
影 し た の で 、 ハイ キー で 爽やか な 紛 囲 気 
な っ て いま す 。 左側 は 川面 の ハイ ライ ト を 基 
準 に する こと で 、 ロー キー で シャ ー プ な 紛 団 
気 に 仕上 げ ま し た 。 この よう に 同じ 風景 
も 、 自分 の 意図 に 合わ せ て 疾 出 の 基準 と な 
る 被写体 を 変え れ ば 、 まっ た く 違う 奏 団 気 の 
作品 を 生み 出す と と が で きま す 。 大 胆 に 界 
出 補正 を し な が ら 、 理想 の 明る さ を 人 沙 し ま 
し ょ う 


D750 /AFS NIKKOR 15.35mm (4G ED VR 22mm 
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『( 


= マニ ュ アル 王 (『4、 15003) ISO 320 WE 天天 間 上 人 新 11 時 
な 池 れ を 失 加 し た く て 、 ポ し な き が つ 季 拓 ん で 、 ロー アン グル で 搬 


わか りや すい デジ タル 一 血 レ フカ メラ と 写真 の 料 ( イ ン フレ ス ) が ある 


hp:/faiman cecok 


は wrt 和正 潮 募 ニー 綿 


SA き で 年 . 在 る 特 司 


みん な の 笑顔 が 、 こ の 鉄道 を 支え て いる 。 


仙川 鉄道 を 撮影 する と き 、 僕 が メイ ン 


は り 長良 川 で 


、 も う 少 し 狙い を 絞っ て 
連想 


る 水 


採用 し て 
ー ア ング ル の 振 っ て も 便 
た だ し 河原 か ら だ と 画面 手前 を 水 し 
る の は 召し い の で 、 団 
まし た 。 撮影 時 は 10 月 と は 思え 
川 の 水 は 強 烈 に 浴 た か っ 
で も 臨場 感 の ある 作品 が 撮れ た の 


で 、 良し と し まし ょ う 、 続い て の 作品 は 96 べ 
ジ の 作品 。 これ は 日 が 山間 に 沈む ギリ ギ 
リ の 時 間 に 、 川面 の キラ キラ と し た 光 を メイ ン 


の 披 写 体 に し て 操 この と き は 川 
面 の ハイ ライ ト を 基 


ッ ト の . 


用 車 が 学 か 
ン で な いと 、 シャ ドウ 部 に ある 列車 は 開 に 

し まい ます 。 
を 受け て 列車 の 屋根 が : 
失わ れ な いと 判断 。 * 


撮影 し まし た 。 な か な か 


ク で し ょ 5 
長良 川 の 撮影 を 堪能 し て 、 都 上 八幡 駅 で 
、 列車 に 乗 『 庫 見 
5 小学 生 の 一 団 。 き ぞ や 鉄道 が 好 
多い の か と 思い き や 、 な ん と 全員 
て も 楽し そう に 、 汽車 旅 
こ で 会 っ た の も 何 か の 縁 
行き せ て も ら 
1 時 間 ほ ど 乗 車 し た 関 駅 の 車庫 


と 輝 
1 は 沿線 市 町 
村 が 予算 を 持ち 、 沿線 の 学校 の 子ども た ち 
試み 。 鉄道 の 旅 
ら 、 公共 の 場 で の マナ 
の 収入 に も な る の 


で も 


て 何より 
道 を 身近 に 感じ 、 自分 た ち に 必要 な 
刻ま れる こと が 、 大 切な 


敵 aowa 


う 還 の は 、 ニコ ン D750 と 小三 
の 介 で は 、FX フ ォ ー マ ッ ト 初 と な る 、 


(eg 
』 f ゆる みや げ 


う 還 の ゆる 土 馬 は 長吉 オリ ジ ナル の 「 プ レー キハ ンド 
アルン ドル を 
Dr く 名 好き を 主張 し まし た 
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3 主 | 内 風景 に は さま ざま な 色 が ある 。 青色 1 つ を と っ て みて も 、 和 若い 音色 、 渡 い 青 色 、 く すん だ 青色 な 疹 だ 。 そ し て 、 日 本 に は 色 を 表す 言 
ト ヽ 県 の を ] 水 、 写真 - 文 : 攻 原 史郎 葉 が 多く ある 。 こ の 2 つ 、 風 景 の 中 に ある 色 と 日 本 の 色 を 組み 合わ せ て 、 風 景 の 色 を 探し て みよ う 。 今回 は 色 の 中 の 1 色 、 組 育 だ 。 


紺 青 の 見 っ け 方 


よく 晴れ て クリ ア な 空 で 見 つけ る こと が で きる が 、 概 証 が 高い 電 
所 の ほ 3 が より 見 つけ や すい だ る う 。 交 気味 の 宰 で 
で 色 が 渡 く な い が 、 サイ ド 光 や 方 向 で 、 き ら に PL フィ ルター 
を 使え ば 「 反 の 色 を 表現 する こと が で きる だ ろう 


に 3 
消 青 の ち ぇ る 影響 
も も た me を 人 と 8 守り 人 末 の や か で か 4 は 
あー64W uau そ 54 くい 「 交 、 を F9 に 座 Y78WT し が 


小 を 求め て 、 ま だ 冬 の 記 を 開け た いか 、 よ く 晴れ て いて 8 容 水 は な か な か 解 
ば か り の 12 月 上 旬 に 志 伯 高 春 f けず 悦 好 の 披 写 体 で あり 続け て くれ た , 
訪ね た 。 低 気圧 空 は 青色 を 濃く し て 第 水 を 引き 立て て 《 れ 
朝 の うち は 室 が て いる . お か げ で 、 あ ちこ ち を きま よい な が 
が , 樹々 に は 徐 沙 が つい て いる こと が 見 て 時 間 の 限り 術 水 を 撮影 で きた , 

Edt る 。 僧 し いか な 、 風 景 は 白 一 色 な の で この 写真 を 撮影 し た 場所 は 普段 な ら 素 
本 来 美しい は ず の 堆 水 は まっ た く 引 き 立 っ 通り し て し まう の だ が 、 この 日 は 人 水 と 青空 
て で いない, だが. 天気 子 報 に よれ ば 低 気 の お か げ で 良い 風景 が 見 えた 。 ち ょ うど 光 
圧 は 通過 する は 晴れ れ ば チャ ンス は あ が 真横 か ら 入る の 
る 。 そう 期待 し て 、 室 が ま と わ り つ い て いる が で きた の 6 好都合 
問 は 近 朗 史 の 科 全 体 を 中 心 に 搬 影 を し て 「 絆 昔 」 いう が 、 自 を 引き 立て る に は 最 高 
いた の 背景 色 で ある 。 泊 と し た 空気 感 を 放つ 
急 に 晴れ 始め た 。 みる みる 広がる 育 切れ 味 の 鉛 い 冬 の 原 持 を 撮る な ら 、 紅 青 
背 藻 に し た 義 水 は と た ん に 衣 計 に 色 の 和 を 使い た い 主役 を 吉水 と する な ら 、 
い 華 が 強い 主張 を 始め た 。 ま る で 「 搬 っ て これ 以上 に 相性 の 良い 色 は な い の で は な 


と 
0 
Ki 
知 


。 の ご 


M ほし い ] と 言わ ん ば か り だ , 気温 が 低い せ いか と 思う ほど だ , 

【 遇 肢 ア デー タ 】 

財 2010 年 12 朋 10H 人 モ ギ 絞り 居 先 AE 

6 朝間 14 時 35 分 PO Fi 
族長 野上 ZIMW 記 抽 居 と Ys クー 形 1740 秒 
が 2 キャ ン EOS5D Markl WE +07EV 
レン ズ EF17-40mmF4L USM 1SO 凌 産 300 
名 17mm 2 イラ シス 大 陽光 


見 る 者 の 心 の 内 に 故 く 、 初冬 の 空 の 色 


群青 <w ( 5 
26 @ios @i79 


尊 群 理 mee 

@sa/@ia1 195 
交 字 だり 、 を 導 め た よう な 計 の 
だ 。 朝 の 中 い 
中 の 基 る い 秋 和 を 持っ た で 、 科 
) 計 を しい 空気 を 伝え る の に 半 し 


ーー れ 、 23mm の 画 衣 を 選択 し て 面 


ト | mm た 


天宮 (は き は らし ち う ): 959 和束 生 まれ. 日 よ 大学 人 「 孔 真 の 和 に 挫 る 。 紀信 ・ 守 行人 を 、 湯 ツタ ルカ メラ マガ ジン 722076 111 
舎 フ リー の カメ ラマ ン に 下村 を 中 に 押 、 共 衝動 日 本 所 写 真人 会 (1SPA) 


5AF-S MIKKOR 20mm f71.8G ED 


高橋 良 還 が 注目 レン ズ を 徹底 吟味 


レン ズ 銭 定 夫 44 が 斬る 1 


時 は 商い が 活況 を 時 し た と ある 時 代 。 巻 で は 景色 や 人 を その まま 絵 の よ うに 残せ る 「 カ メラ 」 な る る の が 大 は や り 。 そし て 、 その 出来 
を 大 きく 左 生 する 装置 を 「 レ ンズ 」 と いう 。 当代 きっ て の レン ズ 在 行 ・ 高 橋 良 征 が 人 気 レ ンズ を 茂 く 吟味 ! 


レポ ー ト : 高 根 自 イラスト: 河陽 


2014 年 9 月 に 発売 され た AF-S NIKKOR と し て 常に カメ ラバ ッ 
20mm f/1.8G ED (以下 AF-S NIKKOR の パリ エー ショ ン が 作ら れ て きた が 、F1.8 と い 
20mm) は 、 実 に 20 年 ぶり と な る 20mm の 新 う 明る さ は 初め て で 、 
作 広 負 単 信 点 レン ズ : 
レン ズ の 歴史 と と も | 


る 搬 点 域 で 、 こ れ ま で 時 代 で は ある が 、 ニ ッ コー ル に と っ て 20mm は 
多く の 名 玉 が 生み 出さ れ て いる 。 超 広角 レン ズ 特別 な 存在 で あり 、 そ れ が ゆえ に 新 製品 が 投 
で あり な が ら 、 落 ち 着い た 画 角 の ほど よい パー 入 さ れ た の で あろ う 。 こ こ は 、 本 レン ズ を 央 し く 
ス で を まとめ や すく 、 生 者 も 若き 日 に " 尼 刀 ” 際 味 し て 21 世 紀 の 20mm の 実力 を 試し た い 、 


作 旧 区 こそ AI AF NIKkor 


20 3D Cm だが 、 レ 
全て いる 
W2- ド HB-72 (人 DE 


ンズ WW を 一 新 、 ED レン ズ や 
革 面 レン が 人 用 きれ 


に 忍ばせ て いた 。 多く 


ニッ コー ルレ ンス の 歴史 
20mm は ニッ コー ル に 新た な 1 ペー ジ が 加わ っ た 。 ズ ー ム 全 七 の 


発売 日 :2014 年 9 月 25 日 実 価 格 :97.000 円 前 科 
レン ズ 環 放 11 13 人 (ED 


用 ) @ 和 0.2m 
り 理加 7 橋間 り Fi6 m フ ィ ルター 衝 
大 詩 X 長 82.5XB0 5mm 生き: 的 355g 和 ・| 
TH 


久 ッ ネー ズー ムレ ンズ と の 


^ 全 村 の 現在 に お いて 8、 昌 作 点 レシ ズ の 利点 
最新 の 光学 設計 で 作 o4 実力 6 傷 れず 、 設計 の 古 
い 単 放 点 レン ズ が 敗れ て しま う 場合 6 ある . そこ で 、 大 考 レン ズ と し て 2013 年 
売 の AFS NIKKOR IA35mm 35.45G ED ( 以 FAFS NIKKOR 
18.35mm) を 本 只 。 両 質 を 比べ た 。 結論 EL て は 、 中 央 部 の 解 像 7 


な る 各 F ド 値 に お いて 、 組 線 の 岳 号 力 は ALS NIKKOR 
周辺 部 の 深 6 少 な い 
等 に する 


D810 に hh の し ンズ 


に 到 守 の 8 る 設定 
主 は 行っ て い を い 。 記 
人 所 は JPEG (Large/ 
Fme 


旨 
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AF-S NIKKOR 18-35mm 173.5-4.5G ED 


EC 1987 年 より フリ ー。 写真 
国内 外 で 多く の 拓 果 を 担 当 し 日 さと 


非 球面 レン 
- 筆 背 友人 
・ 放 年 方 6 


ヶ の エッ ジ 


広角 レン ズ の 性 質 を 考え 


均等 


和 写 は 素直 だ 


ンズ を 入手 前 の 肝 車 の 
大 り 人 先 AE で 機 し た カメ 


億 室 


prs 拉 

守 上 Ws 上 達 虎 の 巻 

た め ら うこ と な く 織 り を 開け て 
同時 に 表現 せよ 


る 20mm の 表現 が 
だ. 6 ちろ ん 、14mm や 
" 亜 が ある 千 利 休 は 茶 
で の 「 数 寄 者 


現代 名 物 帳 に 列 せ 


ゃ は り し っ (9KK 


D810。 AFS NIKKOR 20mm 018G ED 20mm - 抽 完 AE (F1B、160 贅 
ISO 100  WB ネート 鋼 市 で 兄 か けた 新 時 を サヨ リ 。 市 場内 を 和 き 回 る ター レッ トト ラッ ク を 表明 に ば か し 
なら 、 朝 の 容 馬 を 雪 圭 し た 。 折 い 放 地 が 補 な る 理 吉 で は 、, 広 角 単 條 レ ンズ が 一 番 だ 


We デーーーー mm 


条 は 、 締り 値 


きい - 絞り 値 の 選択 は 合理 上 


画面 内 光 光 を 苦し な い 。 これ 


が ら 、 紗 な レン ズ 配 置 の 則 物 で あろ う . 綻 


する が (F8 肉 放 )、 各 席 | 
し 光源 の 周 9 
が ある の で 、 絞り 羽根 の 交差 者 
の 著 生 を 天 
に 行い た い 


F56 な 5 ゴ 


大 了 を 半 に 収め な が 5、 和 り 人 和 


か ら 1 用 ずつ 徐 っ て 測光 弟 コ ゴー スト の 人 
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P 


』 プロ の ポー トレ ー ト を 揚 影 する と き 、 た だ や みく も に 揚 影 する の で は な く 、 仕 上 が り を きち ん と 超 像 し て 撮る と 、 写 真 の 楽し し が より 増す 。 こ の 連載 で は 


ーー 
撮り 方 & 5 気持 ち が 伝 叶う) る ボ = 一 ト レ ーー ト | 毎号 テー マ を 設定 し て 、 そ の テー マ に 合っ た 提 影 方 法 と 、Photoshop の Camera RAW を 使っ た 画像 の 仕上 方 を 学ぶ 。 茂 手 木 氏 な ら で は | 


| 。 働 上 げ 方 回 。 の 感情 や 気持 ち を 乗せ た 写真 の 表現 方 法 を 伝え て いく 。 レポ ー ト : 厳 手 木 秀行 モデ ル : 苦 木 里 (ヴィ ズミ ッ ク モデ ル エー ジェ ン シ ー) 
テー マ : 森 の 中 で 見 つけ た 澄ん だ 瞳 mocwrccccwwmwseeesn 


敵 
避 
葵 


How To Shooting How To Retouchin 


CVT 


き 6 

『 

ョ まえ 

ミ も 

き 上 

日 

人 

ミ も 

# 4】 

8 ! 

き を 

と 

8 

き 

『 
電信 呈 純名 9 に 拉 を 記す る [基本 補正 ] で 秒 ら か な [カメ ラキ ャ リプ レー ショ ン ] を 感情 を 他 と し て 乗せ る た め 
に ak2aaoitodlioe W 印象 な る ペー ス を 作る 使っ て 優し い 雰 陸 気 色 温度 と 公 か ぶり 補正 を 調整 


な の 


で ロフ 6 使用 し た が 、 名 を 
9Kfau チラ イト を 入れ 
そこ に 7 目 的 あるこ 2 た 場合 は 、 レフ 板 に 
が 当たっ で いる 必要 は れい レフ 板 が 
る いう たけ で 分 だ 


ココ 


レフ 板 を 使っ て 明 に 
キャ ッ チラ イト を 入れ る 


MR ので 拉 た 。 ま 5 か 2 トー 
人 代 い た し に し て 、 計 | で wm、 


還 和 を 
呈 る の の 務 の 


良い 表情 と は 必ず し も 笑 題 で ある と は 限ら な い 。 そ し 止め て 固定 する こと で 、 長 い 時 間 、 視 線 を 交わ し 合 時 テク ニッ ク と し て は 、 い つも 通り ハイ ライ ト を 飛 
の 人 らし い 表 情 や 撮影 者 が 感じ る 思い を 表す 表情 も = う よ う な ポー トレ ー ト は 、 見 る も の の 心 に ささ っ て くる の ば さ な い 露光 を し た の で 、 肌 に 対し て は 2 段 ほど アン 
良い 表情 で ある 。 モ デル に は 静か に カメ ラ を 見 つめ る だ 。 無 論 、 今 回 は 恋愛 な り 、 友 情 な り 心 が 通い 合う = ダー だ 。 ハ イラ イト を 飛ば さ な い こと と 、 カメ ラキ ャ リブ 
と いう こと を 行っ て も らち っ た 。 現実 の 中 で は 、 長 い 時 上 間 で ある 。 し か し 、 こ うし た 写真 は 現実 の 関係 の 中 "レー ショ ン を 使っ て 仕上 げ る こと で 和 柔らかく 明る く 、 し か 
則 視 線 を 交わ し 合う こと は あま りな い 。 そ れ は 恋愛 な ど で 撮影 し よう と する と 、 お 互い に 照れ が あり うま くい か な し 連続 し た 障 調 を 失わ な いよ うに し た 。 柔らか く 明 る 
の 心 が 通い 合う 評 間 で あっ た り 、 逆 に 悲し みや 苦し み 。 いも の だ 。 そ こ で 、 モ デル と いう 一 歩 引い た 存在 に 演 いこ と が 、 心 甘 か れる 人 と 気持 ち が 通い 合う 調 間 の シ 
を 記 え か ける 肢 間 で ある か ら こそ 、 視線 を 写 じ て も ら っ て 表現 する こと も テク ニッ ク の ひと つ な の だ 。 チュ エー ショ ン と し て 、 ふさ わし い 
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Flat を 選び 。 シャ ドウ の 
描写 が 良い 欠 作り と し た 
【Camera Fall ダ な い 理 
[Camera Neutel 
を さと 肌 い だ ろう 


7」 な ど e 反 て 2010 年 リー ラン ス に -、 克 計 へ の 村 筆 モミ ナー 抽 全 を ど 本 に 動 者 に | 半 い 、 プ リト テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 722074 115 


和央) が ある 


回 人 拉 林 行 ( ち て ぎ ひ で ゆき 1962 和 まれ - 日 大 学 主人 、 マ カジ ン バウ スル フォ グラ 


RA 


$ 簡単 レア タッチ [シー ン 編 ] 


レポ ー ト : 吉田 浩章 


朝日 に 照ら され て 光輝 く 風 景 


w/ 
Photoshop Lightroom で 1 


Vel.4 
補 和 な 形 で 元 果 を 調整 する と き は ーー ーー 
[ 拉 正 ブラ シ ] を 活用 する >> コン トラ スト ャ シャ ドウ 、 


ハイ ライ ト を 調整 


の 人 人生 Of 多 え で シド ウ 暗く す る 


山の上 で の HH の 出 は 感動 的 だ 大 陽 が 地平 線 か ! 


の 、 空 が オレ ンジ や バー プル に 3 


は た め 息 


側 の 空 と ほか の 撤 写 体 の 間 に は 煙 度 差 が か 


る の で 、 直 出 の 決定 が 茜 い い 。 シャ ドウ 部 は 現像 時 
で 、 白 飛び を 回 避 し て 撮影 する 


回 の ポイ ント は [ 揃 正 プラ 


帯 だ 。 [流量 ] を 低め に 設定 


ク の 回 数 で 補正 の 
提 挫 な 
手前 は 拉 下 効果 を 強 ( し て 明る め ( 
の ある 朝 の 


[基本 福 正 ] パネ ル の [コン トラ スト 
を [30、 [ハイ ライ ト ] を [15] 
ラドウ ] を は +40] と 

を 


本 し ょ 
ン Dioial Photo Pr 
る 


aa (また O ろ あき) oe 
eerocowere 


キャ ノン Digfal Photo Prolessicnal 


pa 。 肌 


回 の 水平 が 曲がっ て し まっ た 


>> 切り 抜き ツー ル て 
角度 を 調整 する 


[りき 1 
生生 を 


二天 な ど び 見え て いる 電 合 は きち ん と を し た 


さら に ある 部 分 を 明る くし た い 


>> サイ ズ を 変え た 補正 ブラ シ を 使う 


て 720 を He DI WT 


(AI に の 
[ 呈 ] の を 


や 木立 ちと 補 洪 て 義和 


3 明る さ の 強弱 を つけ た い 


>> 補正 ブラ シム 
スト ロー ク 回 数 で 


整 する 


よっ て 人 果 の 拉 き 《 


と 内 で Ha 
OFTT 


W 遇 の 人 など 気 
グ を 8 き て 殺 が 殖 す きた 


を クリック ご ラック し て 和 の 人 85 に 拉 き 出す 


で きま す 。 http:/jganrefjp/magazine/dcm/download/ 


手前 の 斜面 と 奥 側 と で 明る さ に 強 再 を 付け た こと 
で 、 明る さ の グラ デー ショ ン に よっ て 奥行 き や 蘭 厳 
さ が 出 て くる 。【[ 抽 正 ブラ シ ] の [流量 ] の 値 を 小 
さく する の は 、 補正 の ムラ を 目立た な くす る た め | 
も 効果 的 だ 


この テク ニッ ク は - 
光 を コン トロ ー ル で き な い 風 太 写 真 
逆光 (気味 ) の ポー トレ ー ト 写真 
モノ クロ 写真 の 夏 い 類 き な ど 


に も 使え る ! 
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いい 


科す 品 RRVAOH の ど へ 寺本 Bm 弱 UY で 吾 回 Ti と 分 と ど ペ さき ゆ 岩 ご 笛 
St ご 甘 貢 ③ 圭 憧 X\VY で 


再 き S の ひど さゆ 圭 ひさ rt / 寺 閉 計 で (c 策 滑 天 さ で . 六 の St 古 薄 前 
(時 革 碁 洒 / 国 用 各 。 パ と べき OX 海 状 AV で NIS 生 Y で ざ 法 時 (て 1S 発 史 


取 緒 ・ 文 : 田 中 和男 
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レン ズ に 使わ れる ガラ ス は 
さま ざま な 種類 が ある 
交換 レン ズ に は きま ざま な 「 精 審 部 品 ] が 使 

用 きれ 、 高 い 精度 で 紅 み 上 げ ら れ て いる 。 し 

た 交換 レン ズ 部 品 の 中 で 、 最も 重要 か つ 中 心 的 

な 存在 が 光学 ガラ ス ( 科 材 ) だ と いっ て も いい 。 
私 た ちの 身の回り に は 多く の ガラ ス 製 品 が あ 

る が 、 写真 用 レン ズ に 使用 きれ る も の が 「 光 学 

ガラ ス 」 で ある 。 光学 的 な 機能 を 価 えた 遊 明度 

の 高い 均質 な が ラス で 、 一 般 的 に 使わ れる ガラ 

ス 材 と は 品質 、 性 能 と も 大 きく 異な る 。 光学 ガラ 

ス の 種類 に は 「 屈 折 率 」「 分 散 値 (アッ ベ 数 )」 

「 異 営 分 散 性 ] な どの 光学 的 特性 の 異な る も 

の が 数 多く あっ て 、 それ が 約 200 種類 以 上 も あ 

る と いわ れ で いる 。 きら に 、 晶 半ば 、 サ イズ 、 厚 み 、 

回 面 古 面 の 違い な ど 、 実に 多種 多様 ある 。 
今回 は 、 最 新 の 光学 ガラ ス は どん な 工程 で 作 

られ て いる の か ? 今 、 光学 が ガラス に どん な 進 

化 が 走 こ っ て いる の だ ろう か ? そん な 話 問 に 

答え で いた と 、 光 学 ガ ラス 製造 の トッ プ メ ー 

カー で ある IIOYA の 明 過 事業 所 (東京 ) を 見 

学 、 取 村 き せ て いた だ いた , 


レン ズ 用 硝 材 メー カー は 主 に 4 社 

HOYA は その 中 で も トッ プ メ ー カ ー 

現在 、 国内 で 交換 レン ズ を 作っ て いる メー 
カー は 、 カメ ラメ ー カ ー、 レン ズ 専 門 メ ー カ ー な 
どい くつ も ある が 、 自 社内 で 光学 ガラ ス 材 か ら 
レン ズ の 製造 を 行っ て いる メー カー は 、 ほぼ な 
い の で は な い だ ろ うか 。 か つて は ガラ ス 原 料 か 
ら 埼 解 、 切 断 や ブレ ス 成 形 を 行っ て い 
メー カー も あっ た が 、 今 で は ほとん ど が 専門 の 
光学 ガラ ス メ ー カ ー か ら 「 レ ンズ 部 品 」 と し て 購 
入 し 、 それ を 自社 で 研磨 や 加工 を し て 光学 レン 
ズ に 仕上 げ て いる 。 

今 、 回 内 の 主要 な 光学 ガラ ス メ ー カ ー と し て 
は 、TIOYA 以 外 に 、 オ ハラ 、 光 ガ ラス 、 住 四 光 
学 ガ ラス な ど が ある 。 オハ ラ は キヤ ノン 系 、 光 ガ 
ラス は ニコ ン 系 、 住田 光学 は パナ ソニ ッ ク 系 と い 
われ て いる よう だ が 、 実際 に は 系 列 以 外 の メー 
カー に も 自由 に 製品 を 供給 し て いて 、 国内 の 交 
換 レ ンズ メー カー は 主 に この 4 社 か ら 必要 な 光 
学 が ラス を 調達 し て いる 。 中 で も HOYA は 生産 
基 、 製造 技術 と も に トッ プク ラス で 、 回 内 の レン 
ズ メ ー カ ー の すべ て に 光学 が ラス を 提供 し て い 


ンズ 


還 図 1 光学 ガラ ス 素 材 の 製造 過程 の 概 申 図 


| の 2WPo 六 。 」 
前 和解 
と 2 
| 連 寺 解 9 
本 多角 
| 板 状 ガ ラス MP2I2P2 プリ フォ ー ム 
(E バ ー。 ス トリ ッ プ 材 ) (DP 品 。 | | (PF 品 ) 
半 2 2 
| アニー ル 和 理 アニー ル 和 理 | | アニ ー ル 和 
ブロ ッ ク 状 に 切断 | | 椅 状 に 切断 | | 検査 だ 測定 検査 だ 測定 
エ Rg に 
再 名 成形 | | スラ イス カッ ト 出荷 
(RP 品 ) | | (RS 品 ) 
2 4 


(カメ ラ プレ ンズ メー カー で 加工 処理 ) 


光学 ガラ ス メ ー カ ー か ら 、 カメ ラメ ー カ ー や 交換 レン ズ メ ー カ ー に 納 請 され る ガラ ス 夫 の 宮寺 工 各 を 了 に 天 し た ちの 天 還 は も っ 
と た くさ ん の 工程 や 検地 な ど が ある の だ が 寂 に な る の で 家人 た 。 製品 に は 大 きく 分 ける と 、「 柄 訟 画 レン ズ 末 と 「 ガ ラス モー 


』 由 画 レ ンズ 素 村 」 の 2 つの 光学 ガラ ス が ある 。 それ に 応じ た ガラ 
た ガラ ス 素 村 を 再び 治 琵 する 方法 と 、 い きち り [連続] を 迷っ て 


軒 中 震 美男 (た な か きみ [生まれ . 大 学 
料理 、 還 思 、 ス ナッ プ 、 フ ァ ッ シ ョ ン と ジャ ン ル を 問わ な い 


夫 村 が 和 区 され 製造 され る 。 は 、「 和 和 訂 」 そし て で き あ が っ 
年 する 方 法 の 同 を 外し て いる メー カー が 双 い 


学業 後 、 フ リー。 寺 分 天 は 、 人. モノ クル マ 、 


る 。 HOYA の 光学 ガラ ス を 使っ て いな い メ ー 
カー は な い 、 と いっ て も いい だ ろう 。 

と ころ で 、 光学 ガラ ス メ ー か . っ て 胡 品 の 
光学 的 な 品質 の 差 (性 能 差 ) は 一 般 的 に は 「 ほ 
と ん ど な い 」 と いわ れ て いる 。 一 部 、 ある メー 
カー に し か な い 特 殊 な 光学 特性 な ど を 備え た 
光学 ガラ ス も な く は な い が 、 極め て 少な い 。 あえ 
て メー カー の 何 い を いう と すれ ば 、A メ ー カ ー の 
レン ズ は 研 府 し に くい と か 、B メ ー カ ー の レン ズ 
は ヤケ に くい 、C メ ー カ ー の レン ズ は コー ティ ング 
材 が の りや すい 、 など と いっ た 製造 現場 で の 加 
エレ ベル の 着い ぐら い だ と いう 。 


HOYA か ら 登場 し た 

2 つの 新しい ガラ ス 硝 材 

メー カー に よる 品質 特性 の 識 の 極め で 少な い 
光学 ガラ ス 製品 の 中 に あっ て 、HOYA が 最近 、 
大 変 に 特 散 の ある 「 新 製品 を 開発 し た 。 将 
来 、 交換 レン ズ の 描写 性 能 を 大 峠 に 向上 きせ る 
可能 性 も あっ て 注目 きれ て いる 

HIOYA の 新 品 は 2 つ あ る 。1 つ は 、 造 
素 を アッ プ きせ た 新 ガ ラス で ある ( 図 2 製品 名 ・ 
FDS18-W) 。 従来 の 光学 ガラ ス は 高 屈折 ・ 高 
分 艇 に な る ほど 穫 過 率 が 恒 く な る と いう 宿命" 
が あ - だ が 、HOYA は その 穫 過 率 を 大 帆 
に 向 高 屈折 ガラス は レン ズ を 小型 に 
する た め に 必要 で 、 高 分 散 が ラス は 低 分 設 が ラ 
ス と 組み 合わ せ て 色 取 差 を 補正 する た め に 使 
用 する の が 一 般 的 だ が 、 秀 過半 の 書い レン ズ は 
複数 枚 の 組み 合わ せ に 大 き な 制 限 が 出 て くる 。 
高山 折 ・ 高 分 散 ガ ラス の 遊 週 率 を アッ プ さ せ た 
こと で レン ズ 設 計 の 自由 度 が 広がっ た と いえ る 。 

も う 1 つ は 「NRP」 と 呼ば れる 新 製品 ( 図 3)。 
後ほど 光学 ガラ ス の 製造 方 法 の と ころ で 解説 す 


還 図 4 連続 燈 解 炉 の 仕組 み 


HOYA が 家用 し て い 
る 吉林 衣 拓 の 
子 - 上 か ら 、 正 雑 に 
土合 さ れ た ガラ ス 
笠 を 旬 に 投入 。 そ 
れ を ぬ 1.300 て の 高 
で 知 無 し さら に 
1.500C に 玉 度 を アッ 
プ し て 短 須 ガラ 内 
の を 取り 除い た 
を 下記 させ る 。 それ を 特に 示し 込み 、 
レク トブ レス 素 計 と な る 。 その 多 時 半 を か け て : 
大 を 寺 て 癌 と な る 。E バ ー も 同じ よう に し て 作ら れる 


軒 図 2 透 遇 率 を 大 幅 に 向上 させ た 
新光 学 ガ ラス 


「FDS18.W」 で ある - 革 率 を アッ プ し ) 
を 好み 合わ せ て の 使用 が 可能 に な っ た 


る が 、 カット きれ た プ ブロッ ク 状 の ガラ ス 材 を 型 に 入 
れ て で 再 加 熱し な が ら プ レス し て 、 感 面 レン ズ に 近 
い カ タチ に 仕上 げ る リヒ ー ト プレ ス (RP) と いう 
製法 が ある 。 研 府 時 間 を 短縮 する た め に 可能 
な 限り レン ズ の 完成 形状 に 近い カタ ナチ に し て お く 
た めで ある 。 その RP レ ンズ の 外観 と 表面 の 精 
度 を 大 幅 に 向上 し で 、 より 完成 形状 に 近づけ た 
の が NRP (エヌ メア ー ル ビー) で ある , 

NRP の 利点 は 、 形状 柄 度 が アッ プ し た こと 
で 結果 的 に 研 麻 時 間 を 大 帽 短縮 し 、 研 麻 工 各 
な る 。 さら に 人 研 魔 の 精度 そ 
の も の も 向上 きせ る こと が で き で 、 より 高 精度 な 
レン ズ に 仕上 げ ら れる 可能 性 も 秘め て いる 。 
NRP は すでに 国内 の 王 須 な し ンズ メー カー が 
採用 を 検討 し て いる 。 いずれ すべ て の メー カー 
が 使用 する だ ろう と も いわ れ で いる 。 


で の コス ト ダ ウン 


さま ざま な 原料 を 炉 で 燈 か し て 
元 に な る ガラ ス 素 材 を 作る 


き で 、 話 が 前 後 し て し まっ た が 、 こ こ で あら た 
め て 現在 の 光学 ガラ ス 製造 の 工程 を 眺め て み 
る こと に し た い 。 

ガラ ス 原 科 は 斑 、 個 誠 、 ア ルミ ナ 、 農 隊 バ 
リウ ム 、 化 ラン タン な ど だ 。70 種類 ぐら いあ る 


還 図 5 連続 始 解 炉 の 外観 


メン テ ナ ン ス の た め に : 
に 一 破 だ け 火 が 止め られ る 。 
それ まで の 須 間 は 24 時 間 、 軍 
馬 信 し て いる 左下 に 見 える 
代 か ら ガラ ス 原 村 が 投入 され 
る . 知人 の 内 憧 に は 聞 の 宮 
い 中 人 (プラチナ ) が 全 用 され 
て いる と いら 


軒 図 3 HOYA が 新開 発し た 
NRP 品 と 従来 品 と の 比較 


の RP (リヒ ー ト ブレ ス ) で 、 中 内 が 打 聞 人 の NRP (エヌ 
アー ルピー)。 右 の 研 太 み の 完 呈 と 比べ て みる と . 人 HP 


分 FNRP と の 有 状 の 違い が よく わか る だ ろう 。 形状 だ け で な ぐ 
表面 本 度 も NRP 品 で は 大 幅 に 缶 上 し て いる . も し 、 乏 RPR と 
有 じ 手間 と 時間 を か け て 研 府 す れ ば 、NRP 放 で は より 高度 な 
レン ズ が 作れ る と いわ れ て いる 


と いわ れ て いる 高 純度 の 鉱物 系 の 原料 の 中 か 
ら 5 15 種類 ほど を 選び 、 厳 状 に 計量 し て 混 
合 する と ころ か ら 始 まる 。 製造 する 光学 が ラス に 
よっ て 泥 合 する 原村 は 側 妙 に 異な る 。 そう し て 

合 き れ た 原 神 を 「 妨 ] の 中 に 入れ て 高熱 (的 
1.200 一 1500C) で 才 胡 する 。 それ を ゆっ くり と 
次 却 し て ガラ ス 材 に 作り 上 げ る 。 

を 使っ て ガラ ス 原村 を 府 有 する 方 法 に は 、 
二 度 の 始 解 を し て ガラ ス 素 材 を 作り 上 げ る が 法 
と 、 連続 和 解 炉 を 使っ て 一 度 の 埼 解 で が ラス 
素材 に 仕上 げ る 方 法 ( 図 1、 図 5) の 2 種類 が 
ある 。 一 度 椿 長 を する の は ガラス 素 材 の 品質 を 
より 安定 させ る た めで ある 。 一 度 日 の 埼 解 ( 租 
夫 解 、 前 寺 解 ) で 作っ た 惣 々 状 の ガラ ス 材 を 瑞 
び 刀 の 中 に 入れ て 再度 解 (本 埼 胡 ) し て ガラ 
ス 素 材 を 作る 。 手間 も 時 間 も か か る が その ぶん 
良質 の 素材 が 得 ら れる 。 し か し 分 で は 、 いっ き 
に 本 解 まで を 自動 的 に や っ て し まう 「 連 示 修 
解 炉 」 が 開発 きれ て 、 それ を 使う メー カー も 多く 
た 。 ガラ スズ 原材料 か ら ほ ほぼ オ ー ト メー ショ ン 
で ガラ ス 素 材 が で き あ が る 利点 が ある 。HOYA 
で は 科 竹 (ガラ ス 素材 の 傘 導 ) や 品 伏 に 
じ て 、 二 度 娠 解 方 法 と 連 締 炊 解 方 法 を 使い 分 
け で いる と いう 。 

その 背 は 、 粘土 で 作っ た 素焼き の 釜 で 高温 
埼 解 し 、 全 を 割っ て 填 し て ガラ ス 材 を 取り 出し 
て で い たり (橋上 ポ ッ ト 式 )、 高 価 な 自 金 を 使っ た 
伏 で 許 解 し て いた ( 由 金 ポッ ト 式 ) 時 代 も あっ た 
が 、 い ずれ も 過 醒 な 労働 条件 の 中 で 高い 騰 人 
技 が 必要 と され た 。 それ が 連 統 寺 解 炉 の 出現 
や 閥 解 の 技術 革新 に より 不良 品 の 発生 率 は 大 
内 に 減少 し 、 きら に 高 性 能 で 特別 な 機能 を 持っ 
ラス も 容易 に 作れ る よう に な っ た 。 


な っ 
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固 図 6 冶 融 ガ ラス か ら E バ パー の 製造 工程 


燈 か し た ガラ ス を 用 
分 け て 加工 する 


具 の か 


球面 レッ > 


まず 、 厚 
ス 枢 ( ス 
呼ば れる ) に 仕上 げ られ 
る ( 図 6)。 長い 枢 状 の E パ ー は ( 約 20m)、 計 
け て ( 約 10 一 15 時 間 ) 
近づけ な が ら グ (焼き 負 
( 
り 、 山 折 中 
大 切な 上 各 
カッ ト き 


有 帰 な 


) 加 ] 


ンズ サイ ズ に 


再 加 熱し 
の 形状 ( 外 】 


ィ イス 品 (RS) 


低 価格 に 


120 ウタ ルカ x ラ マ が が 


還 図 7 バー を 目視 検査 する 熟練 担当 者 男 図 8 アニ ー ル 処理 を 終え た 
ダイ レク ト プ レ ス 素 材 


た HOYA 
た 製 る が DP 品 よ り も きら 
高め た 画 其 的 
ガラ ス 素 材 の 目標 は 
| 非 球面 レン ズ 用 の ガラ ス 素 材 は 超 高 屈折 ・ 低 分 散 ガ ラス の 開発 
数 が 限ら れ て いる 
半球 面 レン ズ 用 の プリ フォ ー ム が ガラ ス 材 
以上 、4 種 類 の 光学 ガラ ス の 素材 は すべ て で な く 、 研磨 球面 が 
研磨 し て 仁 水面 し 川 で あ : も が 進ん で 先日 、 
21 種類 、 スモ ー ル ド 加 T 合 よる 簡 和 が 
夫 材 が ある , の 光学 設計 莉 最も 望ん で 


ルド 非 球面 は 、 ガラ を 柄 鶴 超 低 分 散 」 の 光学 ガラ ス だ 


( 非 球面 レン ズ は 研磨 する こと か 
た し た が ラス 素 図 9 HOYA で 製造 され て いる 
2 光学 ガラ ス 素 材 の 一 部 


作ら れる よう に な 
低 分 数 が ラス 素材 を 
作 使用 すれ ば 
を 1 枚 の 光学 し 


「 い い レン ズ は な に て し 


編集 部 宛 digitalcamera@impreSS-CO-jD〉 


KEAL 
BONES 


骨格 と 機能 美 |vol.5| 


湯沢 英治 


Eiji Yuzawa 


戦闘 機 の よう な フォ ルム か ら は 想像 で き な い 
背骨 と 5 部 位 の と レ と だ け の シン プル な 骨格 


アオ ザ メ shortfin mako shak 


1975 年 に 公開 和 骨 と 繋が っ て いな いこ と が 分 か る 。 し か も 、 


作り AWS] に よっ て 、 世界 は 「 サ メ ] を 海 に 住む 恐怖 の 確 に 言え ば サメ の 骨 は 石灰 化し た アゴ と 仙 の み で 、 そ れ 


シン ボル と し た 。 映画 に 登場 する 人 喰い ザ メ は ホホ ジロ ザ 
メ だ が 、 こ の 骨格 は デオ ザ メ で は 

アオ ザ メ は サメ 類 の 中 て 速 の 18 ノ ッ ト (時 連 
35km) 以上 の 連 上 動 的 な 
種 。 体 は 流線型 。 まる で クラ シッ ク 戦 半 揚 の よう な 迫力 あ 
フォ ルム イメ ー ジ だ 。 し か し 、 この 全身 匠 格 か ら は 、 
ー ル で 、 物 足り 
う 。 中 心 部 に 1 本 真っ 
棒 の よう な 背骨 


りか 。 それ は サメ 
『、 魚 に な りき れ な か っ た た め 浮 き 袋 
正体 が 肝臓 。 こ 
5 の だ 。 サメ の | 


計 臓 は 身体 全体 の 実 
骨格 も 異な っ て 


な く 、 未 完成 で ある よう に 感じ て し ま 
直ぐ な 背骨 が ある だ け で 、 助 示 も な 
の 未 直 、 肢 
に サメ の 特長 る シャ ー ク フィ ン ( 育 ビ レ ) は f 


が あ 
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M.ZUIKO レ ンズ と 旅 す る | 2 日 


ー も うぅ 一 度 あの 場所 へ 一 


ファ イン ダー か ら 見 える の は 今 の 自分 か 、 昔 の 自分 か 


もち が ML.ZUIKO レ ンズ と 上 も に それ ぞ れ の 思い 出 の 場所 を 訪ね る 。 


年 AE (2 、1(60、 =OEV) IS0 320 、 WB オ ー ト 
一 の レコ ー ド が 目 を 引く 。 靖 し い レコ ー ド が いろ いろ あっ た 
2、1500 ゆ . =OEV) ISO 200-WB: オ ー 


いる 倒 に 持 っ た. を 


OMDEM1 MZUIKO DIGIA 20。 12mm P 
バー に し て は 広め の 南国 の で も 、 な せ か 則っ ご こん な お 店 が 所 に あっ た ら 、 


の 違 開 の よう に 光っ て し まう た 


GTAL ED 12mm F20 12mn 
叶 「 国 の 区 の の 陸 笑 です キ 
NTAL ED 12mm F2.0 / 12m 
て みる と と の 店 る 還 名 の 


@⑥⑯ uzuikonemALEp mmE0 


沖縄 県 コザ 


ゆっ た り と 音楽 に 浸る 南国 の 夜 


翌日 は コザ の 町 


了 え て も ら っ た 


eng-Shing か 


沖縄 音楽 の 奥深 さと 温か さ を 教え て くれ た あの 人 た ちがい る 店 へ 


レコ ー ド 店 な ど を まわ る 。 沖縄 の 60 邊 


ボソ ボソ し ゃ べ る だ け の 


僕 が レコ ー ド を 何 枚 か か 
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122 タル カメ ラマ ガ ジ ン 722074 


SUMMICRON-M F250mm 
る だ ろう 少 女 た ち が 2 隊 の 等 庫 か ら ま ぶし も うに 外 を め て いた 。 殺 度 か シャ ッ タ ー を 切っ た うち の 1 振り 向い た その 名 は 、 まだ あと け な さがる 印 灸 だ っ た 


使う ほど に 手 に な じん で 、 離し た く な く な る 魔法 の レン ズ 


初め て 手 に し た ライ カレ ンズ 
が 50mm の スタ ンダ ー ド 
SUMMICRON-M F250mm で あ 
描写 、 コ ン パ クト な サイ ズ 、 
カメ ラ に 導 着 し た 際 の パラン 


ロン トン 市 内 を 示さ ダブ ル デ ッ カー 車内 晴 村 ま の 7 月 の 著 い 日 還 いく 時 痢 で あ 


さり げ な く スナ ッ プ で きる 
な 理想 の 組み 合わ せ だ 

この レン ズ を 手 に 入れ た の は | 
M-E と 同じ 約 2 年 前 
手 で 宝飾 品 の よう に 扱わ れる カメ ラ を 見 
胸 が 高 只 っ た の を 今 で も 覚え て い 
この カメ ラ と レン ズ で 自分 の 写真 が 


自 い 手 貫 を は め た 
る と 大 方 の 距 苑 を 合 
わせ て か ら 確 認 程度 
に ファ イン ダー を の ぞ き 、 
音 を 寺 か せ て シャ ッ ター を 切る 動作 
は 非常 に 心地 良い も の と な っ た 
作 の よう な 、 一連 の 作法 の よう に * 
ンズ が コン バク ト で ある 、 と いう の は 私 
旅先 で は 荷物 も 多く 
は 行動 範囲 を 広げ て くれ る 』 


昌 用 の Leica M-E に 
は SUMMICRON-M 
750mm を ほぼ 付 けっ 
ば な し に し て いる 。 ス ナ 
プ に は カメ ラ の スタ イル も 重 
要 。 大 き な ボ ディ に 大 砲 の よう な レン ズ 
で は 誰 で も 警戒 する , 


き 


く の だ ろう か と 。 今 ま 
で カメ ラ を 単なる 道具 
の 1 つと し か 見 て いな 


か っ た 私 に と っ て は 新 


ぼ SUMMICRON-M 
たまに SUMMILUX.M F1.4735mm ASPH 


た 上 が Lmica ME の か 


テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 72.2074 


還 teica ME SUMMICRON-M F2750mm AE (F3.4。 17180 
0.3EV ISO16o オー ト スペ イン 、 グ ラナ ダ の 世界 人 庶 で ある アル バイ シン 地 
区 - 宛 交 5 しい 時 誠人 を 寄せ 合い な が ら 小 届 へ と 入っ て いっ た の で 私 も 人 を 人 っ て みる | 
こと に し た ょ と 衣 性 が 遠 り が か っ た の で カメ ラ を 向け る と 、 大 は 還 導 、 性 は 攻 を 生 
3 


を 使用 する だ け な ら 、 小 さ な カ メラ 
足 の 赴く まま 歩き 、 
疲れ た ら ビ ー ル で 峰 を 潤し 、 た び 
て は シャ ッ ター を 切 


る 。 シ ャ ッ ター チャ ンス は 街 の いた きき : 約 e435X53mm 本 2400 
る も の だ 。 手 に な じん 

だ カメ ラ と レン ズ な ら 、 撮 り た い シ ー ン を 逃す こと も な に 落ち 着い た の は 、 や は り 「 い つも の レン ズ 」 と いう 

い 。 うっ すら と 青み が か っ た 色 味 と 少し 強め の コン ト 安心 感 に よる と ころ が 大 きか っ た の だ ろう 。 強い 日 

ラス ト は 、 所 感じ た 光 の 印象 を より 鮮やか 差し の 中 で 逆光 に も よく 耐え 、 ど ん な シチュ エー ショ 

に 再現 し て くれ る 。 ン で も 安定 し た 鑑 写 を 紡ぎ 出し て くれ る 』 も うこ れ 1 


昨年 の 7 月 に 訪れ た ロン ドン は 、 雨 が 恋し く な る ほ 
どの 晴天 続き / 


た 。 聞け ば これ ほど の お 天気 は 


て は いた 


大 由 和夫 だ いも ん みな 
3 


RING CUBE」 
= る 。 hnpowww minadaimon cotm 


5 よい 。 使え ば 使う ほど 離れ られ な く な る レン 
の こと だ と いう 。 あ れこ れ と カメ ラ も レン ズ も ズ 、 そ れ が SUMMICRON-M F2/50mm の 一 養 の 交 
、 結 局 いつ も の SUMMICRON 力 だ と 感じ て いる , 


硬 Leicn MLE SUMMICRON.M F250mm - り 人 和 AE(F3.4 11.000 愉 一 10EV) IS0 200 "WE オー 
計時 間 を 骨 き た あたり に ホテ ル を 出 て 、 いつ も ど あり サン ドイ ッ チ に 氏 の 陣 単 朝 衣 を 公園 で と っ た 周り 道人 の 所 
を し て 上 由 を 上 ける と スマ ホ を 庄 め る 女 作 。 制 用 が その間 を 医 し く 原 らし て いた 

還 Laica MLE SUMMICRONM F250mm - 衣 り 先 AE (F4、!180、07EV) ISO200 WB: オ ー 
ロン ドン の パン グラ デシ ュ 人 析 、 ブリック レー ン 。 きま きま な スパ イス が 知る 庫 な か を スナ ッ プ し ながら ゆ いて いる と 内 光 が 
月 し ポーズ 、 同 じ 表 情 で アイ メ を か じ っ て いた . 胡 年 一 緒 に いる と や は り 人 て くる る の な の か 


ライ カ 


SUMMICRON-M F2/50mm 


“公示 日 :2006 年 10 朋 9 日 @ 仁 格 :248.400 円 
本 4 者 6 欄 培 り 有 お 本 B 層 衣 り iF2 
時 FI6 番 和 所:070m フィ ルター 各 :E39 


ど ロン ドン で は 味わい 尽く た 


ッッ 2204 125 


DGPTALCAMERANAGAZINE 


計 し < は 友紀 URL を ご 抱く だ さい 


フォ トコ ン テ ス ト は 
すべ て の 部 門 が 


フォ トコ ン テ ス ト の 綴 果 は 、 
URL で も ご 覧 いた だ く 
こと が で きま す 、 
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「 厩 祭 下 WWH6o 介 で | ke es 


Hp" つ 色 つ " 明 説 せ K ャ ーー トド 


に っ mp" 


ジン 
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「eternal 


moment | 
作 著 一 本 田 時 子 ( 栃 本 県 ) 


国 詩 バリ の アレ クサ ンド ル 3 世 栖 の ニン フ 
像 の 前 で キス する カッ プル 。 パ リ を 歩く と 、 キ 
ス す る 恋人 た ち を 目 に する こと が し ば し ば あり 
ます 。 し か し 、 異国 で キス 中 の 見 知ら ぬ カ ッ プ 
ル に カメ ラ を 向け る の は 、 な か な か 度 用 が いる 
も の で す 。 作 者 に よる と 、 この 2 人 は ニン フ 
像 の 撮影 を し て いた ら 、 た また ま 現れ て 写真 
に 揚 る こと が 出 きた そう で す が 、 隠し 撮り 風 で 
は な く 、 堂々 と 撮っ て いる 点 に 好感 が 持て ま 
す 。 育 景 の 雲 の 色 味 や 究 囲 気 、 ニ ン フ と カッ 
プル の 構図 が 絶妙 で 、 す て き に まとまっ て い 
ます 。 愛 が 感じ られ る 写真 っ て 良い で すね 

| 人 に カメ ラ を 向け る と き は 、 た と え 
スナ ッ プ で も 「 朋 像 権 ] が 頭 を よ 
ぎり ます 。 正 意 ある 表現 で な けれ ば 良し 、 と す 
る の も ひと つの 考え 方 と し て アリ か も し れ ま せ 


ん な 
「 横浜 中 華 街 の 夜 | - 》*ed 了 の 
スラ: ソニー CVterahot DSC-RXI レタッチ:Poloehop Ughtoom 5 に で RAW 還 Ptomty fhomho 2 地理 只 
較 夜 の 横浜 中 葉 街 の 建物 と 人 ご み の 様子 を 、 この 作者 独自 の 絵画 の よう な 作風 で 表現 し て いま す 。 どの くら い 手 が 込 ん で いる の で し ょ う 7 この 作品 は 
カラ ー と モノ クロ 、 それ ぞ れ に つい て 約 10 枚 程 度 撮影 し 、RAW 現 像 、HDR 化 し 、 それ を 1 枚 に 合成 し て 、 最終 的 に 色調 補正 を 加え て いる そう で す 。 作 
品 作り に か ける 、 作 者 の 強い 情熱 を 感じ ず に は いら れ ま せん 。「1 シャ ッ ター 撮っ て 出し ] の 作品 が 持つ 皮 発 力 の 強い 表現 と は 異な る 、 持続 で 家 現 され る 
世界 を 作者 は 作り 出し て いる の で 
この 手 の 込 ん だ 作風 か ら 、 こ の 作品 の 作者 が 一 目 で わか る 人 も いる で し ょ う 。 独自 の 作風 を 持ち 、 表 現し 続け る こと は 、 強 み 、 苦 し み 、 ま た 励み 、 
楽し み に も な っ て 作品 力 を アッ プ させ ます 。 
4 人 ミラ ー の 街 の l [並び 
4 放 ニ フ yL 人 ネン の 者 9] WW 


神奈川 (大 孤 誰 ) 


「 立 ち 枯 れ 
壮一 Kuvt( 東 京 才 ) 


DO0E ンズ :AFS NKKOR 70.200m 


よ で は っ きり 見 える よう に 舞っ て か 
居 わ で す ち 。 


し 机 中 天 害 り で 、 下條 が も ラク 


全 


のみ 分 か ちな い 人 も いま す 。 何 か 、 ヒン ト が あっ て も 良い か も し れ 
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。 。 諾 it 


市 用 和夫 (埼玉 世 ) 


oosmops 


と チョウ] は 、 季節 柄 か 、 今 回 、 左 党 に 多く の 作品 が 寄せ られ まし た 。 この 作品 は 人 
適 レン ズ の 特性 を よく 生か し な が ら 、 シン プル な 構図 花 の 角 と チョ ウ の 動 の 対比 、 そし て 色 の パラ ンス が 
夫 紗 で す 。 作者 な ら で は の 、 絵 二 と 写真 の 融合 を 二 議 し た 作品 作り が 見 事 で す 」 

加 EZ 狐 自 の 作 販 や テー マ を 奴 持 し 、 造 剛 し て いく と どう し て も マン ネリ 化 に 同 り や すく な り ます 。 こ 
の 作者 の 秒 軟 な 視 と 、 さま ざま な 是 で 表現 世界 を 広げ て いる と ころ を 見 習い た いで すね 。 


「 飲 みた い ケ ロ 」 
全員 ( 佐 所 ) 


困 還 人 W で し ょ うか 。 赤 時 の 5 る 空 の 人 と 
み 合 わせ が と て も 印 及 ) で 、 寺下 と 所 区 びあ よれ る 人 
騙 R 本 カエ ル G 時 の 奄 に 、 邊 岩本 り 付い て を 取っ で いた の か も し れ ま せん が 、 そこ に 気づき 、 う まい タイ 
IM を つけ まし た 。 共 の つか る 方 り の 肖 内 いで すね 


< 補 を 時 自 禁 の 是 か り 。 この 公記 


信人) | 里山 に 降る 雨 」 


作者 中 村 工 ( 大 孤 放 ) 


ゃ ん 6 剤 の 中 、 ズー ムレ ンズ の 名 人 の 計 和 果 を 生 か 
も 言い た く な る よう を 折 り 強 見事 に 提 - て いま す 


困 R 本 タイ トル の よう に 、 下山 の 信子 を 次 た め に は ば 人 
しい 公明 は も う 少し ば み し 、 クイ トル も ひと 工夫 する の も 悪く な 


に 向い ます 多加 『 主 生 価 に 


2 タッ / 光 革 や 遊 明 感 の ある 花 が 和 力 的 。 トリ ミン グ で 花 の 思 度 を 高め て みて は ? 


HEYEHSM 


電化 


信 側 「 秋 欄 」 カメ ラ ニコ ン p7000 7 10mm F28 Ex 


作 潮 = 衝 ( 北 洛 道 ) ) レタ ッ チ :Wndows Le フォ ト ギャ ラリ ー 


軸 い 全 が あ の 青 党 の 下 、 上 


和信 し て いる よう に 見 えて 、 本 に カメ 
全 外 と スカ スカ に 聞 の び し た 空 昌 
見 えま す - 食 民 レ ンズ を 会 うと 、 香 
補 則 和 電 が 理 し く を り ます 。 地 画 や だ 右 
を 且 を と 衝 下 3 


「 寺 より 高く 」 


和佐 


較 要 に 細長 い 画像 の 上 下 を 量 く 落と し て 、 さら に パノラマ 店 を 強 軸 し た よう な 大 会 の 風景 写真 。 た れ 込め た 桂 の ニュ アン ス と 、 いく 朋 
も の 光世 の 栖 子 が 、 草 幸 に 光 が 差す 光景 の よう 。 不気味 な 成 じ と 一抹 の 希 形 が 待つ 未来 を 時 示す る か の よう な 面白 い 電 が あり ます 

思 光 と 除 を うま く と ら え て いま す 。 それ も その は ず 、 これ は 偶 閣 の 1 枚 で は な く 、 光 立 の よう す を 見 な が ら 何 回 も シャ ッ ター を 切っ た そ 
う 。 粘る 、 た くさ ん 撮る 、 選ぶ 。 大 切 で すね 


志 
spN こ 
(e「 デリ ー お 宅 訪 問 
作者 柳田 即 一 郎 (イン ド ) 


PO 
国生 の 方 で 白い 全 を 上 1 
表情 ど 、 二 朴 で は の ば の し て 

で ちさ がり 時田 約 で いい 人 所 で す 

カッ ラ を 向け て も 擦 が られ ず に 肖 措 で きる の は 、 王 真 
ゆきの 人 情 に よる も の で し + う 。 下 時 に 人 と 生生 全 住 を 箇 け る の 


評 滞 で は 大 切な ポイ ント で す 人 違 「 密 談 」 


作 湖 = 収 元治 代 ( 三 重 県 ) 


年 の お 区 る ん らし き 人 の 
全休 の 人 も 沙 ち 人 い た 名 


十 が 振っ て いる 中 、 ひと つの 傘 の 下 に 身 を 寄せ る 、 と て も 仲の 良さ そう な 3 人 の 少女 。 何 を し て い 
る の で し ょ う ? 何だ か 謎 めい て いて 、 少女 期 を 題材 に し た 映画 の 1 コマ を 見 る よう な 、 詩 的 で 幻 的 な 夫 
固 気 が ある 作品 で す 。 少女 た ち を 画面 の 左側 に 寄せ た 構図 が 効い て いま す 。 
背景 の 木々 や 、 まき が 物語 性 を 高め で いま す が 、 も う 少し 、 ぼけ て いて も 悪く な いよ うに 思い 
ます 。 また 、 モノ クロ は セ ビ ア に し て みる と 、 容 囲 気 を さら に 強く 演出 す 


中 


本 胡 る 介 も 、 ホッ と た め 朋 が ちる よう な や し の 1 本 ズ 
の 有人 の 和信 を 生か し 、 虹 索 の 人 の 前 容 に お る 千花 を きれ い に 
近 計 や 、 和 が 多い 
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に つい た 木々 が る 氷 四 。 そ で 6 舟 み に 湊 れ る 前 人 に 日" し て に 
選 界 。 公 叶わ い が あ り ま す 佳作 「Cotton Days 


作者 = 野 多大 ( 震 玉 県 
補 し 、 由 173 に 色づい た 本 6 配 し た 、 作 者 の 本 へ の 記入 識 が 何 わ れ ま す 。 在 次 大 ( 垢 上 
(な 8 もう で E m 


の 上 げ . 黄 が 目 覚め る か の よ 


0 TUne 
井上 揚 誠 く め : 
(分 上 


な な した 廊 の 
介し た 村 還 

BT 
ター チャ ンス この 人 


3. 3 か て いる よう 人 に も 見 える ユニ ー ク な モノ クロ 人 。 を 邊 と 時 で 大 
し トロ で オジ ャ レ 。 衝 肛 じす ー 
が 、 潤 写真 で れる 本 軍 所 を し 上 し て いま す 。 貧 導 の シャ 

する 生前 は と て 6 見事 6 


night flight 
き ーNauki T 
<Noktom6>( 沖 
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1 と み し て 
ラン クア ッ プ / 


も の 唱 か み を 感じ る 作品 。 円 を 中 
心 に し て 真 四角 写真 を さら に 魅力 的 に 


その 曹 線 杖 の 光 計 を モノ クロ で 表現 。 モノ クロ に で 
りく 、 困 的 に 美しく 見 せ て いま 


回 。 回 数 を 重ね て 見 
し み 方 で す 。 毎回 、 
いれ 
の 作風 、 


これ は 全体 的 に 


れ ば 、 表現 の 多 


良い こと だ と 思い ます 。 特に 、 毎 回 自 


な スタ イル が 寄せ 


本 田 一 咲 先生 の られ る 点 
今月 の ひと こと 上 の 人 


し ょ う 7 脂 段 は 邊 9 
外 身 近 に あり 


Tonight・・] 


作者 = 小 同 須加 (京都) 


* た 
そし て アイ デア に 宮 み 、 独 信 的 、 攻 


よう な 作品 の アイ デア 


ショ ン で の 提 影 と の こと 、 撮 影 の アイ デア や 場所 は 、 案 


見 える 多く の 作品 群 は 、 個別 に 見 て いく と 、 平 
均 化 き れ た 表現 で ある こと が 少な く あ り ま せん 。 平均 化 
と は 技術 的 に は 上 手 な の に 、 それ ぞ れ に 差 が な いと い 
っ た 個性 や 独自 の 表現 スタ イル 


と は 思い ませ ん が 、 ほか の 人 と は 異な る 


難し そう で す が 、 撮影 の 時 間 葵 や 
、 作品 は E 


作者 名 の < > 内 は GANREF ネ ー ム を 表し ます - 応募 に 関す る 詳し い 民 明 は 、http2/qanrefjp/photo_contests を ご 賢く だ さい デジタ ルカ メラ マガ ジン 22074 133 


選者 : 石 橋 睦 美 毎年 恒例 の 「 紅 葉 フォ トコ ン テ ス ト 」。 今回 も 紅葉 の 難 力 が 伝わる 力作 が 多数 寄せ られ まし た 。 今回 の 選者 は 、 昨年 の デジ タル 
フォ ト 部 門 選 者 で も あっ た 石橋 計 美 氏 。 こ と で は その 選考 結果 を 石橋 氏 の 選評 と と も に ご 紹介 し 


ド h 


wor 。tASw と ct 湯河 石 国 周 , 齋 貞 若 際 S 趣 
ざき 阻 万 と て で き 薄 呼 の 


| に て に れる 上 生 NT き に に いた た に いい | 


旨 と 可 き こ 唄 8 税 


lu ユ テ VT さ 湊 


な の へ べ 


い 


1 が E に し トコ 


只 。 革 江上 幼生 


男 Sr+ 。w 


浮 国 


中 界 ら Ac 常 湘 上 表 問 全品 小 FwEr 湯 還 滑 澤 
遂 き 
国 周 放 双 囲 痢 き 革 3Q は 上 k 品 知 還 泥 油 遂 計 回 革 舎 ご: 
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「 な ん や ろか … 


者 可 行 区 (人 人 上 


作者 は 、 私 が 本 誌 フォ トコ ン テ スト デジ タル フォ ト 部 門 の 寄 査 揚 
毎月 素晴らし い 作品 を 応募 され て いま し た 。 奈良 公 
く 、 春 を モチ ー フ に し た 秀作 も 多数 あり まし た 


景 と な る 木立 を か す その た め 
- 森 の 中 か ら 鹿 を 見 て 
容 を 和 穫 に 、 明け や 
作 少 = 田上 役 ( 馬 本 県 き わっ て くる よ 


第 一 章 ・ 霧 水 と 黄葉 の 小田 代 
原則 導く in my iMage> 
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「 鏡 の 庭 作 考 = youkcy( 北 道 ) 


宰 「Rivalry」 人 昌 人 宇 ( 代 県 


る 寺 の 林地 


テモ チーフ c 


叶 mmowcarev FYTTE 
作 斉 = 相賀 望 弘 ( 岡 山県 ) 


空 紅 権 | 作者 = 後 花 龍 二 ( 福 烏 県 ) の 


| 今日 も 来 た の で すか 」 


作者 = vumipoko (上 海道) 


と AN NE 
「 岩 の 上 に も 」 


作者 Fallen.Roses( 埼 県 


カメ ラキ ヤッ ン EOS 50 Mk レンズ:EF300mm F28LUSM 
ylPhvmo ilionWl に て を 務 : 池 


イチ ョ ウ の 落ち 葉 が 前 り 委 か れ た 場所 で 、 ほ は を 計ら ませ て 食べ 物 を ほう ば る エゾ リス 
が と て も か わい らし く 、 思わ ず 笑 み が こ ば れ て きま す 。 そし て 黄色 い 落 ち 葉 が り ス を 優し く 包む 
布団 の よう に も 見 えて きま す 。 生 が 来る 前 に 、 栄 募 を え よう と 必死 に 動き 回 る 野生 動物 の 
息づかい が 聞こ え で くる よう 。 作者 の 動物 へ の 優し み が 伝 わ 


DEM5 レン ズ !MZUKO DIGIALED 1250mm FR56SE 


黄葉 選 り の イチ ョ ウ の 大 木 を 大 きく 取り 入れ て 、 抽 に さり げ な く 本 堂 の 
部 配 し た 構図 が 見 事 で す 。 この 画面 成 に よっ て 、 秋 の 風情 に 包ま れる 等 
の 静けさ が 感じ 取れ る の で す 。 一 見 する と イン パク ト が 本 いよ うに も 思え る 映像 
な の で す が 、 こ の 作者 の 遍 性 は か な り ハイ セン ス だ と 推 窪 いた し ます 。 鞭 葉 と 
樹 肥 に お 太 を 配 し た 映像 か ら 、 気品 が 香り 立っ て きま す 


出し て いま す 


放 拓 が 鹿 い と ころ 


5 E べ る と 、 や や 早く 人 が 訪れ で いる よう で す 。 アジ 
「 紅 葉 ] と 「 桜 」 の 各務 節 
の 憲 栓 を 、 今 回 か ら 揚 
り ま し た 。 紅葉] が] の 今回 は 1.200 京 ほど の 応募 


を テー マ と 【 


まう 倍 向 が あり ます 。 入賞 作品 を ご 
けれ ば わか る と 思う の で す が 、 すべ て 搬 虹 意 較 が 
は っ きり し そこ に 秋色 が 添え られ て いる 、 と いっ た 画面 構 
成 に を っ て いま す 。 私 は 、 秋色 は 画面 を 館 る 上 の 装飾 で あっ て 、 紅 
葉 が 画面 に 映し 込 映像 が 華やか に な る 被写体 だ と 考 
で いま す 。 簡単 に 言え ば 、 画面 構成 上 で の 主役 に な り づ らい 披 写 
体 わき され ず 自 分 の 感性 を 働か せ 
て 、 秋 の 風景 を 見 つめ て 見 れ ば 、 自 己 表 現 が 顕著 な 喘 像 表現 が で 
きる は ず で す 。 次 回 も 序 作 を お 待ち いた し て お り ます 。 


で 尺 し た 人 に は め 
見 て いい 
れ た 空気 品 が あり ます 。 モデ ル の た 


ト ら 作品 で す 


ほっ こり 紅葉 締 季 」 
作 省 = 金野 賞 之 (千葉 県 ) 


「 美 馬 邊 晩秋 」 


作者 登 英 雄 (北海道) 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン で は 、 2014 年 に デジ タル カメ ラ で 


2014 年 11 月 20 日 一 2015 年 3 月 20 日 
揚 影 され た 紅葉 の 写真 を 和 集 し ます 。 ご 応募 いた だ いた 作 


北海 導出 か ける と いつ も 世 


る の で す が 、 風景 の 広がり と 、 人 間 の 生活 国 の パテ ンス が 健康 的 


9 の で す 。 自 


Web サイ ト [GANREF」 
空 間 が 大 きく 、 そこ に 人間 と 動物 が 共存 で きる 環境 が 生じ て いる 。 作品 は 美馬 邊 小学 校 の 周辺 に 広がる 秋 の 林野 と 1 と 記 の 中 が ら 、 入 次 作品 を 選定 し 、2015 年 末 発 売 の 酸 [ に : InrefLip/) 内 の 
依 微 的 な 王 策 物 を 組み 合わ せ て 清らか な 空気 感 を 表現 し で いま す 。 こん な 場所 で 教育 を 施さ れ た ら 、 子ども た ちの 心 に あと ーー ンコ ンー ニン ニ バ ーー ム 3 て 「 コ ン テ ス ト 」 か ら ご 応募 くだ さい 


り が 生ま れる こと で し ょ う 
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piermArcAwERAMAcAziNE PHOTO CONTEST 2014 征 12 月 号 選 者 


プリ ント 。。。 | 


人 の 析 箇 は ブリ ント 用 の 人 部 人 を 款 し て いま す 


(千葉 県 ) 


| situation number 4 | 


上 : ビ 2 トリ コピ クト リコ プロー フォ トキ ャ ン ルス ペー バー 馬 : 和 上 
男 語 視点 や 発想 が 独創 的 な 作品 で す 。 作 品名 が 何 を 意味 し て いる の か よく 分 か ら な い の で す が 、 見 て いる と 自然 に 
画面 の 中 の パズル の よう な 世界 へ 引き 寄せ られ る 感じ が し ます 。 町 中 で の この よう な 色づか い は 海外 で は よく 目 に し ます 
が 、 日 本 で も 着眼 点 と 画面 構成 し だ いで 、 うま く 切り 取る こと で 面白 い 作品 に な り ま すね 。 正 対し て 真っ すぐ に と ら え た 中 
の 緑 の ア クセ ント も 効果 的 で す 。 白い 盤 も 上 の 方 は 色 が 少し 違っ て いて 、 下 の 方 は ひび が 入っ て いる な ど 、 じ っ くり 観察 
する と 色 だ け で な く 各部 の ディ テー ル も 楽し め ま す 」 

手前 に ある 植物 の 画面 下 側が ほん の わずか に ぽ け て いて 描写 が 甘く な っ て いま す 。 統 り を 絞り 込ん だ り 、 ピン 
ト 位置 を 変え た り し て さら に 被 写 界 深度 を 深く し 、 パン フォ ー カ ス に 仕上 げた 方 が 作品 の 完成 度 が 増し ます 


EQS SDMawtm フリ ンター: キ セブ ン PBXUSPROG 義人: ビク トリ コピ クト 
PORT 


発電 所 と し て 使用 され て いた 施設 で 撮影 さて た そう で す が 、 使わ れ な く な っ た その 瞬間 か ら 時 
間 が 止ま っ て し まっ た よう な 、 で も ゆっ くり と 流れ て いて 、 そこ に ある いろ いろ な も の が 少し ずつ 風化 し 
て ゆく 様子 が 感じ られ ます 。 その よう な 光景 が 、 まぶし い 光 | され て 美しく 目 に 飛び 込ん で きま し 
た 。 人 が ここ に いた は ず な の に 、 その 気配 は まっ た く な く 、 それ より も 電話 機 や 鉛筆 削り な ど 取り 残さ 
れ た も の の 存在 感 が それ ぞ れ に 強く 感じ られ ます 。 サビ や カビ な どの ディ テー ル が この 空間 を 演出 す 
る 模様 の よう で うま く な じん で いて 、 その 組 部 まで を 再現 し た プリ ント に 目 を 奪わ れ まし た 

顔料 プリ ンタ ー だ と ホワ イト フィ ルム の ボ ポテンシャル を 十分 に 引き 出す こと は で きま せん 。 柴 
料 プ リン ター を 使用 する か 、 ある い は マッ ト 系 で 白色 度 が 高め の ファ イン アー ト 紙 な どの ほう が この 作 
品 の 有 雰囲気 に 合っ て いる と 感じ まし た 。 = 
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「〒」 female]」 


[ 賠 視 」 59RS0e お [張り の 記 人 
ウッ チー パパ (東京 都 ) = ャ ヤ ー 作 痢 = 田村 祐二 ( 般 賀 県) 


] 


ッ ラニ コ : M トリ コブ 【ー 環 0 虹 MD 
手前 に 伸び る ふた り の 影 を と ら えて 、 天地 を 逆 に 見 せ で いる わけ で すね お 。 デフ ォ ル メ さ れ た 影 の 形 が どこ か 維 
画 的 で 、 その ユニ ー ク さ が 目 を ひき ます 命 に 自転 車 を 線 習 する 女 さ ん と 、 それ を サポ ー ト する お 勾 さ ん 、 その 
様子 を レン ズ 北 し に 見 守る お 父さん 。 この よう な 家族 の 記録 写真 も と て も 良い も の で す 
皿 罰 Kg シャ ッ タ ー チ ャ ンス 優先 だ と 思う の で 仕方 が な い の で し ょ う が 、 画面 右上 の 四角 い 分 分 が な けれ ば 、 より シ 
プル で 統一 感 の ある 画面 情 成 に な っ て いま し た ね 。 左下 の 足もと の ハイ ライ ト は 消し て し まっ て も 良い で し ょ う , 


因 古 所 の 中 か ら に 5 まれ て いま す 。 カメ ラ 目 線 で 握ら れ た 写真 だ か ら 当 作 な の で す が 、 これ 以上 近づく な ! と 目 で 
訴え て いま すね 。 子 千 を 計る ろう と 必死 な の で し ょ う 。 その 胞 場 友 が ダイ レク ト に 伝 わ 力強い 作品 で す 。 ご 応 作 
か らい つも 似 た よう な 隊 じ で 見 られ て いる の で すか ? 私 と 同じ で すれ (苦笑 

Ng 硬 周辺 分 を 少し 申 く 落と され て いる の は 、 主役 に 視線 を 集め る た め に 効果 的 で す が 、 背景 が 平 た ん か 
無 時 色 な の で カラ ー ノ イズ が 少し 気 に な り ます 。 主役 に 影響 し な いよ う 、 この あたり も きめ 細か く 補正 され る と よい で 
し ょ 


思 吹 | 位 = prewo(K 県 


「 微 か な る 


上 あと 少し で 
。 ei ラン クア ッ プ / 
を 園 を 信 きしむ 音 が 聞こ えて くる 一 枚 
ゃ 関し ゲー プリ ント の クオ リティ ー を さら に 上 げた い 
り 較 まる ポ 
が 本 を 
も を を て ト 
臣 い で 和正 イ 
えも 画 人 人 
内 に 人 
頁 
と 
し を 
ひど 植 
と と 物 
の が チ 
画 あ 3 
画 る ウ 
3 
欄 れ 全 Shadow in 
剛 ま を し Se my shadow-」 
衝 と 「 階 段 下る 」 人 吉井 争 一 ken コ (大 阪 有 
カイ あ に ミ 者 球 厚 (大 匠 座 ) Ms 
人 8 2 eee 「 気 配 」 
誕生 き て 『 机 昌 く takbo>( 攻 県) 
に 村 の 四 て の 
ます oe ュ 3 jacpeo 6 
きす] 日 2 人 が 写 
そ て を いで の ャ っ で が さん た ち が 小 さい ころ よく 遊ば れ て いた 公園 と の こと 。 その 元気 な 様子 が 思い 浮か び 、 笑い 声 が 聞こ えて くる 
を る る を き で た り も 、 こ の 表現 に 含 っ て いま すね 
% 洛 で る 2 上 も う 少し だ け 同 り の 情報 が 入っ て いる 方 が 、 子 ども た ち が は し ゃ ぎ な が ら 元 気 に 
に 科 3 する 半 所 ん で いる 要 子 な ど が より 目 に 浮か び や す いよ うな 気 が し ます 。 で も 、 気配 を 打ち 消す よう な 余計 な も の が 入ら な いよ 
る に し た 結果 な の か も し れ ませ ん ね 
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0 は 、http7aanrefjplphoto_contests を ご 拒 く だ さい デジ タル カメ ラ 


「 弧 を 描く 」 


作者 岩下 員 平 (鹿児島 


ヤノ ン EOS5D Ma 
キヤノン PUS MG6230| 
用 キャ 中 用 


人 市 
お 子 さん が 元 る 様子 を うま く 
表現 まれ て いま す 。 所 昌 場所 は 人 取 砂 丘 と の 
す が 、 梓 田 正治 さん に 慎 れ て 訪れ られ た 
の で し ょ うか 。 その スケ ー ル 感 を あえ て 取り 込ま 
ず に 、 砂 を キャ ン パス に 個性 的 作品 に 仁 
上 げ ら れ て いる 点 が 良い で すね 。 夏 の 日 差し 
や 叶 さ が 感じ 5 れる プリ ント も 印象 的 で 

7 較 玉 ほん の ちょ っ と だ け 陰 東 を 強 語 す 
る な ど 、 足 四 の ディ テー ル が も う 少し 感じ られ る 
と さら に 効果 的 で し ょ う 。 その 方 が 、 お 子 さ ん が 
寺 り 回 りな が ら 砂 の 上 に 役 を 描い て いる 様子 


ニコ ンカ レッ ジ 協 左 の も 


写真 教室 の 前 半 編 を レポ ー ト ! も ちろ ん ゆき びゅ ー も 


~ デ 写 教 "シリ ー ズ の 新刊 世界 一 わか りや す 
ジタル 一 訓 レ フカ メラ と 写真 の 教科 書 動 
物 園 & 水 族 館 の 据 り 方 編 」 の 発売 を 記念 し て . 
動物 写真 家 ・ 内 山 最 さ ん に よる 撮影 実習 イベ ン 
ト が 全国 各地 の 動物 園 で 行わ れ て いる 。 今月 は 
日 本 平 動 物 園 編 と 富士 サフ ァ リ パー ク 編 を レポ ー 


全国 4 会 場 動物 園 ) で 行わ れ て いる 世界 一 わか りや すい 生還 


に 行っ て ます 


ト し よう 。 今回 の 参加 者 全員 に ニコ ン か ら D7100 
が 貸し 出さ れ た 。 レン ズ は 動物 園 撮影 須 の 
望 癌 レン ズ と し て AF-S NIKKOR 80-400mm 
4.5-5.6G ED VRT と 、AF-S NIKKOR 
70-200mm 72.8G ED VRI を は じ め 、 色々 な 
望遠 レン ズ 用 意 す る と いう 大 融 振 る 舞い 。 まず は 


LN- ト lp き Owー 


"動物園 で 撮っ た と は 思え な い 動物 写真 " を 撮る 
テク ニッ ク を 学び 、 その 後 は 実際 に 園内 で 提 影 実 
百 。 背景 に 人 工 物 を 入れ な い 工夫 や ナイ ト サ ファ 
リ の 狙い どこ ろ な ど 先生 か ら 指導 を 受け る 。 最後 
は お 待ち か ね の に 。 両 会 場 も 力作 ぞろい 
で 、 それ ぞ れ の 感性 が 光る 作品 ば か り だ 


が より スト レー ト に 伝わっ てく る は ず で す 。 


参加 者 
D7100 と 望 各 レ ンズ を 
お 貸し 出し ! 


一 還 レ フ と 科 癌 レン ズ の セッ ト が ずら り と ん だ 林 は 宙 だ 。 講 レ ンプ を 紋 め て 使う に いう 方 むい て 介 初 は 
タタ 竹の子 だ っ た が 。 替 昌 ば か し て 動物 を アッ ブ で る 打 を 分 に 叶わ っ て も 5 えた は ず た 


講座 を 聞い だ ら 、 
撮影 開始 ! 


1) ュー モア た っ ぷり で 大 妊 放 の 内 山 先 生 の 友 
1 放 。 サイ ン 合 で は イラ スト 6 担当 し た 私 b8 く に 


て ペン を 持た せ で いた な くう 一覧 も 


あと 少し で 。 まる で 「 リ ュ ウ グ ウ ノ ツ カ イ 」! 
シタ ア ッ プ / 全体 の 階 諾 の つなが り に は 要 


E 意 


「Deep sea fish] 


一 N 日 本 平 動物 園 撮影 編 富士 サフ ァ リ パー ク 撮影 編 
( 加 上 


に 


下 凡 を 析 和 し て 思い 況 い の 動物 を 所有 中 時 折 内 先生 が 6 の アド バイ ス 。 半 は レッ サー バン ダ の お 
タイ ム に 間 天 リン コ 手 で 村 っ て 食べ る 実に [な わい い 一 》」 の 施 が び 区 っ で 大 臣 り 上 が り だ っ た っ 


[ous aun u 


習 別 ス の 硬 内 は 、 選 が て 失 生 し や すい 卓 。 参加 省 の 選ん は お 
名 索 に シャ ッ ター を 科 っ で いた 。 実は この は 今 シー ズン 時 化 の ナイ ト サ フ ァ リ 開催 


山田 電 月 ち e ん (11 歳 ) 


町 天 人 を イメ ー ジ し な が ら 放 謀 レン ズ で 当 され た あたり 。 な か な か が 5。 この デフ ォ ル メ 
され た ら せ 人 隅 彼 私 が すぐ に 演 直 し た の は [リュ ウ グ ウ ノ ツ カイ で す 。 そん な うに 見 えて きま せん か 7 
Te プリ ント だ に 相馬 の は ん の 5 に つい の で す 。 ノイ ズ に よる ぎら つき も で き を だ 
け 拉 え 5 れ で いる 方 が 望ま し いで す が 、 それ より も 全体 約 に 用 衣 の つなが り ダ い ます 。 特 
誠 い 部 分 の 双 間 請 の 再 性 が 不 自 胡 1 ダコ ント ラメ ト 
や 昌 度 の 訓 久 を 失 え 9 に し て 、 ブリ ント 


も フ テ キ で す 。 ュ 
よう か 。 そん 6 表 依 や し くさ も 錠 5 


二 


に 必ず 行っ て いる の で す が 、 


小林 和子 さん 


この も 子 きん 直 の 作品 が 押立 っ で いた 。 チー ター の 入 し 提 

イオン の 尼 半 を ど 、 大 人 新 負 の カ | 
DP18 っ て し まっ た ほど 。 届 と 生気 の 
代入 和 写真 が 楽し めく 
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金色 づく し の テア クモ サリ ー や 化 粧 箱 
名 人 れ サ ービス で 特別 感 が アッ プ 


NNA MA で H コ を 
ホテ リ イ ン の 人 ANDC8 


ET 個性 派 カメ ラ ヵ 欲し い ! 


色とりどり の 注目 カメ ラ 新 製 品 レ ポー ト 


コシ 


ニコ ン Df 
ブラ ッ ク Gold Edition 
人 子 定 日 :12 有 4 昌 
予想 実勢 価格 :315.000 円 前 後 
ニコ ン Df 
50mm f71.8G Special 
Gold Edition キッ ト 


日:12 月 18 昌 
也 和 実勢 価 格 :335.000 円 和 和 


上 定 
1000 


クラ シカ ル な 外観 と ダイ ヤル に よる 操作 性 が 
人 気 を 集め た ニコ ン Df の 発売 1 周年 記念 モ 
デル が 数 量 限定 で 新 登場 。AF-S NIKKOR 
50mm 人 71.8G の リン グ カ ラー が 全 色 に な っ た 
レン ズ キ ッ ト モ デル も 用 意 され る 。 ま た 2015 
年 3 月 31 日 まで 、 前 面 サ ブ コマ ンド ダイ ヤル 
の 名 入れ サー ビス の 新しい 文字 色 と し て 金 
色 が 選べ る よう に な っ た (4.860 円 )。Gold 
Edition 以外 の 既 発売 モデ ル も 対象 だ 


新しい カメ ラ を 選 機能 性 や 操作 
性 だ け で な く 、 見 た 目 に も こだわ り た 
い 。 そ ん な 人 の た め に こ ( さま ざ 
まな ボディ カラ ー を まとっ た 新 製品 が 
発売 され る 。 個 性 的 な 顔 3 

ク し て いこ う 


- CO6000 は ワ ィ b) 


予科 実勢 価 條 30.000 円 前 後 (ツー | 高 速 AF が うれ し い カ メラ に 
ズー ムレ ンズ キッ ト )、 100.000 円 前 後 ( ダ | ホワ イト モデ ル が 新 登場 


わずか 0.06 秒 で ピン ト が 合 


期間 発売 子 直 日 :2014 年 11 月 28 日 
2014 年 10 月 23 日 2014 年 11 月 30 | お 菓子 の 名 前 を 冠 し た 3 種類 の 也 
介 地 定 日 :2014 年 12 月 19 昌 ファ ッ シ ョ ナブ ル な モデ ル 
ロ 也 相 宮 価 格 !83.000 円 前 後 ブル ズー ムレ ンズ キル) 
* ブ ルー クリ ー ム * パ ワー ズー ムキ ッ ト 


ソー ダ 


いこ 


@ | の @ 
ンー ・ ラ イム バイ 
・ ス トロ ベリ ー ケ ー キ 
白 ペ ー ス の カメ ラ 本 体 に 青 、 黄 緑 の 3 色 の あし らい が 施さ れ 、 お 菓子 の 


名 前 が つけ られ た 受注 限定 モデ ル 。 本 体 カ わせ て キッ トレ ンズ の カラ ー 
も ホワ イト に 統一 。 長 さ の 調整 が 簡単 に プ (O-ST842) や 、 北 


電子 23.5X15 Bmm CMOS 
秒 一 30 紗 、 パルプ 1 


mm 生計 555g (バッ テリ 


者 束 雪 : 持 2.01 
10 一 51200 大 きき 約 


索 シャ ッ ター 事 記 16800 
W 925 (H) >65 (D 
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「 フ ァ ス ト ハ イブ リッ ド AF] を 


われ ず 、 パ ワー ズー ムキ ッ ト と ダブ 
ルズ ー ム キッ ト を ライ ン アッ プ 。 基 
本 スペ ッ ク や 付属 品 は 既 
ラッ ク や シル バー と | 


Y451 (D) mm 生ま 維 344g パニ テ リー 


カメ ラ を 
初め て 買っ た 人 
に も お すす め ! 


撮影 現場 で 試し な が 
デジ タル 


tep ジ ッ ス > 


デジ タル カメ ラ 初 心 者 の 方 も 、 ハ イア マチ ュ ア の 方 も 、 基 本 を 身 に つけ る こと は 大 切 ! ここ で は 全 12 回 で カメ ラ と 提 
の 知識 を 解説 -3 つ の ステ ッ プ で 提 及 現場 で すぐ に 使え る テク ニッ ク を 手 に 入れ よう 。 レポ ー ト : 清 豊 人 
OS Kis X7| ダフ ルズ 


ムキ ッ ト 


「 露 出 」 の 明暗 で 写真 の 印象 が 変わ る 


作 トコ 
吉 出 補正 を 

プラ ス に し て 

明る く 幻 想 的 に 
と ら え る 

し 』 

キヤ ン ン EOS Kies 7 EFSB.55mm 3556 5 STM 18mm (29mm 当 0AE (4、16 秒 


+3.0EV) ISO 800  WB: 大 電光 


写真 の 仕上 が り の 明る さ を つ か さ ど る の が 路 出 だ 。 こ の 直 出 の 加減 ひと つ で 写真 
を 明る くも 暗く も で きる 。 通常 の 撮影 モー ド で は カメ ラ が 自動 的 に 赴 出 を 調整 し て くれ 
る が 、 意 図 的 に 明る くし た り 暗 くし た りす る の が 赴 出 補正 と いう 機能 だ 。 臣 出 捕 正 を 
する こと で より 自分 の イメ ー ジ に 近い 写真 の 明る さ に 設定 で きる 。 な お 、 露 出 に は 必 
ず し も 正解 は な い 。 暗い 露出 が 向く シー ン 、 明 る い 赴 出 が 向く シ ー ン と いう の は ある 
に せよ 、 あ くま で も 撮り 手 が 被 写 体 に 抱く イメ ー ジ に よっ て 明る さ を 決 め て いく の が ポイ キヤ ノン EOS Kiss X7|。 EF-S1B-55mm F3.5-5.6 15 STM。 2Bmm(45mm 
ント だ 。 シ チュ エー ショ ン ご と に 志 出 を 変え た 写真 を 比べ た り 、 プ ラス 補正 マイ ナス 補 "8D 還 AEYTS3Z00 和 208W NO200 NB す 


正 の 有効 的 な シー ン を 知る こと で 、 明 る さ の 変化 に よる イメ ー ジ の 伝え 方 を 知 ろう 。 ーー 
/ _ 直 出 を 寺 ぇ る ヽ 
軸 〔 こと は 撮影 の お で る \ 


ジュ ー ル 
全 12 回 スケ ジュ 一 番 大 切 だ アー 


カメ ラ ア ング ル で 見 える 世界 が 到 わ る 1 07 オー ト フ ォ ー カ ス を も っ と 使い こ な そ う 
02 主役 と 胎 役 で スト ー リ ー を 作る 08 ホワ イト バラ ンス と 仕上 が り 和 設定 で イメ 
03 投 り で 背景 の ポケ < あい を 変え る ( 設 り 優先 AE) 09 レン ズ を 変え て 写真 の 世界 を 広げ よう 
04 シャッター 速度 で 抽 問 を 狙い うち し よう (シャ ッ タ ー 優 完 AE) 10 光 の 向 さ で 立体 感 や さら めき 感 を 出 そ う 

05 「 香 出 」 の 明 大 で 写真 の 印象 が 変わ る 11 内 華 ス トロ ボ を 上 手 に 使っ て きれ い に 揚 ろう 
06 15O 感度 を 大 昌 に 上 げ て 暗い 場所 で も 強気 で 攻め る 12 [ 肢 集 訪 】 三脚 を 使っ て 美しい 風 泉 写真 を 掘 ろ う 


真 に 挑戦 


末 條 (た ね きよ ゆめ たち ) :1982 
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吉 出 補正 で 写真 を 
思い どおり の 明る さ | 


基本 的 に は カメ ラ 任 せ の 男 出 で も 問題 な い が 、 
条件 次 第 で は イメ 違う 明る さ に な っ て し まう 。 
何 か 違う な と 思っ た ら 、 希 出 補正 の 出番 だ ! 


基本 レッ スン 


カメ ラ 任 せ で は 適切 な 
明る さ に な ら な いこ と も 


プロ グラ ム AE な ど で 手 影 し て 、 
自分 の イメ ー ジ と 遠 っ た 明る さ に 
な っ た こと は な い だ ろ うか 。 カ メ 
ラ 内 の 引出 計 で 示さ れ 
ラ 任 せ の 露出 の まま 撮影 する と 、 
時 に は 見 た 目 の イ メー ジ と 税 っ た 
明る さ に 仕上 が る こと も ある 。 そ 
ん な と き は 許 出 補正 の 出番 だ 。 誠 
出 補正 の 目盛 り を 動か すこ と で 、 
プラ ス 側 で は 明る く 、 マ イナ ス 側 
で は 哨 く 表現 で きる 。 当然 動 か し 
た 目 感 り の 量 に 応じ て シャ ッ タ ー 
芝 度 も し く は 赦 り の 数 値 が 変動 
する こと に も 注目 し て お こう 


X 暗く な りす ぎ た 


WMy 角 的 2 ヨッ ト を 見 か 4 け で たび 、 計り の 明る 合い 導電 話 を 見 か け て 隠し た ゲ . 見 た より 明る く の 
に 人 っ た 軸 出 に 調整 き h、 ダ クレ ー に な っ て し まっ た 次 。 て し まい 末 く て 還 た い 押 共 が 伝 むら ず 、 の 反り な 真 に 
かな イー ジ で 所 し なび 、 革 た い 6 


軍 出 補正 の 数 値 に 合わ せ て 
明る さ が 変 化す る よう に 
設定 値 が 自動 で 調整 され る よ 。 


… 明る さ に 関わ る 数 値 が 
自動 で 調整 され る 


手 の 親 指 で 
加 出 補正 ポタ ン を 
押し た 状態 に する 


ダイ ヤル を 回 し た 
押し た 状態 の まま 方 向 に 夫 出 寅 正 の 
チゲ ィ ャ ル を た 計 回 [ 122 8 


右 に 回 す 析出 補正 の 方 法 は カメ うに よっ て 座 な り ます 。 機種 に よっ て は 


人 民有 の ダイ ヤル が ある も の も あり ます 


露出 補正 の 効果 を 確認 し て お 


カメ ラ 任 せ の 鐵 出 E 明る く な る 
王 OEV +1EV +2EV +3EV 


明る い 場 所 は 
真っ 白 に 飛ん で し まい 
情報 が な く な る 場合 も 


全体 が 暗く な り 、 
も と も と 暗い 場所 は 
黒く つ ざ れ て いる 


明る い 場所 も 
瞳 い 場所 も 
見 た 印象 に 近い 明る さ に な る 
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逆光 の 中 で 狙っ た 被写体 を 


フィ ー ル ド ワ ー ク 


明る く 写 そう 


適正 器 出 を 見 極め て 設定 し よう 


銅像 を 撮り た い が 
逆光 で 影 に な っ て いる 


量 出 補正 な し で 撮影 
する と 像 が 暗く な っ た 


影 の 部 分 が 
怖い 


了 明る さ を 深 


定 し て いく 。 自 分 な り の 適正 夫 出 を 


、 加 の 質感 な ど が 残り つつ 、 目 が 明る く 
0EV を 探っ た 。 基 準 を 決め て か ら 加 出 捕 正 を し て い 
還 先 の 質 記 残す 目 を 明る くす る 


林 Fz し で 挫 陸 する と 昌 


暗く 影 に な っ て いる 
銅像 を 写し た い 


本 人 に 上 を 向け る と 2EV で は 
< 明 の の 所 上 が 6 く な 
PP 


0 に 抽 務 した 


+ 2EV で 撮影 する と 
明る く な りす ぎ た 


自分 の イメ ー ジ に 
近い 明る さ に 調整 
する こと で 、 撮影 
意図 が 伝わる 写真 
に な る よ ! 


露出 補正 が 重要 な 場面 知っ て お こう _ 


あら か じ め 釧 出 補正 が 有効 な シチュ エー ショ ン を 知っ て お く と 、 適 切な 起 出 を 決め や すい 。 白 や 明る い 被 写 体 が 多い 


場面 で は プラ ス 仙 に 、 反 射 率 の 低い 黒 や 濃い 色 が 多い 場面 で は マイ ナス 側 に 補正 する と 良い 結果 が 得 ら れ や すい 。 
黒い も の を 黒く < 写し た いと き 


白い も の を 白く 写し た いと き 


印 和 り に 明る < し た いと き は 1EV 和 の 洒 
PT 人 反 電 の 記 い 写 体 ロマ イナ ス 補 


で ディテール ガー 


みっ て し まう 本 が あ る 
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守 耳 下 
ルコ 


上 の 人 分 が 人 も 吐く な 
この 他 分 が 明る (な る よう に 久 を 


・ 暗 い 部 分 を どの 程度 明る くす る か を 決め る 
・ 質 感 や ディ テー ル が 消え な いよ うに する 
吉 出 寅 正 時 は 自分 が 撤 写 体 に 抱く イメ ー ジ を 中 心 に し て 


系 所 6 と 抽 率 の 低い 上 = ば い 入 写 体 で マイ ナス 柱 正 する と し まっ た に 。 テ カリ 6 友香 が 
イン ト お マイナス に し すぎ あれ ば ー07EV 穫 5 相 下 を 失 め よう 。 ほか に 
し 』 う も 則 の 入 や 本 の 玉 和 も マイ ナス 拉 正 が 有効 だ 
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時 に 間 S に を 変え て _ 


区 5 の 5292 人 8 凍 ご ーーー ニー ニー ニーー ニ ーー 


\ 圧 映 財 中 


1 
に ーー 
どう 


天 で ウレ ー が か 天 低 で まっ た が 、 所 い 和泊 


ラット な ライ ティ ング の お かげ で 、3EV に 吾 し で 大 団 に 揚 正 する こ 


DI 
QC で 悪 喘 


当時 が り に 人 
素 か ら し 込む 明る 


いのち ので 人 
半 が 生ま れ シル エッ ト 
写 が 基 い や すい 
NH 


今月 の まとめ 


明る いも の で 統一 する と 
ぶん わり し た 仕上 が り に 


極端 な 明 只 差 が な い フ ラッ ト な 光 で 
明る い 要 到 で 画面 を 続 一 する 際 は プ 
ラ る こと で 柔らか い 究 囲 
| の 写真 を 狙え る 。 画 
面 内 の 一 部 に 極端 
ある と イメ ー ジ が 損なわ れる の で 、 明 
る いも の だ け で 統一 し て 手 昧 し よう 


宮 出 アン ダー で 暗がり を 強調 し て 
シル エッ ト を 生か し た 構図 に 


明 と 暗 の 両方 た 入れ よう 


明暗 差 の 強い (コン トラ スト の 高い ) 
シー ン で は マイ ナス 補正 に する 事 で 区 
と 影 の 印象 を より 強烈 に 伝え られ る 。 
た だ 暗い だ け で な く 、 暗 い 中 に 光 が 差 
し 込ん で いる 場所 な ど に | 


主 * も 入る 本 が 大 り の を 基く 画 ら し て 吉 
て いこ いう 昌 画 で は 遇 を 分 で 出 を 合わ せ 
て の 5 マイ サス 信 下 & し て いる 


@ カメ ラ 任 せ で は な い 自分 な り の 適正 露出 を 探 そう 

明る くし た い 、 暗く し た いと いう 袖 写 体 に 抱く 明る さ は 自分 で し か 決め られ な い 。 正 解 の 却 出 は な 
く て も 、 自 分 自身 が ベス ト と 思う 只 出 を 探り な が ら 揚 影 し て みよ う 。 

@ 被写体 の 明暗 の 割合 を 見 極め て 里 出 補正 を 行 お う 


多く の 被写体 に は 明暗 が あり 、 そ の 割合 を 見 極め る こと で プラ ス 偶 な の か マイ ナス 倒 な の か の 
虹 出 補正 仁 を 導ける 。 一 度 で 決め よう と せ ずい くつ か 孝 値 を 動か し て 手 影 し て お く こと も 大 切 。 


忘れ ず に 撮影 時 に は 


必ず 実行 し よう ! 
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いま 知り た い ト ピッ ク や 注目 技術 の 開発 意図 が よく 分 か る 


に ビュ ー 伊 達 淳 / 学 


ー ゥ を うら と 列 り た い 7 


1~2 年 と いう 短い スパ ン で モデ ル チ ェ ンジ され る 昨今 の デ 
ジタル カメ ラ の 中 で 、5 年 と いう 異例 の 長寿 を 果たし た EOS 
7D が つい に 刷新 され た 。 惜しみ な く 投 入 され た 最新 技術 、 特 
に 注目 度 の 高い ミラ ー ヤ や シャッター な どの メカ 機構 、AF 性 能 
を 中 心 に それ ら の 核心 に 迫っ た 。 


し ポー ト : 伊 当 一 


EOS 7D Mark TI (以降 7D2) の 開発 コン セ 
プ ト に つい て 、EOS 7D (以降 7D) ユ ー ザ ー の どん な 
声 を 受け 、 ど の よう な 点 を 改良 し て きた の で し ょ うか ? 
大 中 7D の 後 准 機 と いう 


W 下 点 の 高志 度 
また 、 動画 性 
前 は "EOS 
が 、 重 下 朝 影 
り 、 動画 撮影 


7.2V の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー と 限ら れ た ポ 
ディ スペ ー ス で 約 10 コ マ 秒 の 高速 連 写 を 実現 す 
る の は 、 当 然 簡単 な 話 で は な いで す よね ? その あ た 


感度 両 質 ' と AF 性 
EOS 50D の : く 9 点 AF か り の 技 的 な 工夫 な ど を 教え て くだ さい 。 


ー と シャ ッ ター が | 
ャ ッ ター も それ ぞ れ 消費 
た を し て いま す 。 人 


伊達 淳一 9 EOS 7D Mark II の 気 に な る ポイ ント 


『 撮り た い 構図 で AF 提 影 で きる F5-6 対応 オー ルク ロス 65 点 AF 

w 7.2V の コン パク ト な バッ テリ ー で 約 10 コマ ノ 秒 の 高速 連 写 を 実現 
『 バウ ンド が 少な く 、 動作 音 も 静か な ミラ ー. シャッター 機構 

* デュ アル ビク セル CMOS AF に よる 高速 な ライ ブ ビュ ー 撮 影 が 可能 


軍人 工学 生研 な ど で カ メラ マン と し て 活動 する 一 


分 キー た て じゃ ん いち ):1962 生 所 生まれ 千 基 
ワカメ に 各 く 、 カメ ラマ ン よ り ラ イタ ー 先 が 多く な る 


中 を か し て ライ ター と し て も 活 呈 昌 か 


Markll 


リン グ を 人 れ で 、 スム ー 
少な い パ ワー で 台 動 で き 
と シャ ッ ター 財 久 も 向上 きせ る 
また 、 従来 の 7D は パネ の 力 で 


動く よう 
0 万 回 
まし た 

跳ね 上 げ て 
する の に 多く の 


この パネ を チャ 


デジ カメ Watch で 
イン タビ ュー の 
全文 が 読め る ! 


Http:/dcwatchimpress.co.jp/ 
画 の 都合 で 穫 掲載 で き な か っ 
た 記事 を 含め た イン タビ ュー の 全文 

イン プレ ス の ニュ ー ス サイ ト 「 デ ジ カ メ 
Watch] で 公開 し て いま す 。 ちょ っ と マ 
ニア ッ ク な ネタ や こぼれ 話 も 朗 チ ェ ッ ク 
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ボー ル ベ ア リン グ を 採用 し た シャ ッ タ ー 機 構 サブ ミラ ー バ ウン ド 抽 上 EOS-1DX EOS 7D Markm 


ー の 夫 き その も の を 


愛 
0 
ぇ 
" 


前 | 』 
中 中 中 


mm 。 mm コー エー 
外 83 訪  F4O 計 訪 F56 計 応 


F28S 。 56 
よる ミラ ー の 減速 メイ ン ミ ラー の バウ ンド 防止 機構 


AF セン サー 上 に は 、 上下 また は 諾 お に 向かい 合っ た 2 つの ライ ン セ ン サ ー が 一対 と な っ て 普 ん で いる 。 これ が 十字 に 配 汗 さ れ て 


る と 吾 制 ミ る る り け メ いる の が クロ ス セン サ ー だ 。 この ライ ン セ ン サー を 分 害し て 。 本 に し て いる 
る と し 習う 農 と さ キ イ 
で そ と 1 すす 上 2 
人 9 5 
は すす 3 9 ル タ ル すぐ に 65 吉 と 多 吉 化 が で きる わけ で は あり ませ か な り 大 きい で す - 企 体 の レイ アウ ト を 考え て いる が あっ た らい い の に と 思っ て いま し た が 、 と で も 周辺 
を レ に NTT 記 る 1 っ イッ スルー が あっ た わ は 、 何 度 も 衝突 し な が ら 開 発し まし た ( 笑 ) に ライ ン セ ン サ ニ | 
ト 内 に 4 個 の ベア リン グ を 採用 し 、 少な い カ で 角 有 人 バ モ が る を を な る ん ある 1 つの 技術 的 な プレ イク スル ー が あっ た わ 山名 と は 、 何 度 も 衛 突 し な が ら 開 発し まし た ( 笑 に F2.8 の ライ ン セン サー、 ま し て や クロ ス で 配置 す 
な め ら か に 動く よう に する と 同時 に 前 久 性 の 同上 も 回 っ て いる し ル ビリ 人 上 は な く 、 小 き な 虐 夫 の 泥臭い 積み 重ね で 実現 大 中 どの スペ ー ス を 誰が どう 使う か 、 取り 合い に る 余裕 な ん て な いで すね 。 
肝 る 誠 1 すす な 
ます 。 例え ば 、 従来 金属 で あっ た AF な る ん で すね 大 申 1D X で も F28 対 応 の 測 康 吉 は 中 央 淫 5 


に F4 対 応 の クロ ス 測 


京 の み で す が 、 左 生計 
| 効率 的 に シャ ッ タ ー や ミラ ー を 動か す RC な りす が パウ ンド Hz で の 抽 は 広範 囲 に 測 距 品 を 置け る APSC こ そ 務 点 を 採用 し て お り 、 こ ちら も FS6 対 店 の 測 四 点 よ 


_ cc ち し ろ 知 る た め 、 像 プレ は 低 江 し て いま り 6 高 本 度 に 測 訂 が 可能 で す 。1D X は いわ ゆる 
機構 の 全面 見 直し で 高速 連 写 を 実現 、 人 写 0207 人 の 周辺 部 の オー ルク ロス 測 距 が 効く オー ルク ロス で は あり ませ ん が 、F28 、F40 対 応 
また 、 ミ ラー ダウ > 動作 (駆動 タル 時 間 も 7D と 比較 


また 、 像 消失 の 削 中 点数 が 多く 寺 合 性 能 は 7 
た 段階 で シ で 考え る と 、 パウ ンド 時 間 が 短縮 され て いる た め 、 に 1D 系 は 、 


いま す 。 ちな み 居 れ て いま す 」 
ヽ プレ ー ト を モー ルド 化し て いま す - 一 見 、 モ ー ル ヾ 由 名 特に ミラ ー 担 当 と AF 担当 は スペ ー ス の 。 1D X は フル サイ ズ な の で 、 測 面 全体 に 対し て 
電流 を 消費 する タイ ミン グ を ず ピー ク 電 駆動 の 時 間 を 長く と る こと が 可能 と な り 、 ギヤ 比 を キヤ ノン の 
流 を 下げ て いま す 。 きら に 、 連 写 の 高速 化 を 図 ろう 低 連 側 に 持っ て いく こ て 、 ピ ー タ 電流 を きら 失 時 間 を 実現 し て いま す 


ド 化 は 絢 度 が く な る と 思わ れ が ち で す が 、 形状 春 い 合い に な り ます ね 。 レイ アウ ト が 決ま る と 仲良 く 測 路 エリア が 災 く 、AF エ リア 全体 を 使っ て 
た め 、 総 な 計算 に 項 ) ま すけ ど ( 笑 ) きせ る と いう より は 、 搬 昆 者 の 人 

と する と 、 ミラ ー を より 速く 動 か す 必要 が あり ます に 低減 きせ て いま ーー 一 と ころ で 、AF も 7D の オー ルク ロス 19 点 AF 

し か し 、 ミラ ー の 動き を 如 く する と 衛 撃 も た きく な り 、 『ー バ ウン ド を 抑え る た め に ゆっ くり と ミラ ー か ら 、7D2 は オー ルク ロス 65 点 AF に 進化 し て いま 


の それ より も 


が 上 が っ た 


一 一 7D に 比べ 、 横 と 南 め 方 向 に 測 距 エリ ア が 点 を 決め で 撮影 する スタ イル を 宜 定 し て 
広がり 、 特 に 位 置 所 影 時 の 構図 の 自由 度 が 格 ト の 精度 を 重視 する 仕様 に な っ て いま す 。 一 方 、 


ー バ パウ ンド も 大 きく な っ て し まい ます 。 ミラ ー バ パウ を 動か す と 、 レ リー スズ タイ ムラ グ や 像 清 失 時 間 的 に す が 、 従 来 の 7D と 変わ ら な い ボ ディ サイ ズ で 、 多 段 に 向上 し て いま す が 、 測 距 エ リア を 広げ る た め に 7D2 は 、APSC な の で 、 よ り 周 辺 まで 広く 潮 由 上 
ンド が 収まら な けれ ば 、 レ リー ズ も 滑 赴 も 行え ませ は 不利 に な る よう な 気 が し ます が ……。 点 化 と ワイ ド エ リ ア 化 を 実現 で きた ポイ ント と は ?. AF ユニ ッ ト の どの 部 分 を 改良 し て いる の で し ょ うか ? が | 、 画 内 を 左 有 に 動き M る 彼 写 
ん の で 、 パウ ンド が 収まる の を 待つ ぶん 、 時間 的 山名 一 動作 (駆動 + オ バウンド) タル で 考 山本 AF モン サー の 製造 上 程 に 徴 細 化 プロ モメ す 。 この よう に 数 多く の 地 山本 先ほど は メカ 設計 的 な 観点 で 説明 し まし た * ょ ど 、 よ り 周辺 の 測 記 点 が 果たす 


より 多く の ライ ン モ 
た 点 が 大 きい で す 
65 点 へ と 濁 下 


な ロス が 生じ ます 。 その た め 、7D2 
了 動 巡 度 に メリ ハリ を つけ る 手法 を と っ て いま す 。 が 得 
特 ー ダ ウン 動作 で は 、 動き 始め は 
速記 動き せ 、 動き 終わ りつ まり 衛 突 直前 に ミラ ー ミラ ー バ パウ ンド が ある と 、 それ が 収まる の を 


' は ミラ ー の える と 7D よ り も 短 区 し て いま す 。 レリーズ タイ ムラ グ を 採用 し 、 限 られ た 面積 の 中 
ヽ る 理由 の 1 つ は この 短 弥 に より ま る 
、19 点 が 
測 中 エリ ア も 大 幅 に | 


の で 、 次 は ライ ン セ ン サー 配置 や 光学 設計 前 な 観 役割 が 重視 され る と 考え 、 周 辺 ま で オー ルク ロス 
真 か ら 、7D2 の AF の 特長 を 説明 させ て ! 汗 中 っ 0 まし た 
(上 図 [ファインダー] ) は 7D2 の ファ 山本 測 下 エ リア を 広げ る に は 、 各 ライ ン モ ン サー 
いた と き に 、 ライ ン セ モン サー が どの を 長く する 必要 が あり ます が 、 他 の ライ ン セ ン サ ー 


っ 必 ト が 7D よ り も 大 きく な っ て いる に も 


の 加 度 を 減 各 し て いま す 。 これ に より 、 要 が あり ます - ダウ ン 時 に 適切 な 小 ニッ ト サ イズ を 李 か か わら ず 、7D の ポ デ ィ サ イズ に どう や っ て 収め ら \ を 示し た 覆 信 図 で す に 入射 する 光 が 況 人 し な いよ うに し な けれ ば な り 
撃 を 和 和 し 、 ミラ ー バ パウ ンド を 低減 きせ 加 を 行う いか る 時 間 は わずか ます 。 し か し 、 画素 を 区 れ た の で すか ?. ン サ ー 面 | ) は 、 実際 の AF ませ ん 。 例え ば 、AF セ ン サ ー の ライ ン 配 置 を 見 る 
山本 周辺 ユニ ッ ト と の 位 胃 関 係 を 7D か ら す べ モン サー 面 で の ライ ン 配 置 を 示す 槍 式 図 で す 。 と 、 ほ ん の 少し くら い ライ ン セ ン サ ー を 伸ばし て も 、 

1 ます - 部 品 と 部 品 の 隙間 品 の AF モン サー 画 で は 、 ライ ン モ ン サ ー が 上 下方 向 や AF セン サー が わずか に 大 きく な る だ け の よう に 見 
」 > れる 強度 ! だ 右 方 向 し ぞ れ 一 対 に 普 ん で いる の が 分 えま す は 、 伸ばし た セン サー に ほか 


か る と 思い ます - 


| 0 いま す 。 7D と の ユ 周 隔 が ! り 力 で きま す 。AF、 

且 いい | で と 7D サー の 中 3 き る の が 
(NN ね 邊 ト 半 生還 P プ 】 が 、 7D モン サー の 剛 阿 が 広く 、 最も 高樹 度 に 泊 中 可能 な 
近藤 一 降 山名 一 朝 護 大 中 達 洗 式 ユニ ッ ト の 下 の 基 板 を す F28 対 応 の クロ スモ ン サ ー で す - 中 央 1 点 は 、 こ 後ろ に 下げ て AF ユニ ッ ト 全 体 を 大 きく する と 、 わ 
キャ 会 侍 = キン 人 人 杜 の ci っ 7D2 の AF ユニ ッ ト は 、7D よ り 12 倍 ほど 大 の F28 対 応 の x 型 クロス セ ン サ ー と 、 F56 対 応 の + 。 ず か な ライ ン セ ン サ ー の 旭 長 が 、 人体 に 大 きく 虹 衝 
本 FR ネ E+ まま 型 クロ ス セン サー と を 合わ せ 、 導 検 希 め の デュ アル を 与え ます 。 そこ で 7D2 で は 、 各 ライ ン 
ICP 和 一条 セ ンー ICP 寺 和 セン クー 1CP 二 1 生生 セン ター 
「2000 方 で 吉 な 10 コ 「DPP 』 で 弄 像 する と 解 像 、「 生 体 の 決 を 守 上 の 多 占 化 FEOS クロ ス 測 不 が 可能 で す 。 問 司 や モン サー 面 に 
マ 秒 、 最 高 ISO 16000 感 が 増し て 高 導 度 儲 の 了 な いた め の 寺 スポ ン iTR AF で 高い 捕 抽 性 能 \ ン サー は ご に | 今 に 最 
が 最 遂 と きた まし た 」 調 も 出し ゃ すく な り ます ] を 辿 末 し まし を 実用 し て いま す 」 8 先 応 の 9 て は こん が 胃 を 科す 大 信 に 旧 備 AR 

電 ま し た | し で いる 和 き ん に 協力 し て いた だ けた 、 と いう の も 必要 が ある ん で すね 。 周 辺 に F28 対 応 の 測 下 点 "に と ど め て いま す - また 、 提 影 レン ズ の 光束 を 有効 
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フリ ッ カ ー 光 源 の 光量 変化 


レン ン ツー ーー ムー TE 
に B て 前 し 
ッッ 9 ン て いる AE セン ウー で 


この タイ ミン グ で 提 影 


フリ ッ カ ー 光 線 の 影響 に よる 光量 変化 


に 使う た め に 、AF 光学 系 は 中 央 と 左 有 の 3 つ に 
分 割 し 、 中 央 は 中 央 、 周辺 は 周辺 h ぞ れ 専 
用 の 光学 系 と し て いま す 。 それ に より 、 広く な っ た 
測 中 エリア の 端 部 まで 適切 に 光 が 届 き 、 棒 度 良 く 
湯 還 で きる よう に な っ て いま す 。 た だ 、 コン デン サー 
人 な 害し て いる た め 、 その 境 | 
は 光 が 短 られ で し まい ます 。 測 中 点 の 本 削 で 、 中 
内 と 左 有 の ゾー ン の 間 に 少し 有 間 が 空い て で い る の 
る 部 分 で す 。 ァ 


ーー て 


ン eo れる よ 
を 上 動 的 に 
衣 和 する の が 、 フ リッ カー 

レス 人 だ 


この 遇 を 検知 ち 
遇 る く な る 還 較 | 


門 原 7D2 で は 、 演算 結 果 の 連続 性 や 信幸 性 を 
重視 し て 、 どの 測 距 点 を 選択 す 
いま す 。 確か に 7D2 は 測 距 エリ ア が 
す が 、 測 天上 直 自重 選択 時 は 至近 人 先 
いえ 、 特異 な ケー ス は 排除 する よう 
また 、7D と 70D は どちら も 19 点 AF 

ます が 、 特 に ワン ショ ッ ト AF で の 測 点 自動 選択 
の アル ゴリ ズム は 70D で か な り 改善 を 図り 、7D2 に 
も その 加 直 を 採り 入れ て いま す 。 そう いう 意味 


新しい アル ゴリ ズム を 採用 し た AF 技術 


| 測 路 点 が 増え て で も カメ ラ が 迷わ な い 


ヽ 


な る ほど 。 左 右 と 中 央 の ゾー ン で 少し 障 
間 が 空い て いる の は 、 そう いう 理由 だ っ た ん で すね 。 
た だ 、 領域 拡大 時 に は この 隊 間 で アシ スト 測 工 点 
が 切れ て し まう し 、 ゾ ー ン AF で も 測 距 点 を 1 つ ず つ 
左右 に ずら せな い の が 残 意 で す 。 どう し て この よう な 
仕様 に な っ て いる の で し ょ う ? 

門 原 他 お うと 思え ば 使え ます が 、 ア シス ト 測 大 点 
と し て 利用 する に は 、 基 准 と な る 測 距 点 に 対し 問 
、 ゾー ン を また が な いよ 


うな 信 様 に し て いま す 。 

一 一 7D2 で は 測 距 エリ ア が 周辺 まで 広がり 周辺 
の 被写体 に あ AF で 追え る よう に な っ た 一 方 、 こ れ ま 
で より も 奈 計 な も の に ピン ト が 合っ て し まう リス ク も 高 
く な り 、 そ れ を 排除 する アル ゴリ ズム を 強化 する 必要 
が あっ た と 思い ます が 、 その あたり は どう で し ょ う 7. 


は 、7D2 は 1D X よ り も 測 誠 点 自動 選択 が 
使わ れる ケー ス が 多い と 考え 、1D X で 幸 っ た AF 
技術 に エン トリ ー 系 の AF 技術 も 統合 し 、 さま ざま 
な 詳 素 を 採り 入れ た AF に 仕上 が っ て いま す 

重 曲 収差 補正 を 行う と 、AF フ レー ム が 表示 
され ませ ん 。 理由 は 分 か ら な いで も な い の で す が 、 
AF フレ ー ム の 位置 が 大 きく 変わ る ほど 牌 み が 大 き な 
レン ズ が ある と る 思え ませ ん し 、 大 ま か で も 良い の で 
どの AF フレ ー ム が 選択 され て いた か が 確認 で きれ 
ば 、AF カ スタ ム 設 定 を 考え る 際 に 判断 材料 が 増え 
る と 思う の で す が … 
近藤 下 曲 収差 捕 正 を 行う と 、 周 辺 部 が 少し トリ ミ 
ング きれ る た め 、 どう し て も 元 の 画像 と 徴 小 な ズレ 
生 し て し まい ます 。 それ ほど 大 き な ズレ で は な 
い の で す が 、 不 正確 な AF フレ ー ム 全 報 が アー タ 


と し て 残っ て し まう と 、 お 客 きま に 話 解 を 与え 拓 用 
を 混乱 を 舞い て し まう 葉 れ が あり ます 。 キヤ ノン と し 
て は 、 不 正確 な 情報 を 残 き な い 
カメ ラ 内 で 窟 曲 収差 補正 を 行っ た 場 
レー ム 情 報 を 残さ な 
RAW も し く は RAW + JPEG で 撮影 し た 坦 
は 、RAW の 方 に は AF フレ ー ム 情報 が 記録 きれ 
て いま す の で 、 歪曲 収差 補正 も AF フレ 
も 両方 伏し いと いう 場合 は 、RAW 
けれ ば と 思い ます 

一 一 EOS iSA SYSTEM と は どう いう 機能 で す 
か ? EOS iTR AF と 何 が 違う の で し ょ う ?. 


SYSTEM を 活用 し た AF 機能 が "EOS iTR AFT 
で す 。 撤 写 体 情報 を AF の 測 距 点 選択 ・ 追 選 に 
笑 用 し て いま す 。 AE 機能 に は 特別 な 名 称 を 付け 
て いま せん が 、RGB モ センサ ー で 両 像 認識 し た デー 
タ を 解析 し て 、 主 恋 被 写 体 や 光源 の 色 を 判別 し 、 
それ に 応じ て 適切 な AE 前 件 を 行っ て いま す 。 ま 
た 、EOS iSA SYSTEM と は 別に な り ます が 、 
哲 載 し た フリ ッ カー レス 撮影 も 、 測光 
用 し て いま す 。 党 光 灯 や 水銀 灯 の フ 
リッ カー を この RGB 測 光 モ ン サ ー で 検知 し 、 プリッ 
出 や 色合い へ の 財 手 が 少な い タイ ミ 
で シャ ッ タ ー が 切れ る よう レリーズ タイ ミン グ を 調 
整 す る 機能 で す 
一 先ほど 測光 セン サー で フリ ッ カー 検知 を 行っ て 
いる と いう 話 が 出 まし た が 、 ラ イブ ビュ ー で も 掲 像 セ 
ン サ ー を 使っ て フリ ッ カー を 検知 で き な い の で すか が? 
青田 フリ ッ カー は 和 周 波数 の 倍 の 周波数 
(50Hz の 場合 は 100Hz) で 明 誠 す る の で 、 明る 
き の 変 動 を 読み 取る た め に は 、 少な く と も その 倍 以 
上 で の 高速 な 読み 出し が 必要 で す 。 操 像 セン サー 
か ら の 読み 出し は そこ まで 運 く な い の が 現状 で す 
将来 的 に は ライ ブ ビ ュー で も フリ ッ カー レス 掲 
影 が で きる と 良い で すね 。 


明 広 な ター ゲッ ト と 機能 が APSC 一 眼 レ フ の 存在 意義 を 高め て いる 


野鳥 や 飛行 機 、 スポ ー ツ な ど 、 動く 被写体 を 握 影 
する アマ チュ アカ メラ マン に と っ て 、 最 高 の AF と 連 
号 性 骨 を 診る フラ ッ グ シッ プ モ デル は 憧れ の 存在 。 
し か い 、 実 売 で 50 万 円 を 軽く 超え る 価格 と 、 陳 化 
が 早い デジ タル カメ ラ だ け に 、 ポン と フラ ッ グ シッ プ 
を 買え る 人 は そう 多く は な い だ ろ う 。 それ だ け に 、 
APS-C フ ォ ー マ ッ ト の 高速 連 写 モデ ル に 、 フラ ッ グ 
シッ プ に 限り な く 近い 性 能 を 求め て し まう の だ が 、 
最近 は (高い 値段 で 売れ る ) フル サイ ズ に 新 製品 が 
集中 。APS-C フ ォ ー マ ッ ト は 安く な けれ ば 売れ な い 
(と メー カー は 思っ て いる ) の で 、 な か な か 気合 い 


152 ツタ ルカ メラ マガ ジン 72.2074 


の 入っ た 高 性 能 機 が 登場 せ ず 、 い わ ゆ る 性 能 と 価格 
の バラ ンス を 重視 し た 鋭さ に 欠け る 製品 ば か り で 、 
ミラ ー レ ス に 市 場 を 吾 わ れ か ね な い 状 能 に ある 。 
そん な 閉 礁 状況 の 中 、5 年 点 り の モデ ル チ ェ ン 
ジ を 果たし た EOS 7D Mark II。EOS シ リー ズ 最 
多 の オー ルク ロス 65 点 AF と EOS iTR AF を 搭載 
し て くる と は 完全 に 予想 外 。 約 10 コ マ 秒 の 軍 写 
スピ ー ド や 当 用 ISO 16000 の 高 感度 も 、 一 世代 前 
の フラ ッ グ シッ プ モ デル EOS-1D Mark W を 超え て 
いる 。 し か も 、EOS 7D と ほぼ 同 サイ ズ の ボディ で 、 
だ 。 取材 で は 、 高速 連 写 と 多 点 AF を 実現 す 


る た め の 技術 的 な 工夫 だ け で な く 、 その AF 性 能 を 
引き 出す た め の ポ イン ト に つい て も いろ いろ 質問 し 
て みた が 、 い か が だ っ た だ ろう か ? 

ちな み に 、 パワ ー の ある バッ テリ ー で 力任せ に ミ 
ラー を 動か す EOS-1D X の 方 が 、 像 消失 時 間 が 短 
く 力 強 さ が 感じ られ る の に 対し 、EOS 7D Mark 
は 厄 発 力 は 欠け る も の の 、 ミラ ー や シャ ッ タ ー の 動 
き に ムダ が な く 、 動 作 音 も 非常 舟 か だ 。 AF カバ パー 
エリ ア も 左右 谷 め 方 向 に 大 きく 広がり 、 フォ ー カ ス 
ロッ ク を 併用 し な く て も 振り た い 措 図 の まま で AF 
撮影 で きる 。 フ ラッ グ シ ッ プ モデ ル に は な い 紙 力 だ 。 


れ て いる カメ ラ や 交換 レン ズ は こ 共 な 
mm  。 中 


ス 


今 人 気 の カ メラ や レン ズ は な ん だ ろう ? 毎月 ヨド バシ カメ ラ と フジ ヤ カ メ ラ に 突撃 取材 を 敢行 ! 気 に な る 売れ 筋 情報 を ラン キン グ 形 式 で 


紹介 する - 現在 人 気 の 製 品 が 一 目 で わか る の で 、 カメ ラ や レン ズ を 購入 する 際 の 参考 に し て いた だ きた い 。 


中 時 ゆー さん 


EOS 7D Mark が 
WO 1 位 に 堂々 ラン クイ ン ! 


) 
に 
ペン 


? 


レポ ー ト : 押 信也 


キラ ジカン ラ 由 は ボディ の の 二 拓 当 。 区 さん 


スト 、 根 季 い 人 気 を 計る 
7/ E0S 5D Mark I が 首位 


キヤ ノン EOS 7D MarkI 224.630 邊 軸 キヤ ノン EOS 5D MarkiH 132.840 中 

の ドコ 『el ニコ ン p750 221.550 有 還 言 角 オリ ン バ ス OMLD E-M5 35.640 帳 

@ > ri 20ME 26700n | 二 了 る 「o] ニュ コン p700 91.800 有 
キャ ノン EOS 7D Mark ゃ 

ンズ 2 267.830 4 証 キャ ソン EOS 7D 64.800 中 

5 き = ュ ン paso 337.430 昌 5 2 カン バス PENEP5 37.800 四 

キヤ ノン EOS 70D し 75 

6 ele-135 05 sTM レン ズ キッ ト 167.880 円 6 放 オ リ ン バ ス OM.D E-M1 78.840 幅 
キヤ ノン EOS 6D カ - 

7 計 EF24106L IS USM レン スズ キット 235.410 円 7 と キヤ ノン EOS M 16.200 由 

8 あッ ーーg7s 235.100 ロ 8 5 = ュ ン pss 210.600 四 

_6 キャ ノン EOS 7D Mark 由 者 6 

9 *wr 古 24.70LIS USM レン ズ キ ッ ト 8690 9 計 ニコン psoo 192240 ロ 

10 氷 キ ヤノ ン EOS Kiss X7 ダ ブル ズー ムキ ッ ト 78.980 下 10 る ニー 077 44.280 円 

人 NR) の ヤン EOS 7D Met B の っ プ の 3 和 の レン スキ 6 て h HG 20 な っ AN ヤ ン ン FEOS 5D Met BT に ラン イー で の 12 有 人 人 WE 5.000 


上 代 に ラン クイ ン し た 予約 和 が 基 に 多く 。 待ち に 笠 - た 晴 の カメ ラロ 
と 本 部 &A。 ニコ ン D750 は 前 


[な 凍り HH し で 


由 HEE 上 用 し て い を が [キヤ ノン EOS 5D Mark 軸 へ の 買い 昌和 け て 在 放 が 人 視 に な っ た の で 信 半 し 
や くり し た 」 と 横田 8 ん は 所 す 人 庫 の 代 と ごろ な 作詩 き れ で 、 オ リン パス OM-D EMI 
デュ ン D700. も それ それ 大 ラ ンク アッ プ 。 国外 か 5B 位 に ラン クイ ン し た ニコ ン D3w に つい て 外 
を 任 サ ラン クイ と 入替 わり の 六 い 中 古 ラ レキ ンク に 表 月 0 


安定 し た 人 気 が あ る 
キヤ ノン 24-105mm 


キ キヤ ノン EF24-70mm に 】 用)】 キヤ ノン EF24-105mm 
1】 PE 師 F2.8LTUSM 22209 2 F4L IS USM 94800m 
) D 記 キャ ノン EF70-200mm み キヤ ノン EF17-40mm 
L2】 Osw 240 邊 層 F4L USM 56,160 由 
器 ニコ ン AF_S NIKKOR っ 
OO) : 人 2AFSMKkkoR 224090m る 働 ヤン EraommrzgsrM 12900m 
= タム ロン 16-300mm F/3.5-6.3 Di 『j ン 
4 CpzD MACRO キャ ノン 用 67.860 有 4 キヤ ノン EF50mm F1.8 H 8640 白 
ニコ ン AF-S NIKKOR 70-200mm や ラ 
と paeEDVn 272.690 昌 5 き シ クマ 50mm F1.4 EX DG HSM 24.840 
の 4.mm 8L USM を 4 7 て 18 で に 人 て MR 5 FT1O5mm FLIS USM が 1 に ララ イー 2 人 に 


の 玉 下 メー ムレ ンズ に も 人気 が 人 中 し た 。 また 、 品薄 が 栓 を 、 ラン キン グ が 5 は 外れ で いち ゲ タル ロ 
と の 28.300mm F3.5.63 Di VC PZD- キャ ノン の EFS10-18mm F4 5.56 IS STM や EF16- 
35rmmm F4L IS USM も 気 び あり ます] と の こと が 登 に な れ は 、 央 は 栖 わ ん そう だ 


Bokeh 
Freedom 


Fiter 

の : 
村人 880 円 298 ポイ ント 
骨格 8 符 フィ ルター 和 ほ 'e52mm 


ヨド バシ カメ ラ 導 宮本 
3 衝 間 チーム マー ケッ トイ ノ ベ ー タ ー 
に EE. っ 3 


は 10 30 の 人 (8 入 ) で > 人 を G 到 する と 4 人 


の 和 困 和 は う 全 がり ます 。 フジ キョ ッ ラ 貼 の 中 カメ ラ レ ンズ は を て A (系 ) ラン ク の 洗 休 人 で す 


し ンプ 524 有松 3 円 り ) 中 


サン プア ッ ア レ た キヤ ン ン EF17-40mm F4L USM に つい て は [この レン ズ の 5 キン EF16 35mm 
FLIS USM に 思え も お 寄 き が 角 い で す 。 し が し こちら も 大 補 人気 の ある レン メ で すね 」 と 本 きん 。 
この ほか が 、 和 史 で は 男 外 に な = た キヤ ン ン EF50mm F1.8 HP4 人 に 再 当 上 し て いる 


楠田 さん の 注目 製品 ! 


シグ マ シグ マ か が ら 焦 点 幸 150-600mm の メー ムレ ンズ が 
150-600mmm 2 人 Rh まし た 。 邊 先 に 
F5-6.3 DG OS モデル に 注目 し て いま す 。 店 


ET 
HSMISports 機 を 裕 叉 し て いる の で 、 ブル ー イ ン パ ルス を 寄り 引 


gb まし た ぜ O 人 っ 


近作 ( 基 品 ):197.800 円 


2 吉江 2m 昌和 02 侍 フィ ルター 


記 iC5mm 大き 3 お e121 2902mm / き 


人 商品 


テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 72206 153 


出し 、 焦点 距 移 動 | 


必要 な す ズ を 上 


重 め に モッ ト 


一 一 ます 、 EF100-400mm F4.5-5.6L IS T USM 


の ボ ジ ショ ニン グ と 、 雪 定 する 彼 写 体 や 撮影 シー ン に て の 光学 系 が 動く よう に 設計 きれ て いま す . お く と げ ま す 。 持ち 
つい て 教え て くだ さい 」 ーー 一 この 機構 は 初め て 搭載 され て いる も の で すか 歩き 時 に 強め に ぞ 自生 で レン ズ が 
横田 前 モデ ル の EFI00.400mm F4556L IS 司 まっ た く 同 じ ち あり ませ ん が 、 同様 の 技 まう 上 上 する 効果 も あり 

USM は 1998 年 11 月 | 術 は EFZ0.300mm F4.56L IS USM に 8 採用 し て 一 前 モデ ル で も 同様 の シス テム が 搭載 され て いま 


ほぼ 一 定 に 保てる こと か す が 構 造 は 同様 で すか 。 
向く 技術 で す 長尾 いい え 
ーー ズー ミン グ の 疾 中 で 急 に 近 作 感 が 重く な っ た り し リン グ を じっくり 見 て いた だ く と わか る の で 
な いと いう わけ で すね 」 リン グ を 回 す と この リン グ が 前 後 する よう に な っ て いま 
内 部 の 弾性 体 が メー ムリ ング を 
ング 時 の トル ク を 調 貢 す る 押 き な っ て いま す 

リン グ が 搭載 され て いま す が 、 ど の よう に 使い こなせ ば 邊 動車 の クラ ッ チ の よう な 動き で すね 、 

いい の で し ょ うか . 長 司 は い 。 麻 撫 ク ラッ チ の 拓 し 強度 を 変え る よう な 
長 必 提 影 時 に お ける ズー ム の 操作 感 は 、 朝 影 者 イメ ー ジ で す 。 前 モア ル で は リン グ を 
重要 な 要 索 だ と きえ て いま す -。 調整 リン グ は ^ 径 の 方 向 " に 縮め 付け て いま し た の で 、 共 本 的 な 
く ( 埋 く ) で きる シ 構 5 も の が 異な り ます 。 弾性 体 の 素材 に つい て 


は お 話し で きま せん が 、 パネ な ど を 使っ た 複数 の 部 


前 モデ ル の ユー ザー か ら の 改 番 室 項目 を 具 
体 的 に お 教え いた だ け ます か 
柄 田 赤 宰 


いま す 。 搾 作 時 の トル 


調整 リン グ の 関 に ある 


その まま 製品 の 特 厳 に も な 


ィ コ の よう に 1 役目 が 出 て 


了 で 5 つ あり ます 。1 つ 日 は 解像力 の で くる よう に 思わ れる 


の か 
O〉 < で mn 


が 、 飛 行 機 向 1 16 年 前 の 製品 の た め 、 現在 


アル を する か 


机 質 化 を 目指 し まし た 


いた だ ける 性能 の レン ズ を 作り た いと 新 コー ティ ンク 


の Air Sphere Coating 


ティ ング ) を 採用 し て いま す 


に ある の で し ょ うか 。 つ 日 が 最短 撮 8 ム ト ルク 


横田 満足 ! 


か ら 098m ま で 縮め る こ す - 基体 的 に は レン ズ を 水平 に 展 え る こ 


ど で は 由 め に モッ ト 、 また レン 材 で トル ク が 前 


た 。4 つ 日 は レン ズ サ イズ の 維持 で す が 多い スポ ー ツ 堀 丸 な る と お 考え くだ き ン 


は 回 レン ズ 構成 図 回 フレ ア ・ ゴ ー ス ト を 抑制 する 新 コー ティ ング 技術 
年 

る まり 

人 

上 1 

る 衣 す 

を 

を ょ P 

4 / 

を 

8 

Tr 
の メ を 
メ 天 人 イア cmW テ が Eua レン 大 コー テン グ ( 放 ASC (RW 用 1 
ロカ き メダ 和 し て 1621 和 で きれ て いち フォ ゲ の fo に の Myigco て し 35。 し yt8 る Ar Shiere Coming 
間 g その と WMC. 和合 の ASCG 球 1 軸 gfs こと で の 計 7、 光 00 に 内 へ とい て いち 

明 天 学 め に スト レフ の な る 部 分 Le 人 2. また 、 消 1・ な 5 ティ 

の な っ 2 レン の 人 > 3 
あの 5 
前 ミ 
人 が ヾ 外 へ 動物 や ヤス ポー ツ を 撮り に 行か : ー 下 進 式 ズ ー ム は スピ ー デ ィ ー に 焦点 距離 が 変え ロ 前 モデ ル と 比較 し て 解像力 は どう 上 が り 、 と 一 賞 石 や スー パー UD レ ンズ は 、 キ ヤノ ン の 望遠 一 EF70-200mm F2.8L IS TI USM の 画質 と 同 
み 約 ら 、「 現 在 使っ て いる か られ る と いう 利点 が あり ます が 、 回 転 式 ズー ム に 変更 の よう な シー ン で それ を 感じ る こと が で きる の で し ょ う . ズー ム で は スタ ンダ ー ド な 技術 と し て 確立 し て いま す 等 と の こと で す が 、 ズ ー ム 比 が 大 きい に も か か わら ず 、 
4 16 機内 持ち 込み が し や すい サイ ズ を キー プ し て ほしい. し た こと て 快適 き を 損なわ な いよ う 、 と の よう な 工夫 を さ 大 田 で 申し 上 げ る な ら ば が 、 光 学 的 に 向上 し て いる 部分 は どこ で し ょ うか 。 そこ まで の 高 画質 化 が どう し て 可能 な の で し ょ うか 。 
いた だ いて いま し た 。 可能 な 限り 光学 性 能 れ て いま すか .。 ズ 全域 で MTF を 上 げ ま し た . で す 柳田 具体 的 な 内 容 は 申し 上 げ づ らい の で す が 柳田 販 理 原則 的 な 話 に な り ま す が 
し サイ ズ 感 が 大 きく 変わ ら な いよ うに 配 長屋 や は りこ の クラ ス の 人 各 の で 褒 の 画面 16 年 の 間 に 塔 っ た 設計 技 親 と 製造 技術 の 勘 積 が 大 性 能 は 焦点 距離 に 対す る レン ズ の 長き 
い 最後 が ズー ム 方式 の 変更 で 、 従 来 の に 第 1 笑 レ ンズ の 総出 し 量 が 大 | 人 が 玉 る 部 分 の 解 條 カド ます 。 17 枚 か ら 2 ます 。EF7O200mm F28L IS USM は イシ 


部 の 万 像 力 


直進 式 か ら 回 転 式 に 変更 し 、 探 作 性 の アッ プ を 図っ の 総 り 出し は カム 僕 本 


前 モデ ル よ り 大 峠 に 向上 し ズー ム 方 式 の た め 、 で レン ズ 長 は 一 定 で 


で いま す 回転 角 で より 大 きく 
一下 進 式 ズー ム か ら 回 転 式 ズ ー ム に 変更 し 


で いま す ガ す が 、EFI00.400mm T4556L IS TI USM は 、 況 


す 。 し か し 、 い 一 國 問 メー ムレ ンズ で は 色 収 差 の 制御 が 画質 向 。 やすだ け で は 、 部 品 点数 の 増加 に 伴う 精度 誤差 の 加 個 で は レ 


ム の 傾 針 角 を 大 きく する ズ が 細 り 出し ます の て 


ミーhl ご 人 王 ご の 半 半 で で トー% 杏 諾 ③ 光 と 


19'5-9 bd 軸 00D-00 ヨ 陸 痢 ゆき 一 h 民 必 V き 旧居 層 S(c 計 半 器 きえ 


拉 如 性 潤 かさ OK モコ ー ト li ご 評 GN 薄 ③ 凍 
MM00b-00 ヨ の 宗光 誰 甘 衝 婦 壮 痢 ゆき は ざる Nix きき S 洒 一 時 


? 申 に つい て 、 より 詳し く お 話 を お 聞か せく だ さい . た ずら に 傾 倖 角 を 大 き ー ム 操作 か 上 の ポイ ント で す が 、 具体 的 に 光学 設計 で 重視 し て い 振れ 帳 も 大 きく な り ま す 。 その よう な こと が 起き な いよ う 的 な 実力 が 上 が る わけ で す 。 し か し 、 前 
有 横田 進 式 の ほ は うがい v う 方 も いら - 非 重く * ま す 実用 け な る 部 分 は どこ で し ょ うか 。 に 肌 革 技 術 に 工夫 が あり 、21 枚 の レン ズ 枚 数 = ガタ が 生じ や すい の も 事 
メ す が 、 メリ ッ ト と デメ リッ が ら 、 世界 中 の プロ 操作 性 を 確保 し な が ら 、 事 的 に 紹 り 出せ る よう TD レ ンズ を 1 枚 ず つ を フル に 生か し きる こと が 可能 に な り まし た 今回 は メカ 設計 と 協力 し て 、 ガタ を 極 
ス や ハイ 聞き 、 同 転 式 ズ を 採用 な メカ を 取り 入れ す 一 精度 計 差 を 極力 抑え る こと で 高度 な レン ズ 設 計 面 質 向 上 の ボイン ト で ある 
| し た - 第 一 の 理由 は 現在 の ズー ムレ ンズ は 回 転 式 一 一 つま り 、 カム と は 旋 階段 の よう な も の で 、 領 笛 が トー タル に で きる よう に な っ た こと が 高 画質 化 に つ な 

区 が 主体 で す の - 人 角 が 大 きく な る と いう の は 、 和 勾配 が 急 に な る と いう こと と が っ て いる わけ で すね 。 つ まり 、 特 効 華 の よう な も の で ーー な る ほど と 。 そ の た め の 守 向 内 部 の 多段 式 カ ム 
量 と いう 目的 が あり ます 。 また 、 隔 同意 で すね 。 ン と 画質 が 上 が っ て いる わけ で は な い : 構造 で も ある わけ で すね 。 

た 名 玲 に 合 わせ や すい と いう メリ ッ ト が お 長屋 は い 。 その 辻 り で す 。 この レン ズ の 化 橋 を 箇 参 田 その 通り で す 長 必 そう な り ま すね 
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Canon EF100-400mm L IS TUSM 


最短 撮影 距離 は 従来 レン ズ の 
約 半分 (0.98m) に 短縮 


一 一 最短 所 影 交 が 従来 の 約 1/2 に 短縮 され て い 
ます が 、 短 編 化 を 可能 に し た 技術 的 な 背景 や 生 密 は 
と ご に あり ます か 。 

柳田 技術 者 の 意地 で すか ね ( 笑 )。 ま ず 、 長短 拓 
虹 光 を 知 くす る た め に は 、 フ ォ ー カ スレ ンズ 佑 を いっ 
ば い 動 か 方 法 と 、 フォ ー カ スレ ンズ 群 の バ パワー を 強 
。 前 者 は 移動 量 を 稼ぐ こと で 
束 近 まで ピン ト が 合う よう に し 、 後者 は 少し の 第 動 で 
も 振 近 まで ピン ト が 合う よう に な り ま す 。 今回 は 、 その 
どちら も 控 用 し まし た 。 カス レン ズ の パワー 
を 員 く する と 、 ちょ っ と 動い た だ け で も ピン ト が 大 きく 変 
わる と いう こと な の で 、 ガタ ツキ が な 肛 動 きせ る こと 
草 朗 に な り ます フォ ー カ スレ ンズ の 動 
き は AF の 科 度 と も 溢 く 関係 し て お り 、 すばやく 動か 
し つつ 、 所 塵 の 位 置 に 町 度 良 く 目 め る と いう 、 高 精 


回 トル ク の 負荷 が 変え られ る 調整 リン グ 


が 、 間 人 け の 方 法 が 葬 れ て 殺 が 

た リング 6 回 すこ と で ズー ム 失 作 の 草 き 変え る こと が で き 提 有 

攻 屋 に メー ム が 宮 化 し て し まう こよ を 防げ る 。 また 、 還 め に セト す 
に レシ ンズ の 自重 で ズー ム が 億 びる 昌 人 も 00 げ る 


ヾ 統 の 大 化 で 入 り 由 え で いま す 。 

それ に し て も 、 約 1/2 ま で 最短 提 影 距離 を 短縮 
する の は 、 並 大 抵 の こと で は な いと 思い ます が ……。 
杉田 そう で すね 。 フォ ー カ スレ ンズ は 、 フォ ー カ ス に 
関す る カム と ズー ム に 関す る カム を 租 合 わせ た 軌 
中 で 移動 する よう に な っ て いま す 。 つま り 、 それ ら の か 
ム を 複雑 に 坦 み 合 わせ て 所 堂 の 剛 係 性 を 作る こ 
成功 し た こと が 大 < 寄与 し て いま す 
一 一 その 辺り は 、 長 玉 独 特 の 作り 込み と いう べき も 
の な の で し ょ うか 。 
柳田 いい え 。 標準 メー ム 系 で も 用 いて いま す が 、 
この レン ズ で は 重たい 前 斑 の ガラ ス が 動く の で 、 それ 
に よる ズー ム ト ルク の 変化 と 、 ほか の レン ズ 妖 と の 移動 
スピ ー ド の 韻 係 を 高度 に パラ ンス きせ る 記 要 が あり 、 
そこ に ノウ ハウ が 詰まっ て いま す - 
一 れ で は 、 次 に ASC に つい て お 尋ね し ます 。 ま 
ず 、 ASC と は どう いう 技術 で 、 従 来 の レン ズ コー ティ ン 
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度 な 制作 も 要求 きれ ます 。 その 辺り を メカ 設計 と 協力 
し て ガタ ツキ が な い 機 構 を 採用 する こと で 宮 服 し て い 
ます 。 宙 上 の 光学 計 計 だけ な ら 、 従 米 の フロ ー テ ィ ン 
ダ 技 術 の 延長 で 、 ある 第 度 寄 れる 設計 が で き で いま 
し た が 、 そ れ を いか に 精度 胡 く 了 動 で きる か と い 
光学 設計 と メカ 設計 と の 調和 こそ が 、0098m を 達成 
し た 大 き な ポ イン ト に な り ます . 

長 司 メカ 計 計 の 立場 で 中 し 上 げ ま す - 今回 の 達 
成 は . 徴 感度 の 高い フォ ー カ スレ ンズ の 移動 量 を 増 
や し た いと いう 光学 設計 か ら の 要求 を どれ だ け 叶 え 
られ る か と いう と ころ が ポイ ント で し た 。 最 装 的 に 、 今 
仕様 で 、 メカ 構造 の 成立 に 必要 な 条件 を 
前 た すこ と が で きま し た 。 フォ ー カ スレ ンズ も ズー ム 同 
様 に カム 機 橋 で 駆動 する 醒 成 に し て いま す が 、 条 件 
と し て は まず 、 カム 尼 構 が 配 臣 で きる か と いう 点 で し 
た 。 次 に 、 フォ ー カ スレ ンズ を カム の 皿 味 どおり に 柄 度 
よく 駅 動 で きる か と い 
カス レン ズ を 精度 良く 保持 し つつ 、 ガタ ツキ が な く 駅 


こち ら に つい て は 、 フ ォ ー 


回 取り 外し が 容易 な 三脚 座 


中 内部 の ネジ を 回 すご Et 二分 大 で き を 、 I モ デ 
# 條 す 場合 は レン ズ の 可 か ら リン グ ご と 撤 き 取る 必要 が あっ た が 
剛 で は レン ズ を し た まま で スピ 妥 可能 、 ま た 三陸 
人 を 外 す と 清く な る ため 、 カ メラ バッ グ へ の 記 寺 ダ 室 に 


ク と は どこ が 異な る の で し ょ うか 。 

柳田 ASC は 不 レ ンズ か ら 搭載 きれ る 技術 で 、 正 式 
に は 「 エ アー・ ス フィ アー・ コ ー テ ィング 」 と いい ます 
従来 の コー ティ ング は 、 基 と いう 方 法 を 用 いて 何 層 
も の 際 を 積み 重ね て いま す 。ASC も 基本 的 に は 同じ 
な の で す が 、 空気 と 接する 最 表面 の 選 の 性 質 に 特 
散 が あり ます 。 その 居 の 屈折 内 が 、 通 辻 の 蒸着 狗 に 
対し て 、 大 に 低く な っ て いま す 。 反射 は 屈折 率 が 
異な る 質 の 界面 で その 反射 率 は 媒質 の 必 
折 率 の 差 が 聞 し い ほ ど 大 きく な り ま す 。 通常 の 者 
胸 の 材料 は 、 最も 屈折 率 が 低い も の で も 、 ある 程度 
の 屈折 率 が あり 、 空気 と の 界面 で の 反射 を 抑え る の 
に 限界 が あっ た の で す が 、 そ れ に 対し て 「 灯 低 由 折 
率 居 ] と いう も の を 作り 出す こと で 、 燕 着 際 レ ンズ コー 
ティ ング が 大 きく 進化 し まし た 。 それ が 、ASC で す - 
一刀 面 較 を 見 ます と 、 まる で 発泡 スチ ロー ル の よう 
な ハニ カム 橋 造 に な っ て いま すね 。 


し た 。 次 に 、 レン ズ 了 動 に 必要 な トル ク で す が 、 ア ク 
ー タ ー で 動か きる 坦 囲 の トル ク に 収 
め な いと いけ ませ ん 。 フォ ー カ ス の 回 転 角度 を 期 や せ 
ば 、 ト ルク を 小 きく する こと は 可能 な の で す が 、 そ うす 
る と 限ら れ た スペ ー ス の 中 で カム を 配置 す : 
し か っ た り 、 ガタ 寄せ を 含め た メカ 橋 寺 
が 共 し か っ た り と 、 諸 問題 が あり まし た 。 また 、 錯 休 を 
遵 くす る 方 法 も 考え まし た が 、 そう する と 必要 な 隊 性 
を 香 ら れ な く な り ま す 。 狂い 証 則 の 中 に すべ で を 入れ 
込む こと が で きる よう に 工夫 する こと で 、 光学 設計 の 


理 條 どおり の 動き を する メカ 読 計 が 先 大 し た こと が 、 
ポイ ント だ っ た と 思い ます - 
一 一 最短 提 影 下 離 が 短く な る と 収差 も 同時 に 増大 


する と 思い ます が 、 と の よう な 技術 で それ を 抑制 し て い 
る の で し ょ うか 。 

柳田 その 作 に 関し まし て は 、 一 部 の レン ズ を フロ ー 
ティ ンダ きせ る こと も 合 め つつ 、 トータル な レン ズ 配 


回 開閉 式 の 操作 窓 付き レン ズ フ ー ド 


スラ イト 式 の 爆 作 が 所 席 ま れ た レン ス フ ー ド 。 PL フィン 
人 に 、 スイ 式 の 宮 介 て PL フィ ルター の 外 入 が 回せ る 。 こ れ 
まで O よ うに レン ズ フ ー ド を 時 隊 す る 上 が な いた め 、 ズー ム の 定 拓 や 
剛 の メレ を が 技 こ り に くい 。 ユ ー ザ ー タ ら の 戸 を 友 遇 て 二 か た | 


杉田 それ は 宇 気 の * 
た めで す 。 光 の 波長 より 
ド を 表面 に 普 べ る こと で 、 あたかも 寄 度 の 低い 材料 


規則 的 に 配列 きせ で 
ト き い ナ ノレ ベル の 空気 の 


と っ て は 屈折 率 が 低い 素材 で ある か の よう に 見 せ て 
いる の で す 。 

一 表面 の 材質 は 従来 と 遅い は あり ます か 。 

杉田 いい え 。 素材 その も の は 通電 の 蒸着 隊 と 変わ 
り ま せん 

ーー 一 SWC は 弄 面 の 密度 を 変え て いき な が ら 光 を 取 
り 込 ん で いく と いう 技術 だ と 解 駅 し て いま す が 、ASC 
は 原理 的 に 異な っ て いる の で し ょ うか 。 

杉田 光 の 波長 より 6 竹 幼 橋 造 で 、 見 か け の 居 
折 率 を 諸 え る と いう 意味 で は 同じ な の で す が 、 作り 方 
は まっ た く 異 な り ます 。 SWC は クサ ビ 形 の 駅 を 形成 
し て お り 、 最 表面 の 突っ た 部 分 は 空気 が 多く て 胞 材 


は 少 を 補 気 に 限り な く 近い 性 質 が ある の で 
す 。 そし て 、 奥 へ と 進む に つれ て 宏 
く 情 造 で す 。 反映 と いう の は 屈折 率 が 変わ っ : 
ろ で 発生 し ます の で 、 徐々 に 軸 折 率 が 変化 し て 
ば 、 反 身 が 起こ り に くい と いう 理論 を 用 いて いま す 。 
ーー 一 それ を 踏ま えて ASC の 原理 を 説明 し て くだ さ ! 
柳田 は い - ASC の 場合 は 、SWC の よう に 徐々 に 
宏 度 を 変え て いく わけ で は な く 、 通常 の 藻 着 肛 と 同 
様 、 空 気 と の 界面 で の 反射 を 、 二 渉 に より 弱め る 方 
法 を 採用 し て いま す 。 た だ し 、 空気 と の 界面 で ある 
最 表面 の 層 を 超 抵 屈折 率 選 に する こと で 、 最も 大 き 
い 空 気 界面 で の 反射 を 小 き くし て いま す 。 そし て 、 何 
居 も 重ね た その 下 の コ ー テ ィング で 、 反射 する 光 を 打 
ち 消し あっ て 簡 く する と いう ぞ え 方 で す . 

ーー レン ズ 構 成 国 を 見 ます と 、 第 5 レン ズ 群 の 1 枚 
に ASC が 施さ れ て いま す が 、 ご これ に は 特別 な 理由 が 
ある の で し ょ うか 。 

砂田 レン ズ に は ゴー スト や フレ ア が 発生 し や すい 面 


回 各種 操作 系 スイ ッ チ 


か Aas 
Hr 


ふっ 革 和 SIw9 き wowSsDm ほ 当主 注 


と ww 


ご 葛 ら 当 共 SI 忠生 
て 才 ら wayFE 300W 。r 攻 9 恋 


いで 8 科 業 ye な 半 S 【E 0 


ヾ 気力 性 を 高め て いる わけ で すね 。 

長 属 は い 、 そ の 通り で す 。 ズー ム 比 の 関係 か ら 結 
り 出し 量 が 多い レン ズ で す の で 、 広角 と 堂 遠 で は 体 
策 の 変化 が 大 き ' 特 向 で す 。 その た め 、 ズ ー ミ 
ング に よっ て 空気 が 吸い 込ま れ た り 、 吐き 出 きれ た り し 
ます が 、 レ ンズ の 中 に 空気 は 通す けれ ど 、 水 や ほこ り 
は 通 き な い 「 全 気 抜 』」 を 行う 部 分 を 設け て いま す . 
も ちろ ん 、 外 個 か ら 見 える 部 分 で は な く 、 すべ で レン 
の 0 訂 2 間 け て あす 

座 の 構造 が 変更 され て いま す が 、 特 徴 や 
使い 性 手 に つい て お 教え くだ さい 。 

長 必 ユー ザー の 方 そ か ら の ご 望 を 反 喘 きせ て 
橋 造 その も の を 変更 し て いま す 。 従来 の ぉ の より も 、 
横 位 置 と 組 位 置 を 切替 える と き の 採 作 件 を 向上 
きせ て いま す - 三脚 放 を 簡単 に 取り 外し で きま す の | 
持ち 運び 時 に レン ズ 全 体 の 体積 を 小 き くす る こと 
が 可能 で す 。 


と いう 6 の が と うし て も 存在 し ます 。 当 
差し な が ら 光 学 設計 を 行っ て いま す が 、 
スト や フレ ア に こだわ っ て 設計 し て し まい ます と 、 肝心 
の 光学 性 能 が 導 ち で し まう 場合 が ある の で す 。 で す 
の で . 今回 は レン ズ 性 能 が 引き 出せ る 光学 バラ ンス 
を 保ち つつ 、 特定 の 面 に ASC を 施す こと に よっ て 計 
間 を 解決 し て いま す 。 

一!5 ( 手 フレ 析 正 栓 本) に 「 モ ー ド 3」 が 拉 載 され 
る な ど 信 化 し て いま す が 、16 年 と いう 誠 月 で IS 機構 に 
は どの よう な 変化 が あり ます か 。 

長 隆光 一 に いえ る こと は 、 補正 光学 系 が 台 勤 する 
放 の 座 近 抵抗 を 可能 な 限り 吉 ら す よう な 情 造 に 必着 
し まし た 。 前 モデ ル の IS は 析 正 光学 系 の 運動 を 、 ガ 
イド 由 を 捕 動 きせ で ガイ ド す る 柄 造 で し た が 、 この モ 
アル を 合わ 最新 の レン ズ で は 、 ボ ー ル を 転 動き せ て が 
イド する 醒 造 に し で いま す 。 駆動 時 の ロス を 少な くし 
た メカ 構 寺 制御 の 改 廊 が 合わ きっ て 、 本 正信 号 に 
庄 じ て より スム ー ズ に メカ が 動く よう に な - 、 手 


、 それ を 回 
と きら ゴー 


aeSom tm) 


仙 モ MC 剛 し て . 凍り 内 、F8 時 と も に 人 能 が 向 
上 し て いる 特に 面 中 央 作付 近 で は 同和 りか 50.8 
以上 の 数 休 マ ー ク 。 写 人 の 康太 本 も に 、 
に 拓 写 で き る こと を 示し て いる 


(の 本 体 は コン バク ト で すね 。 大 きけ れ ば 
大 きい ほど 有利 で ある よう に 感じ られ ます が ……。 
長屋 従来 の も の と は 柄 造 が まっ た く 異な り ます の で 
問題 は あり ませ ん 。 ね し ろ 、 三脚 座 の 開 性 を 上 げ る 
た め に 大 くし て いる 部 分 も あり ます 。 今回 は 製品 の 軽 
硬化 を えて 、 十 分 な 央 性 を 確保 し つつ 、 小 きく で き 
いて は 系 座 を 重ね て 形状 を 検討 し て いま 
体感 が ある デザ イン に 
な っ て いま す の で 、 ス マー ト に 持ち 運べ ます 。 さら に 、 
リン グ 部 を 取り 外せ な い 情 造 に する こと で . 内 部 の 本 
造 を 合理 的 に 設計 で き 、 スム ー ズ に 動か せま す 。 
ーー レン ズ フ ー ド に は PL フィ ルター な どの 操作 用 の 
窓 が 開け られ て いま すね 。 

長 属 この 部 分 に つい て は 、 ユ ー ザ ー の 方 そ か ら 
の 声 を スト レー ト に 反映 きせ まし た 。 この グラ ス の 調和 
ズー ム の フー ド は 、 十分 な 信光 効果 を 得る た 
し て も 所 定 の 長き が 必要 で す 。 その た め フ ー ド 装着 


っ ru 


プレ の 補正 効果 を 大 きく 向上 きせ る こと が で きま し た 
ーー レン ズ の 耐久 性 に つい て 、 前 モデ ル と 大 きく 異 
な る 点 は どこ で し ょ うか 。 

長 必 最も 大 き な 辻 い は 内 部 の 革 組 み 構 造 で す 。 
マウ ント か ら 先 六部 まで を 支え る 叶 組み 構造 の 部 品 
が ある の で す が 、 その 際 昌 を 上 げ て いま す 。 内 万 を 
単純 に 上 げ る だ け で は 、 強度 は 上 が 0 ます が 重量 が 
増し て し まう た め 、 で きる だ け 肉 抜き を し な が ら 喚 度 を 
無駄 な 部 分 の 肉 厚 を 落と す 一 方 で 、 強 
ころ は 強く し つつ 、 メリ ハリ を 付け た 加 江 を 
行い まし た 

一 一 防塵: 防 滴 性 能 に つい て は 、 前 モデ ル より も アッ 
プレ し て いま すか 。 

長 必 基本 的 な 防府 ・ 防 注 構造 と し て は 、EF70- 
300mm F456L IS ご 
いま す 。 具体 的 に 北 し 


分 は 、 部 材 と 部 材 の 区 
ぎ 旧 や 動き の ある 部 分 の シー リン グ で す - 
ーー ズー ム に よっ て 繰り 出さ れる 部 分 に つい て の 


ea 
FOO TU 


衣 側 カ の 向上 は 00mm 作 で 8 に 時 た 前 モ 
で は 30 本 /mm の 周 心 方向 の 特性 が 和泊 に 人 
て いた が 新生 で は 上 季 に カー ブ が 作画 
画伯 ムウ が 少 6 いよ うだ 


時 の 搬 法 に お いて 、 一 度 構 較 を 決め で か ら フ ー ド の | 
前 側 か ら 斑 を 入れ で PL フィ ルター を 回 す と 、 衣 点 中 
雌 が 変わ っ て し まっ た り 、 三脚 が 動い て し まっ た りす る 
と が あり まし た 。 そこ で 、 今回 は 操作 性 を 眼 


くす る と いう 日 的 の た め 、PL フ ィ ル ター 調整 用 の 窟 を 
新設 いた し まし た 
一 一 最後 に 一 言 ず つ 、 メッ セー ジ を お 願い し ます 。 


楠田 当社 デザ イナ ー の 言葉 を 借り れ ば 、 人 間 二 
学 的 な 官 紫 性 能 の 部 分 に 非常 っ た アザ イン 
で す の で 、 手 に と っ て いた だ けれ ば と 思い ます 」 
長 必 16 年 分 の 志 い を 詰め 込ん だ レン ズ で す 。 ぜ 
の 使っ て いた だ きた いと 思い ます 。 

柳田 最高 の 光学 性 能 を 達成 し た と 思っ て いま 
す 。 多 画 素 カ メラ の 性 能 を 存 分 に 引き 出せ る 一 品 で 
す 。 また 、400mm で の 最 知 撮影 志 lm アン ダー の | 
世界 を 存 分 に 味わっ て いた だ けた ら 幸 いで す 。 

ーー 本 日 は あり が と うこ ご ざい まし た 。 
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に な る ボイン ト を ユー ザー プン ミグ 4 い 
= Rgsizi2i0 5 コ 22 人 TAUS 1 を 


ーー ッ プ 7 誠 JTTEEV7S ユー ザー か ら 要 望 の 多かっ た 撮 有 影 機能 を 向上 ーー の 写 ーーーー 
EE で 狙え る スモ ー ル AF 輪郭 を 表示 で きる 
= 3 ター ゲッ ト ビー キン グ 機 能 


開放 F2.8 通 し で 焦点 距 訓 28 一 300mm 相 当 の レン ズ を 備え た コン パク ト 機 、 
STYLUS 1 に 新 モ デル が 追加 。 ピン ト 合わ せ を する と き や 、 ズー ム 操 作 時 の 使い 勝手 


ゃ 人 を 
人 ララ 記 デジ カメ 図 連 の 新 製品 、 新 サー ビス を 中 心 と し た 名 の 情報 を 穫 に つい て ユー ザー か 6 ら 要望 の 多かっ た 機能 を 新 江 。 別売 アフ セ サ リ ー と し て 新た に る | 
主 a 選 し 、 取材 し た 内 容 を レポ ー ト 、 今 月 シグ マ の 高生 ズー ムレ ワイ ドコ ン パ ー ジ ョ ン レ ンズ が 追加 され て お り 、 カメ ラ に 装着 する こと で 22.4mm 相 で 
1 画 . 衣 L 2 ンズ な ど を 中 心 に ビック アップ ! LRー ト : 箇 9 当 と いう より ワイ ド な 画 角 を 生か し た 撮影 が 可能 に な る 。 和 口 | 還 還 


December 


ズ Om エ の 


ーー オリ ン バ パス イメ ー ジ ング STYLUS 1s ズー ムレ バー。 
ご 芝 晶 :2014 年 11 月 1 日 表示 を 35mm 判 換算 で サイ ド ズ ー ム レバ ー が 
ご 実勢 人格 :70.000 幅 前後 表示 可能 ステ ッ プ ズー ム に 対応 


| ウ Ep お よび 
小型 ・ 軽 講 で マグロ 撮 影 に も 強い Io 


ご カラ ー: ブ ラッ ク 
= 則子 11.7 型 CMOS セン サー 

* 有 人 : 9.200 万 画 和 人 上 
6mm 一 64.3mm (35mm 間 8mm 一 
300mm 当 ) ンズ 尼 :10 胡 12 枚 


W ロ 
go 
*iSO 屋 還 :IS0 100 一 12800 @ シ ャ ッ ター 


シグ マ の 新しい 高 倍率 ズー ムレ ンズ 
シグ マ か ら 16.6 倍 の ズー ム 比 を 持つ 高 倍率 ズー ムレ ンズ 、 18-300mm F3.5-6.3 DC 
MACRO OS HSM | Contemporary が 新 登 場 。 APS-C 専 用 レン ズ で 、 35mm 判 換算 シボ 加工 の グリ ッ プ を 新 採用 訪 VZ.000 一 60 ゆ 7 ロ ル ブ 区 メデ ィ アテ 広角 端 22.4mm 相 当 の 画 角 で 撮れ る 
で 約 29 480mm 相 当 の 作 点 域 で 撮影 で きる 。 専用 設計 の クロ ー ズ アッ プレ ンズ ( 実 レン ズ の 周囲 に 育 ライ ン も 追加 1182 0 ワイ ドコ ン バ パー ジョ ン レ ンズ を 試す 
勢 価格 : 6.500 円 前 後 ) を 使え ば 、 レン ズ 単体 時 の 撮影 倍率 ( 約 0.33 倍 ) を 約 0.5 倍 に す グリ ッ プ の 表面 旨 や レン ズ の 周 半 の デザ イン を 変 ” x565(D) mm * さ : 約 402g ( パ バッテリー 
jioL5m 是 園 


om エ の 


る こと が 可能 。 レン ズ を 交換 する こと な く 近接 撮影 が 楽し め る 。 村 し ブレ ミア ム 奈 を 放出 し た 仕上 が り ! 及び メ テ ィ ア を 含む で リン バス STYLUS 1s 6mm (28mm 相 当 ) 


有 記 先 AE (FB、101.000、 ま OEV) 。 ISO 
シグ マ 18-300mm F3. ワイ ドコ ン バ ー ジ ョ ン . 
トー Mo 
WCON-08X 


190 。 WB: オ ー ト 
補記 の 時 子 を と ら えた 。28mm 相当 の 画 角 で 
は 高い 空 と 地面 を 一 
夫人 格 : 18.000 円 前 
ae の 信 点 区 を 22.4mm 組 沼 に で きる 別売 アク セ ザ サリ ー。 カメ 
レン ズ 上 二 の 長 さ は 的 101.5mm 。 導 ま で 他 ば し た と ぎの 革 用 の アダ プター (CU.14 天谷 200 由 が の 厩 だ 
で は 的 188mm に な る . ズー ムレ ンズ が 凍 画 に 挟 く 引出 す が 、 カ メ 
うに 入 し て 持っ た と き の バ ラン ス が 塞 く な る こと は な か っ た @ お 考 URL オリ 


.3 DC MACRO 0S HSM | Contemporary 


は 入れ られ な か っ た 
手頃 な 価格 と 取り 回 し の 


で 3 リン バス STYLUS 1s 5mm (22.4mm 相 当 ) 
良い サイ スズ が 各 力 


科 り 信 先 AE (FB 、1800 
io 


lsO 
WB: オ ー ト 


パス イメ ー ジ ング http:/olvmpus-imaging.ip/ 


AE 200ehOBa | スー ムロ ックス イッ チ を 搭載 | PC レス で SD カー ド を パッ クア ッ プ で きる | F2.8 の EF レ ンズ が F2 で 使え る ! 
Wi-Fi モ バイ ルス トレ ー ジ に 注目 | E マ ウン ト 用 の 新 レン ズ ア ダ プター | 


記 マ ウン ト : キ ヤノ ン 用 、 ニコ ン 用 、 シグ マ 用 、 
用 (A マ ウン ト )、 ペン タッ クス 用 


2 9 | ズー 2 出先 で デジ タル カメ ラ に 入っ て いる SD カー ド の 人 容量 が いっ ぱい に な っ APS-C セ ン サ ー 搭 載 の ソニ ー E マ ウン ト 機 に 、 キヤ ノン EF レ 
ー ン marimoJamW 7e5 5 間 omecusoccnem て し まっ た 。 し か し ノー ト PC が 手元 に な い の で 撮影 デー タ を コピ ー で ンズ を 装着 で きる レン ズ アダ プター、 SPEED BOOSTER の 
0035 oO 間 き な い 。 そん な と き に 役立つ アイ テム が サン ディ スク ・ コ ネ ク ト ・ ワ イ 新 モ デル が 発売 中 。 Caldwell Photographic 製 の 4 群 5 枚 
ー フ ィ ルター 性 :672mmm * 大 きき 5979i01 mm クル で の に も ヤレ ス ・ メ ディ アド ライ ブ だ 。 32GB の 内 蔵 ス トレ ー ジ に SD カー ド を の 入 小 光学 系 補正 レン ズ を 採用 し 、 レン ズ の 実 人 上 部 と 
・ ほ な 0555 バック アッ プ し た り 、 モバ イル スト レー ジ と し て 使用 し た り で きる 。 ほほ 同じ 画 角 を 1 自分 明る い 開放 F 仁 で 使え る の が 特徴 だ 。 


サン ディ スク ・ METABONES 
5 スナ ッ プ か ら 木の実 の マク ロ 撮 影 まで 2 er 1 スマ ー ト フォ ン か ら PE 
オー ル マ イ ティ ー に 使え る 便利 な 1 本 メデ ィ アド ライ ブ 専用 アプ リ を 使っ て BOOSTER "2:APSC セ シー の ニー マウ ント 
6 フル サイ ズ E マ ント 電 は を APSrC サ イズ に ク 
バッ クア ッ プ 作業 が ULTRA ロッ プ し て 人 * 対 レンズ:EF24.70mm F28L 
と ジィ Te30omm こ 行え | USWg (人 Web サ イト EE て 人 上 " 入 さ 
CCA 08 081 CPP 1 簡単 に 行え る 還 ア ダブ ター 82eoocmm に HgeO<) 
Cm 人 当り 人 AE (F35、160 Te 
GEV IsO 0 WB:4ー ト で 上 た に 
Reg523 り に し て 2 ヌナ ン フル た 還 角 ' F2 相 当 の 明る さ を | 
RSS クロ ー ズ アッ プレ ンズ < goo Fse 3 発売:2014 年 10 有 下 包 プリ か ら / パ ウ ク ア ッ プ を 生か し て 撮影 する 
に 4 ( 実勢 価格 18.000 円 前 後 実行 で きる 。 Wii 経 
aomm 563 0 MARO oon KOS 6 昌 CsD2- ド tg ッ ーー NEK6/ キャ ノン ET24 70mm fz gh 『 
08 HSM | Contemperary Am USM 70mm (5mm 李 叶 AE 2 


10320 和 、 =0EV 


300mm (4B0mm 要 ) 引 り 和 
AE (F63 125 符 、 =OE 


F63.160、13EV) SO 05:Wndows 8。 7 Ve 
800。 WE オト XP、Mac OS 1 e 対 
ディア:SD 。 SDHC SDXC 


EF レ ンズ の 開放 F 値 を 
1 段 分 明る くし て 使え る 


ya 記 を カー ド Pi 本 スト レー ジ :32G8 ご 列 
大 で と ちえ た 近づき に くい 神 の 人 人 は お 0 5 便 に な り 、 マ リチウム イオ ン ( 2014 年 10 有 15 
写 を こと ま て 3 寄せ られ る クロ レン ズ の よう を 更 め で きる 宮 = 大き 466 (W) >66 (0 下 販 価格 玉 写 れい る 
13.8 (D) mm e 宣 さ : 約 75g 88.900 円 
@ 考 URL シグ マ httpy/wwww.sigma-global.com/ @ 宅 考 URL サン ディ スク http://www.sandiskcojp/ @ 参 考 URL デジ タル ホビ ー http:/ バ 
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金属 の 質感 や アナ ログ な 操作 感 が 楽し め る 
コシ ナ の VM マウ ント 単 焦点 レン ズ 


ソニ ー の フル サイ ズ E マ ウン ト 機 に 装着 で きる レン ズ ア ダ プター、 VMLE Close Focus 
Adapter 専 用 に 設計 され た 、 新しい 単 焦点 レン ズ が コシ ナ か ら 発 売 され た 。 MF 専 用 だ が レン ズ 
本 体 に へ リコ イド を 持た な い の で 、 アダ プター 側 の ヘリ コイ ドリ ング で ピン ト 合わ せ を 行う 必要 が 
ある 。 光学 系 は 3 枚 玉 の トリ プレ ッ ト タ イプ を 発展 させ た 3 群 5 枚 で 、 フ ル サ イズ E マ ウン ト 機 に 最 


ス om エ o 


適 化 され て いる 。 金属 感 あふ れる ユニ ー ク な 外装 デザ イン が 特徴 的 だ 。 


コシ ナ HELIAR 40mm F2.8 


存在 感 の 
ある 金属 的 な デザ イン 


ヘリ コイ ドリ ング で 
ピン ト 合 わせ を 行う 


ソニー 7 に VM-E Close Fous Adapter を 介し て 
HELAR 40mm 2 を 


発売:2014 年 10 月 26 日 窒 格 43.000 円 前後 


レン ズ の 使い 方 


レン ズ を 垂直 に 引き 出し 、 左側 に 回 し て 固定 する 


電 守 き >: . 記 
ニー ニニ 提 呈 ニニ 」 
脱着 時 は 突起 に 指 を 
か け て 回 し な が ら 外 す 


レン ズ の フィ ルター 任 は @37mm 。 プラ ッ ク の ドー 
ム 


アー ド と ニッ ケル 仕上 げ の スト レー ト 空 フー ド が 
付 還 フー ド を 計 え る と レン ズ の 見 た 目 も 計 わ る 


の 0WA 呆 計 
メー\JS 適 棚 い 


オー ルド レン ズ 風 の 
写り 具合 を 楽し め る 


タン ーー g7 ノコ ナ HELAR 40mm F2B 
40mm - マ ニュ アル (F28、1300 ゆ 
1SO 50  WB: オ ー ト 民 に 多い て いた 花 と 
5 える と 、 周辺 が は と よく ば けた 失 下 か で きた 


撮影 に は VM-E Close Focus Adapter が 必須 


複数 の 風景 写真 を 自動 合成 で つなぎ 合わ せ て 
パノラマ 写真 を 作れ る 写真 編集 ソフ ト が 楽し い 


軽快 な 動作 速 族 と さま ざま な レタ ッ チ 機能 の 搭載 を 特徴 と する サイ バー リン ク の 写真 
畠 集 ソフ ト 「PhotoDirector] に 新 パー ジョ ン が 発売 され た 。 本 ソフ ト の 特徴 は 、 風 
景 を パノラマ 風 に 掘り た いと き に 、 手持 ち で 複数 枚 に 分 け て あら か じ め 撮 影 し て お 
き 、 あと で 自動 合成 する だ け で 1 枚 の 写真 を 作れ る 機能 を 備え て いる こと 。 三脚 と 寺 
台 を 使っ て 時 密 に 位置 合わ せ を する 必要 が な い の で と て も 便利 だ 。 


ズ Om エ の 


写真 加工 に 役立つ 機能 が 満 寺 
軽く 高速 な 動作 で 使い や すい 


PhotoDirector 6 
ULTRA( パ ッ ケ ー ジ 版 ) 


ロ 計 応 0S: Windows 8.1 
デフ ーVista、 Mac 0S X 
106.8 以 隊 

コバ ッ ケー ジ 版 ラ イン アッ プ : 7.000 
円 閑 換え ・ ア ッ プ グレ ー ド ) 、 


6.000 由 前科 ( ア カ 


クウ 上) 


で # 9 枚 に 分 か れ た 風景 写真 を 1 枚 の パノラマ 写真 に 仕上 げ る 


町 手持 ち で 提 影 し た 複数 の 風景 写真 を 用 意 する 


キヤ ノン EOS 700 に シ 
クマ 19.300mm F35 
3 Dc MACRO Os 
HSM Conemporay 
を 王 し て 、 到 朋 作 の 
18mm (29mm 邊 当 ) 
を 全球 京 駅 朋 の 各 


参考 URL サイ バー リン ク http:/ip.cyberlink.com/ 


合成 ボタ ン を 押す だ け で 自動 的 に つなぎ 合わ され る 


! 人 】 ポタ ン を 押し て 笠 つ と 、 自動 
され た 画像 表示 され る 。 押出 の 具合 が 
違っ て も 克 開 が 大 きく な けれ ば オー 
ト で 人 きわ せ て くれ る の で と で も 使い 

い 。 店 した 画像 デー タ を 好み で トリ 
グ 1 ば パン ラマ 写真 が 思 す る 


レン スズ 析 成 35 枚 導 氏 骨 57' 最 F 値 :F22 e 最 
類 :0 5m (VMLE Cloma Focus deplot 使 用 08) @ 風 大 
電 人 :490.3 何 @ 和 り 羽 和 四 7( 由 民 D) * フ ァ ルター 
筐 937mm 9052x12.6mm w さ 交 1320 


レン ズ は VME Close Focus Adapter と 組み 合わ せ て 使う 近 の 設計 に 
な っ て いる 。 VM マウ ント 、 ZM マ ウン ト の 各 レ ンズ を 六 可 能 だ 。 この レン ズ 
アダ プター の 実勢 価格 は 35.000 円 後 と な る 


@ 参 考 URL コシ ナ http:/wwwcosina,co.jp/ 


Lowepro の 新しい カメ ラバ ッ グ に は 
装着 の 仕方 や 機材 の 出し 方 に 工夫 あり 


カメ ラバ パッ ププ ラ ンド の Lowepro か ら 、 2 種類 の カメ ラバ パッ グ が 発売 され て い 
る 。 同 棚 の ペル ト 2 本 を 使っ て 、 ショ ル ダ グー、 ホル スタ ー、 チェ スト ハー ネス 、 
ペル ト の 4 通り の 持ち 方 が 選べ る 中 型 パッ プ 「 ト ッ プ ロー ダー プロ ] シリ ー ズ 


で 
H 
c 
K 


ーーー 一 


| 全 天 球 カメ ラ IRICOH THETA 
| 新 モ デル は 動画 撮影 に 対応 
360" 全 天球 撮影 が で きる 画 期 的 な カメ ラ 、 RICOH 


THETA に 新 モ デル が 追加 され た 。 音声 付き の 全 天 
球 動画 を 最大 3 分 間 撮影 で きる よう に な っ た ほか 、 


本 革 採 用 の フラ シカ ル な カメ ラバ ッ グ が 
アル ティ ザン & ア ー テ ィ ス ト か ら 発 売 


アル ティ ザン & ア ー テ ィ スト か ら 、 パッ グ 上 部 の フラ ッ プ に 北米 ステ 
ア 邊 の 特注 革 を 採用 し た 高級 カメ ラバ ッ グ が 発売 。 本 体 は 皿 布 製 
で 、 取り 出し 可能 な イン ナー ケー ス は パイ ル 生 地 製 。 ネイ ビー の 本 
体 と 鮮やか な レッ ド の イン ナー ケー ス の 対比 が 特徴 的 で 、 デ ザイ ン 
に 古 め か し さ を 残し つつ も 最新 の 機材 に 対応 する 収納 力 を 備え る 。 


アル ティ ザン & ア ー テ ィ ス ト 
クラ シッ ク カ メラ バッ グ (CLCAM-1000) 


カメ ラス トラ ッ プ に ミニ バッ グ が 一体 化 ! 
手ぶら で 気軽 な 撮影 に 出かけ られ る 


カメ ラス トラ ッ プ に 小型 の パッ グ が 付い た 
INSTRAP シ リー ズ が 発売 され て いる 。 サイ ズ は 2 種類 で 、 レ ン 
[ 半 ズ キ ャ ッ プ や メデ ィ ア ケー ス な ど を し まえ る 。 | サイ ズ は マチ を 
K 広げ て 長 財布 な ど 大 きめ の アイ テム も 収納 可能 。 手ぶら で 撮 

影 に 出かけ る と き に 使え そう な 逸品 だ 。 


グリ ー ン ハウ ス INSTRAP シ リー ズ 


ー ク な 商品 、 


と 、 パッ グ の 上 面 や 同人 背面 の 4 カ所 か ら 機材 を 取り 出せ る パッ フ パ ッ ク 動作 度 も 改善 。 さら に 本 体 カ ラー に ピン グ 、 イエ 
「 プ ロタ クティ ッ ク 」 シリ ー ズ だ 。 ロー、 ブル ー の 3 色 が 加わ っ た =。 SS こ 
2 本 の ベル ト で らき ロ ー プ ロ リコ ー イ メー ジン グ ピン へ 2A ン 
の バッ ク バッ ク ノ プロ タク ティ ッ ク RICOH THETA ョ Prze< 
和 38 専用 PC ソフ ト で (RICOH THETA m15) フラ ッ プ に 特注 の ベル ト の 付け 模 に 『 ー 1 サイ ズ は 底 
9980 や ea 邊 本 を 採用 。)。 ロゴ マー ク を 剤 kh 8 
ch280 WO 440 0 Pa 
に DP PP 由 行え る 2 実勢 価格 : 4.300 円 前 後 (し サイ ズ )、 3,200 円 前後 (S サ イズ ) に 0 
2kg * カ ラー: プ ラッ ク ミラ ー レ ス 機 と 交換 レン ズ 2 本 、 < 大 き さ (バッ ク 部 ) 約 80 (W) x200 (H) x40 (D) mm (S サ イズ 0 的 140 (W) 285 (HD 
発売 日 ノー ト PC や タプ レッ ト が 入る 60 (D) mm (し サイズ) 重 さ : 約 80g (S サ イズ )、 約 128g (し サイ ズ ) 


レン ズ 付 き カ メラ 2 台 と 
レン ズ 2 ~ 3 本 を 収納 可能 


レン ス 付 き 
カメ ラ 1 台 を 
収納 可能 


バッ ク バ ッ ク の 昔 面 を 


司 け て 中 を 整理 で き 
る 。 70-200mm な 
どの 到 速 メー ム が 入る 
[350 AWI も ライ ン 


アッ プ さ れる 


ーーー 4 


ウッ グ 上 前 か ら カ メラ を 出し 入れ 可能 。70.200mm など 
の 明 ズ ー ム に 3 店 す る 「75 AV 2」 も ライ ン アッ プ 


@ 佐 考 URL ハク バ 写真 産業 http:/www.hakubaphoto.jp/ 


160 テツ タ ルカ メラ マガ ジン 72.2074 


コカ ラー : ホ ワイ ト 、 ピン ク 、 
イエ ロー、 ブル ー 


請 し た 和男 を 専用 PC ソフ ト | “ 凡 応 デバ イス :i0S 后 示 
TRIGOH THETAI (本) で 司 く | Androld 和 末 、Windows 
と 、 一 本 ぐる り と 動 が 表れ 不 
な 人 を えた - 所 困 で 
は 箇 り 出し が で きる 予定 だ 


= 守 :95g 


@ お き URL 
リコ ー イ メー ジン グ http:/wwwwrricoh-imaging.co.jp/ 


レン ズ 付き ミラ ー レ ス 此 1 台 と 交換 レン ズ 2 
ロウ 演 け 帆布 で 本 、 ノ ー ト PC や タブ レッ ト を 収納 可能 だ 


揚水 効果 を 備え る 


日 2014 年 10 月 16 日 
直販 価格 -37.800 円 

的 310 (WO メ | 

D xi20 (D) mm 

* 王 的 1kg * カ ラー: ネ イ ビ ピー 
== 還 日 


@ 参 考 URL アル ティ ザン & ア ー テ ィ スト http:/ww pjp/ 


の ラー クレー. プルー. イエ ロー (5 サイズ). ブル ー、 ビ ンク (し サイズ) 


レン ズ キ ャ ッ プ な どの 小物 や 

小型 レン ズ を 収納 可能 

上 サイ ズ の バッ グ に は カー ド ケー ス や ス 

マー ト フォ ン な ど を 入れ て 小物 を ま ど 

め ら れる 。 レス 炎 の 小型 レン ズ 

な ら 布 な ど で く る ん で 、 バッ グ 内 に 入 
ーー れ て 持ち 運ぶ こと も で きそう だ 


@ 考 URL グリ ー ン ハウ ス h 
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写真 編集 ソフ ト 「OpticsProl 「Filmpack] 
「ViewPoint] 3 製品 の 新 パ ー ジ ョ ン が 発売 


デジ タル 画像 関連 の 製品 ・ サ ービス を 開発 する DxO Labs 社 か ら 、 ソフ ト 


c 

回 : 弄 の 新 パー ジョ ン が リリ ー ス され た 。 RAW 現 像 も 行え る 写真 編集 ソフ 

人 庄 ト 「OpticsPro 10」、 銀 塩 フィ ルム 風 の 仕 上 げ 機能 に 特 化し た 「FilmPack 

9 5|、 広 表 レ ンズ の 歪み 補正 が 行え る 「ViewPoint 2.5」 だ 。 

OpticsPro 10 Filmpack 5 ViewPoint 2.5 

日 = アッ フ テ ー ト 公 了 日 
2014 生 11 月 名 か ES meiolzo 
ら 休 19.900 円 休 和 14500 円 価 相 9 00 円 
(eure)、 iz500 四 加計 (eurEy、 eoo 中 Wewfom 2) 


新規 イン スト ー ル 明 に 


(ESsENTALM (ESSENTAL 生 ) 
Py っ 2.5 が ダウ ン ロ ー ド され る 
時 実に 表 世 で きる 信 デ ー タ の 吾 み を 
補正 で きる 
5D 入 ん だ 白い も や を 自動 正 で きる 


各 ソ フト に 搭載 され た 注目 の 新 機 人 
に RAW テー タ に 対し 、 目 動 和正 や 涯 が 行 える 
lewPont 2.5 / ソ フト の ブフ ラグ イン 化 :OpdcsPro から 季 を 打 立 させ 、 才 で 使用 能 


@ ま きま 考 URL ソフ トウ ェ ア ・ ト ゥ ー http:/www.swtoo.com/ 


世界 初 の 512GB SD カー ド が 25 万 円 前 後 で 12 月 発売 


世界 最大 容量 512GB を 初め て 実現 し た 「 サ ン ディ ス ク エク スト リー ム プロ 
SDXC UHS-| カ ー ド ] 。 最大 書き 込み 速度 が 約 90MB " 秒 で 、 UH5S ス ピー ドク 
ラス (最低 保証 速度 ) は フラ ス 3 (30MB /" 秒 ) に 対応 。 高速 連 写 に 対応 する ほ 
か 、 フル HD 動 画 や 4K 動 画 の 撮影 で 求め られ る 仕様 を 実現 し て いる 。 


@ 参 考 URL サン ディ スク http:/www.sandiskico.jp/ 


マイ クロ フォ ー サ ー ズ に 対応 
Kodak ブ ラン ド の 新 ミ ラー レス 機 


Kodak ブ ラン ド 製 品 を 扱う JK Imaging が 、 マイクロ 
フォ ー サ ー ズ 規格 に 対応 する ミラ ー レ ス 機 の 新 製品 を 発 
売 。 KODAK PIXPRO SZ ED 12-45mm F3.5-6.3 AF 
が キッ トレ ンズ と し て 付属 する 。 


Kodak PXPRO S-1 
発売 予定 日 2014 年 1 月 21 日 


ーー IL 


* 還 全 子 :43 弄 CMOS セ ン ゴ 


サー * 原 才 : 約 1.583 万 
本 Wi 折 折 堪 大 き Errdrme や Kadadhmome を ど 
革 守 の フィ ルム エフ ェクト を 和え 
35 5 (D) mm e 重 - 約 290g 
Kodak フ ィ ル ム 風 に 援 れ る エフ ェクト 機能 を 搭載 
[時 果 | メ ー 
Euacmome Kod4 


さき: 約 1157 (W) x67.4 (H) x 
todacolor など を 打 い 


@ 参 考 URL マス プロ 電工 http:/wwwmaspro.co.jp/ 


サン ディ スク エク スト リー ム 
プロ SDXC UHS-| カ ー ド 512GB 


売 定 日 : 2014 年 12 月 
予価 格 : 248.000 円 前 
= 呈 大 隊 み 995MB 
* 号 大 基き 込み 的 90MB 
*UHS-! ス ピー ドク ラス 3・Chss10 交 
デー タ 居 昌 ソ フト [レス キュ ー ブ ロ デラ ックス | 1 年間 用 可能 


細 信 部 耳より 情報 ⑳) 


「 ニ コン プラ ザ 名 古屋 」 が 11 月 4 日 オー プン 


* 間 日:2014 年 11 月 4 日 

ン イ メー ジン クジ ャ パン は 、 愛知 ・ 名 古屋 に 「 ニ コ 
ン フ ラ ザ 名 古屋 」 を 新た に オー ブン し た 。 ショ ー ル ー ム や 
缶 体 験 コ ー ナ ー、 号 真 展示 スペ ー ス を 拡 到 し 、 地下 1 
剛 に は セミ ナー ルー ム を 新設 。 と れ ま で の 「 名 
ビス セン ター」 は 10 月 末 に 営業 終了 し 、 ニコ ンプ ラ ザ 名 
吾 屋 に サー ビス セン ター と し て の サポ ー ト 業務 や メン テ 
ナン ス 窟 の 業務 を 引き い で いる 。 


参考 URL ニコ ン イメ ー ジ ング ジ ャ バン htp:/wwwwynikon-mage.com/ 


18 人 の 写真 家 が E0S 7D Mark で | 
"一瞬 " を と ら えた 作品 を 展示 する 特別 企画 展 | 


ジッ トカ ー| 


デジ カメ 関連 の 新 情報 は この ほか に も まだ まだ 紹介 し きれ な い ほ ど 発表 され て いる 。 
ここ で は その 中 か ら 、 特に 耳より な 情報 を ビッ クア ッ プ し て お 届け し よう 。 


下取り 商品 の 査定 な し で 購入 品 が 先 に 届く | 
先取 交換 サー ビス を マッ プ カ メ ラ が 実施 
カメ ラ 専 門 サイ ト 「 マ ッ プ カメ ラ 」 を 運営 する シ : 
ピン は 、 「 先 取 交 換 サー ビス を 9 月 より 展開 。 
カメ ラ が 取り 扱う 商品 を 手持 ちの 商品 と の 交換 に よ 
っ て 貢 取 を 項 望 する 際 、 新た に 凌 入 し た 商品 が 先 に 
購入 者 の 元 に 届き . 擬 で 交換 買取 に 出し た い 商 品 を 
発送 する と いう も の 。 注文 時 は 肌 入 品 の 全額 を クレ ム 「 先 宙 交 移 」 サー ビス の ウェ ブ 


参考 URL マッ プ カ メラ htps:/vwwmapcamera com/ 


「 ビ クト リコ フォ トコ ン テ ス ト 2015」 開催 決定 
2015 年 1 月 1 日 より 作品 の 募集 を スタ ー ト 


ド を 使っ て 申し 込み 、 差額 の み を 支払 う 。 サイ 


* キヤノン ギャ ラリ ー 銀 下 :2014 年 11 月 20 日 11 月 26 日 
* キ ヤノ ン ギャ ラリ ー 梅 田 :2014 年 12 月 4 日 一 12 月 10 日 

キヤノン は 、 全国 の キヤ ノン ギャ ラリ ー に て 特別 企画 展 
「The Photographers 一 朋 の 世界 ヘー| を 間 催 する 。 野 
月 、 鉄 、 ス ポー ツ 、 秋野 生生 物 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 、 
時 の 全 7 ジャ ン ル の 策 一 線 で 活 軒 する 18 人 の 写真 家 が 
EOS 7D Mark で 押 影 を 行い 、 決定 的 角間 の 数 々 を と ら 
えた 作品 が 一 堂 に 会 する 。 福岡 、 名 古屋 仙台 、 札 由 の 各 ギ 
ャ ラリ ー で も 順次 是 。 


人 を 発表 


付け る 。 


きき U 


“中 得 間 :2015 年 1 月 1 日 2 月 28 日 を 当 日 消 印 有効 
"受賞 果 発 時 期 : 015 年 5 月 上 旬 


ビク トリ コ は 、 「 ビ クト リコ フォ トコ ン テ ス ト 2015」 の 開 


李 績 移 氏 、 [ネイ チャ ー 痢 門 ] が 米 美知子 氏 、 「 ス ナッ プ 
チャ レン ジ 部 門 」 が 佐 奏 子 氏 の 計 3 名 - 応 和 は 者 送 で 受 ーー | 
受賞 結 果 に つい て は 、 ピク トリ コ 公 式 Web サ 


イト お よび 月 刊 誌 「 フ ォ トコ ン 」 6 月 号 に 掲載 を 予定 し で い (ピケ リコ フォ コン テス 
る 。 応 鞭 に 隊 す る 回 い 合せ 先 は 日 写真 企画 と な る 。 


馬 考 URL ビク トリ コ hp:/wwypictoricojp/ 


3 つの 部 由 を 用 意 し 、 守 衣 は 自由 半 門 ] が 


ト 2015」 の res ジテ 


162 テウ タ ルカ メラ マガ ジン 72.2074 


イン プレ ス 


世界 一 わか りや すい 


デジ タル 一 眼 レ フカ メラ と 
写真 の 教科 書 シリ ー ズ 


写真 が うま く 見 える 
テク ニッ ク も た くさ ん ! 


動物 園 所 果 の 基本 を マス ター する 
電動 物 国 で いい 写真 提 ま た め の 落 雇 DVD) 実際 に 
第 3 凍 人 工 物 ・ 搭 : ガ ラス を 攻略 する ピー 動物 園 で 
第 4 章 動物 を か っ こよ く 撮る 12 の テク ニッ ク 4 誠 ! 収録 

第 5 章 人 所 動物 別 の 提 影 デ ク ニ ッ ク 

第 6 章 陸 の オア シス 水族 館 の 上 手 な 所 り 方 
内 山 周 が 選ぶ 日 本 全国 オス ス メ 動 物 園 5 水族 人 


世界 一 わか りや すい 
デジ タル 一 眼 レ フ 
カメ ラ と 写真 の 教科 書 


動物 園 = 水族館 の 撮り 方 入 


定休 (本体 2,000 円 + 税 ) 内山 呈 療 ニコ ン カレ ッ ジ 監 1300 由 | 
@B5 変 型 刊 - 144 ペ ー ジ @ISBNB78-4-8443-3702-7 イン プレス 下 大 殺 才 価格 で す 。 


http://book.impresS.c0-jp/hooks/1114101124 


好評 発売 中 ! 


【 お 問い 合わ せ ] Infogimpress.coJjp 株 式 会 社 イ ンプ レス 


カメ ラ や レン スズ 以外 に も 撮影 時 に 役立つ 製品 ほ た く さん ある 。 この 連載 で は 、 街 

ほ 必 ア 角 写 真 家 の 佐々 木 補 太 氏 が 気 に な る 製品 を ビック アッ プ 。 実際 に フィ ー ル ド で 使 

ア を 用 し た 感想 を レポ ボー ト し て いく 。 レポ ー ト 佐々木 玉 
1 

ンー の rodoc# 選 GDOr す 


ウェ ザー エッ ジ タ ウ ンス トー ムコ ー ト 、 長 袖 エ ディ ー ズ フェ イ バ リッ ト フ ラン ネル バターン 
回 エディ ー バウ アー ポタ ンダ ウン シャ ツ 、 ニュ ー オ ー セ ン テ ィ ッ クス リム スト レー ト デ ニム ジー ンズ 


ーー 一 
「 動 体 予 測 測 距 は 追跡 ? 予測 ?」 


愛着 ある カメ ラ や レン ズ を 長く 使う た め に は 、 きち ん と し た メン テ ナ ン ス が 必要 と な る 。 この 連載 で は 、 キヤ ノン 
正規 修理 代行 店 で 働い て いる 山下 亮 氏 に メン テ ナ ン ス の 方 法 を 教え て も ら う 。 レポ ボー ト : 山 下 亮 


が キャ ッ チ し た 。 
本 け 、 最後 に [ 


あと は 、 常に 追い か け 
いつ く と いう 仕組 


オス ス メ ボ イン ト 


で 、 動い 


三 ヽ (キヤ ノン で は Al サ - み で す 。 し か し 、 写真 の 場合 、 それ で 
0 大 人 っ ぼく 見 える デザ イン 0 エディー ズ アス AF サー ポ と 呼ば れ て いま す ) を 活用 は 追い つく まで ずーっと 「 ビ ン 7 
暖か さ を し っ か り 確 保 で きる ララ ン ネ ルー 了 ー の 方 も 多い と 思い ます 。 こ の シ 隔 」 に な っ て し まい ます 。 動 体 を 


で 書く と 、「 動 体 予測 測 距 」 と な り 、 誌 」 し て いる 限り 、 被 写 体 を 常に 「 先 
の ご と く 、 動 体 の 動き を 予測 」 する こと 回 り 」 し て と と が で き な い わ 
で ビン ト を 合わ せ で いま す 。 この 尼 け で す 。 その 「『 先 回 り 」 する 行為 そ 
解 し て いる 方 が が 「 予 測 」 な の で す 。 動体 予 測 AF が 
年 々 進化 し て いる の は 、 こ の 予測 の ア 
ル ゴ リ ズム が 新 機種 が 登場 する た び 
に 進歩 し て いる か ら だ と 思わ れ ます 。 

この 仕 組み を 理解 する こと が で きる と 、 さら に 使 
いや すく な る よう に 準備 され て いる 各種 の 設定 を この 事例 は 、 動 体 予測 AF の 仕 相 み が 、 あ くま 
き の バ ターン を た くさ ん プロ グラ ム し て 、 その 膨大 。 正しく 認 訪 で きる は ず で す 。 例 えば 、 キ ヤノ ン で は で 被写体 の 動き を 「 予 測 」 し て いる と 認識 し て い 
タ 炊 の 動き を 予 滑 。 先 いく つか の モデ ル に 被写体 人 特性 ( 写 体 道 る 方 に は すぐ に 理解 で きま す 。 し か し 、 動体 を 「 追 
回 り し て 置き ピン 」 し 続け て いる の が 「 動 体 予測 従 生 度 )」 と いう 設定 が あり ます 。 こ れ は 動体 予 。 助 」 し て いる と 思っ て いる 方 は 、 ど ん な シー ン で 
AF」 で す 。 で す が 、 こ の 仕組 み を 一 度 被写体 を ロッ で す 。 擬 感度 を 上 げた あっ て も 、 と に か く 航 感度 を 上 げ て し まう 傾向 に あ 
の 前 を 別 の 人 。 り ま す 。 航 感度 を 上 げ れ ば 、 も っ と 完璧 に 「 追 中 」 


に な じ テッ バターン ボタ ン 
旨 持 に な じ お む お ファッショ ン 性 2 ラン シャク 


内 人 の 左側 に は 下 令 に 
メッ シュ の ポケ ッ ト 、 上 
さん な ポ ケッ ト が 左 ( 上 の ポケ ッ ト は 画面 テー 側 に 財布 な ど を 入れ る 
と 仙 め 方 向 か ら 入れ 5 プ が つい た フタ も あり の に 便利 な ジッ パー 付 
れる ) に つい で いる さ の ポケ ッ ト が ある 


ウェ ザー エッ ジ ダ ウ ン 
スト ー ム コー ト 


す 。 動い て いる モノ が 
お 坊 の スリ スリ ポー ズ 。 系 

人 の 錦 中 が 良く 、 前 へ の 当 た 
り は と て も 信 し い 

を か いて も 所 に 


し / 


補 ロ は 


か り と し た り ブ が ニュ ー オ ー セ ン テ ィ ッ ク 


つい て いる 。 繕 か く な っ た 空 スリ ム ス ト レー ト け で 、 その 人 の 動き を 予測 し は じ め する と 思い 込ん で いる か ら な ん で すね 。 前 述 し た 
oe 議 デニ ムジ ー ン ズ て し まう ぐら い に 感 度 が 敏感 に な り ます 。 ま 通り 、 近 感 度 を 上 げ る と 、 最初 に と ら えた 被写体 
G PO (ウェ ザー エッ ジ ダ ウ ンス トー ムコ ー ト ) ら 


感度 を 下げ る と 、 被写体 の 前 を 誰か が 横切っ て も か ら 、 す ぐに ほか の 被写体 に 予測 を 変更 し て し ま 
お 構い な し で 、 測 距 点 で 最初 に と ら え た 被写体 を うこ と に な る た め 、 そ れ を 包 ん で いな い 場 合 、「 う 
追い 続け ます 。 な どの スポ ー 
ツ で 大 人 数 が 入り 乱れ る よう な 場面 で 有効 
距離 に いる 選手 に ピン ト 
は 第 感度 を アッ プ 。 それ と 。 を まかせ る の で は な く 、 
こと も 、 カメ ラ を 使い ご: 
き て いる と 思い ます 。 


礁 価格:39.000 円 サイ ズ :XS、 S、M、 L、XL (11 月 


本 析 5.900 円 サイ ズ 「XS. 5、 M. し XL 
(ニュ ー オ ー セ ン テ ィ ッ クス リム スト レー ト デ ニム ジー ンズ ) 
本 価格 6.900 円 サイズ:29 一 40 

い 合わ せ 先 

Eddie Bauer Japan (エディ ー・ パ ( ウ アー・ ジ ャ リウ ) 
154.8567 東京 才 区 1-18-10 あかみ ビル 3F 
0120.07-1920 (朋也 - 土 選 - 9:00 一 18:00) 
URL:wwweddiebauerip 


の 仕組 み を 理解 する 
す た め に は 必要 に な っ て 


フー ド は 取 D 外 し 式 に 
な っ て いる の で 所 人 
換 に も な る 。 が る 
人 温和 果 は 拓 導 だ 


が きれ いで し ゅ 
る サイ ズ 坦 時 
ゃ が ん だ りす る の も 楽 だ 


ンス 、 回 紹介 する の は 、 冬 用 の 洋服 。 そ れ も 。 じ る こと は な か っ た 。 ウェ ザー エッ ジ は エディ ー・ バ 開く 心配 も 少な い 。 裾 を ロー ル ア ッ プ し た と き の デ 
ー プ ちょ っ と 格好 いい 系 の 紛 囲 気 だ 。 ブラ ンド ウ ア ー の オリ ジ ナ ル 素 材 で 生地 表面 に は 擬 水 加 ザイ ン ポ イン ト に な る レッ ドス テッ チ も 入っ 
は アウ トド アウ ェ ア の 老舗 エディ ー・ パ ウ アー。 ア 工 も 施さ れ て いる 。 風 を 防ぐ 効果 も 高く 、 ダウ ン の イン ナー は 、 先 染 め ツイ ル 生 地 の 両 面 に ソフ ト 
ウタ ー は 650 フ ィ ル パワ ー の プレ ミア ムダ ウン を フィ ル パ ワ ー 以 上 に 暖か く 感じ た な 肌 角 り の 起毛 を 掛け た エディ ー ズ フェ イ バ リッ ト 
使っ た ロン グ コー ト 。 お 尻 が 骨 れ る ぐら い の 丈 が あ ジー ンズ は スリ ム と スト レー ト 、 リラ ックス の 3 タタ フラ ン ネ ル ・ パ ター ン シ ャ ツ 。 厚み が あり 保温 性 も 
り 、 察 き を し の ぐ の に も ちょ うど 良い 。 体 に フィ ッ ト す イプ の 中 か ら スリ ム を 選択 。 最近 の スリ ム は スキ 巡 保 し や すい 。 月 り も 格別 に 良かっ た 。 気 に な 
る サイ ズ に する と 、 中 の 空気 を 逃し づら い の で 保 ニー タイ プ が 多く 、 お じ さん に は 厳し いと 感じ て い る 毛 玉 が 発生 し に くい 処理 も 施さ れ て いる の - 


いる , 


羽前 、F1 レ ー ス を 稼 影 され て いる カメ ラマ ン の 機材 が か えっ て きま し た 。 そ の 方 は 、 動体 巴 潤 は 人 間 が 考 
を お 預かり し た 際 に 、 ちょ うど その 尼 竹 の 重体 子 の 性 えた アル ゴリ ズム で 測 し て いる AF な ん だ か ら 、 カメ ラ 
能 を 向上 きせ る 内 容 を 含む フ ァ ー ム ウェ ア の パー ジョ ン マン は その シス テム の クモ 」 を 早く つか まな いと いけ な 
アッ プ が 発表 きれ た の で 、 こ ちら で ファ ー ム の 更新 を 行っ = い 。 せ っ か く 、 その クセ を つか みか け て き て で いた の に 肥 
て か ら お 返し し た こと が あり まし た 。 する と 、 し ば らく し 手 に 更新 され た ら 、 ま た は じ め か ら 線 習 し な いと いけ な く 


温 効 果 が 高く な る 。 袖口 に は し っ か り と し た リブ が た が 、 こ の スリ ム は 履き 心地 に 少し 裕 が あっ ェ ッ ク 柄 は 今年 の 流行 !? そん で カメ ラマ ン か ら 「 何 か し た ?] と 問い 合わ せ が 入 り まし 。 な る か ら 、 元 に 戻し て くれ 」 と 、 お っ し ゃ られ まし た 。 ーー の 
つい て いて 、 外 か ら 冷 た い 空気 が 入っ て くる の を て きれ いな シル エッ ト に 見 える 絶 紗 な サイ ズ 感 耳 に する の で ポイ ント も 。 撮影 に は 機能 た 。 話 を 賠 く と 生体 子 澤 が うま くい か な く な っ た と の こと 夫 際 、 動 体 予 細 AF が 流 誠 だ っ た ころ か ら 、 そ の て く 


ハー ド の 一 面 と デジ タリ し 名 時 板 な ど で 動く ソフ 
し っ か り ピ ント が 来 て いま し ト 」 の 一 面 が あり ます 。 根 尋 の 人 を 進 人 させる こ 
で し た 。 は で きま せん が 、 ソ フト は ファ ー ム ウェ ア を 更新 す 

る こと で 時 入 計 よ り 作 能 が 上 が る こと が あり ます 


で は 機能 が 向上 する ファ ー ム に 更新 し た だ け だ カメ ラマ ン が 撮る 写真 
と 説明 する と 、 カメ ラマ ン か ら は [だ か ら か | と いう 返事 。 た 。「 使 いこ な す 」 と いう 技 を 周 近 で 見 た 出来 


高 品質 の アメ リカ ンコ ッ ト ン が 使わ れ 性 も 大 切 だ が 、 た ま に は ちょ っ と お し ゃ れ も し て みた 
う ? 服 が 変わ れ ば 気分 も 変わ る た め 、 
いつ も と 違う 場所 に 視線 が 向く は ず だ 。 


防い で くれ る 。 表面 の 生地 は 風 や 雨 を 防ぐ 透 混 た 。 生地 
防水 素材 の ウェ ザー エッ ジ を 使用 。 少し し っ か り と 。 てい る の で し な や か さも ある 。 バッ ク ポ ケッ ト の 下 
し た 印象 は ある が 、 着 て いる と き に 動き づら いと 感 部 は 一 重 布 に し て 補強 し て ある た め 、 擦れ て 穴 の 


由 下 玩 (や まし た りょう 
村 を 見 な い 「 プ ロ 和 円 


は 年 大 阪和 生ま れ - キヤ ノン 正 殺人 行 店 PDA GALLOP] 扶 病 部 選 、 プロ 機材 に 特 化 し た 扶 和 を 生か し 朱 欠 で は 
ービス を 了 和 日々 、 多 く の プ ロカ メラ マン の 可 村 を メン テ ナ ン ス し て いる 。 hh:/vwwawrpdaroalo cnn 
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2014 年 度 


2014 年 度 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン フォ トコ ン テ ス ト で は 、 


フォ オ トコ ン テ ス ト 応募 要項 3 つの 常設 部 門 に 加え 、 随 時 企画 部 門 を 開催 し ます ! 


(2014 年 3 月 号 選考 一 2015 年 2 月 号 選考 ) 


応募 期間 


タル フォ ト 部 由 


2015 年 2 月 号 選考 2014 年 11 月 11 日 -2014 年 12 月 10 日 
L2015 年 | 

2015 年 3 月 号 選考 2014 年 12 月 11 日 -2015 年 1 月 10 日 
L2015 年 民 

2015 征 3 月 選者 2014 年 11 月 1 日 こ 2015 年 1 月 10 昌 


プリ ント B 幅 
2015 征 2 月 選者 2014 年 10 月 11 日 こ 2014 年 12 月 10 昌 


【2015 年 度 ] 
2015 征 4 月 号 選者 2014 年 12 月 11 日 こ 2015 年 2 月 10 日 


2014 生 12 月 号 特集 1「 ナ ナメ の 補 較 」 連動 フォ トコ ン テ ス ト 


2015 征 3 月 号 所 2014 年 11 月 20 日 こ 2014 年 12 月 20 日 


2014 年 の 穫 革 フォ トコ ン テ スト 


2015 生 性 2014 年 11 月 20 日 て 2015 年 3 月 20 日 


個性 泊 写真 民 ( お 且 岳 ]) 


2015 年 2 月 上 選考 2014 年 11 月 20 日 >2014 年 12 月 10 日 


(性) 和 呈 掲載 選者 本田 一 虹 氏 


デジタ ルカ メラ で 提 肛 され た 画像 デー タ 
カラ ー、 モノ クロ は 肥 い ませ ん 。 


FLLTz 識 粒 ( 涯 ) 克 月 掲載 一 - 選者 岡田 教 氏 
テツ タ ルカ メラ で 彰 東 され た 列 人 デ ー タ 。 相 の 加 号 . 


カラ ー、 モノ クロ な は 若い ませ ん 。 


EN (人 数 月 揚 吉 一 選者 : 剛 内 和幸 氏 
テウ タル カメ ラ で 連れ た 、A3 ノ ビザ イズ まで の ブリ ント 品 
カラ ー、 モノ クロ 、 出 用 は 問い ませ ん 


*GANREF 本 ペー 押上 フリ ント の 和 に の 人 3 け て 硬く だ さい 
は 1 ずつ 所 ス リ ー ブ 


NICGSe い 


上 G 和 は 行わ れ 4 所 全 へ 人吉 いた だ け ます 


外 金 ・ 買 品 に つい て H 
常設 部 門 (デジ タル フォ ト 部 門 、 組 写真 部 門 、 プ リン ト 部 門 ) 、 ! 
特集 1 連動 フォ トコ ン テ ス ト 、2014 年 の 紅葉 フォ トコ ン テ ス ト 
人 基 和 3 円: 万 円 和 選 : 回 恒 カ ー ド 5 寺 円 人: 団 寺 カー ド 
個性 真司 有人: 還 革 カー ド 1 和 由 分 
は GANNEF 上 で 上 時 を 放す る メー ル モ 押 人 人 f 
メッセ ー ジ 送 全 か ら 3 カ月 時 ご 寺 を い に だ け な い 上 人 人 
を 人 の 辿り 込み 、: お よび 山 の は 紅 更 から 約 40 昌 IN 


DLI し ます 
な い 井 が あり ます 
か T 


副 殴 に つい で 中 ET の 人 者 に は メー ムー 玉 の も 舞い た し ます 


ロ デジ タル フォ ト 部 由 ) 組 写 真 部 コ フリ ント 導 門 
エッ スト リー ム Nivel Lowepro パス ポー ト 
CF カ ー ド 16GB 244BK スリ ンク ロマ イカ 
エクストリーム プロ に rp) の 
SDHC カ ー ド 16GB 


常設 師 門 の ボイン ト 制 お よび 年 間 連 
〇 デジ タル フォ ト 分 門 組 写真 部 門 プリ ント 部 門 
フォ トコ ン ポイ ント は 部 門 ご と に 集計 され 、 各 人質 者 (同一 の 投稿 ネー ム に 明る ) に 地 提 
で れれ ます ( ポ イン ト 数 は 分 人 、 六 明 、 入 選 = ッ 佳作 1) 各部 由 の 年間 で 
イン ト の 多い 方 を 、 生 人 台 と し て 2015 年 月 号 で 発表 - その 
JO ポイ ント は あり ませ ん 


応募 規定 (共通 ) 


= 応募 作品 は デジ タル カメ ラ で 撮 昧 し た 写真 に 限り ます 
= 応募 作品 は 応募 寺本 人 が 電影 し 著作 棒 を 持っ て いる 写真 に 銀 り ます 


= 一 股 に 公募 され て いる 絢 誌 、 Web 、 企 茎 や 団体 主催 の コン テス ト と の 二 重 投 稿 や 
用 人 作品 の 応募 は ご 台 慮 くだ さい 。 他 コン テス ト で の 活 選 が 定 し た 作品 、 記 草 
本 人 の Web ま た は SNS の My ペー ジ な ど で 公表 し た 作 中 の 投稿 は 可能 で す - 


= 同一 作品 は 1 部 門 の み へ の 投稿 に 展 り ま す 。 また 、 同じ 号 の 同じ 抽 門 で の 入 賀 は ひ 
と り 1 催 まで に な り ます - 


* 天理 は 選者 と 撤 入 前 が 行い ます 。 

= 応募 数 は 、GANREF の シス テム 上 の 制限 に 泊 い ます 。 

* 保 馬 宮 の 場 合 、 計 画 に 大 きく 揚 載 され る こと に な り ます - その 昼 、 リ サイ ズ 前 の 大 き 
な デー タ の 発送 を 妨 集 部 か ら メー ル に て お 願い する こと が あり ます - 作品 の オリ ジ 
ナル デー タ は な る べく 保存 し て お いて くだ さい 。 

* フリ ント 部 門 に お いて 、 ブ リン ト 作 品 の 取り 狼 い に は 十分 注 中 し ます が 、 
(昌和 、 破 な ど ) に つい て 主催 者 は いっ さい 員 任 を 負い ませ ん 。 

* ブリ ント 部 門 に お いて 応募 され た プリ ント 作品 の 返却 は 行っ て お り ませ ん 

= 記 邊 作品 の 著作 権 は 、 応募 ( 提 者 ) に 乱 属 し ます 

* 破 写 体 の 朋 人 村人 棒 な ど に は 二分 に 注意 し て くだ さい 、 応募 者 の 頁 任 で すべ て 
の 問題 を 解決 し た うえ で 応募 し て くだ さい 。 


だ つ いて. 応募 者 は 、 当 社 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 記事 間 出 上 物 、 ホ ー ム 
衣 伝 な ど で 使 用 する 者 作法 上 の 権利 に つい て 、 国 内 外 を 問わ ず 、 非 
独占 和 に 全 用 を 当社 に 許諾 する も の と し 、 攻 作者 人 格 李 を 行使 し な いも の と し ます - 


* 応募 規定 に 反し た 場合 は 入 資 を 取り 消す こと が あり ます 

<* 天門 千 果 に つい て の 回 い 合わ せ に は お 客 え で きま せん 。 

* 中 現さ れ た 作品 は 生 朋 の 対象 と な る 場合 が あり ます 。 

* 湯 載 する 原 は 、 名 前 、 導 道府県 名 な どの 情報 を 揚 載 し ます 。 

* 玉 面 時 の 名 前 (投稿 ネー ム ) は GANREF の 表示 名 と は 別に 自由 に 設定 で きま 
す - た だ し 、 フォ トコ ン ポ イン ト は 証 面 掲 載 包 の 名 前 に 付与 され る の で 、 征 度 内 で 投 
柄 ネ ー ム を 変更 し た 場合 は 合 錦 さ れ ま せん 

* 投稿 ネー ム は . 商 係 や 特定 の 個人 の 恒 利 を 侵 理 し な いも の に し て くだ さい 。 

= 人 (実在 の 人 物 で ある か 舌 か を 問わ ず 、 マン ガ 、 アニ メ 東 の キャ ラク ター を 含む ) の 
裸体 (性 問 ・ ア ンダ ー ヘ ア ・ 女 性 の バス トト ッ プ な ど ) を 失 叉 、 指 写し た 写真 や 、 旦 力 
的 な シー ン を 性 時 所 写し た 写真 は 応募 で きま せん 

* 応募 要項 は 、 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 計上 で 行わ れ た 過去 の フォ トコ ン テ スト す 
べ て に 適用 いた し ます . 不明 な 点 は 、GANREF (bttp:/jganrefip/) の 「 お 病 い 
合わ せ 」 フォ ー ム か ら お 問い 合わ せく だ さい 、 


ちの 事故 


1 ロ 


ANR EE 
http://ganref.jp/ 


4 応募 規定 違反 の 作品 は 審査 の 対象 に な り ま せん 。 
応募 前 に し っ か り 確 認 を し て 、 どしどし こ 応募 くだ さい 。 


2014 年 左 よ り 、 計 存 に 才 載 する 作者 の 丘 名 は 本 名 を 推 球 し ます 。 GANREF に ニッ 
ク ネ ー ム で 登録 され て いる 方 は 、IMy ペ ー ジ ] 一 (設定 ] (プロ フィ ー ル の 引 信 1 の ( 計 
面 掲載 時 の 名 前 ] に 掲載 時 の 氏名 を ご 指定 くだ さい 。 た だ し 本 名 の 記 弄 は 伯 示 で は 
な く 、 ニ ッ ク ネ ー ム で の 掲載 や 本 名 と の 全 記 も 可能 で す 。 


プリ ント 郵送 に つい て 


ブリ ント 部 門 の 作品 の 奈 紀 め 切り は 艇 月 の 10 日 ( 工 ) と な り ま す 。 その 日 が 
土日 の 場合 は 、 その 部 に 拓 集 に 到 意 する よう に 半 送 し て くだ さい 。 GANREF 
上 で 応募 が 売 了 し て いて も 、 プリ ント 作 加 が 天 意 し な い 電 合 や プリ ント 作品 に 記 革 
条 が な い 二 合 は 選考 外 と な り ます の で ご 注意 くだ さい 。 ま た 、GANREF 上 で の 所 算 
手 計 きか な いま ま 応 募 玉 の 芝 付 され た ブリ ント 作品 が 革 送 され た 場合 も 選考 対生 
に な り ま す が 、GANREF ポ イン ト の 付与 は 行わ れ ま せん 。 応募 革 の 入手 方 法 や 革 
先 な ど は 次 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 


we フォト コン テス ト 


2014 年 3 月 号 か ら 2015 年 2 月 号 まで 
1 年 間 開催 する 2014 年 度 の デジ タル 
カメ ラマ ガ ジ ン フォ トコ ン テ ス ト 。 ここ 
で は 各部 門 の 累計 ポイ ント を 発表 し ま 
す 。 左 ペー ジ の 応募 要項 を 参照 いた だ 
き 、 自 信 作 を どん どん ご 応募 くだ さい 。 


2014< 邊 宗 計 ポ イン ト 


2014 年 度 フ ォ ト コン テス ト 累 計 ポ イン ト (2014 年 12 月 号 ) 


組 写真 部 門 プリ ント 部 門 
(12 月 号 現在 、 届 称 時 ) 


デジ タル フォ ト 部 門 


(12 月 号 現在 、 散 称 路 ) (12 月 号 現在 、 散 称 ) 
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プリ ント 部 門 投稿 の 手順 


GANREF (hp-7jganrefip) の 「 コ ン テ スト 」 か ら コン テス ト 名 を 選び 、 所 〒102-0075 東京 都 千 代田 区 三 番 町 20 
EE ef いす CANREF 和 Yu と の 本 ウー レス 

ee K 6 RA デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 編集 部 

包 人 規 定 に 登録 され て いる 「 応 募 杜 」 を ダウ ン ロ ー ド し て プリ ント し 、 必 要項 「 フ ォ ト コン テス ト 応 募 係 プリ ント 部 門 」 
(9 = 補 和 し ます 。 GANREF を 介さ な い 場合 は 記 の URL を 邊 授 入 力 し 、 応 

を ダウンロード し て くだ さい 


0 フント い OUumWelipHi、 CDs 


http://ganref.jp/oubo 
GANREF 登 録 が な く て も 応募 で きま す 。 上 記 URL か ら ま ず は 応募 束 ダ ウン ロー ド ! 


デジタ ルカ メラ マガ ジン 22076 169 


人 気 者 に な れる 
撮影 びと 言 プ ドバイ ス 


今月 の アド バイ ス 


写真 が 悪 味 だ か ら っ て 、「 ど うし た ら 写 真 が うま く 
撮れ る の ?」 と 漠然 と 質問 され た こと は あり ませ 
ん か ? そん な と き に 使え る 気 の 利 いた アド バイ ス 
の 仕方 を 伝授 し ます 。 レポ ー ト ・ 提 : 語 和 


アド イザ ー 


人 知子 
玉 ボ ケ を 入れ て ふん わり アク セン ト を 付け よう eo 


すっ か り 容 く な っ て きま し た ね 。 気づけ ば 、 弊 誌 も 2014 年 と 付く の は 今 号 が 最後 で す 。 編集 部 も 気持 ちよ く 新年 迎え られ る よう に 、 
少し ずつ 年 末 を 見 越し て 慌ただしく な っ て きま し た 。 年 末 に 向け て 浮 足立 っ て くる この 季節 。 [師走 ] らし くど こ か せわ し な い 、 いつ 
も と 違っ た 街 の 様子 を スナ ッ プ し て みる の も 面白 いか も し れ ま せん 。( 編 集 部 ) 


6 と ポタ は 
さく な る 。 ポケ 
を 大 きく 入れ た い 

イル ミネ ーション が 増え る この 時 期 。 ぜひ アド バイ ス し た い の と き は 開放 F 條 を 
が 玉 ボ ポケ の 作り方 。 幻想 的 な 円 形 の ボケ が アク セン ト に な り ま SR 
す - ポイ ント は な る べく 開放 F 値 を 使う こと 。 また 、 選 抽 仙人 


お 願 を 決め て みん な で 撮る ! 今 朋 号 の お 題 は | 坂道 | 


2 ーー 点 距 離 を 使 こ と で 、 玉 ボ ケ は 大 きく な り ます 。 詳し い 方 に は 円 者 の よう 交友 
個性 派 写真 展 動 する に も 体 に か か る 負荷 が 大 きい ん 、 体 狭 と し て 印象 に 区 形 絞り 採用 の レン ズ だ と きれ いな 円 に な る こと も 教え て あげ ま Po 
/ ニーー る の か も し れ ま せん 。 さま ざま な 印 人 の 写真 が きま し た し ょ う 。 ちょ っ と し た 光源 が あれ ば 賠 単 に 作れ る こと も ポイ ント 。 。 吾 天 メー ムレ ンズ を 合っ て 、135mm 7 は 作れ る , を 
ョ に な る こと だ 教え (216mm 相 当 ) で 開 了 F 価 の F5 6 に 設 の よう 人 な え み 
木の葉 に よる 光 の 反射 で さえ も 玉 ボ ポケ の も と に な る こと を 教え Ueno 人 当て 関本 全 の fp6 に 守 Hr っ 
ょ ーー て あげ る と 、 使 いや すい ネタ と し て 喜ば れる こと 問 違い な し ! て いた 攻 が 大き な ポケ に な っ た ポッ に 9 る | 
# は ま 邊 す 
を 中 
8 は 5 | Ns も 。。 応 芝 要項 =  」 
き きら 人間 伯 お 依り へ の mg、 カ メラ 、 レ ンス に 人 する 上 所 上 
きす は 県 うど 、 み は で ん 5 で De 電 し ます 
き まっ 
8 
有 由 9 呈 デ ジタル っ 。 中 を 掲 幸 し た 方 に は …- 田 書 カ ー ド 1.000 円 分 
時 市 川 達夫 。。 Ri ーー 
回 ニコ ン De00E / AFS NIKKOR 24.120mm (4G ED VR 還 を N 訟 画 と 写真 が 同 合 し た よう 「 花 鳥 風月 」 Emelo 則 人 digitalcamera@mpresscojp 
き 35mm / マ ニュ アル 財 出 (F8 213.1 お ) IS0 100  WB: オ ー ト な 作 屋 で 、 信 年度 の デジ タル 1DCM 写 真 部 〇 〇 ご ] 
g フォ ト 部 門 を 記 命 し て いる 市 あて先 に は あず 「 個 届 履 」 か 「 お 便り ) と 入れ て くだ さい 
さん. 人 秀 豆 を 取っ た 「 人 すべて OCGr "昌和 ちい て く G 


10 


「 夕 暮れ の 頃 ] sakura (静岡 県) 


ク 昌 の 方 向 に 匠 道 で 自販 車 を こぐ 肖 が 印 多 49 な 1 人 の 才 細 に は 折半 が 
な く て や 、 年 時 代 を 過 い 出さ せる よう な 1 覆 で す 


2 月 号 の お 願 は | 街灯] 


日 が 落ち る の が すっ か り 早く な っ て 、 気 づ 
いた ら 宙 条 が 点灯 し て いる よう な 季節 に な 
り まし た 。 長 く な っ た 夜 を 照ら す 街 条 。 ど 
う 表 現す る か は あな た 次 第 で す 。 


代休 同 1 1 月 20 日 こ 12 月 10 日 


ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 72.2074 


上 
9 


バナ ソニ ッ ク LUMIX GHA 
f2BASPH./ MEGA 01S 
全 先 AE (F56、7160 お 1 0EV 


LEICA DG MACRO-ELMARIT 


1SO 1600 。WB 時 


09Z'ULL0H)mz 当 恵 


omAi aw 


(0 . き 00yI .E9J) my 問 天 、 計 
時 
ti 


nir 
( 舞 失 光 ) OdByIB+ 
TC・G・ 評 」 


加 枯 Mi 


rgMNOYG 一 メー 科 ロ 
nA と rts 


Os osl 


由 


す 。 父 の 入院 を きっ か け に 、 その 膨 を 収め 
よう と デジ タル カメ ラ を 購入 し まし た 。 作 
品 を 撮り だ し た の は 10 年 前 。 宮 士 山 上 空 


に 同 出 を 思わ せる 飛 弄 傘 が か か っ て いる 光 
景 を 偶然 撮影 で きま し た 。 その と き 、 自 分 
と 自然 と 写真 が 一 体 と な る よう な 感覚 に な 
り 、 そ れ が 作品 作り の 原点 に な っ て いま 


ーー その 自然 と 一 体 と な る よう な 感覚 が あっ 
て 、 野 鳥 な ど を 所 始め た の で し ょ うか ? 


近所 の 伊佐 沼 に は も う 10 年 以上 通っ て い 
ます 。 ずっ と 通っ て いる と 鳥 に も 表情 や ま 
な ざし が ある こと に 気づい た の で す 。 そう 
な る と 「 振 っ て いる 」 と いう より 「 撮 ら さ れ 
て いる 」 よう な 感覚 で す 。 気づく と 、 無心 に 
シャ ッ タ ー を 切る よう に な っ て いま し た 。 


ーー そこ か ら 「 秦 鳥 風月] の よう な 作品 を 作 
られ る よう に な っ た 経緯 を 教え て くだ さい 
高校 時 代 は 美術 部 で 絵 を 描い て いて 、 東山 
各 答 や 歌川 広重 、 尾形 : 

に も 興味 を 持っ て いま し た 。 写真 が デジ タ 
ル に な っ た お か げ で 、 久 集 や 印刷 まで 、 絵 


て 、 デジ タル な ら で は の 手法 に よる 創作 号 
欲 が 湧い て きた の で す 。 飛鳥 の 「 動 」 と 
日 本 画 の 「 静 ] を 融合 し て 、 さら に 進化 し 
た よう な 表現 を 目指 す よ うに な り ま し た 。 


ーー デジ タル に な っ た こと で 自分 の 第 や 総 
の 具 を 手 に 入れ た と いう こと で し ょ うか ? 


合成 な ど を 媒 わ れる 方 も いま す が 、 例え 
ば 、 油 絵 だ っ て 当時 は 最新 技術 だ か ら も て 
は や され た と いう 背景 が あり ます 。 デジ タ 
ル に な っ た お か げ で 、 作品 の 細部 まで 自分 
の 気持 ち を 込め られ る と 私 は 思い ます 。 


一 今後 の 目標 を 才 え て くだ さい 。 


「 花 島 風 月 」 の 表現 を 突き 詰め て いく こ 
と 。 さら に 、 田 う よ う に 飛 点 島 を 連 写 し て 
バ ノ ラマ 合成 し た 新しい 「 鳥 図鑑] を 作っ 
て みた いと 思っ て いま す 。 ディ テー ル に 目 
を 向け れ ば 、 見 慣れ た 倫 の 飛び 方 で さえ も 
新た な 発見 が あり ます 。 同 間 を 沖 次 で きる 
写真 と いう 表現 だ か ら こ そ で きる こと は 
た くさ ん あり ます 。 時 間 が いく ら あ っ て も 
足り ませ ん ( 笑 ) 


の ンー20e45GPCOP く CCRS い 
eam 3 つ 風月 ] の よう な まる で 日 本 画 も あの 4 
きき う に 玩 っ た 
人) Io 司 号 ANR 王 ッッ 
衣 人 8 叶 周 た く て お 話 を 人 紅 加 ペー httD ganrefjp/photo_contests 
き ませ ご 動 まし た > し: デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン か ら の お し ら せ 
き を ヒ 人 和合 、 層 カ ー ド 、 盾 ブ レビ ント の 9 
59 シ ーー を 偶 り 好 め た きっ か け は 何で し た が? 画 と 同じ よう に すべ て 自分 の 手 で 作品 を oNTEST* DC も 
まあ は 意 旗 し て 写真 を 撮り 始め た の は 13 年 前 で 仕上 げ ら れ ます 。 目 分 の 総 心 も 激 され Rueraoe。 


gdioicame_mag を レッ ツ フォ ロー! 
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TE 
秦 達夫 写真 展 遠山 郷 還 月 祭 あら びる で な ] 


* キ ヤノ ン ギャ ラリ ー 舟 座 12 月 4 日 12 月 10 日 


長野 呈 南 入 に 位置 する 各 山 手 で 、12 
用 に 行わ れる 綴 。 [神々 に お 少 を 差し 上 
ける 役 」 と し て 9 世 執り 行わ れ て 
きた 伝 的 5 ら ぴる で な 
きれ る か ら な ) | と 注意 を 呼び か ける 言葉 
が 村 の 最 中 に 交わ され る と いう 。 この 奈 事 を 
20 年 同 カメ ラ に 収め 続け て きた 、 長野 出身 の 風景 写真 家 ・ 秦 達夫 氏 の 写真 
展 が 東京 ・ キ ヤノ ン ギ ャ ラリ ー 撮 座 に て 開催 され る 。 キヤ ノン ギャ ラリ ー 仙 人 台 で も 
12 月 18 日 から 2015 年 1 月 6 日 まで 硫 示 予 定 


= 
中 井 精 也 写真 展 「a la gare de Paris」 松本 紀生 写真 展 「 ア ラス カ 原 野 行 」 


エプソン イメ ー ジ ング ギャ ラリ ー エ フサ イト 12 月 5 日 2015 年 1 月 8 日 

人 の パリ 。 ター ミナ ル 駅 で は 、 下 早 に 行 ーー 
き 区 う 旅人 が 、 列 事 の 発 基 の 間 の わずか な 
時 間 で 演じ る 、 さ ま ざ ま な ドラ マ を 垣間見 る こ 
で きる 。 別れ の を 見 せる 者 、 拘 き 合う 
記 人 た ち 。 国電 を 夫 えて 行く 列 束 が 敢 光 の 
中 で 見 せる シル エッ ト 。 本 誌 で お な じみ の 鉄 
道家 ・ 中 井本 和 氏 が と ら えた 数 々 の 旅情 あふ れる 作品 を 展示 する 写 不 
が 東京 ・ 新 価 の エ プ サイ ト に て 開催 され る 。 会 期中 の 12 月 6 に は トー クイ ベン 
サイ ン 全 を 剛 催 予定 。 事前 予約 ( 定 負 100 名 ) が 必要 で 、 才 名 交 は 無料 


大 部 彩夏 vs 魚住 誠一 ] 


= マル イジ ャ ム 灘 谷 11 月 21 日 11 月 3 日 


本 与 真 家 ・ 魚 人 一 氏 
が 撮り た め た 、 タ レン ト ・ 大 部 彩 硬 さん の 
写真 20.000 点 の 中 か ら ベ スト セレ クシ ョ ン 
を 展示 双 売 する イベ ント が 
ジャ ム 流 谷 6 階 展 示 スペ 
る 。 展示 され る 作品 は す ^ 
期中 の 22 日 に は 大 部 さん の サイ ン 


を 実施 予定 。 また 、 魚住 氏 上 の レク 


2014.11.20-12.19 


小林 紀 晴 写真 展 「ring wandering 悲し き 迷 走 」 
で 記 窪 ニコ ン サロ ン ei 月 19 日 2 月 2 日 
Jam 

長野 県 ・ 作 ヶ で 生ま れ 育っ た 写真 家 ・ 
小林 晴氏 の 写真 必 が 東京 銀座 ニコ > 
サロ ン に て 開催 中 。 夏 の 同 に 送 走 し な が 
成長 し て 冬 枯れ し た 植物 、 人 に 造 われ て 洲 
直す る 動物 、 両者 の 問 で 迷走 する 人 間 。 故 
卿 の 上 し い 和 の 誠 さ の 中 で 、 人 、 穫 物 、 動 
物 が 見 せる 三 者 三 株 の 生 と 死 の 回帰 の 
輸 」 が テー マ に な っ て いる 。 表題 の 「ring wandering」 は 、 人 が 山中 を ど で 
方 向 感覚 を 失い 、 無 写 肌 に 同一 地点 で 円 を 措 く よ う に さま よう こと を 奄 味 する 


* フ ジフ イル ムスク エア 12 月 12 日 - 12 月 16 日 
Meme 
1 年 の うち 約 半分 を アラ スカ で 刀 ご し 、 央 
し くも 直 大 な 自 導 風景 の 撮影 を 続け る 写真 
家 ・ 松 本 記 生 氏 。 クジ ラ ヤク マ な どの 野生 
動物 、 現 地 の 本 、 夜 補 に 負 う オー ロラ の 
光 と いっ た 、 アラ スカ な ら で は の 補 写 体 を 見 
つめ て 20 年 に わた っ て 多数 の 作品 を 制作 し 
た 。 東京 ・ 六 本 木 の フジ フイ ルム スク エア で は 、 松本 氏 の カラ ー 作 品 40 点 
が ー 党 に 会 する 写真 必 を 開催 する 。 会 期中 の 12 月 13 日 に は 、 松 本 氏 に よる 
トー クシ ョ ー を 開催 予定 


高砂 淳二 作品 展 「EARTH SONG」 


* ニ コン フラ ザ 名 古屋 1 月 4 日 12 月 13 昌 


lampg= 


ャ パン は 、11 月 4 日 
コン プラ ザ 名 古屋 ] を オー プン し た 

開設 記念 イベ ント と し て 、 ニコ ンプ ラ ザ 内 の 
「 フ ォ ト ・ プ ロム ナー ド 」 に お いて 三 真 家 ・ 
高 太 二 氏 の 作品 展 EARTH SONG」 
を 開催 し て いる 。 会 期中 の 12 月 6 日 に は 

高砂 氏 に よる 講演 会 を 実施 予 定 。 この は か 、 同 会 場 で は 作家 ・ 椎 名 識 氏 の 


チャ ー に よる 大 部 さん の フォ ト セ ッ シ ョ ン や 、 ゲス ト と の トー クシ ョ ー と いっ た イベ ント 作品 展 「 春 く て あたたか い ア イス ラン ド 」 を 1 月 10 日 まで 靖 催 中 。 な お 、 ほか の 
を 開催 了 定 。 会 坦 で は T シ ャ ツ や 生 写真 を どの グッ ズ 販 売 も 行わ れる イベ ント 開催 時 に 写真 展示 を 休止 する 場合 が ある 
Book = ー 
PENGUIN LAND 通過 者 の 視線 


“= 福吉 広 e 青 和 


下 南 極地 域 に 位置 する 、 イギリス 額 フ ォ ー 
クラ ンド 諸島 の 島々 で は 、 に 多く の ペン ギン 
た ち が 子 育て の た め に 工 結 し 、 使 の 続く 限り 
番 寺 する ドラ マチ ッ ク な 姿 を 見 る こと が で きる , 
ここ で と も に 過ごし 、 彼ら の 次 を 


ここ で ペン ギン た 
カメ ラ で 造 い 続け た 動物 写真 家 ・ 福 田 幸広 
氏 の 写真 集 『PENGUIN LAND」 が 11 月 下 名 年 。 子ども 向け の 
も 多数 手がけ る 福田 氏 に よる 、「 久 し ぶり の 大 人 向け 写真 穫 ] と 
な っ て いる 。 判 吾 は 148x203mm で 全 96 ペ ー ジ 、 価 格 は 1.620 円 


で 山大 適 月 社 


「 ほ ぼく が 50 年 と いう 時 を か け て 覚え た 唯一 の カメ ラ 
ワー ク と は ^ 通 過 者 の 視線 " に ほか な ら な い ]。 森山 
大 道 氏 に よる 単行 本 未収 録 の 写真 語 と 、 エッ セイ 集 
も う ひ と つの 国 へ ] (日 新 聞 出 版 ) か ら の 9 編 を 
改訂 収録 し て 構成 し た 新刊 通過 者 の 視線 ] が 10 
用 に 発売 きれ た 。 スナ ッ プ へ の こだわ り 、 銀 場 か デジ 
タル か 、 モノ クロ か カラ ー か と いっ た 写真 計 や 、 
プ 時 代 を 語っ た 深 攻 昌久 氏 と の 対話 を 収め で いる , 
判 型 は 四 六 判 で 全 288 ペ ー ジ 、 価格 は 1.944 円 
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同じ よう な 写真 が 続く の を 見 て いる と 、 明らか に 集中 力 が 途切れ る 。 遇 
語 が ある と 思い ます 。 木村 区 さ ん は ドキ ュ メ ンタ リー で スト ー リ ー の ある 写真 を 撮る 写真 家 で 
す 。 自 分 の 写真 に スト ー リ ー が 欲し い 。 そ う 思 っ て 木村 さん に スト ー リ ー の 作り 方 を 聞き まし た 。 


1992 和 千葉 時 生 まれ = 2012 年 
写真 信 「 縛 (KODAMA)I を 出 木村 さん に 聞き た い 3 つ の こと - 
2012 年 放 基 フォ 


トコ シテ スト 八大 Sp 
トス 、 有 ス トー リー を 語る ドキ ュ メン タリ 写真 の 和 密 が 知り た い 。 
し = オ HIPA Pho cot | そもそも る 物語 を 、 ど こ か ら 作っ て いる の か ? 
ん ee Award 2013 クラ ン フリ き 
Pe スト ー リ ー の 作り 方 を どの よう に 学ん で いっ た の か ? 
カメ ラ を 目 の 前 に し て 、 何 を 所 っ た ら 良い か 分 か ら な く な る 、 そん な と き が ある 。 提 り 続け る こと 、 それ は 写真 を 挿 る すべ て の 人 に 共 遂 する 大 き な テ ー マ で ある 。 写真 
の 保坂 界 寿 が 、 自 分 の 作家 活動 を 通じ て 日 頃 感じ て いる 生き 方 に フォ ー カ ス し 、 写真 に 関わ る 各 方 面 の 方 々 の お 話 を 聞く イン タビ ュー 記事 連載 で ある 。 


健 坂 : 生き さん が スト ー リ ー の 下 性 に 気がつい た の 始め る ん で すか ? ら うな と 思う ん で す . 
は いつ ご ろ で す が 本 村 : 提 影 し て いる と き に スト ー リ ー は 全 后 考え て な いで 人 拓 : 本 村 さ ん が 、 見 る 人 が 入っ て いく 場所 を 作る に 
真 集 を 読ん で す 。 あ る 宮 度 、 撮 っ て 、 選 び 始 め た と き に スト ー リ ー 
ご いな 、 すご いな っ て えま す 。 そ れ は 、 初 めか ら 自 2 
も っ と スト ー リ ー の こと は えな けれ け て いく と 、 そ の スト ー リ ー し か な ら な い 20 枚 を 並べ る ん じゃ な く て 、 その 問 に いろ ん な こと を 
ば いけ な いな と 思っ た の は 2010 年 く らい で すね 。 それ ま と 思っ た ら 、 自分 の 写真 を 織り 交ぜ で いき ます 。 父 禄 の プロ ジェ クト (%3) で も 、 周辺 
で は 写真 を 情 成す る と き に スト ー リ ー を 考え る な ん て 知り ヒレ クト し て いる と き 、 その 段 北 で 初め て スト ー の も の を 調べ た り 、 ちょ っ と 関係 が ある も の を 振っ て いま 
ませ ん で し た 。 2010 年 に 受け た ワー クシ ョ ッ プ で 、 よ り 効 リー を 考え ます 

昌 的 に 意 較 を 伝え る に は 、 どの よう に し た ら 良 い の か を 保 : 合 は 拉 る と き に ある 程度 、 札 を 同 め 
学び まし た , アザ イナ ー や エディ ター が 情 成 し て くれ る 電 
合 も あめ る か も し れ な いけ ど 、 基本 、 飼 真 家 が 企 部 や る も 
の だ 上 い うこ と を 知っ て か ら 、 ス トー リー を あえ る よう に な り 


まっ て 、 


す 。 問 上 の 風景 や 他 っ てい る も の を 小 きく 撮る と か 、 以 
人 ド ん で いた 場所 と か 、 皆 の 写真 と か を 探り まし た 
人 震 : 尺 が 中 9 る か 、 給 が 足りる か 、 所 り な が ら な ん と な 


まし た 。 その ワー クシ ョ ッ プ で は 、 自 和 分 で メト ー リ ー を 作る 《 く あえ て で い る, それ っ て プロ デュ ー サ ー 気 質 と いう か 、 
と か 、 人 に 見 せる と き に は どう する と か 、 イン スタ レー ショ 柱 集 仙 力 、 油 的 と 全体 を 氏 像 で きる 人 力 と い ・ 
ン (*) する E き に は 、 どの 全 真 を 大 くし た り 、 どの 全 真 よね 


を 小 き くし た りす る と か 、 ど うい う 介 軒 に する と か を 教わっ 木村 : 多 分 そう 思い ます 
グ を し て 、 が ん ば っ て や 
る 科 度 まとめ る 誠 | 
展 で イン スタ レー ショ ン す る ん だ 、 租 信 す る ん 
り 析 えて で や っ て いま す 

保 拓 : 組 集 の 放 に 何 
本 : 新 聞 や 共 記 の 人 


て いる 


保坂 : ど の よ を 作る 醒 習 を し て いま すか ? 
全 抽 集 を 見 で メ イン を 辿 う と か で すか ? 

木村 : そ う で すね 、 そう する こと が 多い で す 。 良い 喘 表 
を 見 る 、 本 を 読む と いう の も 1 つの 考 段 で すけ れ ども 、 
写真 リン クタ が し づら い の で 、 ワー クシ ョ ッ プ で は 良い よき 
れ で いる 分 真 家 の 分 真 集 や 全 真 展 な ど を 見 て 、Iv 
イン ト を 議論 する こと を や っ て いま し た 。 ネッ ト で 作品 を 見 
で も 、 分 良 の 肖 香 だ け は 分 か る じゃ な いで すか 。 それ は 


本 当 に 勉強 に な り ます ね 。 で も 正 、 上 本 の 写真 展 で は える よう に な っ で いま し た 。 間 

あん まり 委 に な る も の が 少な いな と は 思い まし た 。 和 次 流 々 と 朝 っ て いく ん で すね 。 と ころ が 写真 を 組む 段 上 を 梨 せ る スタ イル 。 それ を 切り 性 が 大 

外 に 行っ た と き に 、 写真 左 と か ギャ ラリ ー の 展示 を 参 才 な る と 、 と で も 小さ な 物語 に な っ て し まう 。 も ちろ ん 言い た 変 で し た 。 自 分 の プロ ジェ クト だ っ た ら 、 時 間 と か 自由 で 
る こと が 多い で す いこ と は ある の で 、 結局 ステ ー ト メン ト に ゴ テ 引 り どん な も の を 撮っ で も いい は ず な ん で - その 


保坂 : そ れ も ワ ー ク ショ ッ プ で 将 っ た こと で すか が ? に な っ て し まう ん で 

本 料 : え え 。 ワ ー ク ショ ッ プ の 中 で ディ スカ ッ シ ョ ン の 時 間 本 料 : 保 阪 きん の 写 真 は 李 
が 生ま し た 。 200 枚 の 写真 を 50 枚 に する と て いる 。1 枚 1 枚 の イメ ー ジ の 力 が 張 く で て 、 すご く ス トー まし た 。 その 自由 き を 大 切 に し た v 
も の で セレ クト を する 講 し リー が 組み づら い 全 真 だ な と 思い ます - 僕 の 写真 も コン 1 を 撮る っ て いう 決め 打ち を 、 も っ と 大 槍 撮 
分 に する の は どう し た ら 良 い の か 、 も っ と 面白 くす る トラ スト を 高く し た モノ クロ で す 。 強い イメ ー ジ の 全 真 が な 感じ で すか ね 。 ば わん と し た も の を 揚 ろ うう か な っ て 、 い 
な ど を 議論 し た り 、 最 槍 に 轄 論 は あま り 則 な いん 多く 、 絵 を 自分 の や 9 り たい 方 に いじ っ て いく ほう な の で 、 う の が も ちろ ん 写真 も 、 洪 か を 近影 
で すけ ど 、 壮 べ 方 は 、 スト ー リ ー は 、 こう し た 方 が 良い ん 同じ よう に 言わ れ ます 。 最近 、 山 直 蔵 きん の 「 テ リル | し て いる と きも 、 こ れ は 撮ら な く で いい 
し ゃ な いか 、 と か 何 通 り も ぎえ て フィ ー リ ング が 一 番 、 自 。 (%2| と いう 写真 人 が いい な と 思い まし た - プレ か な 、 っ て 無音 席 に えて 選ん で いる の で し 
分 に 合っ で いる 、 見 た 人 に 言い た いこ と が 伝わる も の を ジ で 、1 枚 で も キレ イ な 写真 で 橋 成 され て いま す その と き は 話し た り 、 話し な が ら 撮っ た り し て いる だ 
探す と いう こと を 3 日 間 ぐ らい か け て や り ま し た (て いて 呈 情 移入 で きる れ は 言 し な いと 元 し いで す 。 以前 は 、 す 
保 垢 : 写真 を 拓 り 始め る と き に 、 まず 情 電 を ど 、 最近 は 楽し いと 感じ て いま す 


意識 に 出 た と き が あり まし た ね 。 苦 の 写真 を 見 
、 そん な こと を ずっ と きえ て な 


て が は っ きり っ 


今回 の 
イン タビ ピュ ー で 4】 すす 。 そ の よう に 見 える ん だ と 知っ た こと が 、 大 きたな 収穫 で し た 。 想像 の 余地 や 感情 移入 で きる 場所 と は 、 イ メー ジ の スキ や 人 物 を 
感じ た こと 代入 れ る こ と と 理解 し まし た 。 洪 然 と 全 体 を 想像 する こと は 、 写 真 を 見 返す の を 増やす こと で フォ ロー 


* キ 1 …ー イ ンス タレ ーション と は 、 電 所 や 空 則 全体 を 作品 と し て 体 際 き せる 革 条 の こと だ が 、 こ こ で は 狂 に 写真 を 括 し て いる 
2 人 由華 「 テ リル | タカ ャ イシ イ ギ ャ ラリ ー 和 (2011 年)。 理 在 は 硬 と とっ て いる 仏 リ ー ル の 角山 防 多 ば た 山 を 四季 を 組 じ て 斉 っ た 作品 
9 [Man and dogl 村 き ん の 老い た お 和 ん と 大 の シリ ー ズ 。 親子 の いろ いろ な 紀 い を 大 を 通し た 関係 代 び 大 好き な シリ ー ズ 


介 ( ほ きか の り ひ さ ] : 1968 和 部 生 まれ 。2009 年 に 洲 Photolucida の Criicsl Mass2010 に お いて Top50 に 計れる. 
7a2074 2011 年 リブ ロア ル テ よ り 「BURINING CHROME: ク ロー ム 蜂 を 出版 。2012 年 に ギャ ラリ ー Tanto Tmpo に て 人 2014 
中 より 写真 ブロ ジェ クト 、 東京 Desorbing Tokyo Scspes by 100 Photooraphers に 震 各 。 nhn:/owww hosakanonhia cnn 
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ェ メ ン スマ ホ か ら も 印刷 で き て soma 
カラ リオ PF-70 績 坦 所 を 選ば な い スト ラー ダ (メッ セン ジャ ー パ ッ グ ) 
時 プ リン ター 
pa タル ー 還 レ フ と 
交換 レン ズ 1 本 が 入る カメ ラバ ッ グ 


Ye を 
全て は t て いただき 


<5400 (W x250 (H x 
150 (D) mm 約 400g 
ラー ブラック 。 オ レン ジブ ルー 


人 天主 ケ ンコ ー・ ト キナ ー 
/ ーー ニー ニー ニー 
円 】 
こう 5 テー 


し 4 
ウエ スタ ン ア ワタ ル 
AMy Passport Ultra (1TB) 
大 切な 写真 や 映像 を 
安心 し て 保存 で きる WD 后 
目 生 ( ッ クア ッ プ や 剛史 化 も 


で きる HDD 


< め 249 (W) x85 (H x176 (D) mm ご 1.Bkg 用 由 サ イズ : カ ー ド ーA5 
・ 還 状 30% (し 乱用 紙 (区 ) @ 対 R フ ディ ア SD SDHC 
SDXC カ ー ド (用 アダ プター で miroSD SDHC SDXC か - ド も FUmmiSD 
SDHC カ の 名 4 ディ ア に も 過 ) WIHR 届 : 対 応 カラー: ホワ イト ・Windows Mec 相 琵 e 約 110 0W)XB2(H)z15(D)nmn / 約 1609 22ー ワ ラック 
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Us 3.0 プロ 仁科 の 信号 真 や 
対応 で 直送 UDMA 7 対応 バン ラマ 写真 の 
スト レス フリ ー な 高速 コン バク ト 自生 合成 が 行え る 
USB メモリー ロ フラ ッシュ 写真 細 集 ソフ ト 
サン ディ スク le し キリ ー ツ ディア 
サン ディ スク エク スト リー ム プロ フェ ッ シ ョ ナル 1066 倍 速 CF カ ー ド 
USB3.0 フ ラッ シュ メモ リー (16GB) (16G8B) サイ 


PhotoDirector 6 ULTRA 


708 W) x21.3 ) x114 (D) mm 1B1g 


理大 計 み 取り 字 度 :10MB (1.066 人 


大 革 みり 245MB 大 和み:155MB ・ 記 05:WndowsB1 8 7 Ve 
大 者 き 送 50MB ・ 革 フト mge Rescue」 無料 ダウ ン ロ ー ド ウー ボン 和風 Mec OS X 1058 以 上 

テー クタ 電化 ンス 「SenDiek SecureAccess Softweare| 人 DPt か の Y テ ゴ イク ロン いずれ 564 ピ ト 季 

寿人 サン ディ スク 人 式 会 htpzwww sandlek cojp/ tip2jplewareom| 拓 : サ イ バ ー リ ンク 析 式 信人 htip7/jm berlnk comy 


ー 応募 要項 
GANREF サイ ト 上 か ら ご 応募 くだ さい ! = [CLUB IMPRESS」 へ の 登録 が 記 要 で す 


「 送 め m り ]2014 年 12 朋 19 ( 金 


gec ち er httpS://ganref 
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この ちの 昌和 で きい 叶 が を り ます ウル カメ ラマ ガ ジ ン で は 下記 の 内 可 で Welb アン ケー ト を 馬 し て いま す 。 モ 
SR を 行 ます 当 過 者 は デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 2015 年 月 号 に て 発表 い た し ます 。 


pmagazine/dcm/howto/ 


和信 人 極 - パ ソコ ン 所 有り 有 計 お 洗 ち の パソ コン の 村人 パ ソコ ン 人 合理 0S イン ター ネッ ト 使 用 攻 デ ジタル カメ ラ 所 有 の 有 盾 入 し た い 財 巡検. お 抽 ち 
の フリ ンタ ー の メー カー 人 と 人 カメ ラ 計 - デ ジラ ルカ メラ 本 メー ル に よる お 知ら せ の 吉 の 記事 内 に つい て ([ 婚 ] 12 月 抵 。 [ 基 特 押 ] 写 真 宋 7 人 の SEVEN SENSES キヤ ノン EF70 
300mm Fe 5 5L IS USM 。 時 雪 1] ナナ メ の 絞 ・( 特 ] キヤ ノン EF100-200mm FA 5.55LiS HUSM [所 レビ ュー シグ マ dp1 Ougto カー ルツ ァ イ ズ Los 250 時 殺 2) クラ シカ レル 
な コン パク ト 5 栓 [SPECIALGALLERY 時 なる 所有 [下記 の が ん ば 7 め る 生還 と ホ と が が 下 えて くれ た こと [人 本 中 表 カ メラ マニ ュ アル [ 妊 相 季 の 上 
日 の 包 近 ぎ 。 [| レン ズ 和 本 行 が 新 る (! 。 [ 連 所 ちび 全 わる ポー トレ ー ト 。 [ 加 Photoshop ightroom で 間 曲 レタッチ シー ン 幼 。[ 芝 いい レン ズ っ て な ん だ ? 。 [ 幸 ] HEAL 
BONES 人 と 拓 。 [ 寺 2UIXO レ ンズ と 八 す る 1 泊 2 昌 [私 の 写真 を 王 え た LENS フォ トコ ン テ スト 12 月 上 衝 一 わか りや すい 昌和 写真 定 イベ ント レポ ー ト ニコ ン Dt 50mm 11.8G 
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国人 弄 ] キャ ノン EF100-400mm F45-5.5L IS 』 USN「 間 者 イ ンタ ビー ! メ IEV/S 球 -New Prodvuct Heport [中 | デジ タル ー 打 代 の メン テ ナ ン ス 生ま れ IDCM 和 真 [ 連 了 
に ちゃ 信者 プ レ ゼン ト 寺 付 。 [ 提 3] に し せい 和 吉 メー ム の 湯 " Overyiew Eibion cf Phoooraphy - く か ら 末 た 条 記 ) 月 
いよ り っ た 写真 に な る デジ タル カメ ラ の 村 表 ご これ か ら は し い レン ズ の 過 呈 名 で な 下旬 影 し た 宮 衣 の お も な 用法 本誌 を 知 っ た 理 中 今月 呈 を 抽 入 し た 理 中 馬入 の 
本 臣 へ の ご 区 、 ご 守 ご 大望 の プレゼント 
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人 せ 界 わか りや すい 人 界 わ か りや すい キャ ノン 
アジ タル 上 レ フ と 写 の 持寺 デジ タル 一 眼 レ フ と 写真 の 拉 大 EOS 7D Marki 
改訂 版 動物 還 & 水 族 館 の 描 り 方 編 ド 
1 月 28 時 2.000F 灯 | 10 月 31 昌 発売 2.000 円 + 脱 | 9 月 30 昌 和 売 2.000 円 + 脱 
フロ は こう 使う 。 
2。 キヤ ノン EOS 7D Mark IL 動体 編 2 月 上 旬 発 売 定 
イラ スト で 角 点 由 区 と F 値 の 選び 方 が よく わか る 
レン ズ の すべ て 2 月 上 何 発売 予 定 
広告 索引 
表 2 見 明 き 28 サン ティ スク 
30 ペル ポン 
31 評 フ イル ム 
32 ハク 写真 
8 35 
10-17…… キ ヤノ ンマ ー ケ ティ ング ジャ バン 163 


18 銀 一 164 
19 シグ マ 165 
2024、2627 表 3 


ニコ ン イメ ー ジ ング ジャ パン 表 4 


は れ 扱 せ 朱 と る 望 4 

胃 ま うい せれ も き ス 0 

的 うと "る 易 | mm 
に に 表 超 シ 世 に ム 以 
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AD 回 た 呈 多 人 を た な 杯 寺 
(エイ アー 計っ し 切 ち い 々 培 
の て シン る を 被 と で 
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ミレ イチ し 図 の を し 体 場 及 
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直 寿 促 


加 ニ コン p7100 。 AFS NIKKOR 80-400mm 
14.55G ED VR "400mm (600mm 邊 


1 400mm (600mm 相当 ) 破り 理 完 AE 
(F5.6 、1/160 お 、 0EV) ISO 400 
WB: 中 大 

旧 キヤ ノン EOS 5D Mark 臣 ご シグ マ 150 
600mm F5-6.3 DG OS HSM | Sporte 
400mm ご マニ ュ アル 等 出 (F10 、6) ISO 
400 -WB:3.150K 

回 キャ ノン EOS 7D Mark エゾ タ ムロ ン SP 150- 
600mm F/5-6.3 Di VC USD 600mm 
(960mm 相 当 ) 色 り 優 完 AE (F6.4 、104.000、 
ー0.7EV) ISO 2000 -WB: オ ー ト 


oec を ee の トー き な い 引き 寄せ 効果 


トノ リ 亡 2 圧縮 効果 
3 極端 に 浅い 被 写 界 深度 
需 の で これ まで は 撮れ な か っ た 
冊 日 別 次 元 の 写真 を 揚 ろ う ! 
び 込 
に 飛 も う 


点 距 離 が 300mm く らい まで な ら キ ッ 近年 は 各 メ ー カ ー が こぞって 望遠 端 が 400 一 
トレ ンズ で カバ パー で きる が 、 さす が に 600mm を カバ ー す る 高 性 能 趣 望遠 デー ムレ ン 
400mm や 600mm と も な る と それ な り の 意志 ズ を 発売 し 、 超 望遠 レンズ が グッ と 身近 | 
レン ズ を 購入 する 勇気 が いる 。 し か し 、 。 つ あ る 。 スポ ー ツ 、 動 物 、 風景 な ど 超 望 可 レン ズ 
し 見え 6 い 半 員 の 表情 を クロ ー を 活用 で きる 被写体 は た くさ ん ある 。 「 引 き 寄せ 
効果 」 や 「 圧 縮 効果 [極端 に 浅い 被 写 界 深度 
イン ダー に と ら え た と き の ハ ン テ ィ ン グ の よう な 快 "と いっ た 特性 を 理解 し て 、 標 準 一 中 望 各 レ ンズ 
感 は 、 超 望 間 レ ンズ な ら で は の 和 力 と いえ よう と は 異な る アプ ロー チ の 写真 を 撮っ て みよ う 


7 | 圧倒 的 な 引き 寄せ 効果 で 遠く の も の を 大 きく 写す 


300mm 特 超 望 遺 レ ンズ で も っ と も 重要 視 さ れる の 

較 庄 (は 、 和 ※< く の も の を どれ だ け 大 きく 写す こと が 
で きる の か と いう こと 。200 一 600mm 
の 焦点 距離 別 の 作例 を 並べ て みる と 、 
100mm 刻 み で は さほど 大 差 が な い が 
200mm と 400mm の 差 は 大 きぐ 
600mm と も な れ ば か な り ク ロー ズ ア ッ プ で 
きる 。 さら に 、APS-C 機 に 装着 すれ ば 、 そ 
の 焦点 距離 は 35mm 判 換算 で 900mm 
600mm 相当 に な り 、 まる で 手 を 伸ばせ ば 触れ られ る 
よう な 大 き さ と な る 。 この よう に 趣 望 遠 レン 
ズ で 遠く の 被写体 を 大 きく 写す こと を 「 引 き 
寄せ 効果 」 と 呼ぶ 。 肉 月 で は 認 譲 で き な い 
遠方 の 被写体 も 超 望 各 レ ンズ を 通し て は じ 
め て 確認 で きる こと も 多々 ある 。 野鳥 の 謙 
別に 芝 上 鐘 代わ り に 使え る ほど だ 。 また 、 
周囲 の 無駄 な も の を 排除 し 、 メイ ン の 被 写 
体 に クロ ー ズ アッ プ し て 撮影 意図 を 明確 に 
し や すい の も 超 望 中 レン ズ の メリ ッ ト だ 


100 一 400mm くら い れ ば 十分 だ が 、 電 可 で は | 『 旅客機 :300 一 400mm 程度 
が し 琶 和信 n し て いる の モ や の モメ fr5 | 動物 国 :400mm 科 度 

で 上 i る こと も ちる が 大 の 半生 后 や か な 小 | P 野 呈 (人 偏 れ ):400mm 以 上 
は 600mm で も 下り な いく らい だ. 生生 の 和民 か ら の 和正 | 戦機 :500 一 600mm 破 
次 生 だ が 400mmn く らい が 外 い や すい だ ろう 8 は 寄せ 洒 に 放 600ea 

黄 全 する コー ザー 各 分 に 相 な を 大 認 し て お こう 5800mm 由 


178 ツタ ルカ メラ マガ ジン 72.2074 


7 デア 圧縮 効果 で 遠近 が 凝縮 され た 写真 を 撮 ろ う 


る 複数 の 被写体 を 、 あたかも 近 距 区 広角 レン ズ で 者 が 広がる 短 を と ら え る の も 陣 白 い が 、 

に ある か の よう に 圧縮 し て 描写 する 効 ンズ の 効果 を 生か せ ば 、 ビ ル 本 が 衣紋 され た よう な 写真 を 
人 玉 で きる 。 直下 レン ズ は 必 誠 な いよ うな シー ン も 、 レ ンズ の 交 果 

果 で 、 入 点 嘘 訣 が 長く な る ほど その 効 トド 基 目 す る こと で 、 い つも と 門真 が 提 れ る 

果 は 頭 著 に 現れ る 。 これ は 広角 レン 

ズ で 遠近 感 を 出す の と は 真 送 の 効果 

だ , 実際 に は 密度 が 低い 被写体 を 圧 

結 効 果 で 密度 を 高く 見 せ た り 、 背景 の 

山 を 圧縮 効果 で より 大 きく 見 せ た りす 

る こと も で きる 。 写真 の 印象 が が ら り と 

変わ る の で 、 表 現 面 で 大 き な 影響 が あ 

る 。 ポイ ント と な る の は 提 影 者 、 メイ ン < 

の 被写体 背景 ( 前 生 ) と の 位置 ャ ヤン EOS 5D Mrk m シク 150-600mm F5.6 


背 の 
全 馬 460m あ る ポー イン グ 777 は A め の レ ンズ で 近 
写る か 、 健 体 の 前 方 向 か 
イ の 和 9 軽 が NR れ る また 肖 昌 の 山 ま 
は 守 了 に は 10km 以上 の 誠 が ある か 和 効果 で た 
も 鈴香 の 目 の 前 に そびえ 立つ か の よう に 込ん で いる 、 


le 


7 WM 梗 敵 に 浅い 被 写 界 深度 で 大 き な ボ ケ を 作ろ う 


100mm Fs6 


被 写 界 深度 が 標 端 に 浅い こと も 超 

世 各 レン ズ の 特徴 。 被 写 界 深度 は 焦 
点 距 離 が 長く な る ほど 浅く な る 。 メイ ン 
の 被写体 に ビン ト を 合わ せ 、 理 景 や 前 
太 を 大 きく ぽか すこ と で 主役 を 浮か び 
上 が ら せ ら れる 。 その ぶん ピント 合わ せ 
は 難し く 、 近 距 離 で の 野鳥 】 
で は 目 に ピン ト が 合っ て いて も くち ば し 
は ぼけ て し まう こと が ある ほど だ 。 後 ボ 
ケ の 効果 を 最大 に する に は 、 メイ ン の 
被写体 と 育 景 と の 距離 を 大 きく する と 
1 良い 。 わずか な 』 ョ ン の 差 で 背景 

D7100 AFS NIKKOR 80-400mm f4. 55 6G の ポケ 味 は 変化 する の で 、 完成 度 を 


ED VR 400mm (800mm マニ ュ アル 胡 出 | 還 
67 1500) "ISO 200"WB: 天 天 | 高め る た め に 後 ボ ケ も こだわ り た い 。 


花 と 結 れ た ヨシ 原 を 配置 し て いる 】 
効 果 で いい 内 台 に ほけ て 主役 を 


ーo7770-400mm F45 5G SSM 400mm (600mm' 
AEF56.V1008.+1.0EV 。 ISO 100 WE 


門 


望 棚 レン ズ が 
は じ め て の 人 で も 
大 丈夫 ! 


N タ ン は 指 の 貞 で 表 か に 押し 込み 
ター チャ ンス まで 半 押 し 状態 を キー ブ す る 。 全 押 し 
半 に 力 を 入れ すぎ る と ブレ の 原因 に な る の と . 必要 以上 
に 多い 連 号 も プレ や フレ ー ミ ング の 失 改 に つなが る 


カメ ラ を 類 骨 に あて て 支え る 


利き 目 で ファ イン ダー を の ぞ き 、 カメ ラ を 上 胃 に 押し 
当て て 保持 する 。 フラ ッ グ シッ プ 尼 や バッ テリ ー グ リッ 
プ 人 き の カ メラ で は 、 さ ら に 事 に も 押し 当て る 。 利 目 
が 左 の 第 首 は カメ ラ は 体 の 正面 に 対し 左 作 め 前 に 構え 
る よう に し て いる 


限界 シャ ッ タ ー 速 度 を 知っ つて お く 
フレ の 世 因 は カメ ラブ レ と 視 写 体 ブレ に 大 別 きれ る 。 カメ ラ 


脚 を 使用 する と き は 
糧 四 メー ム は 大 志 旨 レ ンズ に 比べ ぁ 』 


フレ を 生 止 す る 第 一 上 は 、 手 プレ 本 正本 を 切っ た 状態 で 
自ら の 手 ブレ 限界 を 知る と と . 人 用 村 材 の 導 全 な シャ ッ ター 
友介 する こと で 無理 な 佐 速 シャ ッ ター を 使う と と は 
な く な る し 、 高 連 シ ャ ッ ター を 切る た め 人 に 舞 内 に IS0 和 度 を 
上 ける と と も な く な る 。 


を 使い た い 。 寺 : 


7 / 少 っ た 被写体 を 逃さ ず と ら えよ う 


も つい て いる か ら 拓 に 手持ち 后 叉 し た く な る が 、 し っ か り と 放 る な ら や は 
ドー ム の = 衝 は 困 定 が 府 い モデ ル も ある の 
アー アッ プ や 電子 先 シ ャ ッ ク ー を 使う な だ し て ブレ 防止 に め よう 。 


左手 の 位置 は 用 途 で 決め る 


レン ズ を 保持 する 左手 は 、 像 の 安定 を 優先 する な ら 
レン ズ 先 和夫 早い ズー ム 採 作 を 但 完 する な ら 三 肝 
屋 を 手のひら に 乗せ 、 親指 と 中 指 で ズー ムリ ング を 
操作 する と 帳 い 。 手 ブ レ 宰 正 の 効果 は レン ズ に より 
まち まち な の で 、 被写体 に 
合わ せ て 効果 を テス ト し て 


上 半身 は 固定 し て 懇 で 回 転 


責 は 肩幅 まで 広げ て 下半身 を 安定 させ 、 カメ ラ を 構え る 上 
半 箇 | 
イメ ー ジ だ 。 常に カメ ラ を 保 拉 し て 要 体 を 人 い 区 ける の は 誠 
れる の で 、 シ ャ ッ ター チャ ンス の 凍 後 だ け で 良い 


せる 


| 定 する 体 の 動き に 合わ せ 


し 、 プレ 本 正本 ポア ru 
上 13 
困 定 する 、 な る べく 有 層 
の 訂 い 三陸 合う 


標準 レン ズ 50mm の 対角線 画 角 は 約 46 度 な の に 対し 、600mm は 約 4 度 と 
か な り 画 角 が 狭い 。 は じ め は 狙い どおり に 被写体 を ファ イン ダー に と ら え る こと すら 難 
し いと 感じ る か も し れ な い 。 し か し 慣れ れ ば 800mm で あろ うと 時 時 に ファ イン ダー 
に と 5 えら れる よう に な る か ら 心 配 無用 だ 。 コツ は 肉眼 で 和 被写体 を と ら え て いる 目線 
の 間 に ス ッ と カメ ラ と レン ズ を 挿入 する こと 。 慣れ な い 場 合 や 、EVF で ファ イン ダー 
像 を 認識 し づら い 場 合 は 、 モデ ル ガ ン 用 の ドッ ト サ イト (照準 機 ) 併用 も 有効 


ファ イン ダー で 探す と 失敗 する | 


まず は 肉眼 で 目線 と 被写体 
被写体 に 目線 を の 間 に ス ッ と 
上 合わ せる カメ ラ を 挿入 する 


\ 


リ Cy 動体 追従 時 は ベス ト な 村 図 で 


楽 な 卒 勢 に か る よう に し よう 


生 人 を 造っ て カメ ラ を 拓 る 合 、 披 写 科 の いる 方 向 に より 
易 が 湖 れ て カメ ラ 保持 が 不安 定 に な り が ち だ 。 そん な と き は 
あら か じ め シャ ッ ター を 切る 方 向 に 向け て ペスト な 人 
を 浴 め て お いた うえ で 予 信和 作 理彩 こ フ ォ ロ ー ス ルー と い 
一 革 の 提 和 作 を 行う 。 


7 デ り 狭い 画 角 は 構 


を 工夫 し て 補 お う 


W 前 ボケ や 後 ボケ で 環境 を 伝え る 


ニュ ン p710o 
USD / 600mm (900mm 香 当 ) 
12.000) SO 400 ・WB 


SP 150600mm Fs3 DIVC 
中 fB 


ポケ に 表 の を 配 還 し 、 ウミ ネコ の 衣 村 に は 通 と 詩 を 
秋 ポ ケ と し て 時 し た 。 ウミ ネコ まで は 的 30m 、 手前 か ら 
困 ま で は 100m も の 胃 が あ る が 糧 誠 レン ズ の 引き 宙 。 ニコン 
せ 殺 、 圧 二天 写 江 座 の き さ を フル 活用 し 、 ウミ VR 
ネコ の 時 聞 を 1 覆 の 写真 に 馬 し た 


生 デ 


超 望 品 メ ー ム レン ズ は 、 包 遠 興 の 開放 F 値 が 
F5.6 一 F6.3 程 度 と 中 い も の が 多い の で 、 撮影 条 
件 に よっ て は AF が 合い づら いこ と が ある 。 特に 低 
照度 下 や 低 コ ント ラス ト の 被写体 は 苦手 だ 。 合 焦 
率 を 上 げ る コツ は 3 つ あ る 。 フォ ー カ スリ ミッ ター を 
セッ ト し て AF が 動く 範囲 を 制限 する こと 。 測 下 点 を 
メイ ン の 被写体 に 確実 に 合わ せる こと 。 そし て 何 よ 
リ 分 な 明る さと コン トラ スト を 確保 する こと だ 。 AF 
モー ド は 、 止ま っ て いる 被写体 は シン グル AF 、 動 
いて いる 被写体 は コン ティ ニュ アス AF が 基本 だ 
AF で 合わ な い 場 合 は MF で ピン ト を 合わ せる 。 


超 望遠 デビ 


400mm 以 上 の 超 望 可 レ ンズ は 、 画質 面 に お いて 
単 焦点 レン ズ が 有利 だ が 、 どれ も で か い 、 重い 、 
高い の 三重 苦 。 そこ で 超 望 回 デ ビュ ー に オス ス メ 
な の は ズー ムレ ンズ だ 。 メー カー 純正 で は 望 各氏 
が 400mm で 開放 F56 の も の が 主流 だ 。 レン ズ メ ー 
カー 製 な ら 新型 の 150 一 500mm が オス ス メ だ 。 一 
昔 前 の 直紀 問 ズー ム は 画質 面 で の 妥協 を 強い ら 
れ た が 、 最新 設計 の レン ズ は 単 6 望遠 レン ズ 
に 史 散 する 画 綱 の も の も 多く な っ て きた 。 


70-400mm F4-5.6 G SSM IL 


ご 発売:2013 征 3 月 8 日 
ご 価格 :243.000 円 前 


背景 ボケ を 入れ て 立体 感 を 出す 


主 字 を バック に 偽 に 匠 押す る トビ は 折 好 の 字体 だ 。 し か し 中 


時 ポ ケ を 入れ る こと で 立件 感 を 表現 で きた 


p7100 - AFS NIKKOR 80.400mm (455 5G ED 
400mm (600mm 相 当 


ピン ト 合 わせ は 設定 が 肝心 ! 


画 角 は 400mm で も 約 6 度 し か な く 、 狭い 世界 
で 、 画面 に 取り 入れ られ る 要素 が 少な いと 感じ る か 
も し れ な い 。 し か し 狭い 世界 の な か に も 環境 や 季 
節 感 な ど を 盛り 込め る 。 超 望遠 レン ズ を 使用 し た 
作画 の 考え 方 は 、 第 一 に メイ ン の 被写体 が 浮き 上 
が る よう 背景 と の コン トラ スト を つけ る こと 。 アク セン 
ト に な る 背景 や 前 景 が メイ ン の 被写体 と 同 方 向 に 
位置 する よう 撮影 ポジション を 考慮 する と さら に 効 
果 的 だ 。 これ に より 、 野鳥 写 真 で あれ ば 画面 外 に 
も 風景 の 広がり を 感じ は せ る こと が で きる は ず , 


要素 が 少な いと 平面 的 に 見 える 


X 


ISO 400 /WB 時 天 pe 
VO 
ca 
DO 

フォ ー カ スリ ミッ ター の 
電 り 替え スイ ッ チ 通過 点 が 分 か る な ら 置き ピン も 有効 


えら ha 
に し て h り ば 、 キ の 
で AF が 笠 く な る | 


ター を のり 抽 


記し な い 


人 中 や モー ター 
本 作 全 の よう に 飛行 機 が 上 施す る に つれ て 画面 中 央 付近 の AF カバ ー エ 
リア を 外れ て いく 電 合 は 、 潮 き ピン で 対応 し た い 。 任意 の 場所 に ビン ト を 
時 証し て 。 人 が 通す る タイ ミン グ で シャ ッ ター を 切る 手法 だ が 、 電 


の よう に 閣 する 場所 が 分 か っ て いる 場合 や 、 


合 に よっ て は AF より 実 に ピン ト 
を 合わ せる こと が で きる 。 

が 深 まっ て UM、 あ が じ め 測 
の まっ た 位置 に ピント を 合わ せ て | 
こと で 間 記 で きも 


| キヤ ノン | 
EF100-400mm 


F4.5-5.6LISIUSM 


発売 定 日 :2014 年 12 月 下旬 
予価 格 :300.000 円 前 

レン 人 6 大 .098m 大 人 

1 計 @77mm 大 き e54X193mm 生き 

1560= ( 三 時 を きも ) 


タム ロン 


SP150-600mm F/5-6.3 Di VC USD 
発売 日 :2013 年 12 月 19 日 (キャ ノン ) 2014 年 4 月 


| シタ マ 
150-600mm 


F5-6.3 DG 0S HSM Sports 


発売 日 2014 年 10 月 24 日 
央 価格 :220.000 円 前後 
レン ズ 林 16 和 8 和み 6m 大祭 02 


信 フッ ルター 生 105mmm 大 まき 果 @121 一 290 mm 陳 
2060g 店 マウ シト: キャ ノン 用 、 ニ コン 用 、 シ グマ 用 


ニコ シ 
AF-S NIKKOR 
80-400mm 4.5-5.6G ED VR 
発電 2013 年 3 月 4 日 


ピ 容 時 価 格 :288.000 円 前 


レン ズ 遷 12 寿 20 本 所 条 175m (AF 時)、15m (WE 
時 大湯 素 和 0.8 人 (AF 時 )、 的 02 村 (NF) 
ラー 生 e77mwm 大 まさ 和 @955X203mm さき 15708( 三 
を きる ) 


キャ ノン EOS 7D Mark ml タム ロン SP 150.500mm PIG3 Di VC 
USD 552mm 883mm 柱 当 | 絆 り 人 先 AE(F32 .1200 移 、0.7EV 

ISO 2000 WWB- オ ー ト 552mmX15 価 の gamm 人 で 、 和 上 
還 を 者 き 、 語れ の アッ プ の み を 理 っ た 。 拓 谷 び に 革 れ て いる シー ン を あえ て 
画 p ら では な を く 、 サイ ド か ら と ちえ た こと て 思 行 末 環 で きた 


大 き な ポ ケ 味 を 生か せる こと は 抱 の 1 つの 可 カ だ が 
今回 は 全く 普 果 を 燥 い 、 思い きっ て 設 り 侯 を 2 まで 奉り 込 
み 、 手 朋 か ら 軸 まで すべ て に ビン ト が 合う よう に 提 双 し た 。 訂 
り 仁 I6 で 所 っ た も の は 、 手前 の ライ オン が ポケ て し まう 。 直 
還 レ ンズ で は 、 大 用 な 負 り 込み の 寺 断 も あり だ 


> 
超 望 遠 で 群れ の 様子 や 
一 瞬 の 表情 を と ら え る 


サフ ァ リ パー ク に 超 望 拘 デ ー ム を 持ち 出し て みた 。 サフ ァ リ パー ク の ライ オン は 、 
一 般 の 動物 園 と 比べ る と 頭数 が 多く 、 分 散 し て 広大 な エリ ア の 中 で 自由 に 動き 回 
見 られ る 場所 が その 時 々 で 異な る が 、 その 分 、 さま ざま な 表情 を 見 せ て くれ 
る 。 オス 、 メス の 違い 、 追 力 ある 前 の 表情 や 、 毛並み の 質感 、 ネコ 科 特 有 の さま ざ 
まな 仕草 な ど 、 その ひと つ ひ と つ に 注目 すれ ば 、 撮り た い シ ー ン は いく ら で も 出 て く 
る 。 数 頭 で 群 れ て いる シー ン 、 飼い ネコ を 補 補 させ る よう な 寝 姿 、 大 あく び や 遇 叶 
シー ン な ど 、 超 望 可 ダ ー ム レン ズ で その 表情 その も の を スト レー ト に 写す こと で 、 大 
迫力 の 描写 が 可能 だ 。 例え ば 、 あく ぴの シー ン を 連 有 写す る と 、1 コマ 1 コマ すべ て 
衣 情 が 往 い 、 どの カッ ト を 選ぶ か 、 セレ クト の 楽し み が ある 。 舌 が 出 て いる 朋 間 の 舌 
の ざら つい た 質感 や 、 牙 の 様子 な ど が 、 克明 に 描写 され 、 あら た め て ライ オン の 顔 
に 第 き と 発見 の 感動 すら 覚え る 。 餌 や リバ パス が 来る と 立ち 上 が っ て 歩く オス ライ オン 
の 姿 を 菜 れ た 距離 か ら 超 望 遂 で 狙い 、 堂々 と 勇ましい 姿 を と ら え る こと も 可能 だ 。 


て り 56 委 が ある 


ャ ヤン ン EOS 7D Mark タム ロン SP 150-600mmn Fr63 DI VC USD 600mm 
(960mm 眉 ) 誠 り 居 先 AE F63、15.000、1.0EV) - IS 1600・ WB: オ ー ト 
シン リン オオ カミ が 吉 味 えす る 剛 間 に く 出合 えた 。 滴 潮 と し て は 、 人 工 和 目立つ 衣 
し いい 電 所 た っ た が 、 時 に 際 り 込ん だ 本 を 育 景 に 錠 穫 で と 5 えら れ た 


600mm (960mm 相当 ) 


高 感度 、 高 速 シャ ッ タ ー で 
被写体 プレ 防止 を 優先 する 


画伯 を 保 完 する あま り 、 感度 を 拓 え 所 中 に 提 影 する 方 も を 
いと 思う が 、 生物 提 衣 の 場合 は 、 神体 ブレ ザー 閉 の 大 雪 
だ どん な に 素 昧 らし い シ ャ ッ ター チャ ンス で も 、 捧 写 体 ブレ 
や 手 プレ の 写真 で は 台無し た . その た め に は IS0 2000 穫 
の 高 度 を 刊 用 し 、 高達 シャ ッ 
ター で プレ を 防 ご う 。 シャ ッ タ ー 
チャ ンス は 、 動物 た ちの 一 机 の 
玲 き の 中 に ある 、 


gmomhr 
xccc、 ror 
う EaWoW25 


Ns 


た ! 本 の レン ズ で に 5 え 
300mm (480mm 入 当 ) 


られ る こと だ . トリ ミン 
ク を し な く て も 、 表情 そ 
の も の を ズバ リ 写し 人 
、 より リア ル な 


めった に 全 用 し な い IS0 オー トキ 使い 
用 六 写 を 休 和 し た あま り 
シャ ッ ター 寺 計 ず 記 の に を り 。 ライ オン 
が Sh で し まっ た 。 ホワ イト バラ ンス は 
オー ト で も 同 本 ない IS0 オ ー ト は 
人 生 に を 計 が あぁ る 


る 写真 が 提 れ る 。 大 い 
に 活用 し た い 


キン EOS 7D Mk タロ ン SP 150.600mm PIE63 
VC USD 600mm (950mm 相 当 ) 末 り 人 先 AE (FB3 
108.000 せ は 、 1.3EV) ISO 1250。 WB: オ ー ト オメ ライオン 
の あく の シー ン を 画面 いっ ぱい て と ちえ た あく び の シー ン を 軍 
で と 5 える と 、1 枚 1 校 すべ て 表 休 が 補う た め 、 見 店 えも あり 、 選 
倒し め る 


[時 馬 サ ファ リパーク ] 

箇 時 間 8:30 一 1530 (1530 半 還 ) = 主 拓 に = て 二 

還 箕 和 二 上 :2700 円 3 太一 主 :1.400 円 
オン ャ トラ 6 と 

バス や 


押 邊 六 ( み くだ と よぶ み ):1955 生 人 生ま れ の 和 和 写生 生物 から 更 因 や 至 の ペッ ト ま で 
ちの に 重力 的 に 取り組ん で いる - デジ カメ の 侯 に 伴い 、 近 は 天 高 折 を 生か し た 大 全 で 新 新 ち 
Ph UFP 中 所 代表 。 公共 二胡 人 会 員 。htip-/wowowru 上 pjpy| 


内 に 日 タチ ャ レン 


の 70-400mm F456 G SM 400mm マニア 
f5.5、1U1000 和 ) "ISO 400 ・ WB: 天 天 著 陸 する 


F15D コ イー グル を 400mm で 拓馬 し な 。 理 本 に は 級 近 い 木立 


みち 天 く の 到 経 まで 至り 入れ 、 基 交 還 で 1 の 写真 に 草 し た 


ほぼ ば 同 じ 搬 ポジション か ら 160mm で と ら えた の が 下 
の 写真 だ .「 和 [基地 外周 の 木立] 背景 の 山 | な 
と. 近 早 か ら 志太 まで 宅 選 が 穫 な る 妥 素 が 存在 する 
と が 分かる. これ ら を 同一 方 向 に ね て 1 枚 の 写真 
め 込 むこ と で 、 最大 の 圧 多 を 得る こと が で きる わけ 
だ 


160mm 


区 果 を 出す は 
四 全 する べき 可 当 が 必要 に 
な る 。 空 バッ ク で も 守 や 大 
陸 、 月 を 合っ て 圧縮 殺 を 
表 理 で きる が 、 や は り 山 な 
と 菩 所 の 地上 員 昧 が 効果 
的 だ 。 その 介 人 飛行 民 
と こ に 配置 する か を あら か 
じ め 決め て 、 六 を 加味 し 
た 相 較 の 決定 が 記 ま し い 


当 作 


g7 70.400mm Ft55 G SM 400mm 


を 全 電 する 


中 (な か の こう じ )- 1972 和 | 
に 作詞 を 革 計 し て いる - 琶 と 拉 の 
の 2 大 テー マ を 求め て 、 国内 外 を 抄 り 如 っ て いる 


まれ . 宙 や 技 な どの - 駐 び モ ノ の 者 と 
レー ショ ン で ある ・Jetsrape・ と 、 屋 時 上 の コラ | 


400mm 


圧縮 効果 で 背景 を 作っ て 問 果 に 滞 
飛行 機 の 迫力 を 強調 する 怠 


有機 は 名 ど 限 られ る 人 本 国 の パ 
が 前 ポケ を IA6 


li (Fs6、11L000) RS 400 "WB 
騙 計 を 直 ん で 性 評 へ 向かう F-15。 人 正 画 わら 可 を 政 め た アン グル と いう の も もち ろ ん だ が 、 背 柱 に そびえ る 山々 が 


甲野 耕 志 


戦闘 機 を 握る た め に は 400 一 500mm ク ラス の 直 決 
遠 レン ズ が 必要 に な る 。 戦闘 機 掘 影 に 超 望 各 レ ンズ を 使 
う 理由 は 、 単純 に 離れ た 場所 か ら 大 写し する た め な の で 、 
「 引 き 寄 せ 効 果 」 以外 の 超 望 可 レ ンズ の 各 欄 効果 を 意 
識 す る こと は 少な い だ ろ う 。 た だ し 、 プラ スロ と し て 横 極 的 
詳し た い の は [圧縮 効果 」 を 使っ た 背景 処 理 だ 。 超 
望 可 レン ズ で 大 写し に し た 機体 その も の を 圧縮 効果 で 追 
力 を 出す の は も ちろ ん だ が 、 同時 に 背景 に 遺 く 見 える 山 を 
圧 始 し て あたかも 戦闘 機 の 背後 に を そびえ立つ よう に 見 せ 
られ る の は 超 望 癌 レン ズ な ら で は の 表現 手法 と 言え よう 。 
引き 寄せ 効果 と 圧縮 効果 に よる 部 分 切り 取り の 合わ せ 技 
で 、 被写体 を 効果 的 に 引き 立て る こと が で きる , 


飛行 機 の 動き と 背景 の 位置 を 計算 し て 
撮影 ポジション を 決め る 
所 に を 下 軒 し た 飛行 写真 で は 、 山 が 入っ て いれ ばけ な ん で も い 
い 、 と いう 直 炒 し し た も の で は な く 、[ ど この 山 を 韻 に し て 、 検体 
は その 栓 個 の 上 に どい う よ う に 理 邊 的 な 音 居 に な る よう に こだわ っ 
て いる . その ショ ッ ト を 得る た め に は 飛行 絆 の 動き と 背 尿 と の 重なり 
具合 を 計算 し て 、 ビン ポイ ント で 押 影 ポジ ショ ン を 決定 する 。 


ッ ーー g7 "70400mm Fr56G SSMT/400mm マニ 
ル 和 出 (F6 7.L500) IS0 200。 WEB 靖 天 再 信 の 山 に ちょ 
うと 有 行 が 業 っ か る よう な 林 較 で と ら えた 。 山 の 和 と 時 行 緑 の 列 
平行 に な 5 よう に 提 る こと で 、 空 に 当 か ホイ メー ジ が 六 衣 で きた 


暴 や カレ ンダ ー を 中 
[ある Brdscape 


デジタ ルカ メラ マガ ジン 722074 183 


184 


超 自 
望 然 
遠 の 
の 色 
効 や 
果 形 
で の 
引 美 
き し 
出さ 
す を 


ニーg7ー704 
(Fl6、14O 


っ 


< 400mm (600mm 


自然 風景 の 撮影 で は 、 ダイ ナミ ッ ク に 広がる 自然 を 
広 訪 レン ズ で 撮影 する よう な イメ ー ジ の 方 が 強い か も し 
れ な い 。 し か し 、 超 望 吉 レ ンズ を 使う こと で 、 風景 の 際 
立っ た 面白 さ を 引 き 出 すこ と が で きる 。 どん な 被写体 で 
あっ て も 、 己 の 視野 を 狭め 、 風景 を 凝視 すれ ば 必ず 見 
超 望 各 レ ンズ を 持っ て 自然 風景 の 撮 
まず は 色 や 形 に 絞っ て 観察 を する こと を オ 
スス メ す る 。 今回 筆者 が 実写 し た よう に 、 水 な ら 飛 涼 
や 波紋 、 樹 な ら 葉 や 枝 の 形 だ 。 これ ら の 被写体 は 超 
望 吉 の 目 で 見 る と 、 肉眼 で は 感じ られ な い 動き や フォ ル 
ム 、 色彩 に 満ち て いる こと が 分 か る 。 普段 は 使い 慣れ 
な い 趣 望遠 だ と 思う が 、 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て みて ほし い 、 


色 使 い に 注意 し て 
形 を 引き 立て る 


由 晴 直 レン ズ を 使う と 、 背景 を ぐっ と 
珠 め る ご と が 可能 だ 全 計 な 琲 
人 する こと で 、 皇 背 尽 の 色 だ 
け を 生出 で きる の で 、 記 回 レ ンズ を 合 
う よ り も は る か に 容 き 詰め た 表現 に な 
る . 森 夫 レ ンズ を 使っ た 王道 的 な 
写 真 の 対 橋 と な る イメ ー ジ 的 な 表現 に 
特 化す る こと に な る が . 色 形 に 軸 味 
が ある な 最高 の レン ズ で ある 。 


分 ( は き は らし ろう ) :1959 年 生れ. 日 本 大学.「 忘 


リー の カメ ラマ : 


テツ タル カメ ラマ ガ ジ ン 72.2074 天上 


栖 位 フ 言 和 位置 も 600m 相当 で 押 
いる 


飛 が 印 条 的 な 是 を 


の 全便 
ちろ ん 水 時 | 


3EV) "IsO 50 


400mm (600mm 相当 ) 


カ 
似合う の か 、 吟味 する こと で 印 殺 が 鞭 な る 1 
の で 奉 拓 前景 も 大 きく ぼけ る た め 、 ポケ 財 を 選ぶ 作業 と 言っ て も | 


し な い 


に 時 、 和 上 


WB 晴天 休 選 も シャ ッ ター を 切り 、 よう や く と 
5 えた 項 い どおり の 山間 水 の 勢い や 才 力 と 、 笑 の 大 う け な 休 子 が うま 対比 で きた 


天 w へ He 店 
GwY な 全 問 . か と 交 


・ ひ 電器 


ん な 僅 が 良い の か 、 ど ん な 前 
作品 が 生ま れる 吉 を 合う 


dsPA 


HI に 座 わ る 人 ・ 和 人 を 


同 Ca 
200mm で 
1 


シャ ー プ さ 重 視 で 人 揚 彩 で 超 望 問 レ ンズ を 使用 する 電 合 は 、 導 常 より も 一 間 
ブレ 対策 に こだわ る シビ ア な フレ 対策 が 要求 され る 。SPT] (ペル ポン ) の よう な 
豆 半 レン ズ サポ ボー ター を 使用 し て カメ ラ と レ 
ンズ の 一 体 性 を 高め た り 、 スト ー ン バッ グ ク 等 


で 三 和 の 邊 を 地 す の も 有効 だ 。 手 ブ 補正 


EOS 5D Ma m シグ マ 150.600mm Fs63 0G OS HSM | Spots 。 400mm 
) ISO 400 。 WB4.4OOK 生生 山 ら 大 誠 引 表 レン ス で 凍 虹 日本 の 引 高 ビル [あべの ハル カス 

と の 尼 り 栓 「 呈 了 大 村 」 と いう 員 く 和 れ た 析 牙 の ラン ド マ ー ク を 

ア の よう を [人 天 陸 」 が スケ ー ル 語 を 圧し て いる 。 導 半 氏 で は 生 を 見 せ た い の か を 時 に 穫 す 


キヤ ノン EO 5D Mark エ シタ マ 150. 
600mm 53 DG OS HSM | Sporte 
アル 胡 由 (Fl1 、 52 

WB 3.500K 大 販 記 を 
馬 て る 年 交 山 か ら 大 阪 市 の 中 心 前 を 骨 レ 
ンス で と 5 えた 。 大阪 を 申 心して 、 市 内 
の 所 に 上 つ 高層 ビル が 一体 化 し て 辿っ て くる 
よう C 箇 厚 際 の ある 本 がら れ た 


mm 


の は 人 K 疾 洋 へ ビ い っ | び 当 
諾 浅 潜 ③ 斗 器 ど 弄 ③ 当 財 


都市 の 中 心 部 か ら 広角 レン ズ で と ら え る 夜景 も 茜 力 的 だ 
が 、 今 回 は あえ て 都心 か ら 棄 離 を お いて 仙 由 し 、 そこ か ら 超 
望 可 レン ズ で ビル 炒 に 迫る 。 圧縮 効果 に よっ て 都市 が 1 つ 
の 塊 の よう に 浮か び 上 が り 、 ビル 群 が 閥 重 に も 折り 重なっ た 
よう な 本 図 を 得る こと が で きた 。 この よう な 肉 限 を 超え た 圧倒 
的 な 表現 力 こそ が 、 超 望 レン ズ で 撮影 する 都市 夜景 の 魅 
力 で ある 。 その 迫力 の ある 表現 に 加え 、 地形 的 特徴 や ラン 
ド マ ー ク を 絡め る こと に よ より 印 展 的 な 構図 と な る だ ろ 
う 。 夜景 撮影 に お いて 400mm オ ー バ ー と いう の は 使い 所 
の 難し い 焦点 距離 で は ある が 、 広大 な 風景 の 中 か ら 一 部 分 
だ け を 切り 取っ て 、 独自 の 構図 を 作り 出す 面白 き を ぜひ 体 央 
し て ほし い 。 超 望 喘 レンズ の 持つ 待 力 に 気づく は ず だ 。 


下 回 レン ズ で 構図 を 決め る の が 婚 し いと 堪 じ る 場合 は 、 何 か ラン ド 
マー ク を 見 つけ て 基準 に する と 良い だ ろう . た だ し 目立つ ラン ド マ ー ク が 
ある に つい 画面 の 中 心 に 四 い て し まい が ち に な る が 、 いわ ゆる 日 の 丸 相 
回 より も 、 その 財 困 や 手前 ・ 遇 側 に ある 被写体 た の 対比 を 考え て 記 軒 す 
る により 訂 的 だ , 現時 の 図 は 常に シ ピア な の で 、 配 暫 や 集 
上 を 下 え で 何 格 か 提 参 し おく と 良い だ 


の 太田 で 大 
暫 渦 還 す る | 


文人 の 
2004 年 6 
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閉じ 込め られ た 1 秒 問 の 中 に 
脈々 と 紡が れる 街 の 時 間 が 描か れる 


くみ スク ラン プル 交差 


の な 次 の 中 に 1 秒間 


< て 2:3 の 比率 で 600z900 、300x 
は ND フ ィ ル ター を 合用 し 


親 昌 前 に 白 み 
に も 軸 味 を 


で 何 年 場所 を 変え で は 搬 


堅 evervievw 所 幸 則 生 3 


Exhibition of Photography っ ーー トー 
写真 展 を 振り 返っ て SECOND Velo1 SHIBUYAI 


ソニ ー イ メー ジン グ ギ ャ ラリ ー 銀座 
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- 一 一 USM 35mm マニ ュ アル 和 出 (FI6、1200 
贅 。 IS0100 Bi オト 
償い 包 り 地 た ち が 全 る あぁ いた 大 人 た ち 背 9 ら 見 
5, あたかも お 反 を 量 え で いる か の よ うな 低い 和 
M 昌和 か し た 近接 が 還 の 光 も きび て 、 


1 8 
Mi 
記 KUN NB HI ML 1 ! 


ンプ 
の 
ーー 
や ちさ 
ホオ 


た を す で 】 
ン 


に たよ す で 


キャ ソン EOS 5D Mk EF35mm F2IS USM 


瀬戸 内 海 に 面 し た 山県 の 中 
戸 時 代 み 5300 
年 以上 続い て いる 。 生 着 が か っ て 才 鮮 通 
た ごと か ら 、 朝鮮 化 
説 も ある 。 お 打 
国 風 の 
子 に よる 唐子 


35mm マニ ュ アル 間 (F16、1 
01 で に 拓 れ た め に 、 人 い 江 り 務 大 人 に 記事 て 、 少し 和 れ た 替 に 本. 


神 禄 、 社 の 摘 に ゴザ が 戦 か れ 
子 過 り の 鍵 台 で ある こと は 一 日 朋 氏 だ っ た が 、 ふと ゴ 


ザ は 上 た し て プ ザ 


の か も し れ な | 


行わ れる 「 お 田 杭 神事 
神田 る こと が 多 5 

ャ ヤン EOS 5D Mark EF35mm ル 下 (FI8、1200 ゆ ) キヤ 60 EF35mm F2 IS USM 35mm アル (F14、1180 め ) ISO 
だ っ た り も する 。 上 本 の 神道 に < k て W 人 が 登場 IS0 100。 WB : オ ー ト 計り W 析 た 地 だ ん に 東 っ て 入り 洒 の すぐ 3 作 De が 不 騰 なこ に 計り d で の 逢 


化す る 傾向 が ある 。 


の 点 、 計 子 大 


か に 典 国 の 匂い が 


捕り 7 
3 説 が 有力 だ が 、 中 国 か ら 伝わっ た 説 


証する 資料 は 見 当たら 

キャ ン EOS 5 

針 35mm 

fF14 、 12200 秒 

ISO 100 WB: オ ト 
POET TH 


Mark 


了 場 感 が 伝わる 視野 に 近い 画 角 を 楽し みた い 
EF35mm F2 IS USM 


価格 :89.640 円 実 


66.600 円 前後 


ン テ 人 


35mm と 
PD 
計時 5 


計 大 学堂 
表 会 新 人 dwys new York ISUWA 


下 和 ftemonomich Pr 


上 田 大 輔 Daisuke Ueda 


= コン pe10 


10 月 31 昌 に 多き 
レフ カメ ラ と 
( 民 い で すね )。 
囚 国 、26 日 に 証 士 サフ ァ リバ 
まし た 便 は 天 名 され た 皆さま の サ 
UE の で す が 、 も う ね 、 団 写真 うま すぎ 
ス が すばらし い . 僕 は まぁ 6 
の で す が 誠二 の 必 仙 で ちょ っ と 二 
た の で ほっ と し て い 


Yuka Shirolshi 
p7100 


け で bi 


192 ラウ タル カメ ラマ ガ ジ ン 


牧 浦 裕介 


キャ ノン EOS Ki 


[Wey に 和 取 し な 』 
癌 馬 サ ファ リバ ー 


上 は 本 
区 の ネコ が 


ます 


島村 正人 Masato Shimamra 


キヤノン EOS 5D Mark H 


理生 で は 12 月 14 日 の 「a た 
の 人 と 比 K 明 人 の 方法 を ご 尋 和 し て 


武 間 俊 樹 Toshiki Takema 


= コン 0eoo 


語 人 胡 の 手伝い を 茶 わ て 田奈 方 宣 に ド 
さま した. 日 的 は クル マ の 

精選 点 に の 大 

半 を 経て 、M 


Akira Fukushima 


株 式 会 社 イ ンプ レス か ら 文 書 に よる 放 基 を 得 ず に 、 い か な る 方 
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